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Ⅰ 現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名  一関工業高等専門学校 

（２）所在地      岩手県一関市 

（３）学科等構成 

学 科：機械工学科、電気情報工学科(電気工学

科)、制御情報工学科、物質化学工学科 

専攻科：生産工学専攻、物質化学工学専攻 

（４）学生数及び教員数 （平成18年5月1日現在） 

学生数          単位：人 （ )内は女子学生の内数 
準学士課程 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 合計 

機械工学科 41( 0) 45( 1) 43( 1) 44( 1) 41( 1) 214(  4)
電気情報工学科 42( 0) 41( 4) 42( 5) 41( 1) 45( 0) 211( 10)
制御情報工学科 42( 3) 43( 8) 42(11) 36( 6) 40( 8) 203( 36)
物質化学工学科 40(19) 42(21) 43(14) 33(11) 41(14) 199( 79)

計 165(22) 171(34) 170(31) 154(19) 167(23) 827(129)
※ 電気情報工学科は４学年まで進行。５年は電気工学科 

 

学生数総計：858(130) 

 
教員数        単位：人 （ )内は女性教員の内数 

区  分 教授 助教授 講師 助手 合計
一般教科人文社会系 4 6 1 0 11 
一般教科自然科学系 5(1) 3 1 0 9(1)
機械工学科 5 6 1 2 14 
電気情報工学科 5 2 1 1  9 
制御情報工学科 4 6 0 1 11 
物質化学工学科 4 6(1) 1 2 13(1)

計 27(1) 29(1) 5 6 67(2)

２ 特徴 

一関市は岩手県の南端、岩手・宮城両県の県都盛岡・

仙台のほぼ中間に位置し、栗駒国定公園と三陸海岸国定

公園、また奥州平泉文化探訪の玄関口である。古くは奥

州平泉文化の圏域であり、江戸時代には伊達藩の支藩の

一つ田村藩３万石の城下町であった。明治新制で一関県

の県庁所在地となり、後に岩手県に編入された。郷土の

偉人としては大槻玄沢・磐渓・文彦等が有名である。一

関町時代の昭和22年と23年に大水害を経験し、昭和23年

合併して市制を敷いた。さらに、平成17年９月に周辺町

村と合併し、人口12万余となった。 

一関工業高等専門学校（以下「一関高専」とする。）

は一関市にあり、盛岡以南唯一の工業系の高等教育機関

として、昭和39年に岩手県および地元一関市の強い要望

によって設立された。当初の学科は機械工学科２クラス

と電気工学科１クラスであり、５年後の昭和44年に化学

工学科が設置され、１学年４クラス体制となった。さら

に、平成元年には機械工学科の１クラスが制御情報工学

科に改組、７年には化学工学科が物質化学工学科に改

組、15年には電気工学科が電気情報工学科に改組されて

いる。あわせて平成13年には、専攻科が設置され、今日

に至っている。 

本校の目的は学則第１条に「教育基本法の精神に則

り、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教授

し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。」

と定められている。 

この目的のために、工業・技術分野に興味関心をもつ

中学卒業生を受け入れ、低学年で一般科目を主に学び、

高学年になるにつれ専門科目を増やす、いわゆるくさび

形カリキュラムによる５年間一貫教育で、人間形成教育

と技術者教育を行っている。さらに高度な技術者を育成

するため２年間の専攻科教育にも力を入れている。 

入学者は宮城県北と岩手県全域を中心としており、就

職先は主に関東以北となっている。今日まで五千名有余

の実践的技術者を世に送り出してきた。毎年の就職率が

ほぼ100%であることからも窺がえるように、本校の教育

成果は産業界から高い評価を受けて今に至っている。 

「明日を拓く創造性豊かな実践的専門教育」を教育理

念として、本校の教育目標を次のように定めている。 

①地球市民としての責任の自覚 

②誠実で豊かな人間性 

③広い視野と優れた創造力 

④たゆまない努力とさかんな研究心 

⑤信頼と協調と積極性 

⑥技術者としての責任の自覚 

これらの目標は準学士課程、専攻科課程に共通である

が、達成すべく定められている具体的成果については、

学科ごと、専攻ごとに異なっている。 

また、専攻科においては、教育方針を次のように定め

ている。 

①創造的開発能力を持つ技術者の育成 

②国際化に対応できる技術者の育成 

③地域との研究交流の促進を図れる技術者の育成 

本校には「地域共同テクノセンター」が設置されてお

り、隣接して「（財）岩手県南技術研究センター」があ

る。 

前者は、「学生の高度技術者教育」及び「地域産業の

発展に寄与する共同開発研究をとおして得られた成果を

学生の教育に還元すること」を目的としている。後者

は、地域企業の研究開発力・技術力の向上を図ることを

目的として、一関高専のマンパワーを活用する体制にな

っており、これを通して地域企業と高専が深く結びつい

ている。また、施設設備は、一関高専の教育研究にも利

用されている。これらの２つのセンターの目的を活か

し、地域企業のニーズを吸い上げて共同研究等を行い、

学生の教育に還元できる体制になっていることが本校の

大きな特色である。 

 

専攻科課程 １学年 ２学年 合計 
生産工学専攻 11( 0) 12( 0) 23( 0) 
物質化学工学専攻 5( 0) 3( 1) 8( 1) 

計 16( 0) 15( 1) 31( 1) 
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Ⅱ 目的 

 

○ 学則に定められている目的 

・学則第１条 「一関工業高等専門学校学校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深

く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする｣ 

・学則第42条 「専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、精深な程度において工業に関する高度

な専門的知識及び技術を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する人材を育成することを目的とする」 

 

○ 教育理念 

「明日を拓く創造性豊かな実践的専門教育」を教育理念として掲げている。 

 

○ 教育目標 

目的、教育理念のもとに、教育目標を以下のＡからＦのように定めている。これらの教育目標は、準学士

課程、専攻科課程に共通のものである。 

Ａ 地球市民としての責任の自覚 

Ｂ 誠実で豊かな人間性 

Ｃ 広い視野と優れた創造力 

Ｄ たゆまない努力とさかんな研究心 

Ｅ 信頼と協調と積極性 

Ｆ 技術者としての責任の自覚 

 

○  準学士課程の達成しようとしている成果・養成すべき人材像 

各学科の目的として、達成しようとしている成果・養成すべき人材像を以下のように定めている。 

 

〔機械工学科〕 

従来の４力学および創造設計・工作実習・工学実験の実技系科目の充実を図るとともに、情報化・メカト

ロニクス化・システム化に対応するため、機械工業界はもちろんのこと、一般産業などの幅広い分野でも活

躍できる柔軟な適応能力を持ち、問題解決力および開発力に富む機械技術者を養成する。 

 

〔電気情報工学科〕 

情報セキュリティ論、音声画像情報工学、情報システム工学、オペレーティングシステム工学等の基礎知

識を修得した電気通信技術者、情報処理技術者、さらに、電気機器設計、電気法規、電気設備管理、電力シ

ステム工学、電気応用工学、エネルギー変換工学、高電圧工学等の基礎知識を修得した電力応用技術者を養

成する。 

 

〔制御情報工学科〕 

機械電気、制御、情報処理等の工学基礎知識を広く持ち、コンピュータや IT 関連の専門的な知識と技術を

身につけるとともに、メカトロニクス技術はもとより、ネットワーク、オペレーティングシステム、データ

ベース、プロジェクト管理等の情報技術を駆使し、システムエンジニアとしても活躍できるなど、広く情報

技術社会の要請に応えることのできる技術者を養成する。 
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〔物質化学工学科〕 

有用な化学物質を環境に配慮し経済的に製造する化学装置・プラントの開発・設計・運転に関する基本的

な原理を重点的に教育する。加えて、分析実験から化学装置の操作・バイオ技術まで実験実習を行う。これ

ら講義と実験実習により、化学物質の製造に関わる幅広い知識と実践的技術を兼ね備え、化学工業、食品、

製薬等の製造技術部門を中心にリーダーとして活躍する化学技術者を養成する。 

 

○ 専攻科課程の教育方針、及び養成すべき人材像 

専攻科課程の教育方針を以下のように定めている。 

① 創造的開発能力を持つ技術者の育成 

② 国際化に対応できる技術者の育成 

③ 地域との研究交流の促進を図れる技術者の育成 

 

また各専攻の養成すべき人材像を以下のとおり定めている。 

〔生産工学専攻〕 

機械、電気情報、制御情報工学の３学科をベースにして設立された生産工学専攻は、それぞれ得意とする

専門領域の深い知識・能力をもち、異なる分野の基本的素養も兼ね備えて、複合的生産システムに対応でき

る技術者を育成する。 

 

〔物質化学工学専攻〕 

化学及び生物工学の広範な分野の諸問題（食糧、エネルギー環境等）にも対処できるようにカリキュラム

を編成し、地球環境に優しい工業製品の開発、新技術の開発等に柔軟に対応できる創造性豊かな研究開発型

の技術者を育成する。 

 



一関工業高等専門学校 基準１ 

- 4 - 

Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的は、準学士課程については学則第 1 条に、専攻科課程については学則第 42 条に明確

に定められている（資料１－１－①－１）。 

資料１－１－①－１

一関工業高等専門学校学則（抜粋） 

第１条 一関工業高等専門学校（以下「本校」という。）は，教育基本法（昭和２２年法律第２５

号）の精神にのっとり，及び学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に基づき，深く専門の学芸

を教授し，職業に必要な能力を育成することを自的とする。 

第４２条 専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において工業に関する

高度な専門的知識及び技術を教授研究し，もって広く産業の発展に寄与する人材を育成すること

を目的とする。         （出典 ウェブページ（一関高専規則集／第１章 学則））

 

本校では「明日を拓く創造性豊かな実践的専門教育」を教育理念として掲げており、目的と教育理

念のもとに、教育目標が以下のように定められている（資料１－１－①－２）。この教育目標は、準

学士課程と専攻科課程に共通のものとして設定されている。 

資料１－１－①－２

Ⅱ 本校の教育目標 

本校は「明日を拓く創造性豊かな実践的専門教育」を教育理念として、教育目標を以下の

ように定めています。 

Ａ 地球市民としての責任の自覚 

Ｂ 誠実で豊かな人間性 

Ｃ 広い視野と優れた創造力 

Ｄ たゆまない努力とさかんな研究心 

Ｅ 信頼と協調と積極性 

Ｆ 技術者としての責任の自覚 

（出典 平成 18 年度 学生便覧 p.7）
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また準学士課程における各学科の養成しようとする人材像を以下のように定めている。（資料１－

１－①－３）。 

資料１－１－①－３

準学士課程における各学科の養成しようとする人材像 

〔機械工学科〕 

従来の４力学および創造設計・工作実習・工学実験の実技系科目の充実を図るとともに、情報化

・メカトロニクス化・システム化に対応するため、機械工業界はもちろんのこと、一般産業などの

幅広い分野でも活躍できる柔軟な適応能力を持ち、問題解決力および開発力に富む機械技術者を養

成する。 

 

〔電気情報工学科〕 

情報セキュリティ論、音声画像情報工学、情報システム工学、オペレーティングシステム工学等

の基礎知識を修得した電気通信技術者、情報処理技術者、さらに、電気機器設計、電気法規、電気

設備管理、電力システム工学、電気応用工学、エネルギー変換工学、高電圧工学等の基礎知識を修

得した電力応用技術者を養成する。 

 

〔制御情報工学科〕 

機械電気、制御、情報処理等の工学基礎知識を広く持ち、コンピュータやＩＴ関連の専門的な知

識と技術を身につけるとともに、メカトロニクス技術はもとより、ネットワーク、オペレーティン

グシステム、データベース、プロジェクト管理等の情報技術を駆使し、システムエンジニアとして

も活躍できるなど、広く情報技術社会の要請に応えることのできる技術者を養成する。 

 

〔物質化学工学科〕 

有用な化学物質を環境に配慮し経済的に製造する化学装置・プラントの開発・設計・運転に関す

る基本的な原理を重点的に教育する。加えて、分析実験から化学装置の操作・バイオ技術まで実験

実習を行う。これら講義と実験により、化学物質の製造に関わる幅広い知識と実践的技術を兼ね備

え、化学工業、食品、製薬等の製造技術部門を中心にリーダーとして活躍する化学技術者を養成す

る。 

 

（出典 平成 18 年度 各学科のシラバス p.1）
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一方専攻科課程おいては、教育方針及び各専攻の養成しようとする人材像を資料１－１－①－４の

ように定めている。 

資料１－１－①－４

専攻科課程の教育方針 
 

① 創造的開発能力を持つ技術者の育成 
② 国際化に対応できる技術者の育成 
③ 地域との研究交流の促進を図れる技術者の育成 

 

専攻科課程における各専攻の養成しようとする人材像 

〔生産工学専攻〕 

機械、電気情報、制御情報工学の 3 学科をベースにして設立された生産工学専攻は、それ
ぞれ得意とする専門領域の深い知識・能力をもち、異なる分野の基本的素養も兼ね備えて、
複合的生産システムに対応できるエンジニアを育成することを特色としています。 

 

〔物質化学工学専攻〕 

化学及び生物工学の広範な分野の諸問題（食糧、エネルギー環境等）にも対処できるよう
にカリキュラムを編成し、地球環境に優しい工業製品の開発、新技術の開発等に柔軟に対応
できる創造性豊かな研究開発型の技術者を育成することを特色としています。 

 

（出典 平成 18 年度 専攻科シラバス p.1）

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では、準学士課程及び専攻科課程における目的を学則に明確に定めている。「明日を拓く創造

性豊かな実践的専門教育」を教育理念として掲げ、目的と教育理念のもとに準学士課程と専攻科課程

に共通の教育目標を定めている。また、各学科及び各専攻の養成しようとする人材像をそれぞれ定め

ている。 

以上のことから、本校は高等専門学校としての目的を明確に定めている。 

 

 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的は、学校教育法第70条の２「高等専門学校は、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な

能力を育成することを目的とする。」を受けて学則第１条に規定し（資料１－１－①－１、４ページ

に前出）、理念、教育目標、各学科、及び各専攻が養成しようとしている人材像に含めて定めている

（資料１－１－①－３～４、５～６ページに前出）。目標を達成するための各学科の教育内容は資料

１－１－②－１に示すとおりで、深い工学専門教育を内容とし、工業技術者として職業に必要な能力

の育成を目指している。 
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資料１－１－②－１

本校の教育内容 

５ 一般教育（一般教科） 
一般教科の目的は、学生の視野を広めることと専門分野の学習に必要な基礎力を養成することにありま

す。一般教科の教育内容は、高校程度のレベルから大学教養課程のレベルにおよび、複眼的思考力の育成を

目指したものになっています。演習、実習および実験は、あらゆる意味で重視されています。 

一般教科に付属する設備、例えばＬＬ教室、体育館、物理実験室等は充実した設備内容を誇っています。

一般教科は学生が心身ともに着実な発達が遂げられるよう教育内容のますますの充実を目指しています。 

 

６ 専門教育 
(1)  機械工学科 

機械工業界はもちろんのこと、一般産業の幅広い分野でも活躍できる柔軟な適応能力を持ち、開発力に

富む技術者の育成を目指しています。このため、5 年間の一貫教育の特質を生かし、一般科目と専門科目

とを有機的に組合わせて、豊かな人間性の形成と技術者として必要な基礎的能力を培っています。特に

設計製図、機械工学実験、工作実習には十分な時間を充て、基礎的な実践科目の習熟と行動力の養成を

図っています。同時に、技術革新の時代に対応できるように、メカトロニクス関連科目の充実に努めて

います。高学年になると技術面での視野を広げるため、工場見学や各界有識者による多くの講義を実施

しています。さらに、最終学年では、卒業研究により問題点を解決できる能力の育成と、最新の技術を

身につけるように指導しています。 

 

(2)  電気情報工学科 

電気工学科は平成 15 年度から電気情報工学科へと名称変更しました。この名称変更は、マルチメディ

ア、ロボット、ＩＴ（情報技術）などの言葉に代表されるようにコンピュータを中心にした情報処理技

術の飛躍的な発展と、これに対応した人材養成が大きなウエイトを占めるようになってきた時代の流れ

に対応したものです。  

電気情報工学科では５年間の修学期間の中で、低学年において電気電子系の基礎科目と情報処理の基礎

科目を、高学年では電力応用コースと情報応用コースの２つのコースに分かれて、それぞれ学習しま

す。ここで電力応用コースでは高電圧、送配電、電気機器、エネルギー変換工学などの科目を、そして

情報応用コースでは情報・画像処理、情報理論、プログラミング、オペレーティングシステムなどの専

門科目、応用科目をさらに深く学習します。 

このように電気情報工学科は、従来の電力技術者となる人材はもちろんのこと、情報技術産業で幅広く

活躍できる人材の養成を目的にしています。  

 

(3)  制御情報工学科 

最近の情報化社会の進展にともない、コンピュータ利用・応用技術はますます広範な分野にわたり高度

化してきており、かつ多様化し続けています。製造技術面においても、自動化、ロボット化等に見られ

るようにコンピュータ応用技術及びシステム技術の発展による新しい生産システムが導入されていま

す。このような技術の進展に対応して 21 世紀の情報社会を担うことのできる実践的技術者の養成を目標

としています。 

そのための教育内容として機械系、電気・電子系、制御系、情報系の分野の科目を有機的に組み合わせ

ており、また実践的専門科目としてコンピュータ支援による設計製図、工作実習及び実験、卒業研究に

十分時間をとっています。本学科は、メカトロニクス技術はもとより、ネットワーク、オペレーティン

グシステム、データベース、プロジェクト管理等の情報技術を駆使して、システムエンジニアとしても

活躍できるなど、広く情報技術社会の要請に応えることのできる技術者の育成を目指しています。 

５年次にはさらに専門性を高めるために「制御」、「情報」コースの選択制をとっています。 

 

(4)  物質化学工学科 

我々の身の回りには、各種プラスチック、繊維、工業薬品、建材、ガソリンなど実に多様な化学製品が

あふれています。さらに近年は分子・原子レベルでの物性の研究により、新しい機能をもったファイン

ケミカルズ、半導体液晶などの光エレクトロニクス製品が生み出され、生活・文化を向上させていま

す。これらの物質あるいは製品を実際に製造する際に必要となる学問の基礎を学ぶのが物質化学工学科

です。 

授業では、まず化学の基礎を学習し、その上で装置の原理・操作・設計・制御など化学工学の基礎を学

びます。学習効果を上げるために、多くの演習、実験・実験を用意し、コンピュータを十分活用できる

よう、教育課程に工夫が施されています。卒業研究では、化学技術の進歩に対応する実践的な技術者の
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育成に配慮し、自ら問題解決する取り組みに重点を置いた指導をしています。 

平成７年度には、従来の無機物、有機物に生物による生産（物）を加え、技術の多様化・高度化および

バイオテクノロジーにも対応できるよう一部コース制を取り入れ、内容を充実し今日に至っています。 

 

７ 卒業研究 
5 年間にわたる学業の総仕上げとして評価される卒業研究は、「ものづくり」教育の観点から高専教育の中

でも最も重要視されている科目のひとつです。学科によっては、4 年生の後半から個々の担当教員に 4～5 人

ずつ配属され、多くの時間を費やし研究テーマに関係する分野の理解、実験技術、データ解析法等の総合力

を身につけ、将来技術者として自立するための素養を身につけます。そして、その成果を口頭発表し、卒業

論文として提出します。 

 

（出典 平成 18 年度 学生便覧 p.19～21）

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の目的は学校教育法に沿って学則に規定し、具体的な教育内容が深い専門教育になっており、

養成する人材像が工業技術者として必要な能力の育成を目指していることから、学校教育法に規定さ

れた目的からはずれるものではない。 

 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的は学生便覧（資料１－１－①－１～２ ４ページに前出）、シラバス（資料１－１－①

－３～４ ５～６ページに前出）、学校要覧（資料１－２－①－１～２）及びウェブページ（資料１

－２－①－３～５）に掲載されている。学生便覧は、全教職員及び全学生に、シラバスは全教員及び

全学生に、学校要覧は全教職員に配布されている。教育目標は各教室・実験室等に掲示されている

（資料１－２－①－６）。電子掲示板（資料１－２－①－７）にも定期的に表示されている他、学年

ガイダンスでも周知は徹底されている（資料１－２－①－８）。 

 

資料１－２－①－１

各学科で養成する人材像（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年度 学校要覧 p.11）
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資料１－２－①－２

各専攻で養成する人材像（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年度 学校要覧 p.25）

 

資料１－２－①－３

目的の掲載されたウェブページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ）

 

資料１－２－①－４

各学科で養成する人材像（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ）
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資料１－２－①－５

各専攻で養成する人材像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ）

 

資料１－２－①－６

各教室、実験室等への教育目標の掲示 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 各教室等）

 

資料１－２－①－７

教育目標（電子掲示板） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （管理・教育棟１階 玄関ロビー）     （管理・教育棟２階 リフレッシュルーム） 

（出典 庶務課保管資料）
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資料１－２－①－８

学年ガイダンスの案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教務主事保管資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の目的は、全教職員及び全学生に対して、冊子の配布やウェブページへの掲載、教室・実験室

における掲示、学年ガイダンスにより周知されている。 

以上のように、本校の目的は学校の構成員に周知されている。 

 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の目的及び養成すべき人材像は、ウェブページに掲載することによって社会に公表している

（資料１－２－①－３～５、９～10 ページに前出）。また、年１回夏に実施している一日体験入学

で中学生、保護者及び引率教員にも、本校の教育目標が記載されている学校案内（資料１－２－②－

１）を配布している（資料１－２－②－２）。さらに学校要覧、学校案内は、岩手県全域、宮城県北

及び秋田県南の中学校 308 校と高校 20 校に配布しており、そのうち 70%を超える 218 校の中学校を

直接訪問し、「中学校の進路指導者のための学校説明資料」を使用して本校の目的・概要の説明を行

っている（資料１－２－②－３～４）。なお、校外で実施する出前講座や企業交流会等にも学校要覧

を持参して参加者に提供することにより、本校の教育目標を知ることができるようにしている（資料
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１－２－②－５）。 

資料１－２－②－１

 

（出典 ２００７［平成１９年度］学校案内）

 

資料１－２－②－２

平成 17 年度一日体験入学実参加者数（7 月 28 日(木)・29 日(金)） 

参 加 者  
学校数 

生徒 保護者 教諭 

参加者 

合 計  

124 校 458 人 218 人 17 人 693 人  

（出典 学生課保管資料）

 

資料１－２－②－３

平成１８年度中学校訪問先一覧表 

岩手県：１３２校  宮城県：７６校  秋田県：１０校  計２１８校 

地区名 校数 訪 問 中 学 校 訪問教員等 
二 戸 
盛 岡 

１１ 
福岡中、一戸中、沼宮内中、一方井中、川口中、安代中、松尾中、 
渋民中、滝沢第二中、滝沢中、滝沢南中 

菅野(昭) 
(１泊２日) 

宮古釜石 

遠 野 
９ 

山田中、大槌中、吉里吉里中、釜石東中、大平中、綾織中、 
青笹中、遠野中、宮守中 

長谷川 
(１泊２日) 

釜 石 
遠 野 

８ 
釜石中、唐丹中、橋野中、甲子中、上郷中、土淵中、附馬牛中、 
小友中 

佐 野 
(１泊２日) 

宮 古 ８ 
花輪中、宮古西中、宮古第二中、崎山中、宮古第一中、河南中、 
津軽石中、重茂中 

佐藤（昭） 
(１泊２日) 

盛 岡 ６ 北陵中、松園中、米内中、上田中、大宮中、北松園中 石 井 
盛 岡 ５ 城西中、黒石野中、下小路中、岩大附属中、仙北中 今野、寺西 
盛 岡 ５ 見前中、見前南中、矢巾北中、矢巾中、紫波第一中 佐藤（清） 
盛 岡 ５ 厨川中、下橋中、城東中、紫波第二中、紫波第三中 二階堂、長田
盛 岡 ５ 西根第一中、西根中、巻堀中、玉山中、雫石中 梁川、埜上 
花 巻 ５ 南城中、湯口中、湯本中、矢沢中、西南中 千葉（圭） 
花 巻 ６ 石鳥谷中、花巻北中、花巻中、宮野目中、東和中、大迫中 貝 原 
北 上 ５ 東陵中、北上北中、和賀西中、湯田中、沢内中 沼 崎 
北 上 ５ 江釣子中、上野中、飯豊中、北上中、北上南中、 松 尾 
水 沢 ６ 南都田中、水沢中、金ヶ崎中、江差第一中、江差東中、江差南中 高橋(道)、照井
水 沢 ５ 若柳中、東水沢中、水沢南中、小山中、前沢中、衣川中 津 田 
千 厩 ５ 東山中、大東中、大原中、興田中、猿沢中 清 水 
千 厩 ４ 川崎中、藤沢中、千厩中、室根中 亀卦川 
大船渡 ５ 大船渡第一中、大船渡中、陸前高田第一中、世田米中、有住中 明 石 
大船渡 ６ 日頃市中、綾里中、吉浜中、小友中、米崎中、横田中 佐藤（和） 
大船渡 ５ 気仙中、広田中、末崎中、赤崎中、越喜来中 吉 田 
一 関 ６ 山目中、桜町中、舞川中、真滝中、弥栄中、花泉中 西 山 
一 関 ６ 萩荘中、一関中、中里中、本寺中、厳美中、平泉中 校長、大山 
築 館 ６ 金成中、石越中、若柳中、志波姫中、鶯沢中、花山中 畠 山 
築 館 ５ 栗駒中、一迫中、築館中、高清水中、瀬峰中 佐々木(世) 

迫 ４ 東和中、中田中、佐沼中、新田中 郷、大山 
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迫 ４ 登米中、豊里中、米山中、南方中 菅野（俊） 
志津川 ５ 気仙沼中、条南中、松岩中、面瀬中、階上中 高橋（満） 
志津川 ４ 飯野川中、大川中、河北中、相川中、北上中 佐藤（要） 
志津川 ５ 大谷中、津谷中、志津川中、戸倉中、津山中 梅 野 
石 巻 ５ 蛇田中、門脇中、石巻中、渡波中、桃生中 奥 山 
石 巻 ５ 飯野川中、大川中、河北中、相川中、北上中 千葉（悦） 
石 巻 ５ 湊中、稲井中、山下中、青葉中、万石浦中 阿部（林） 
古 川 ６ 小牛田中、不動堂中、鹿島台中、南郷中、涌谷中、田尻中 高橋(英) 
古 川 ６ 古川中、三本木中、古川南中、古川東中、古川西中、古川北中 豊 田 
古 川 ６ 鳴子中、岩出山中、中新田中、色麻中、小野田中、宮崎中 梅 内 
大 和 
大 衡 

５ 落合中、鶴巣中、吉岡中、吉田中、大衡中 伊藤（博） 

大 和 
冨 谷 

５ 東向陽台中、冨谷二中、日吉台中、宮床中、冨谷中 小野（宣） 

湯 沢 
横 手 

１０ 
東成瀬中、皆瀬中、稲川中、湯沢南中、湯沢北中、増田中、 
平鹿中、山内中、鳳中、横手南中 

大 山 

（出典 学生課保管資料）

 

資料１－２－②－４

中学校の進路指導者のための学校説明資料（抜粋） 

 

 

一関工業高等専門学校は，産業界からの要望に応え 

実践的技術者を養成する国立の高等教育機関です。 

本校では，幅広い教養を身につけさせる一般科目と専門の理論や技術を学ぶ 

専門科目をくさび型に配当し，５年間一貫した効果的な教育を行っています。 

これからは，学歴ではなく本当の意味で力をつけた人が望まれる時代です。 

夢を実現したいという意欲を持った若々しい皆さんを待っています。 

 

本校の教育理念 「明日を拓く創造性豊かな実践的専門教育」 
 

◆入試選抜の基本方針 

 

○一関高専では優れた技術者を育成することを目的として，以下の教育目標を定めてい

ます。 

教育目標 

１．地球市民としての責任の自覚 

１．誠実で豊かな人間性 

１．広い視野と優れた創造力 

１．たゆまない努力とさかんな研究心 

１．信頼と協調と積極性 

１．技術者としての責任の自覚  
 

○本校に入学した学生が、5 年間一貫教育によって教育目標を達成できるために、入

学者受け入れ方針(アドミッションポリシー)として次のような人を広く求めていま

す。 

アドミッションポリシー 

 １．社会の発展に貢献できる技術者を目指す人 

 １．目標に向かって継続的、積極的に努力できる人 

 １．誠実で他人を思いやることができ、責任感の強い人 

一関高専を志願するみなさんへ

（出典：平成１９年度受験者用 中学校の進路指導者のための学校説明資料）
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資料１－２－②－５

平成17年度出前講座一覧 

実施月日 時間 講座会場 講座名 申込者 参加者数 担当講師

７月９日（土） 9:00～12:00 東山町「太陽と風の家」 鉱石ラジオを作ろう！ 太陽と風の家 小学生　２０人
三浦(文)技術長
他技術室員２名

７月22日（金） 13:00～15:00 宮城県立拓桃養護学校 親子電子工作教室
宮城県立
拓桃養護学校

小学生　２５人
保護者　２５人

三浦(文)技術長
他技術室員２名

７月27日（水） 9:00～12:00 一関市宮下公民館 炭電池で実験しよう 宮下民区ＰＴＡ
小学生　９人
保護者　１人

電気情報工学科
豊田計時教授

８月21日（日） 12:00～17:00 花泉町「花夢パル」 親子電子工作教室
花夢パルアマチュ
ア無線クラブ

小学生　２５人
保護者　２５人 三浦(文)技術長

10月27日（木）
11月17日（木）
平成18年
１月26日（木）
２月23日（木）

各日とも
10:30～11:30 愛心幼稚園 Ｅｎｊｏｙ　Ｅｎｇｌｉｓｈ 愛心幼稚園 幼稚園生５９人

一般教科
千葉圭助教授

10月22日（土） 9:00～12:00 一関市永井公民館 鉱石ラジオづくり
一関市立永井公民
館

小学生１０人
職員２人

三浦(文)技術長
三浦（正）班長
佐藤（昌）班員

12月11日（日） 9:00～12:00 東山町「太陽と風の家」 「ホーバクラフト」を作ろう 太陽と風の家
小学生　１１人
保護者　１０人

三浦(文)技術長
千葉（周）班長
小岩（俊）班員
高橋（龍）班員

12月18日（日） 13:00～16:00 花泉町「花夢パル」
「メロディークリスマスツ
リー」を作ろう

花夢パルアマチュ
ア無線クラブ

小学生　２６人
保護者　２４人 三浦(文)技術長

平成18年
１月７日（土） 9:00～12:00

金ヶ崎町
岩手県立県南青少年の家

ゲルマニュームラジオを作ろ
う

岩手県立県南青少
年の家 小中学生２８名

三浦(文)技術長
他  

（出典 庶務課保存資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の目的は、ウェブページに掲載され、広く社会に公表されている。また、一日体験入学参加者

には学校案内を配布し周知している。さらに、岩手県内及び宮城県北の中学校を中心とした308校に

学校案内、学校要覧を配布するとともに、その70%を超える218校の中学校を訪問し、本校の目的・概

要を説明している。なお、出前講座等でも学校要覧を提供し、周知している。 

以上のことから、本校の目的は社会に対し広く公表されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点） 

・岩手県内及び宮城県北の中学校を中心とした308校に学校案内、学校要覧を配布するとともに、

その70%を超える218校の中学校を訪問し、本校の目的・概要を説明している。 

 

（改善を要する点） 

該当なし 

 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 

本校では、準学士課程及び専攻科課程における目的を学則に明確に定めている。「明日を拓く創造
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性豊かな実践的専門教育」を教育理念として掲げ、目的と教育理念のもとに準学士課程と専攻科課程

に共通の教育目標を定めている。また、各学科及び各専攻の養成しようとする人材像をそれぞれ定め

ている。目的は学校教育法に沿って学則に規定し、具体的な教育内容が深い専門教育になっており、

養成する人材像が工業技術者として必要な能力の育成を目指していることから、学校教育法に規定さ

れた目的からはずれるものではない。 

これらの目的は、全教職員及び学生に対して、冊子の配布やウェブページへの掲載、教室・実験室

における掲示により周知されている。また社会に対しては、ウェブページや中学生の体験入学、岩手

県内・宮城県北の218に及ぶ中学校訪問を実施して学校案内や学校要覧を配布し、目的や概要を説明

して広く公表している。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の学科構成は、高度経済成長期である創設当時の、工業の主要分野に対応した機械工学科、電

気工学科、化学工学科の３学科であった。その後、時代の要請に応じ、広範な分野におけるコンピュ

ータ利用技術の高度化に対応するため機械工学科の１学級を制御情報工学科に改組し、また、プロセ

ス制御や新素材、バイオテクノロジーなどに対応するため、化学工学科を物質化学工学科に改組した。

さらに、高度な電気通信技術、情報処理技術などに対応するため、電気工学科を電気情報工学科に改

組し、現在、本校の学科構成は４学科、各学科40名で（資料２－１－①－１）、設置基準に適合して

いる。 

資料２－１－①－１

一関工業高等専門学校学則（抜粋） 

第８条 学科，学級数及び入学定員は，次のとおりとする。 

学 科 学級数 入学定員 

機械工学科 １ ４０人 

電気情報工学科 １ ４０人 

制御情報工学科 １ ４０人 

物質化学工学科 １ ４０人 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第１章 学則））

 

各学科の教育内容及び目的は、資料１－１－①―３（５ページに前出）のとおりで、学則第１条

の学校の目的「深く専門の学芸を教授し」及び「職業に必要な能力を育成する」と整合性のとれたも

のになっている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学科の構成が設置基準に適合し、学科の教育内容や目的が本校の目的である「深く専門の学芸を

教授し」及び「職業に必要な能力を育成する」と整合性のとれたものとなっている。 

以上のことから、学科の構成が教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

 

 

観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の専攻科は、学則第43条に規定しているとおり（資料２－１－②－１）生産工学専攻と物質化
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学工学専攻の２つの専攻から構成されている。目的は学則第42条に「専攻科は、高等専門学校におけ

る教育の基礎の上に、精深な程度において工業に関する高度な専門的知識及び技術を教授研究し、も

って広く産業の発展に寄与する人材を育成することを目的とする」と定めている（資料１－１－①－

１、４ページに前出）。この目的は学校教育法第70条の６に沿ったものである。両専攻の概要・養成

しようとしている人材像は、資料１－１－①－４（６ページに前出）のとおりで、これは学則第43条

に合致したものである。 

資料２－１－②－１

一関工業高等専門学校学則（抜粋） 

第４３条 専攻科の専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

専   攻 入学定員 

生産工学専攻 １２名 

物質化学工学専攻 ４名 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第１章 学則））

 

各専攻の概要は、資料１－１－①―４（６ページに前出）のとおりで、学則第42条と整合性のと

れたものになっている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科の構成が設置基準に適合し、専攻科の教育内容や目的が本校の目的と整合性のとれたもの

となっている。 

以上のことから、専攻科の構成が教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 
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観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では、全学的に共通的に利用できる施設として、電子計算機室、地域共同テクノセンター、福

利厚生施設、創造工房、国際交流室などがあり、福利厚生施設として萩友会館（学校食堂、宿泊施設、

保健管理室、学生相談室）がある。各施設の名称と役割を資料２－１－③－１に示す。 

資料２－１－③－１

全学的なセンター等一覧 

（出典 平成 18 年度 学生便覧から取りまとめ）

施設の名称 主な役割 

電子計算機室 情報処理教育及び情報処理施設・設備の管理運用等を行う。 

地域共同テクノセンター 
地域連携により共同研究を行い、その成果を学生の教育に還元す
る。 

創造工房 全校共用の工房として創造教育の支援を行う。 

福利厚生施設（萩友会館） 保健管理室及び学生相談室により、学生生活の支援を行う。 

国際交流室 
留学生の修学及び生活についての指導並びに海外留学希望学生へ
の情報提供などの支援を行う。 

 

これらの施設の規則および利用状況等を資料２－１－③－２～７に示す。 

資料２－１－③－２

一関工業高等専門学校電子計算機室利用規則（抜粋） 
（趣旨） 

第１条 この規則は，一関工業高等専門学校（以下「本校」という。）メディアセンター規則第３条第２項の規定に

基づき，本校電子計算機室（以下「電子計算機室」という。）の利用に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 電子計算機室に設置された電子計算機は，次の各号に掲げる目的に利用することができる。 

一 情報処理教育に関する学生の実習に関すること 

二 学生の実験，卒業研究等に関すること 

三 課外活動に関すること 

四 教職員の研究に関すること 

五 教育及び学校運営に必要なこと 

六 教職員等の研修に関すること 

七 公開講座等地域開放事業に関すること 

八 その他，本校の教育方針に沿い電子計算機室専門委員会が適当と認めたこと 

（電子計算機室の利用者） 

第３条 電子計算機室に設置された電子計算機を使用できる者は，次の各号に掲げる者とする。 

一 本校学生 

二 本校教職員 

三 その他電子計算機室専門委員会が適当と認めた者 

（利用日及び利用時間）  
第４条 電子計算機室を利用できる日及び時間は，次のとおりとする。ただし，国民の祝日に関する法律（昭和２

３年法律第１７８号）に規定する休日及び年末年始（１２月２８日から１月４日）は除く。 

利用日 利  用  時  間 

月曜日 １０時３０分から１７時１５分まで 

火曜日から金曜日  ８時４５分から１７時１５分まで 

２ 校長が必要と認めたときは，利用日及び利用時間を変更することがある。 
（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第６章 共同利用施設））
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資料２－１－③－３

一関工業高等専門学校地域共同テクノセンター規則（抜粋） 
（趣旨） 

第１条 この規則は，一関工業高等専門学校学則第１２条の規定に基づき，一関工業高等専門学校（以下「本校」

という。）に一関工業高等専門学校地域共同テクノセンター（以下「センター」という。）を置き，センター

の組織及び管理運営に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 センターは，産学官交流の拠点及び学内共同教育研究施設として，地域産業の振興・活性化を助長し，地

域の経済力向上に資するとともに、学生の教育に還元することを目的とする。 

（業務） 

第３条 センターは，前条の目的を達成するため，次に掲げる業務を行う。 

一 産学官交流に関すること 

二 地域企業等との技術相談に関すること 

三 高度技術教育への支援に関すること 

四 共同研究，受託研究及び受託試験の実施に関すること 

五 公開講座の実施に関すること 

六 講演会及び講習会の実施に関すること 

七 センターの設備整備に関すること 

八 その他センター長が必要と認めたもの 

（部門） 

第４条 センターに業務遂行のための組織として，次の部門を置く。 

一 企画広報部門 

二 共同研究部門 

三 技術教育部門 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第６章 共同利用施設））

 

資料２－１－③－４

一関工業高等専門学校創造工房使用規程（抜粋） 
（趣旨） 

第１条 一関工業高等専門学校（以下「本校」という。）の創造工房の使用については、この規程の定めるところ

による。 

（目的） 

第２条 創造工房は、本校における創造教育のための全校共用の工房として活用することを目的とする。 

（使用） 

第３条 前条の目的を達成するため、次の事項に使用する。 

一 ロボットコンテストの設計・製作に関すること 
二 課外活動における設計・製作に関すること 
三 公開講座に関すること 
四 その他前条の目的を達成するための使用と認められる場合 

（使用者） 

第４条 創造工房を使用できる者は、次のとおりとする。 

一 本校の教職員 
二 本校の学生 
三 その他校長が特に認めた者 

（使用時間等） 

第５条 創造工房の使用時間は、８時３０分から１７時までとする。 

２ 創造工房は、次の各号に掲げる日は使用することができない。 

一 日曜日及び土曜日 
二 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 
三 １２月２９日から翌年１月３日まで 
四 その他校長が定める日 

３ 前項の規程にかかわらず、校長が特に必要と認めた場合は、この限りではない。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第６章 共同利用施設））
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資料２－１－③－５

平成１７年度創造工房使用実績 

授業関係
41%

試験関係
11%

公開講座関係
12%

会議、打合せ
27%

研修関係
9%

授業関係　

試験関係

公開講座関係

会議、打合せ

研修関係

 

（出典 技術室保管資料）

 

資料２－１－③－６

福利厚生施設（萩友会館） 

(1)  萩友会館 
昭和 55 年に完成した「萩友(ｼｭｳﾕｳ)会館」は、学生と教職員の福利厚生の増進に寄与することを

目的として設置された施設です。 
① 施設の概要 

階 名 称 備         考 

食   堂 72 席用意しています。 １ 

売   店 テーブル、椅子、テレビ等があり学生の憩いの場となっています。 

保健管理室 （月）～（金）の 8:30～17:15 の間看護師がいます。 

学生相談室 （月）～（金）の 15:00～17:15 の間カウンセラーがいます。 

多 目 的 室 合宿研修にも利用できます。 

２ 

和   室 合宿研修にも利用できます。 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.64）

４ 健康管理 
(1)  保 健 室 

皆さんの身体的・精神的健康の維持増進及び健康教育の充実を図るため、本校では保健室を設置

し、救急医薬品・器具等を常備するとともに、看護師が常時在室しています。 

(2)  健康診断 

学生は、学校保健法に基づいて健康診断を受診することが義務づけられています。自分では、健

康であると思っても、病気や異常が潜んでいるかもしれませんので、早期発見、早期治療のために

も必ず受診してください。 

健康診断の結果は、保護者へ通知しますので、要治療・要検査等が必要な学生は、適切な処置を

するようにしてください。 

(3)  応急処置 

校内で、気分が悪くなったり、外傷を負ったりしたときには、随時応急処置を行います。また、

疾病、傷害の程度により、専門医の診断を受けられるようにします。 

(4)  休  養 

体調が悪いときは、一時休養できるようにベッドを備えています。 

(5)  健康教育 

学外から講師を招いて、健康に関する講演会を適宜行います。 

(6)  健康相談 

自分の健康状態をよく知り、疾患を早期に発見して治療を受けるために、身体の具合が悪いとき

は、早めに保健室へ申し出、適切な指導を受けて、健康保持に努めてください。 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.40）

７ 学生相談室 
青春まっただ中の高専の学生は、人生の中で心理的にも身体的にも最も変化の激しい時期にいま
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す。特に、心理的に不安定になりやすい時期でもあります。さまざまな心の困難に出会ったとき、自

分探しをお手伝いするのが学生相談室です。 

個人の相談内容に関する秘密は固く守りますので、例えば、次のような場合には遠慮なく学生相談

室を訪ねてください。 

① 将来のことや卒業後の進路のことで悩んでいる。 

② 家族や友人のことで悩んでいる。 

③ 勉強する意欲が湧かない。 

④ 自分の性格のことで悩んでいる。 

(1)  平成１８年度学生相談室スタッフ 

担  当 氏  名 所  属 電  話 

相 談 室 長 梅 野 善 雄 一般教科自然科学系 0191-24-4797 

相 談 員 平 林 一 隆 一般教科人文社会系 0191-24-4786 

相 談 員 新 川 真 人 機械工学科 0191-24-4807 

相 談 員 千 葉 悦 弥 電気情報工学科 0191-24-4746 

カウンセラー 戸 嶋   愛 （水曜日のみ） 0191-24-4603 

医 師 稲 冨   浩   

看 護 師 吉 田 みつ子 学生課（保健室） 0191-24-4720 

 

(2)  相 談 日 

戸 嶋   愛 先生  毎週水曜日    午後 3 時～6 時 

稲 冨   浩 先生  奇数月第３水曜日 午後 4 時～5 時 

その他の相談員     随時 

(3)  利用方法 

・直接保健室へ出向いて、看護師に申し出る。 

・直接相談員の教員室へ出向く。 

・保健室（看護師）又は相談員に電話する。 

・e-mail で相談する。（sodan@ichinoseki.ac.jp） 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.44）
 
 

資料２－１－③－７

国際交流室配置図及び写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.274）
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以上のように、本校には電子計算機室などの全学的なセンターが設置されており、各種教育活動で

利用されている。地域共同テクノセンターは、産学官交流の拠点及び学内共同教育研究施設として、

学生が参加して共同研究したり、企業からのテーマを取り入れた卒業研究や特別研究の実施をとおし

て、その成果を学生の教育に還元させている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

全学的なセンター等は、教育目標を達成するために重要な役割を果たしており、有効に利用されて

いる。また、地域共同テクノセンターは、共同研究等の成果を学生の教育に還元させている。 

以上のことから、全学的なセンターが教育の目的を達成する上で適切なものとなっている。 

 

 

観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか。 

 

（観点に係る状況） 

教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制を委員会関連図で示す（資料２－２－①－１）。 

準学士課程における教務全般に関する事項を検討するため「教務委員会」が設置されており、専攻

科には「専攻科運営委員会」が設けられている。厚生補導関係事項は「学生委員会」、寮務関係事項

は「寮務委員会」で審議される。これらの委員会が教育活動を展開するための主要な委員会であり、

検討した事項はすべて委員長から校長に報告され、重要事項あるいは他の委員会にも関わる事項につ

いては「運営委員会」で審議し、校長が決定する。 

それぞれの委員会の体制及び審議事項を規定した規則を資料２－２－①－２～６に示す。 
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資料２－２－①－１

委 員 会 関 連 図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 庶務課保存資料）

 

資料２－２－①－２

一関工業高等専門学校教務委員会規則 
（設置） 

第１条 一関工業高等専門学校運営組織規則（平成１７年７月１４日全部改正）第２７条の規定に基づき，一関工

業高等専門学校教務委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
（協議事項） 

第２条 委員会は，次の名号に掲げる事項を協議する。 
一 教育課程に関する事項 
二 学校行事に関する事項 
三 学生の履修に関する事項 
四 進級及び卒業に関する事項 
五 本校の教育目標を達成するための体系的教育課程の編成に関する事項 
六 「生産技術情報システム工学」プログラムに関する事項 
七 情報処理教育に関する事項 

校　長 運 営 委 員 会

教 員 会 議

安 全 衛 生 委 員 会

人 事 委 員 会

情 報 公 開 委 員 会

教 務 委 員 会

知 的 財 産 委 員 会

広 報 委 員 会

セクシュアル・ハラスメント防止委員会

組 換 え Ｄ Ｎ Ａ 実 験安 全委 員会

学 生 委 員 会

寮 務 委 員 会

テ ク ノ セ ン タ ー 運 営 委 員 会

メディアセンター運営委員会

学 生 相 談 室 運 営 委 員 会

教 育 改 善 委 員 会

Ｊ Ａ Ｂ Ｅ Ｅ 委 員 会

学 習 教 育 評 価 点 検 委 員 会

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 委 員 会

運 営 諮 問 会 議

財 務 委 員 会

入 学 試 験 委 員 会
進 路 指 導 委 員 会

将 来 計 画 委 員 会

（委員長等：校長）

企 画 会 議

専 攻 科 運 営 委 員 会

本校全体に係る重要事項の企画・立案、連絡調整

広く学外者の意見を聴き、校長に対し助言又は勧告を行う

本校の運営における基本的な重要事項・方針の審議

専攻科の運営及び教務に関する事項の審議

教務・厚生補導及び校務運営に必要な事項の審議

ＦＤ及び教育改善についての審議、研修会等の企画・実施

【各種委員会等：校長の命を受けて、運営に必要な諸問題を審議する】

（委員長：校長以外）

危 機 管 理 室

教育課程、学校行事、進級及び卒業等についての審議

広報活動、広報誌、ホームページ等についての審議

就職調査及び就職開拓、進路指導等についての審議

組換えＤＮＡ実験の計画、健康安全管理についての審議

学生の課外活動、生活指導、保健衛生等についての審議

寄宿舎入寮及び退寮、寮生の生活指導等についての審議

ＪＡＢＥＥプログラムの認定申請及び実施等についての審議

教育課程及び教育プログラムの評価点検についての審議

テクノセンターの組織及び運営等についての審議

知的財産の帰属の予備判断等の審議

メディアセンターの組織及び運営等についての審議

学生相談室の運営についての審議

安全確保、災害対策の重要事項

組織、運営、施設の将来計画

本科、専攻科入試の組織・運営等

教員人事の基本方針、選考基準等

予算配分、執行、監査、概算要求

セク・ハラ防止の企画・立案・対応

健康、安全、環境保全、防火対策

情報セキュリティの確保、推進

情報公開に関する事項

（指揮）

（諮問）

（報告）
【決定】



一関工業高等専門学校 基準２ 

- 25 - 

八 視聴覚教育に関する事項 
九 留学生に関する事項 
十 その他教務に関し必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は，次の名号に掲げる者を委員として組織する。 
一 副校長（教務主事） 
二 校長補佐（専攻科長） 
三 教務主事補 
四 各専攻主任 
五 教員のうちから校長が委嘱した者 
六 学生課長 

（任期） 

第４条 前条第５号に掲げる委員の任期は１年とする。ただし，再任は妨けない２欠員が生じた場合の後任者の任

期は，前任者の残任期間とする。 
（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き，副校長（教務主事）をもって充てる。 
２ 委員長に事故があるときは，委員長の指名した委員がその職務を行う。 
（会議） 

第６条 委員長は，委員会を招集しその議長となる。 
（委員以外の者の出席） 

第７条 委員長は，必要あると認めた場合は委員以外の者を出席させ，その意見を求めることができる。 
（専門部会） 

第８条 委員会に,特定の事項を調査・検討するため,専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会の部会長及び委員は,委員長が委嘱する。 

３ 専門部会での検討結果は,委員会に報告するものとする。 

（報告） 

第９条 委員長は，会議で審議した事項を総括して校長に報告するものとする。 
（事務） 

第１０条 委員会の事務は，学生課教務係が行う。 
（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会））

 

資料２－２－①－３

一関工業高等専門学校専攻科運営委員会規則 
（趣旨） 

第１条 この規則は、一関工業高等専門学校運営組織規則（平成１７年７月１４日全部改正）第２５条第１項の規

定に基づき、一関工業高等専門学校専攻科運営委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営について定

めるものとする。 

（審議事項） 

第２条 委員会は、校長の諮問に応じて、次に掲げる事項を審議する。 

一 教育課程の編成及び実施に関すること。 

二 教育計画及び授業時間の編成に関すること。 

三 入学、退学、転学、休学、復学及び修了に関すること。 

四 試験及び学業成績に関すること。 

五 学生の進学及び就職に関すること。 

六 学生の厚生補導の重要事項に関すること。 

七 その他専攻科の運営に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 校長補佐（専攻科長） 

二 各専攻主任 

三 専攻副主任 

四 副校長（教務主事） 

五 一般教科（人文社会系・自然科学系）から選出された教員１名 

六 学生課長 

（任期） 

第４条 前条第５号に掲げる委員の任期は,１年とする。ただし,再任を妨げない。 
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２ 欠員が生じた場合の後任者の任期は,前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き、校長補佐（専攻科長）をもって充てる。 

２ 委員長に事故あるときは、副校長（教務主事）が代行する。 

（会議） 

第６条 委員長は、委員会を招集しその議長となる。 

（委員以外の者の出席） 

第７条 委員長は、必要あると認める場合は委員以外の者を出席させ、その意見を求めることができる。 

（報告） 

第８条 委員長は、審議した事項を総括して校長に報告するものとする。 

（事務） 

第９条 委員会に関する事務は、学生課教務係で行う。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会））

 

資料２－２－①－４

一関工業高等専門学校学生委員会規則 
（設置） 

第１条 一関工業高等専門学校運営組織規則（平成１７年７月１４日全部改正）第２７条の規定に基づき，一関工

業高等専門学校学生委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
（審議事項） 

第２条 委員会は，次の名号に掲げる事項を協議する。 
一 課外活動に関する事項 
二 学生の生活指導に関する事項 
三 学生の保健衛生に関する事項 
四 入学科及び授業料の減免に関する事項 
五 日本学生支援機構奨学生及びその他の奨学生に関する事項 
六 学生会の指導に関する事項 
七 その他学生の厚生補導に関し必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は，次の名号に掲ける者を委員として組織する。 
一 校長補佐（学生主事） 
二 学生主事補 
三 教員のうちから校長が委嘱した者 
四 学生課長 

（任期） 

第４条 前条第３号に掲げる委員の任期は１年とする。ただし，再任は妨げない。 
２ 欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 
（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き，校長補佐（学生主事）をもって充てる。 
２ 委員長に事故があるときは，委員長の指名した委員がその職務を行う。 
（会議） 

第６条 委員長は，委員会を招集しその議長となる。 
（委員以外の者の出席） 

第７条 委員長は，必要あると認めた場合は委員以外の者を出席させ，その意見を求めることができる。 
（専門部会） 

第８条 委員会に,特定の事項を調査・検討するため,専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会の部会長及び委員は,委員長が委嘱する。 

３ 専門部会での検討結果は,委員会に報告するものとする。 

（報告） 
第９条 委員長は，会議で審議した事項を総括して校長に報告するものとする。 
（事務） 

第１０条 委員会の事務は，学生課学生係が行う。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会））
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資料２－２－①－５

一関工業高等専門学校寮務委員会規則 
（設置） 

第１条 一関工業高等専門学校運営組織規則（平成１７年７月１４日全部改正）第２７条の規定に基づき，一関工

業高等専門学校寮務委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
（審議事項） 

第２条 委員会は，次の名号に掲げる事項を協議する。 
一 学生の入寮及び退寮に関する事項 
二 寄宿料の免除に関する事項 
三 寮生の生活指導に関する事項 
四 寮生の厚生補導に関する事項 
五 寮生会の指導に関する事項 
六 その他寮務に関し必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は，次の名号に掲げる者を委員として組織する。 
一 校長補佐（寮務主事） 
二 寮務主事補 
三 教員のうちから校長が委嘱した者 
四 学生課長 

（任期） 

第４条 前条第３号に掲げる委員の任期は１年とする。ただし，再任は妨げない。 
２ 欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 
（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き，校長補佐（寮務主事）をもって充てる。 
２ 委員長に事故があるときは，委員長の指名した委員がその職務を行う。 
（会議） 
第６条 委員長は，委員会を招集しその議長となる。 
（委員以外の者の出席） 
第７条 委員長は，必要あると認めた場合は委員以外の者を出席させ，その意見を求めることができる。 
（報告） 
第８条 委員長は，会議で審議した事項を総括して校長に報告する。 
（事務） 
第９条 委員会の事務は，学生課寮務係が行う。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会））

 

資料２－２－①－６

一関工業高等専門学校運営委員会規則 
（趣旨） 

第１条 この規則は，一関工業高等専門学校運営組織規則（平成１７年７月１４日全部改正）第２４条第２項の規

定に基づき，一関工業高等専門学校運営委員会（以下「委員会」という。）の組織及び運営について定めるもの

とする。 

（審議事項） 

第２条 委員会は，校長の諮問に応じて，本校の運営に関する次の各号に掲げる重要事項を審議する。 

一 学則その他重要な規則の制定改廃に関すること。 

二 予算概算の方針に関すること。 

三 学科等組織の改廃・教育研究体制の改善等に関すること。 

四 教務・厚生補導・寮務に関する重要なこと。 

五 中期計画に関すること。 

六 外部評価等に関すること。 

七 自己点検評価に関すること。 

八 その他本校の運営に関する重要なこと。 

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 校長 

二 副校長（教務主事） 
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三 校長補佐（学生主事，寮務主事，専攻科長，地域共同テクノセンター長,企画担当，評価担当） 

四 各学科主任 

五 一般教科（人文社会系,自然科学系）主任 

六 各専攻主任 

七 事務部長 

八 その他校長が必要と認めた者 

（議長） 

第４条 校長は，委員会を招集し，その議長となる。 

２ 委員会は，原則として月１回開催するものとする。ただし，必要がある場合には，臨時に開催することができ

る。 

（委員以外の者の出席） 

第５条 校長が必要と認めた場合には，委員以外の者を委員会に出席させ，意見を求めることができる。 

（専門委員会） 

第６条 委員会に必要に応じて専門委員会を置くことができる。 

２ 専門委員会に関し必要な事項は別に定める。 

（幹事） 

第７条 運営委員会に幹事を置き，庶務課長，会計課長及び学生課長をもって充て，会務を処理する。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務に関することは，庶務課庶務係において処理する。 

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員会が別に定める。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会））

 

また、平成17年度にこれらの委員会の開催された回数は、教務委員会が16回、専攻科運営委員会が

21回、学生委員会が24回、寮務委員会が15回、そして運営委員会が17回である。これらの委員会活動

の中で、重要事項を審議した例を資料２－２－①－７～８の議事録に示す。 

資料２－２－①－７

教務委員会議事録（抜粋） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 教務委員会議事録）
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資料２－２－①－８

専攻科運営委員会議事録（抜粋） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 専攻科運営委員会議事録）

 

（分析結果とその根拠理由） 

教育活動を展開するための主要な委員会として、教務委員会、専攻科運営委員会、学生委員会、寮

務委員会及び運営委員会がある。それぞれの委員会の体制及び審議事項を規定した規則が整備されて

おり、これらの委員会活動が議事録に示すとおり行われている。 

以上のことから、教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開す

るための検討・運営体制が整備され、教育活動等に係る重要事項を審議するなどの必要な活動を行っ

ている。 

 

 

観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

一般科目と専門科目の授業の内容や進度、一般から専門への接続性・整合性や問題点等について、

担当教員間で情報の交換が種々行われている。数学と専門科目担当教員、及び英語科と専門学科の工

業英語担当教員間での話し合いの例を、資料２－２－②－１～２に示す。英語力を評価する外部試験

としてのTOEICテストを単位として認めており、また一定以上のTOEICスコアが専攻科の修了要件にも

なっていることから、英語担当教員と専門教員との話し合いが行われ、TOEIC対策を念頭に置いた一

般教科教員による授業が専攻科に導入されている（資料２－２－②－３）。さらに一般教科では、一

定のテーマ（昨年度は環境）に対して、それぞれの教科の立場から分析したり研究した成果を授業に

還元するユニークな連携授業が行われており（資料２－２－②－４）この連携授業は専門学科にも拡
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張することになっている（資料２－２－②－５）。 

一般物理と専門学科の話し合いの結果、機械工学科と物質化学工学科から、物理教育の中に電磁気

学を加えて欲しいとの要望があり、「物理Ⅱ」に導入することになった（資料２－２－②－６）。 

資料２－２－②―１

数学科と専門学科の連絡会議録（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 数学科と専門学科の連絡会議録）
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資料２－２－②―２

平成１５年度 第１回専門学科と英語科との連絡会議録（抜粋） 

 

日 時   平成１６年 ３月１５日（月）１０：００～ 

場 所    共通会議室 

出席者    M：佐藤 昭規 E：石井新之介 C：千葉 陽一 

      G：奥山与惣美・高橋 満弘・千葉 圭・二本柳譲治 

欠 席   S：菅野 昭吉（JABEE 関連会議のため） 

司 会    高橋 満弘  書 記  千葉 圭 

 

        議題 専門各学科の工業英語の現状と連携のあるべき姿 

 

Ｍ：佐藤（昭）  前任者の昆先生から引き継いで工業英語を担当している。技術論文や工業英語を扱ってい

る。全学科がベースとして共通な部分を共有できれば良いと思う。 

 

Ｅ：石井     出来る学生と出来ない学生とに二分極化している現状で、どのレベルの学生にターゲット

を絞ればよいのか悩んでいる。授業ではネイティヴのヒアリングを中心に行っている。辞書

を持ってくるように言っているが、最初は持ってくるが段々と持ってこなくなる。 

出来る学生をさらに伸ばしてやりたいと思っている。 

 

Ｃ：千葉（陽）  赴任当時、工業英語は一般の英語の教員が担当していたが、中身が文学的だったので専門

でやろうということになり始めた経緯がある。最初は手探り状態だったが、試行錯誤を経て

「耳からの理工英語」というテキストにたどり着いた。 

技術英語だけでなく日常の英語も必要であると思っている。学生にアンケートを取ると、

中学時代より英語の力が落ちていると感じている学生が多い。 

また、評価を内部だけで行うと甘くなりがちなので第三者的な評価が必要であるとの認識

から工業英語検定への取り組みを始めた。３年までに４級を取得すれば１単位認定というの

が学科としての意見だったが、不本意ながら現在では全学年において１単位が認めら

れている。 

 

（出典 平成１５年度 第１回専門学科と英語科との連絡会議録）
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資料２－２－②―３

TOEIC対策を念頭に置いた一般教科教員による授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 専攻科シラバス）

 

授業科目  英語表現 単位数 ※２ 必修 ○ 前期  ○ 
一般科目  ○ 専門科目  選必 選択 後期   
受講学生  学科   生産工学・物質化学専攻 学年 １年 通年   
担当教員  学科  一般教科 氏名 奥山 与惣美 

達  成  
度  の  
点  検  

（ 

授業の  
目標概要  

  
リスニングセクション及びリーディングセクションの２部構成からなる多彩な演習

問題に挑戦しながら、内容理解力、語彙力、リスニング能力のレベルアップを目指す。 

対応する本校の教育目標   （A―１）            

履修上の  
留意点  

    
Slow and steady wins the race. (おそくとも着実なのが競争に勝つ、急がば回れ)とい

う。目標に向かって、少しでも毎日継続して英語に親しむことが肝要である。  

できる

5 
4 
3 
2 
1 

で  き  
な  い  

日程  授  業  項  目  評 価 内 容  ） 

第１週  Unit 1 単元の内容把握ができる。  
第２週  Unit 2 単元の内容把握ができる。  
第３週  Unit 3 単元の内容把握ができる。  
第４週  Unit 4 単元の内容把握ができる。  
第５週  Unit 5 単元の内容把握ができる。  
第６週  Unit 6 単元の内容把握ができる。  
第７週  Unit 7 単元の内容把握ができる。  
第８週  Unit 8 単元の内容把握ができる。  
第９週  Unit 9 単元の内容把握ができる。  
第10週  Unit10 単元の内容把握ができる。  
第11週  Model Test 1 Model Testの内容把握ができる。  
第12週  Model Test 2 Model Testの内容把握ができる。  
第13週  Model Test 3 Model Testの内容把握ができる。  
第14週  Model Test 4 Model Testの内容把握ができる。  
第15週  Model Test 5 Model Testの内容把握ができる。  

 
 

前  
 
 
 
 
 
 
 
期  

第16週       達成度の点検    
第１週    
第２週    
第３週    
第４週    
第５週    
第６週    
第７週    
第８週    
第９週    
第10週    
第11週    
第12週    
第13週    
第14週    

 
 

後  
 
 
 
 
 
 
 
期  

第15週     達成度の点検   
定期試験の回数          期末試験（  １  回）

授業時間数 （ ３０時間）  自学自習時間数（ ６０時間）  計 （ ９０ 時間） 

評価方法  
評価基準  

 試験結果 ( 100%)、課題 (  %)で評価する。詳細は第１回目の授業で告知する。

 読解力及び音声面の習熟度等、英語の総合的な理解の程度を評価する。  
 総合成績60点以上を単位修得とする。  

関連科目  総合英語Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ、      英語表現Ⅰ,Ⅱ、         英語演習Ⅰ,Ⅱ 
書 名  著 者 名 発 行 所  定 価  

教科書  Hello! TOEIC Test 池内正直他 朝日出版社   1,７00円

参考書  英和・和英・英英辞典 特に指定しない     円

オフィスアワー（教員在室時間） 授業時間に連絡する 
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資料２－２－②－４

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教員会議配布資料）
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資料２－２－②－５

（出典 教員会議配付資料）

 

資料２－２－②－６

物理・応用物理における一般教科と専門学科との連携（打ち合わせ）会議の記録 

 
日 時：平成１７年８月２９日（月）カリキュラム検討委員会終了後 

場 所：共通会議室  

参加者：一般教科 白井仁人、機械工学科 佐藤清忠 

内 容： カリキュラム検討委員から、「物理I」または「物理II」の講義の中で電磁気学を教えて欲しいという

依頼が物理担当者に対してあり、話し合いが行われた。その結果、講義内容に電磁気学を含める方向で

検討することになった。 

 

日 時：平成１７年９月２１日（月）前期期末試験期間中 

場 所：共通会議室 

参加者：一般教科 白井仁人、機械工学科 佐藤清忠 

内 容： 物理担当教員で講義内容を検討の結果、「物理II」の中で電磁気学を教えることを決定し、機械工学

科へ伝えた。 

 

日 時：平成１７年１２月中旬に数回 

場 所：物質化学工学科 千葉陽一研究室 

参加者：一般教科 白井仁人、物質化学工学科 千葉陽一 

内 容： 一般教科物理で、機械工学科と同様、物質化学工学科でも「物理II」の内容に電磁気学を取り入れる

こととした結果、物質化学工学科から、「電磁気学」を教えるために「光」の内容が削られることにな

るのではという懸念が出された。他学科ではこれまでどおり、「熱力学」を教えることにした。 

 

２．改善点 

 



一関工業高等専門学校 基準２ 

- 35 - 

一般教科と専門学科の間の連携（打ち合わせ）会議で指摘された点をまとめると次のとおりであった。 

機械工学科と物質化学工学科からの要望として、 

（１）電磁気の内容を授業に加えて欲しい。 

（２）電磁気の内容を加えても、別の項目（例えば「光」）を減らさないで欲しい。 

（３）「光」の項目の講義をやってから「光」に関する応用物理実験をやって欲しい。 

 

これらの要望・指摘に対して、機械工学科と物質化学工学科について、平成１８年度より物理、応用物理の

授業内容を以下のように改善することとなった。 

 

・物理IIで「光」の項目を第３学年前期で行い、その後、第３学年後期に「光」に関する実験を行う。これに

より上記（３）が改善された。 

・物理IIで「電磁気」を行う。これにより（１）が改善された。 

・物理IIに「電磁気」が加わった分、教える内容が増えるため時間数が足りなくなる。そこで、「光」につい

ては「応用物理Ｉ」で授業することとした。その分、応用物理Ｉで教える内容が増えるが、応用物理Ｉでも

ともと教えていた内容のうち深くやりすぎていた内容（運動方程式の一部）があったので、これについて内

容を浅くするこにより、無理なく時間を確保することができた。これにより（２）が改善された。 

 

以上のように（１）－（３）の全ての点が改善された。 

 

（出典 物理・応用物理における一般教科と専門学科との連携会議録）

 

（分析結果とその根拠理由）  

一般科目と専門科目の関連する授業の内容・接続性・進度や問題点等について、担当教員間で情報

交換が種々行われている。数学、英語、物理についての話し合いは資料に示すとおり行われている。

物理学においては、話し合いの結果を受けて授業内容の一部を変更している。英語については、専攻

科のTOEICスコアを向上させるため、TOEIC対策を念頭に置いた一般教科教員による授業が導入されて

いる。さらに一般教科内では、環境をテーマとしたユニークな連携授業が行われており、これらの試

みは専門学科にも拡張することになっている。 

以上のように、一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が、機能的に行われている。 
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観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

準学士課程では、クラス正副担任が配置されており（資料２－２－③―１）、正担任は担当するク

ラスの運営、学習指導及び生活指導を行っている。また、副担任は正担任を補佐している。 

資料２－２－③－１

学級の正・副担任一覧 

◎ 学級担任 

 機械工学科 電気情報工学科 制御情報工学科 物質化学工学科 
正 平 林 一 隆 津 田 大 樹 高 橋 知 邦 貝 原 巳樹雄 

１ 
副 新 川 真 人 寺 西 研 二 長 野   雄 高 橋 満 弘 
正 渡 辺 仁 史 二本柳 譲 治 高 野 淳 司 佐 藤 きよ子 

２ 
副 梅 野 善 雄 奥 山 与惣美 河原田   至 二階堂   満 
正 星     朗 千 田 栄 幸 佐 藤   要 松 浦 千 春 

３ 
副 藤 原 康 宣 千 葉 悦 弥 高 橋 英 則 梁 川 甲 午 
正 関 根 孝 次 小 野 孝 文 小保方 幸 次 渡 邊   崇 

４ 
副 根 津 辰 行 豊 田 計 時 多羅尾   進 福 村 卓 也 
正 佐 藤 高 志 阿 部 林 治 小 野 宣 明 佐 藤 和 久 

５ 
副 吉 田 武 司 今 野   收 清 水 久 記 高 橋 道 康 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.250）

 

クラス担任をサポートするための担任会は、定期的に開催されて学生の生活状況や成績について意

見交換を行い、特別活動の共通の目標を定め、担任の指導に寄与している（資料２－２－③－２）。 

資料２－２－③―２

一関工業高等専門学校担任会内規 
（趣旨） 

第１条 この規則は，一関工業高等専門学校運営組織規則（平成１７年７月１４日全部改正）第２２条第２項の規

定に基づき，一関工業高等専門学校担任会（以下「担任会」という。）の組織及び運営について定めるものとす

る。 

（目的） 

第２条 担任会は，担任業務の円滑な運営並びに学生指導が有効に行われるよう意見交換すること及び単純に決着

のつかない問題等は意見を付して関係委員会へ審議を要望することを目的とする。 

（構成） 

第３条 担任会は，各学年・学科の学級担任，学級副担任，教務主事，学生主事，寮務主事，教務主事補，学生主

事補，寮務主事補，主任及び学生相談室長をもって構成する。 

２ 前項の構成員以外の教員でも希望する教員は、担任会に出席することができる。 

（担任会の招集） 

第４条 教務主事は，担任会を招集する。 

（幹事会及び議長） 

第５条 担任会に幹事会を置き，学年幹事をもって充てる。 

２ 幹事会が，担任会を企画運営し，代表幹事がその議長となる。 

（庶務） 

第６条 担任会の庶務に関することは，幹事会において処理する。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集（内規編）／第１章 会議・委員会））

 

教務委員会（資料２－２－①－２、23ページに前出）は、教員の教育活動、担任業務等を円滑に遂

行できるように「教務便覧」（資料２－２－③－３）や「学級担任の手引き」（資料２－２－③－

４）を作成し、また、学生委員会では学生の厚生補導全般に役立つ「学生指導の手引き」（資料２－

２－③－５）を作成し、全教員に配布している。 
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資料２－２－③―３

教務便覧（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年度 教務便覧）
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資料２－２－③―４

学級担任の手引き（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年度 学級担任の手引き）
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資料２－２－③―５

学生指導の手引き（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年度 学生指導の手引き）
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また、学科内の学生の生活や学習に関する情報交換のために学科会議が定期的に行われている（資

料２－２－③－６）。 

資料２－２－③－６

学科会議録（例）（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学科会議録）
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専攻科に設けられている専攻科運営委員会は、教育活動全般にわたる内容について定期的に審議を

行い、準学士課程における担任と同様の任務を担う専攻科の主任、副主任が円滑に学生を指導出来る

ように支援している（資料２－２－①－３、25～26ページに前出）。 

課外活動の指導については、全教員による複数顧問制がとられており、顧問の負担の軽減が図られ

ている。また、課外活動の技術指導については、コーチを委嘱できる体制になっており、顧問を補佐

している（資料２－２－③－７）。さらに顧問会議があり、年間数回開催されて課外活動による学生

の健全育成、各顧問間の意見交換や連絡調整が行われている（資料２－２－③－８）。 

 

資料２－２－③－７

課外活動顧問・コーチ一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年度 学生便覧 p.258～259）

 

◎ 顧問・コーチ・部長 

文化部委員会 

部  名 顧  問 コーチ 部  長 

写       真 
長谷川 淳 一 
佐々木 世 治 

 村 上 秀 美 

化       学 
佐 藤 和 久 
福 村 卓 也 

 桑 島 照 章 

美       術 
奥 山 与惣美 
貝 原 巳樹雄 
平 林 一 隆 

 加 藤 さおり 

吹 奏 楽 
河原田   至 
梅 野 善 雄 

 鈴 木 広 大 

軽 音 楽 
渡 辺 仁 史 
藤 原 康 宣 

 千 葉 大 輝 

体育部委員会 

部  名 顧  問 コーチ 部  長 

硬 式 野 球 

長 野   雄 
関 根 孝 次 
菅 野 俊 郎 
長 田 光 正 
埜 上   洋 

 伊 藤 淳 吉 

ソ フ ト テ ニ ス 
松 尾 幸 二 
明 石 尚 之 
高 橋 英 則 

 佐 藤 裕 樹 

陸 上 競 技 
畠 山 信 夫 
渡 邊   崇 
高 橋 知 邦 

斎 藤 秀 博 菊 池 雅 貴 

バ レ ー ボ ー ル 
高 野 淳 司 
小保方 幸 次 
高 橋 満 弘 

 及 川 将 也 

バスケットボール 
新 川 真 人 
小 野 宣 明 
郷   冨 夫 

和 野 雅 彦 近 藤   光 

サ ッ カ ー 

梁 川 甲 午 
阿 部 林 治 
伊 藤   博 
長谷川 淳 一 

 蘇 武 周 平 

卓 球 
二階堂   満 
豊 田 計 時 
佐 野   茂 

石 川 洋 平 大 畑 俊 輔 

柔 道 
二本柳 譲 治 
小 野 孝 文 
寺 西 研 二 

千 葉 周 一 千 葉 亮 平 

剣 道 

津 田 大 樹 
松 浦 千 春 
平 林 一 隆 
高 橋 道 康 

及 川 勝 義 岩 城 尚 昭 

ラ グ ビ ー 
（休部） 

佐 藤   要 高 橋 龍 也 坂 下 訓 康 

体育部委員会 

部  名 顧  問 コーチ 部  長 

ハ ン ド ボ ー ル

根 津 辰 行 
佐 藤 昭 規 
貝 原 巳樹雄 
照 井 教 文 

谷 川 富 男 工 藤 道 晶 

テ ニ ス

福 村 卓 也 
戸 谷 一 英 
星     朗 
梅 内 晴 成 

菅 原 茂 雄 小 山 翔 太 

水 泳
柴 田 勝 久 
吉 田 武 司 
亀卦川 尚 子 

菅 原 泰 夫 
三 浦 正 治 

佐 藤 圭 一 

バ ド ミ ン ト ン
千 葉   圭 
白 井 仁 人 
千 葉 悦 弥 

 佐々木   譲 

空 手
石 井 新之助 
佐々木 晋 五 

操   視 幸 三 浦 裕 喜 

技術部委員会 

部  名 顧  問 コーチ 部  長 

自 動 車
星     朗 
佐 藤 昭 規 
佐 藤   要 

小 池   悟 
小 岩 俊 彦 

庄 司   力 

機 械 技 術

佐 藤 清 忠 
多羅尾   進 
沼 崎 敏 男 
佐 藤 高 志 
千 葉 悦 弥 
佐 野   茂 
新 川 真 人 

鳥谷部   樹 桐 田   卓 

ア マ チ ュ ア 無 線
（休部） 

今 野   收   

電 子 計 算 機
千 田 栄 幸 
小保方 幸 次 
佐 藤 和 久 

藤 村 哲 雄 熊 谷 一 生 

応 援 団 

部  名 顧  問 コーチ 団  長 

応 援 団
梅 野 善 雄 
佐 藤 高 志 

 伊 藤 徳 光 

広報部委員会 

部  名 顧  問 コーチ 部  長 

新 聞
編 集

清 水 久 記 
西 山 憲 夫 

  

同 好 会 

部  名 顧  問 コーチ 会  長 

茶 道
佐 藤 きよ子 
今 野   收 

吉 川 清 子 菅 野   亮 
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資料２－２－③－８

顧問会議議事録（例）（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 顧問会議録）

 

事務部の学生支援組織として学生課があり、入学試験、留学生関係については専門員、授業や定期

試験、教育課程、学業成績等については教務係、課外活動や生活指導、健康管理等については学生係、

学生寮については寮務係が配置され、教育支援が行われている。 
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さらに、技術支援に関する業務を組織的かつ効率的に行うために技術室が置かれ、学生実験・実習、

情報処理教育、卒業研究等において、教員に対する技術的支援が行われている（資料２－２－③－９

～10）。 

資料２－２－③－９

組織図（学生課・技術室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.4）

 

資料２－２－③－10

業務内容（学生課・技術室） 

２ 学生課 
本校の学生として必要な諸手続きの多くを学生課で行います。また、快適な学生生活を過ごすことが出

来るように、次のような業務を行っていますので、気軽に相談するなどうまく利用して充実した学生生活

を送ってください。 

(1)  業務時間 

8 時 30 分～17 時 15 分 ただし、休日を除きます。 

(2)  業務内容 

① 専 門 員 

入学者の選抜、学生の修学指導、外国人留学生等に関する専門的事項 

② 教 務 係 

教育課程、学生証の発行、入学・休学・復学・転学・退学・卒業等、授業及び試験、在学・成績証明

書の発行、教科書等に関すること 

③ 学 生 係 

学割証の発行、奨学金、授業料の免除等、安全管理、健康管理、団体活動・課外活動、就職あっ旋・

アルバイト等に関すること。 

④ 寮 務 係 

寄宿舎の管理・運営、入退寮、寮生の健康管理等に関すること。 

 

３ 技術室 
技術室では教員と連携して、学生の実験・実習の指導のほか、卒業研究や課外活動への技術支援を行っ

ていますので、遠慮なく相談してください。 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.39）

 

 
 

生産・加工班 
技術室長   技術長    電気・情報班 

分析・化学班 
庶務係 

事務部長   庶務課長   専門職員（企画調査担当） 
人事係 
専門職員（情報システム担当） 
研究協力・図書係 

会計課長   総務係 
出納係 
用度係 
施設係 

専門員 
学生課長    教務係 

学生係 
寮務係 

校   長 
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また、電算化された教務システムにより成績処理・出欠管理の合理化を図り、授業や学校行事に関

する連絡を電子掲示板によって行うことにより効率化が図られ、教育活動の支援に寄与している（資

料２－２－③―11）。 

資料２－２－③―11

＊成績・欠席・欠課等の入力確認

・成績一覧表：担任に配布。

・成績通知表：保護者へ送付。

・成績データ(CSV)：必要に応じ出力。

・個別成績表：必要に応じ学生へ配布。

成績等データ提出期限

定　期　試　験

＊教員は，データ入力後チェック
　リストを出力し，確認後チェック
　リストを教務係に提出する。

ｸﾗｲｱﾝﾄまたはWebからの処理

【教員の処理】

教 務 シ ス テ ム に よ る 成 績 処 理 図

教務係
チェック＊

成績一覧表出力

教務システム

チェックリスト
出力・確認＊

教務システム

個別成績表

成績通知表出力
（期末試験時）

成績データ
ＣＳＶ出力

成績・欠
席

・欠課等
入力

個別成績
表出力

 

（出典 学生課保存資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

クラス担任を支援するために担任会及び学科会議が、課外活動を指導するために全員顧問体制や顧

問会議がそれぞれ有効に機能している。さらに、「教務便覧」「学級担任の手引き」「学生指導の手

引き」が全教員に配付され適切な学生指導に活用されている。また、教育活動を支援する学生課及び
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技術室が適切に設置されるとともに、電算化された教務システムにより事務処理が円滑に行われてい

る。 

以上のことから、教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能している。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・一般科目と専門科目を担当する教員間の連携において、一般教科と専門学科の話し合いが行わ

れ、物理の科目内容の変更や、TOEIC 対策を念頭に置いた英語授業を行うなど、一般と専門の連

携の成果が上がっている。 

・教育活動支援のために、「教務便覧」「学級担任の手引き」「学生指導の手引き」が全教員に

配付され適切な学生指導に活用されている。 

 

（改善を要する点）  

 該当なし 

 

 

（３）基準２の自己評価の概要 

 

本校の準学士課程の学科構成は、機械工学科、電気情報工学科、制御情報工学科及び物質化学工学

科の４学科で、構成が設置基準に適合し、各学科の教育内容や目的が学則第１条の「深く専門の学芸

を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする」と整合性のとれたものとなっている。ま

た専攻科の構成は、生産工学専攻と物質化学工学専攻の２専攻で、構成が設置基準に適合し、教育内

容や目的が学則第42条の「専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、精深な程度において

工業に関する高度な専門的知識及び技術を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する人材を育成

することを目的とする」と整合性のとれたものとなっている。 

全学的なセンター等は、教育目標を達成するために重要な役割を果たしており、有効に利用され

ている。地域共同テクノセンターでは、共同研究等の成果を学生の教育に還元させている。 

教育活動を展開するための主要な委員会としては、教務委員会、専攻科運営委員会、学生委員会、

寮務委員会及び運営委員会があり、それぞれの委員会の体制及び審議事項を規定した規則が整備され、

必要な活動が行われている。 

一般科目と専門科目の関連する授業の内容・接続性・進度や問題点等について、数学、英語、物理

について、担当教員間で情報交換が種々行われている。物理では話し合いの結果を受けて授業内容の

一部を変更し、英語では専攻科のTOEICスコアを向上させるため、TOEIC対策を念頭に置いた一般教科

教員による授業が行われている。さらに一般教科内では、環境をテーマとしたユニークな連携授業が

行われており、この試みは専門学科とも連携することになっている。このように一般科目及び専門科

目を担当する教員間の連携が、機能的に行われている。 

教育活動を円滑に実施するため、クラス担任を支援するために担任会及び学科会議が、課外活動を

指導するために全員顧問体制や顧問会議がそれぞれ有効に機能している。さらに、「教務便覧」「学
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級担任の手引き」「学生指導の手引き」が作成されて全教員に配付され、学生指導に有効に活用され

ている。また、教育活動を支援する学生課及び技術室が適切に配置されているとともに、電算化され

た教務システムにより事務処理が円滑に行われている。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

 

（観点に係る状況）  

一般科目として、本校の教育目標にある「地球市民として（国際性）」を考慮して外国語科目、

「豊かな人間性」と「広い視野」のために人文・社会系科目や体育・芸術科目があり、さらに、専門

科目に必要な基礎力養成のために数学・物理・化学などの理数系科目がある。これら一般科目は高等

学校レベルから大学教養課程レベルにまで及んでおり、それらを専任教員及び非常勤教員が担当して

いる。 

本校の一般科目を担当する教員は、一般教科人文社会系又は一般教科自然科学系に所属し、高等専

門学校設置基準に定められている18人が配置されている。しかしながら、各科目ごとに必要な教員数

の関係から全ての科目に対して十分な教員を配置することは困難である。そのため、本校の教員の中

に適任者がいない場合、または必要とする教員数が不足している場合には、一関工業高等専門学校非

常勤講師の任用に関する内規（資料３－１－①－１）に基づき、適任の非常勤教員を採用配置してい

る。一般科目それぞれの担当者の数は資料３－１－①－２に示すとおりである。 

資料３－１－①－１

一関工業高等専門学校非常勤講師の任用に関する内規 
 

（趣  旨） 

第１条 一関工業高等専門学校における非常勤講師の任用については、法令等に定めるもののほか、この内規

の定めるところによる。 

（任用基準） 

第２条 非常勤講師の任用は、次の各号に掲げる基準を満たしている者から選考により行う。 

一 高等専門学校設置基準（昭和３６年８月３０日文部省訓令第２３号）に定める講師の資格を有するこ

と。 

二 当該採用年度の４月１日現在において満７０歳未満の者であること。 

三 心身ともに健康であること。 

（授業時間数） 

第３条 非常勤講師の授業時間数は、１日５時間、１週３日１０時間以内とする。 

（特  例） 

第４条 特別な講義、あるいは特殊な事情があると思慮される場合には、第２条第２号の定めによらないこと

ができる。 

２ 前項については、関係学科の申し出に基づき校長が決定する。 

附 則 

この内規は、平成１０年４月１日から施行する。 

（出典 庶務課保存資料）

 

 

 

 

 

平成９年１月１７日
校 長 決 裁
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資料３－１－①－２

一般科目分野別担当教員数（平成１８年度） 

人数／分野 国語 社会 外国語 芸術 数学 理科 保健体育 合計 

専 任 教 員 ２ ３ ４ ０ ４ ３ ２ １８ 

 博 士  ０  １  ０  ０  ２ ３  ０ ６
 修 士  ２  ２  １  ０  ２ ０  ２ ９
 企業経験者  ０  ０  ０  ０  ０ １  ０ １
 中・高教職経験  ０  ０  ３  ０  ０ ０  ２ ５

非常勤教員 ４ ３ ６ ２ ３ ５ ２ ２５ 

（出典 庶務課保存資料）

 

一般教科専任教員18名のうち33%（６名）が博士を、50%（９名）が修士を有しており、本校の教育

目標を達成するのに十分な教育研究能力を持つ教員が配置されている。また、一般教科専任教員の中

には28%（５名）が高等学校や中学校の教職歴を持ち、その経験を活かし低学年の教育や生活指導で

活躍している。さらに、６%（１名）は企業経験者である。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

一般科目を担当する専任教員は、高等専門学校設置基準に規定する人数を満たしている。専任教員

の中に適任者がいない場合、または必要とする教員数が不足している場合には、基準に従って非常勤

教員を採用している。また、教員の資質についてみれば、博士や修士を有する教員、高等学校や中学

校での教職歴がある教員が配置されている。 

以上のことから、教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている。 

 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校には機械工学科、電気情報工学科、制御情報工学科、物質化学工学科の４つの学科がある。機

械工学科の目標は、機械工業界はもちろんのこと、一般産業などの幅広い分野でも活躍できる柔軟な

適応能力を持ち、問題解決力および開発力に富む機械技術者を養成することである。電気情報工学科

の目標は、電気通信技術者、情報処理技術者及び電力応用技術者を養成することである。また、制御

情報工学科の目標は、メカトロニクス技術者及びシステムエンジニアとしても活躍でき、広く情報技

術社会の要請に応えることのできる技術者を養成することである。さらに、物質化学工学科の目標は、

物質およびエネルギー収支計算などに関する基礎知識を修得し、多様な物質製造や処理技術に対応で

きる実践的技術者を養成することである。 

これらの目標を達成するために、本校では高等専門学校設置基準に定められている29名を越える43

名（助手を除く）の教員を、各学科の専門科目・専門分野を考慮して資料３－１－②－１のように配

置している。 
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資料３－１－②－１

専門学科別配置教員数（助手を除く。）（平成１８年度） 

人数／学科 機械工学科 電気情報工学科 制御情報工学科 物質化学工学科 合計 

専任教員 １２ ９ １１ １１ ４３ 

 博 士  ９  ７  ８  ８  ３２ 
 技術士  ０  １  ０  ０  １ 
 修 士  ２  ０  ２  １  ５ 
 企業経験者  ５  ５  ３  ３  １６ 
 中・高教職経験者  ０  １  ０  ０  １ 

非常勤教員 ９ ５ ６ ４ ２４ 

（出典 庶務課保存資料）

 

しかしながら、幅広くきめ細かな教育を実践するために、大学や企業から、一関工業高等専門学校

非常勤講師の任用に関する内規（資料３－１－①－１、47ページに前出）に基づき、適任の非常勤教

員を採用配置している。 

専門科目専任教員43名のうち77%（33名）が博士・技術士を、12%（５名）が修士を有しており、専

門科目を教授するのに十分な資質を持っている。また、専門学科専任教員の中には37%（16名）が企

業経験があり、各学科の実践的教育に貢献している。 

上記のほかに、６名の助手を置き演習・実験・実習を補助させている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

専門科目を担当する専任教員は43名（助手を除く。）であり、高等専門学校設置基準に規定する

人数を満たしている。各学科ではそれぞれの専門分野の開設科目単位数に見合って適正に教員数が配

置されている。教員の資質についてみれば、博士・技術士や修士を有する教員、企業勤務経験のある

教員が配置されている。 

以上のことから、教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れている。 

 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の専攻科には、生産工学専攻と物質化学工学専攻の２専攻がある。生産工学専攻の目標は、準

学士課程の機械工学科、電気情報工学科および制御情報工学科で学んだ専門技術をベースとして、そ

れぞれ得意とする専門領域の深い知識・能力を持ち、異なる分野の基本的素養も兼ね備えて、複合的

生産システムに対応できる技術者を養成することである。一方、物質化学工学専攻の目標は、地球環

境に優しい工業製品の開発、新技術の開発等に柔軟に対応できる創造性豊かな研究開発型技術者を養

成することである。 

これらの目標を達成するために専攻科の科目担当教員は、ほとんどが博士の学位を取得しておりそ

れぞれの専門分野において十分な知識と能力を持っている。また、これらの教員は大学評価・学位授

与機構の審査を受けた者及び本校の基準を満たした者である（資料３－１－③－１）。 
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資料３－１－③－１

一関工業高等専門学校専攻科を担当する教員に関する要項 

平成１３年１２月１７日制定

（趣旨） 
第１ 一関工業高等専門学校専攻科（以下「専攻科」という。）の設置認定（平成１３年３月２

６日，大学評価・学位授与機構）以降，新たに専攻科を担当する教員の資格の審査及び手続き
については，法令その他特別の定めがあるもののほか，この要項の定めるところによる。 

（専攻科担当基準） 
第２ 「大学設置基準（省令第 28 号）」に定める教員の資格を有する他，次の資格を有するもの

とする。 
１ 教育業績 

高等教育機関で講師相当職以上の教育歴を原則として，２年以上有すること。 
ただし，民間機関等から任用された者については，履歴に応じ別途審査する。 

２ 研究業績 
次の各号の基準を満たすこと。 
①原則として，博士の学位を有すること。 
②総編数５編以上の「審査論文等」を有すること。 
③過去５年間に，Ｂが１編以上であって，かつ，総編数２編以上の「審査論文等」を有するこ

と。 
※「審査論文等」とは，担当する専攻科の担当科目と密接な研究論文であって，以下のとお

り分類した論文とする。 
Ａ：著書の編数（原則として単著とする。共著の場合はその担当分量で別途考慮する。） 
Ｂ：学術論文の編数（レフリー付きの学会論文誌，ジャーナルなどに掲載されたもの） 
Ｃ：国際会議発表論文の編数（レフリー付き） 
Ｄ：国内の研究会発表論文の編数 
Ｅ：学術講演会，学校紀要など 
※「総編数」とは，上記により分類された「審査論文等」を以下の式により算出した数とす
る。 

EDCBA
4
1

3
1

2
1

++++総編数＝
 

（申請） 
第３ 専攻科長，専攻主任及び専攻副主任は，教員に新たに専攻科を担当させる必要が生じた場

合，担当させようとする年度の前年度の７月末日までに，別紙「専攻科担当教員申請書」に関
係書類を添付のうえ，校長に申請するものとする。 

なお，教授及び助教授に採用又は昇任になった者に専攻科を担当させる必要がある場合に
は，担当させる年度の前年度の２月末日までに申請するものとする。 

（審査） 
第４ 校長は，前項により専攻科担当教員の申請があった場合には，「一関工業高等専門学校教

員選考委員会」の審査結果を参考に，専攻科担当教員を決定するものとする。 
（通知） 
第５ 校長は，前項により審査を行った場合には，審査結果を担当させようとする前年度の３月

末日までに申請者に通知するものとする。 
（その他） 
第６ この手続き及び資格基準によりがたい特別な事情がある場合は，校長が決定するものとす

る。 
（出典 ウェブページ（一関高専規則集（内規編）第３章 人事）

 

（分析結果とその根拠理由） 

専攻科の各専攻では開設科目単位数に見合った教員数が配置されている。教員の資質については、

ほとんどの教員が博士の学位を取得し、本校の審査基準により認定された教員が配置されている。 

以上のことから、教育の目的を達成するために必要な専攻科の授業科目担当教員が適切に配置され

ている。 
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の教育目標に沿った教育を行うため、適切な教員を採用し、教員には優れた能力とたゆまない

レベルアップが求められており、学位取得を推進するために大学院への社会人入学を勧めて、現在３

名が在学している。また、東北大学大学院と学術交流協定を締結している。 

教員の採用にあたっては、職位、専門分野、資格、実務経験及び高等専門学校設置基準に規定され

ているように年齢等を考慮して公募し、採用を行っている（資料３－１－④―１～２）。 

資料３－１－④―１

一関工業高等専門学校教員選考手続及び選考基準 
制定 平成１８年 １月１９日

この基準は，一関工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教員人事を適正に行い，本校の充実発展に資
するために，本校における教員の採用・昇任に係る選考手続き及び選考基準について次のとおり定める。 
【選考手続】 

第１ 昇任人事 
(1) 各学科等において，学科等内の人事の将来構想等について教授での意見交換を行い、その結果、昇任人

事の案件がある場合には、別紙様式１「昇任候補者推薦書」により、毎年、１月３１日までに校長に申し
出るものとする。 

(2) 校長は，昇任候補者推薦書により申し出があった場合には，人事委員会を招集するものとする。 
(3) 昇任候補者の選考は，人事委員会で審議のうえ，校長が決定するものとする。 

第２ 採用人事 
(1) 教員に欠員が生じた場合及び定年退職者の後任補充を行う場合には，当該学科等で公募条件等の検討を

行い，校長に対して教員選考委員会の設置を申し出るものとする。 
(2) 校長は，当該学科等から教員選考委員会の設置について申し出があった場合には，人事委員会に対し，

教員選考委員会の設置を提案するものとする。 
(3) 教員選考委員会は，応募者の書類選考を行い，別紙様式２－１「教員選考結果報告書」又は別紙様式２

－２「教員選考結果報告書」により，人事委員会委員長に報告するものとする。 
(4) 人事委員会は，教員選考委員会の審議結果の報告を受けて，審議を行い，面接候補者を決定するものと

する。 
(5) 教員の選考は，面接結果の報告を受けて，人事委員会で審議のうえ，校長が決定する。 
(6) 採用人事については，原則として公募によるものとする。 

【選考基準】 
第１ 教員の選考にあたっては，高等専門学校設置基準（昭和３６年文部省令第２３号）に定める教員の資格

のほか，教育，研究，地域連携（校外の人事候補者にあっては，類似相当業務），課外活動（校外の人事
候補者は，除く。）及び管理運営（校外の人事候補者にあっては，所属機関等内における同等業務）に係
る実績，業績及び資質等を以下の事項について１０段階評価を行い，総合評価によるものとする。 

(1) 専門担当教員 
① 教育に係る基準については，教育活動が活発で，授業評価が高く，教育改善に協力的で正課の教育指

導を含む実績，業績，経験，資質，理念，意欲，態度及びその他の総合評価において相応する在籍教員
集団の平均以上であること。 

② 研究に係る基準については，教育内容を学術の進展に即応させるため、必要な研究を行い、その成果
を教育又は社会に還元していること。また，専攻科担当基準を十分にクリアしていること。 

③ 地域連携に係る基準については，地域社会或いは学協会等への貢献の実績があること，又はそれが期
待できること。 

④ 課外活動に係る基準については，課外活動への取り組みに協力的であること。 
⑤ 管理運営に係る基準については，委員会等に積極的に参加し，本校の発展に寄与していること。 
⑥ 教授については，特にコミュニケーション能力，企画力及び教員としての品格が優れていること。ま

た，原則として，主事又は主事補の経歴がある者とする。 
⑦ 講師以上については，原則として博士の学位又は相当の資格を有する者とする。 
⑧ 助手については，修士以上の学位を有する者とする。 

(2) 一般教科担当教員 
① 教育に係る基準については，教育活動が活発で，授業評価が高く，教育改善に積極的に取り組んで正
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課の教育指導を含む実績，業績，経験，資質，理念，意欲，態度及びその他の総合評価において相応す
る在籍教員集団の平均以上であること。 

② 研究に係る基準については，教育内容を学術の進展に即応させるため、必要な研究を行い、その成果
を教育又は社会に還元していること。また，専攻科の科目を担当できる程度の業績を有すること。 

③ 地域連携に係る基準については，地域社会或いは学協会等への貢献に理解があること。 
④ 課外活動に係る基準については，課外活動への取り組みが積極的であること。 
⑤ 管理運営に係る基準については，委員会等に積極的に参加し，本校の発展に寄与していること。 
⑥ 教授については，特にコミュニケーション能力，企画力及び教員としての品格が優れていること。ま

た，原則として，主事又は主事補の経歴がある者とする。 
⑦ 助教授以上については，原則として，博士の学位を有する者又は相当の専門分野の能力を有する者と

する。 
⑧ 講師については，原則として，修士の学位又は相当の専門分野の能力を有する者とする。 

第２ 上記の基準によりがたい特別な事情がある場合は，校長の裁量によるものとする。 
  附 則 
 この選考手続及び選考基準は，平成１８年１月１９日から施行する。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集（内規編）／第３章 人事）

 

資料３－１－④―２

教員公募の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 ウェブページ（教員公募））

 

本校教員の年齢構成は資料３－１－④－３のとおりバランスのとれた教員構成となっている。また、

高等学校や中学校の教職経験者（全教員中15%）及び企業経験者等（全教員中41%）を積極的に採用し、

多様な経歴の教員を配置している（資料３－１－①－２、48ページに前出）（資料３－１－②－１、

49ページに前出）。企業経験者の中には技術士の資格を有している教員もいる。 
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資料３－１－④―３

教員の年齢構成（平成１８年度） 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13

～
３０歳

～
３５歳

～
４０歳

～
４５歳

～
５０歳

～
５５歳

～
６０歳

６１
歳

以
上

（年齢）

（人）

一般教科（自然科学）

一般教科（人文社会）

物質化学工学科

制御情報工学科

電気情報工学科

機械工学科

 

（出典 庶務課保管資料から）

 

資質の向上や教育研究の活性化を図るために内地研究員や在外研究員派遣を推進し、それぞれ27%

（18名）、10%（７名）の経験者がいる（資料３－１－④―４）。 

資料３－１－④―４

内地・在外研究員派件数一覧      （平成１８年４月１日現在） 

人数／学科 機械工学科 電気情報工学科 制御情報工学科 物質化学工学科
一般教科 

人文社会系 

一般教科 

自然科学系 
合計 

内地研究員 ６ ２ ３ ４ ２ １ １８ 

在外研究員 ３ １ ０ １ ０ ２ ７ 

(出典 庶務課保存資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

教員の採用にあたっては、年齢バランスに配慮し、公募により教職経験者及び企業経験者等を積極

的に採用して多様な経歴の教員を配置している。また、資質の向上や教育研究の活性化を図るために

内地研究員や在外研究員の派遣及び学位取得の推進を行っている。 

以上のことから、学校の目的に応じて、均衡ある年齢構成への配慮、教育経歴や実務経験への配慮

等、教員組織の活動をより活発化するための適切な措置が講じられている。 

 

 

観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

 

（観点に係る状況）  

教員の欠員・定年退職者の補充及び教員昇格については、これまで「一関工業高等専門学校教員選

考要項」に基づいて校長が決定していた。平成18年１月19日以降は、「一関工業高等専門学校教員選

考手続き及び選考基準」（資料３－１－④―１、51～52ページに前出）に基づき、人事委員会で審議

のうえ、校長が決定している（資料３－２－①―１）。この新基準に沿って、各学科が推薦する昇任
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候補者から自己評価書及び研究業績一覧等を提出させ、人事委員会で厳正な審議の上、平成18年４月

１日付けの昇任を校長が決定した。 

資料３－２－①―１

一関工業高等専門学校人事委員会規則 
（趣旨） 

第１条 この規則は，一関工業高等専門学校運営組織規則（平成１７年７月１４日全部改正）第２７条の規定に基づ

き，一関工業高等専門学校人事委員会（以下「人事委員会」という。）の組織及び運営について定めるものとす

る。 

（審議事項） 

第２条 人事委員会は，校長の諮問に応じ，次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 教員人事の基本方針及び選考基準に関すること 

二 教員の採用及び昇任に係る選考に関すること 

三 その他教員の人事に関すること 

（組織） 

第３条 人事委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 校長 

二 副校長（教務主事） 

三 校長補佐（専攻科長） 

四 各学科主任 

五 一般教科（人文社会系，自然科学系）各主任 

六 事務部長 

（委員長） 

第４条 人事委員会に委員長を置き（以下「人事委員長」という。），校長をもって充てる。 

２ 人事委員長は，人事委員会を招集し，その議長となる。 

（委員以外の者の出席） 

第５条 人事委員長が必要と認めるときは，委員以外の者を出席させ，意見を聴くことができる。 

（教員選考委員会） 

第６条 校長は，教員に欠員が生じた場合，定年退職者の後任補充を行う場合及び教員を昇任させる場合には，その

都度，人事委員会の下に教員選考委員会を設置するものとする。 

２ 教員選考委員会は，人事委員会の付託を受けて，教員の採用及び昇任に係る書類選考その他教員の人事に関し，

審査する。 

３ 教員選考委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 

一 当該人事に係る学科等主任 

二 当該人事に係る学科等の教授 若干名 

４ 教員選考委員会に委員長を置き（以下「教員選考委員長」という。），当該人事に係る学科等主任をもって充て

る。 

５ 教員選考委員長は，教員選考委員会を招集し，その議長となる。 

６ 教員選考委員長は，書類選考の結果を人事委員長に報告するものとする。 

（面接等） 

第７条 人事委員会は，教員選考委員会の審議結果の報告を受けて，審議を行い，面接候補者を決定するものとす

る。 

２ 面接候補者に対し，次に掲げる者による面接を行い，その結果を人事委員会に報告するものとする。 

一 校長 

二 副校長（教務主事） 

三 校長補佐（専攻科長） 

四 当該学科等主任 

五 事務部長 

六 その他校長が必要と認めた者 

（候補者の決定） 

第８条 教員の選考は，人事委員会で審議のうえ，校長が決定する。 

（庶務） 

第９条 委員会の庶務は，庶務課において処理する。 

（雑則） 

第１０条 本規則に定めるもののほか，委員会の運営上必要な事項は，別に定める。 

 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会）
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（分析結果とその根拠理由）  

教員の採用及び昇格は、これまで「一関工業高等専門学校教員選考要項」に基づいて校長が決定し

ていたが、平成18年度から「一関工業高等専門学校教員選考手続き及び選考基準」に基づき、人事委

員会で審議のうえ、校長が決定している。 

以上のように、教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ、適切に運用され

ている。 

 

 

観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

教員の教育研究活動に関する教員個人調書（資料３－２－②―１）及び研究業績一覧（資料３－２

－②―２）の提出を義務づけ、それによって定期的に校長が評価を実施する体制ができており、平成

17年度から行っている。 

国立高等専門学校機構による教員顕彰制度があり、教員の自己評価と教員相互の投票、学生による

優良教員の投票結果、及び教育改善委員会で実施している学生の授業アンケート結果に基づいて総合

的に判断し、校長が推薦教員を決定している（資料３－２－②―３）。 

資料３－２－②―１

教員個人調書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課保存資料）

第１号様式

ふりがな （男・女）所属学科等

氏　　名 兼務学科等

生年月日 昭和　　年　　月　　日生（　　

職　　名

就任年月日

最終学歴

教育歴 その他歴 合　計

研究等研修歴

（在外研究員、
内地研究員等）

主 事 歴

主事補歴

（過去５年程度）

（過去５年程度）

（過去５年程度）

教 員 個 人 調 書

校外の各種委
員会委員等

（昭和・平成　　年　　月　　日）学位・称号

（　　　　　　　　　大学）

年　　月

年　　月 年　　月 年　　月

科学研究費
等外部資金
採択状況

職　　歴

年　　月

年　　月

年　　月

年　　月

年　月～　年　月

各種委員会
委員歴

平成１７年８月１日現在

年　月～　年　月

　　　　（　　　　）

昭和・平成　　年　　月　　日

年　月～　年　月

課外活動歴

所属学会等
（所属年・
役職）

卒業研究

（本科生）

特別研究

（専攻科）

自己評価

（長所・短所
各50字程度）

研　　究　　テ　　ー　　マ

本　　　　　科 専　　攻　　科

現在の担当
授業科目等

過去の担当
授業科目等

そ の 他
特記事項
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資料３－２－②―２

研究業績一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課保存資料）

 

資料３－２－②―３

｢国立高等専門学校教員顕彰実施要項｣（抜粋） 

 

平成１７年度国立高等専門学校教員顕彰実施要項 

平成１７年１０月１１日

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長裁定

１．顕彰要項 

（１）趣旨 

高等専門学校教員は主として教育者の面を持つが，一方で研究者の面を持つとともに高等専門学校の管理

運営にも果たすべき役割がある。高等専門学校教員個々に対する業績評価は，これらを総合して行われるべ

きものであるが，現状においては，ともすれば専門の研究業績のみが重視され，学生教育や管理運営に係る

業績が適正に評価されていない恐れがある。このような観点から，管理運営やＦＤ活動を含み，学生教育を

中心とする分野において顕著な業績を上げている教員を顕彰するとともに，顕彰を通じて高専における教育

の充実・向上を目指すものである。 

（２）顕彰基準 

国立高等専門学校における教育活動，学生生活指導，地域社会への貢献等において顕著な功績があったと

認められる者とする。 

（３）賞の名称 

国立高等専門学校教育業績賞とし，以下の賞を設ける。 

文部科学大臣賞                        １名 

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長賞   若干名 

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長奨励賞 若干名 

（４）候補者の推薦 

下記２の候補者推薦要領により，各国立高等専門学校校長が行う。 

（５）顕彰対象者の決定 

上記によって推薦された候補者の中から，下記３の顕彰対象者選考要領に基づいて選考委員会が顕彰教員

を選考・決定し、文部科学省へ表彰の依頼をする。 

（６）顕彰の時期 

平成１８年３月開催予定の校長会議の席上で行う。 

（出典 庶務課保管資料）

 

氏　名

整理
番号

発表年月日 発 表 課 題 名
単著・共
著 の 別

備　　考

研　究　業　績　一　覧
第２号様式

発表学会誌名等
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（分析結果とその根拠理由）  

平成17年度から教員の教育研究活動に関する教員個人調書及び研究業績一覧の提出を義務づけ、そ

れによって定期的に校長が評価を実施している。また、国立高等専門学校機構による教員顕彰制度が

あり、校長が総合的に判断し、推薦教員を決定している。 

以上のことから、教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され、

実際に評価が行われている。 

 

 

観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教

育支援者が適切に配置されているか。 

 

（観点に係る状況）  

教育課程を展開するために、事務職員及び技術職員等が「事務職員配置一覧」（資料３－３－①―

１）及び組織図（資料２－２－③―９、43ページに前出）のとおり配置されている。 

資料３－３－①―１

事務職員配置一覧（平成１８年４月１日現在）       （人）

 課長 専門員 専門職員 係長 主任 係員 司書 看護師 計 

庶 務 課 １  ２ ３  ２ １  ９ 

会 計 課 １   ４ １ ８   １４

課長・ 
専門員 １ １       ２ 

教務係    １ ２ １   ４ 

学生係    １ １ １  １ ４ 

学
生
課 

寮務係    １     １ 

（出典 庶務課保管資料）

 

事務職員は、学生課を中心に教育課程、授業・試験、学生の工場見学等の教育支援を行っている

（資料２－２－③―10、43ページに前出）。技術職員は、技術に関する業務を組織的かつ効率的に行

うために全員が技術室に所属し、実験・実習・卒業研究等の技術的支援を行っている（資料３－３－

①―２～４）。 

技術室では毎年「技術発表交流会」を開催し、技術職員の資質向上を図り、その成果を発表してい

る（資料３－３－①―５）。なお、科学研究費補助金を得ている優秀な技術職員もいる。 

資料３－３－①―２

一関工業高等専門学校技術室要項 

 （趣旨） 

第１条 一関工業高等専門学校（以下「本校」という。）に一関工業高等専門学校技術室（以下「技術室」とい

う。）を置く。 

  （目的） 

第２条 技術室において、技術に関する業務を組織的かつ効率的に行うとともに、その職務遂行に必要な能力、資

質等の向上を図り、もって本校の教育・研究活動の技術的支援の進 展を図ることを目的とする。 

（業務） 

第３条 技術室は、前条の目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 
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一 学生の実験及び実習の技術的支援に関すること。 
二 学生の卒業研究等の技術的支援に関すること。 
三 学生の課外活動の技術的支援に関すること。 
四 工作機器・実験設備等の維持管理に関すること。 
五 教官の教育研究活動に伴う技術支援に関すること。 
六 地域連携活動に伴う支援に関すること。 
七 技術の習得、継承及び研修に関すること。 
八 その他教育・研究の支援に関すること。 

 （組織） 

第４条 技術室に技術室長、技術長及び次に掲げる班長を置き、技術室長補佐を置くことができる。 

一 生産・加工班長 
二 電気・情報班長 
三 分析・化学班長 

２ 技術室長は、本校の教職員のうちから、校長が命ずる。 

一 技術室長は、校長の命を受け、技術室に関することを掌理する。 
二 技術室長の任期は２年とする。ただし、再任することができる。 

３ 技術室長補佐は、技術専門職員のうちから、室長が命ずる。 

一 室長補佐は、上司の命を受け、技術室長を補佐する。 
二 室長補佐の任期は１年とする。ただし、再任することができる。 

４ 技術長は、技術専門官及び技術専門職員のうちから、校長が命ずる。 

一 技術長は、上司の命を受け、各班の連絡調整を行い、技術室を総括する。 
二 技術長の任期は２年とする。ただし、再任することができる。 

５ 班長は、技術専門職員のうちから、校長が命ずる。 

一 班長は、上司の命を受け、班の業務を総括し、円滑な業務の遂行に努めなければならない。 
  （技術室運営委員会） 

第５条 技術室の円滑な運営を図るため、技術室運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

  （雑則） 

第６条 この要項で定めるもののほか、技術室の運営に関する必要な事項は、別に定める。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集（内規編） 第２章庶務））

 

資料３－３－①―３

技術室 組織図及びスタッフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ（技術室））
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資料３－３－①―４

技術職員による教育支援（平成１７年度） 

技術長（三浦文雄） 生産加工班班長（千葉周一） 
学科・学年 電気工学科 5 年 学科・学年 機械工学科 １年 

時限 ５校時～８校時 時限 ２校時～４校時 月 

授業科目 卒業研究 授業科目 工作実習Ⅰ  

学科・学年 電気工学 3 年 溶接作業の概要説明および諸注意 

時限 2 校時～4 校時 溶接機器・器具の取扱説明、ガス溶接 

授業科目 電気工学実験 Ⅲ ガス溶接 

コンデンサ・コイルの試作 ガス溶接（I 形突き合わせ溶接） 

無安定マルチバイブレータの特性測定 溶接機器・器具の取扱説明、アーク溶接授業項目 

サイリスタと整流制御回路 アーク溶接 

学科・学年 電気工学科 5 年 

時限 6 校時～8 校時 

月

授業項目 

アーク溶接（V 形突き合わせ溶接） 

火 

授業科目 卒業研究 学科・学年 制御情報工学科 ３年 

学科・学年 電気工学科 4 年 時限 ２校時～４校時 

時限 1 校時～4 校時 授業科目 工作実習Ⅱ 

授業科目 電気工学実験 Ⅳ 溶接における概要説明および諸注意 

白熱電球の諸特性 ガス溶接（後進法）およびガス切断 

蛍光灯の特性 アーク溶接（V 形突き合わせ溶接） 

直流発電機の無負荷特性 各種溶接法における概要説明 

水 

授業項目 

三相同期発電機の負荷特性 CO2 溶接、TIG 溶接 

学科・学年 電気情報工学科 1 年 溶接部の検査説明および引張試験 

時限 2 校時～4 校時 レーザ加工の説明および切断加工 

授業科目 電気情報基礎実験Ⅰ 

火

授業項目 

  

分流器・倍率器 学科・学年 制御情報工学科 ２年 

交流電圧・電流 時限 ３校時～４校時 

電気の発生 授業科目 工作実習Ⅰ  

電力と電力量 溶接作業の概要説明および諸注意 

電界と磁界 ガス溶接（I 形突き合わせ溶接） 

資格試験の説明 アーク溶接（T 形すみ肉溶接） 

木 

授業項目 

施設見学 

学科・学年 電気情報工学科 2 年 

溶接機器の説明、仕上げの意義および

諸注意 

時限 2 校時～4 校時 

水

授業項目 

  

授業科目 電気情報基礎実験Ⅰ 学科・学年 機械工学科 ２年 

アンプの製作 時限 ２校時～4 校時 

漏電ブレーカ及び過電流ブレーカの動

作測定 
授業科目 工作実習Ⅱ 授業項目 

抵抗の直並列回路の実験 溶接における概要説明および諸注意 

学科・学年 電気工学科 5 年 ガス溶接（後進法）およびガス切断 

時限 6 校時～8 校時 アーク溶接（T 形すみ肉溶接） 

金 

授業科目 卒業研究 各種溶接法における概要説明 

   CO2 溶接、TIG 溶接 

   溶接部の検査説明および引張試験 

   

金

授業項目 

レーザ加工の説明および切断加工 

（出典 技術室保管資料）
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資料３－３－①―５

技術室 技術発表会資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 技術室保存資料）

図書館には司書を配置し（資料３－３－①―１、57ページに前出）、図書館の各種サービスを行っ
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ている（資料３－３－①―６）。 

資料３－３－①―６

図書館の各種サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ（図書館／図書館サービス））

 

（分析結果とその根拠理由）  

教育課程を展開するために、事務職員及び技術職員等が配置され、事務職員は、学生課を中心に教

育支援を行っている。技術職員は、技術に関する業務を組織的かつ効率的に行うために全員が技術室

に所属し、実験・実習・卒業研究等の技術的支援を行っている。 

技術室では毎年「技術発表会」を開催し、技術職員の資質向上を図り、その成果を発表している。

なお、科学研究費補助金を得ている優秀な技術職員もいる。 

図書館には司書を配置し、図書館の各種サービスを行っている。 

以上のことから、学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員、技術職員等の教

育支援者が適切に配置されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・教員は博士や技術士の資格を有する者、企業勤務経験者や教員経験者等からなる多様な構成で

あり、実践的技術者の養成に適している。 

・技術職員は、技術に関する業務を組織的かつ効率的に行うために技術室として組織化されてい

る。 

・技術室では毎年「技術発表会」を開催し、技術職員の資質向上を図り、その成果を発表している。

また、科学研究費補助金を得ている優秀な技術職員もいる。 

 

（改善を要する点）  

 該当なし 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 

一般科目を担当する専任教員は、高等専門学校設置基準に規定する人数を満たしている。専任教員

の中に適任者がいない場合、または必要とする教員数が不足している場合には、基準に従って非常勤

教員を採用している。また、教員の資質についてみれば、博士や修士を有する教員、高等学校や中学

校での教職歴がある教員が配置されている。一方専門科目を担当する専任教員は43名（助手を除

く。）であり、高等専門学校設置基準に規定する人数を満たしている。各学科ではそれぞれの専門分

野の開設科目単位数に見合って適正に教員数が配置されており、教員の資質についてみれば、博士・

技術士や修士を有する教員、企業勤務経験のある教員が配置されている。また専攻科の各専攻では開

設科目単位数に見合った教員数が配置されており、教員の資質については、ほとんどの教員が博士の

学位を取得し、本校の審査基準により認定された教員が配置されているので、専攻科の授業科目担当

教員は適切に配置されている。教員の採用にあたっては、年齢バランスに配慮し、公募により教職経

験者及び企業経験者等を積極的に採用して多様な経歴の教員を配置している。また、資質の向上や教

育研究の活性化を図るために内地研究員や在外研究員の派遣及び学位取得の推進を行っている。 

教員の採用及び昇格は、「一関工業高等専門学校教員選考手続き及び選考基準」に基づき、人事委

員会で審議のうえ、校長が決定している。平成17年度から教員の教育研究活動に関する教員個人調書

及び研究業績一覧の提出を義務づけ、それによって定期的に校長が評価を実施している。また、国立

高等専門学校機構による教員顕彰制度があり、校長が総合的に判断し、推薦教員を決定している。 

教育課程を展開するために、事務職員及び技術職員等が配置され、事務職員は学生課を中心に教育支

援を行っている。技術職員は、技術に関する業務を組織的かつ効率的に行うために全員が技術室に所

属し、実験・実習・卒業研究等の技術的支援を行っている。技術室では毎年「技術発表交流会」を開

催し、技術職員の資質向上を図り、その成果を発表している。なお、科学研究費補助金を得ている優

秀な技術職員もいる。図書館には司書を配置し、図書館の各種サービスを行っている。 
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基準４ 学生の受入 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入学者

選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられる。）の基本

方針などが記載されたアドミッション・ポリシーが明確に定められ，学校の教職

員に周知されているか。また，将来の学生を含め社会に公表されているか。 

 

（観点に係る状況）  

準学士課程においては、５年間一貫教育によって本校の教育目標を達成できる学生を入学させるた

め、資料４－１－①―１のとおりアドミッション・ポリシーを定めている。そして、中学生や社会に

分かりやすいように「本校の学生募集の方針（アドミッション・ポリシー）」として公表している。 

資料４－１－①－１

 

（出典：ウェブページ（学生募集の方針））

 

アドミッション・ポリシーは、学校要覧、学校案内、入学者募集要項及びウェブページに記載して、

中学生及び一般社会などに公表している。さらに、本校教員による県内外の中学校訪問や入試説明会、

一日体験入学、一般市民に公開している高専祭（文化祭）の学校PRコーナーなどで広報活動を行って

いる。一日体験入学における資料の配付状況を資料１－２－②－２（12ページに前出）及び中学校訪

問における配布状況を資料１－２－②－３（12ページに前出）に示す。 

準学士課程４学年への編入学のアドミッション・ポリシーを、資料４－１－①－２のとおり定めて

いる。 

資料４－１－①－２

 

（出典：ウェブページ（編入学者募集要項（４年次編入）））

 

これらのアドミッション・ポリシーについては、学校要覧、編入学者募集要項、ウェブページによ

り公表し、工業高校の訪問や一日体験入学（高校生の参加もある）を通じて広報に努めている。 
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専攻科課程では、準学士課程の教育を基礎に、高度な専門教育を行うため、資料４－１－①－３の

とおりアドミッション・ポリシーを定めている。 

資料４－１－①－３

 

（出典：ウェブページ（学生募集の方針））

 

専攻科のアドミッション・ポリシーは、学校要覧、専攻科入学者募集要項及びウェブページに記載

して公表している。 

学校要覧、学校案内は全教職員に配布され周知されている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では、準学士課程及び専攻科課程においてアドミッション・ポリシーが定められ、その内容は

各種刊行物やウェブページ等で公表されている。よって、本校に入学を希望する中学生、編入学を希

望する工業高校生及び専攻科の入学希望者は、アドミッション・ポリシーを知ることができる。さら

に、学校訪問や入試説明会、高専祭（文化祭）等を通じて周知を図っている。そして、教職員にも資

料の配布や会議を通じて、入学者のアドミッション・ポリシーが周知されている。 

以上のことから、教育の目的に沿って、アドミッション・ポリシーが明確に定められており、学校

の教職員に周知され、将来の学生を含め社会に公表されている。 

 

 

観点４－２－①： アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており，

実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

具体的な選抜方法として、 

① 準学士課程１年への受け入れは推薦選抜と学力選抜によって行われる（資料４－２－①－１）。 

○推薦選抜では、推薦書、調査書の内容及び面接試験によって総合的に判断し、定員の40%程度を

合格としている。面接試験において自己アピールシートを記載させ、その内容とそれに関わる

質疑応答の結果を加えることにより、アドミッション・ポリシーに沿った学生を受け入れてい

る。合格者の決定は判定基準に従って、入学試験委員会、教員会議を経て校長が行う。 

○学力選抜では、５教科（理科、英語、数学、国語、社会）の学力検査の成績及び調査書の内容

によって総合的に判断する。学力検査は、全国の国立高専で使用される統一試験問題で実施す

る。学力選抜における合格者の決定は、志望学科の勉学に強い意欲をもつ学生が優先して入学

できるようにしている。また、学力レベルが高い受験者は中学校において継続的・積極的に努

力した結果と考えることができ、入学後も継続的・積極的に努力できる人であると期待できる。

合格者の決定はアドミッション・ポリシーに沿った判定基準に従って、入学試験委員会、教員
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会議を経て校長が行う。 

資料４－２－①―１

学生募集要項（平成１８年度入学生）（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）

 

② 編入学生の選抜は、学力検査（数学、英語、専門）、調査書の内容及び面接によって総合的に

判断する（資料４－２－①－２）。学力検査の数学と英語は各学科共通であるが、専門の試験

は各学科で作成した問題で行われ（資料「過去３年間の入試問題」）、面接も各学科の教員に

よって実施されており、アドミッション・ポリシーに沿って、各学科が求める学生が選抜され
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る。合格者の決定は、判定基準に従って、入学試験委員会と教員会議を経て校長が行う。 

資料４－２－①―２

編入学者募集要項（平成１８年度編入学生）（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）

 

③ 専攻科の入学選抜は、高等専門学校卒業者等を対象としており、推薦選抜、学力選抜及び社会

人特別選抜がある（資料４－２－①－３）。 

○推薦選抜では面接、推薦書、調査書の内容等を総合して判断している。 

○学力選抜では学力検査（数学、英語、専門）、調査書、面接の内容等を総合して判断して

いる。 
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○社会人特別選抜は、面接、調査書の内容等を総合して行っている。 

専攻科のいずれの選抜においてもアドミッション・ポリシーに沿った面接があり、意欲を持

った学生を入学させるように配慮している。合格者の決定は、判定基準に従って入学試験委員

会の議を経て校長が行っている。 

資料４－２－①―３

専攻科生募集要項（平成１９年度入学生）（抜粋） 

 

（出典 学生課保管資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程の入学者選抜には、推薦選抜、学力選抜及び編入学生選抜がある。推薦選抜と編入学生

選抜では面接があり、アドミッション・ポリシーに沿った学生の選抜が行えるように配慮されている。

学力選抜の合否判定においては、志望学科の勉学に強い意欲をもつ学生が優先して入学できるように

するなど、アドミッション・ポリシーに沿った学生の選抜が行えるように配慮している。 

専攻科の入学者選抜では、推薦選抜、学力選抜、社会人特別選抜のいずれでもアドミッション・ポ

リシーに沿った面接があり、意欲を持った学生を入学させるように配慮している。 

以上のことから、アドミッション・ポリシーに沿って適切な学生の受入方法が採用されており、実

際の入学者選抜が適切に実施されている。 

 

 

観点４－２－②： アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうか

を検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校のアドミッション・ポリシーは、以前は中学校訪問でアドミッション・ポリシーに相当する入

学者選抜方針を説明していた（資料４－２－②－１）。平成17年度入学生からはアドミッション・ポ

リシーを考慮して入学者の選抜を行っているところであり、現在継続的に検証中である。 
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資料４－２－②－１

中学校訪問資料（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成16年６月 中学校訪問資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では、平成17年度からアドミッション・ポリシーを考慮して入学者の選抜を行っているところ

であり、現在継続的に検証中である。 
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観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になっていな

いか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，入学定

員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

 

（観点に係る状況）  

準学士課程の入学定員は各学科40名で合計160名である。過去５年間、実入学者数が定員を大幅に

超えたこともなく、また、実入学者数が定員を下回ったこともない（資料４－３－①―１）。４学年

では、編入学生を受け入れているため、定員を超える場合もあるが（資料４－３－①―２）、各学科

とも施設・設備の点で教育上支障はない。 

専攻科の入学定員は生産工学専攻12名、物質化学工学専攻４名で合計16名である。入学者が、若干

定員に欠ける年度もあったが、専攻科１・２年合わせた人数では定員を確保している（資料４－３－

①―３）。 

資料４－３－①―１

準学士課程の実入学者数（過去５年間）                （単位：名） 

年度 機械工学科 電気情報工学科 制御情報工学科 物質化学工学科 
１４ ４３ ４３ ４２ ４１ 
１５ ４２ ４０ ４１ ４１ 
１６ ４３ ４２ ４２ ４１ 
１７ ４４ ４３ ４４ ４４ 
１８ ４１ ４２ ４２ ４０ 

（出典：学生課保管資料）

 

資料４－３－①―２

準学士課程４年生の学生数（過去５年間）               （単位：名） 

年度 機械工学科 電気情報工学科 制御情報工学科 物質化学工学科 
１４ ４７ ４３ ４１ ３６ 
１５ ４３ ４２ ４１ ４５ 
１６ ４３ ４５ ４５ ４２ 
１７ ４７ ４６ ４１ ４４ 
１８ ４４ ４１ ３６ ３３ 

（出典：学生課保管資料）

 

資料４－３－①―３

専攻科課程の実入学者数（過去５年間） （単位：名） 

年度 生産工学専攻 物質化学工学専攻 
１４ １３ ５ 
１５ １６ ６ 
１６ １６ ４ 
１７ １２ ３ 
１８ １１ ５ 

（出典：学生課保管資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

準学士課程の実入学者数は、定員を若干超える程度であり定員を確保している。また、編入学生を

受け入れる４年生でも若干定員を超えているが、教育には全く支障がない状況である。専攻科につい
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ても、毎年ほぼ入学定員を確保している。 

よって、本校における実入学者数が、準学士課程も専攻科も入学定員と比較して適正な数となって

いる。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・準学士課程、専攻科課程ともに常に適正な入学者定員を確保している。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

（３）基準４の自己評価の概要 

本校では、準学士課程及び専攻科課程においてアドミッション・ポリシーが定められ、その内容は

各種刊行物やウェブページ等で公表され、学校訪問や入試説明会、高専祭（文化祭）等を通じても周

知が図られている。したがって入学を希望する中学生、編入学を希望する工業高校生及び専攻科の入

学希望者はそれを知ることができる。そして、教職員にも資料の配布や会議を通じてアドミッション

・ポリシーは周知されている。 

準学士課程の入学者選抜には、推薦、学力及び編入学生選抜がある。推薦選抜と編入学生選抜では

面接があり、アドミッション・ポリシーに沿った学生の選抜が行えるように配慮している。学力選抜

の合否判定においては、志望学科の勉学に強い意欲をもつ学生が優先して入学できるようにするなど、

アドミッション・ポリシーに沿った学生の選抜が行えるように配慮している。専攻科の入学者選抜で

は、推薦、学力、社会人特別選抜のいずれにおいてもアドミッション・ポリシーに沿った面接があり、

適した学生を入学させるように配慮している。 

本校では、平成17年度からアドミッション・ポリシーを考慮して入学者の選抜を行っているところ

であり、それに沿った学生の受け入れが行われたかどうかについては現在継続的に検証中である。 

次に実入学者数については、準学士課程は定員を若干超える程度で定員を確保しており、また編入学

生を受け入れた４年生でも若干定員を超えているが、教育には全く支障がない状況である。専攻科に

ついても毎年ほぼ入学定員を確保しており、本校における実入学者数は準学士課程も専攻科課程も入

学定員と比較して適正な数となっている。 
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基準５ 教育内容及び方法 

 

（１）観点ごとの分析 

 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

 

（観点に係る状況）  

本校では「明日を拓く創造性豊かな実践的専門教育」という教育理念に沿って、豊かな感性と人間

として必要な良識を育み、技術と自然や社会などとの関わり合いにも目を向けることができ、しっか

りした専門基礎学力を身につけた創造的な技術者の育成を目指している。 

低学年では人間性の涵養と専門科目への円滑な接続を図るために多くの一般科目を開設し、高学年

では専門基礎科目と実験・実習を重視した科目を開設している。本校の教育課程は資料５－１－①－

１に示すとおりである。 

一般科目には自然科学系科目と人文社会系科目があり、ほとんどが必修科目である。これらの一般

科目は科目系統図（資料５－１－①－２）に示すとおり、本校の教育目標を実現するための基礎とな

る科目となっている。人文社会系科目は人間性涵養のために、また、自然科学系科目は各学科の専門

を学ぶための基礎で、専門科目への接続が円滑になるように配置されている。 

専門科目は、科目系統図（資料５－１－①－２）に示すとおり、各学科とも学年が進むに従って科

目数が多くなりその内容が高度になるように段階的に配置されている。また、幅広い工学知識を身に

付けさせるために他専門分野の基礎的な科目も配置している。これらの授業科目はシラバス（資料５

－１－③）に示すとおり、本校の教育目標の「(C)広い視野と優れた創造力」「(D)たゆまない努力と

さかんな研究心」を達成するとともに、各学科が目指す技術者を育成する内容になっている。 
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資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）１／１２ 

（ア）一般教科（平成１５年度以降入学生）

開 設

単 位 数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

国 語 Ⅰ 3 3
国 語 Ⅱ 3 3 国語の名称変更
国 語 Ⅲ 2 2

文 学 1 1

倫 理 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2

歴 史 Ⅰ 2 2

地 理 2 2

基 礎 数 学 Ⅰ 3 3

基 礎 数 学 Ⅱ 3 3

線 形 代 数 2 2

微 分 積 分 Ⅰ 4 4

微 分 積 分 Ⅱ 3 3

解 析 学 2 2

物 理 Ⅰ 3 3

物 理 Ⅱ 2 2

基 礎 化 学 Ⅰ 2 2
基 礎 化 学 Ⅱ 2 2

化 学 Ⅰ (3) (3) ( )内は物質化学工学科
化 学 Ⅱ (2) (2) ( )内は物質化学工学科

生 物 Ａ (1) (1) ( )内は物質化学工学科
保 健 1 1
体 育 Ⅰ 2 2
体 育 Ⅱ 2 2 保健体育の名称変更

体 育 Ⅲ 2 2
体 育 Ⅳ 2 2
総 合 英 語 Ⅰ 4 4

総 合 英 語 Ⅱ 3 3

総 合 英 語 Ⅲ 3 3

英 会 話 1 1

英 語 表 現 Ⅰ 2 2

英 語 演 習 Ⅰ 2 2

ド イ ツ 語 Ⅰ 2 2

一 般 化 学 1 1 物質化学工学科以外の３学科

生 物 概 論 1 1 物質化学工学科以外の３学科
23 25 2

(27) (23) (0)

音 楽 Ⅰ 1 1

音 楽 Ⅱ 1 1
美 術 Ⅰ 1 1
美 術 Ⅱ 1 1
哲 学 2 2
法 学 2 2

経 済 学 2 2

英     語     演     習     Ⅱ 2 2

ド      イ      ツ      語    Ⅱ 2 2

14 2 2 10

6 1 1 4

一　般　科　目

  　２単位修得

選 択 必 修 科 目 単 位 数 計

14 7 ( )内は物質化学工学科

  　２単位修得

備考
区
分

授 業 科 目
学年別配当単位数

物理の名称変更

化学の名称変更
物質化学工学科以外の３学科

　　音楽・美術のいずれかを修得
　  音楽の名称変更

　　美術の名称変更
選
択
必
修
科
目

必

修

科

目

必 修 科 目 単 位 数 計

選択必修科目開設単位数計

71

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.94）
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資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）２／１２ 

（ア）一般教科（平成１５年度以降入学生）

開 設

単 位 数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

生 物 Ｂ 1 1

歴             史            Ⅱ 2 2
数 学 演 習 1 1
英     語     表     現     Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 演 習 1 1

課 題 研 究 Ⅱ 4 平成１７年度より開設
10 5 5 7 5 4

6～10 1～5

(5～9) (1～4)

95 30 32 16

(94) (33) (30) (14)

25以上 27以上 6以上
(29以上)(25以上) (4以上)

注意事項
（１）選択必修科目は、グループ別に指定された科目（６単位）を修得すること。
（２）選択科目については、物質化学工学科は２年生以上に配当された４科目（５単位）を必ず
　　 履修し、それ以外の学科については、５科目（６単位）を必ず履修すること。
（3）選択科目の課題研究Ⅱの履修方法等についての詳細は、課題研究に関する規程を参照のこと。

( )内は物質化学工学科77以上 15以上 8以上

1～5 1～4

一 般 科 目 開 設 単 数 合 計

( )内は物質化学工学科

21 12 ( )内は物質化学工学科

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

1～5 3～7選択科目履修可能単位数計

　　６単位履修
　　物質化学工学科は
　　生物Ｂ以外の科目から
　　５単位履修

選
択
科
目

１～４

一　般　科　目

区
分

授 業 科 目
学年別配当単位数

備考

一 般 科 目 単 位 数 合 計

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.95）

 

資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）３／１２ 

（ウ） 外国人留学生 専用科目 
開 設
単 位 数 1年 ２年 ３年 ４年 ５年

日 本 語 Ⅰ 2 2 　 　

日 本 語 Ⅱ 2 2

工学基礎（留学生用） 2 　 　 2 　
科 目 単 位 数 合 計 6 6

    国語、体育、歴史Ⅱの代替

一　般　科　目

備　　　　　考
学年別配当単位数

授 業 科 目

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.97）
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資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）４／１２ 

（ア）機械工学科（平成１８年度以降）

1年 2年 3年 4年 5年

微 分 方 程 式 1 1

確 率 統 計 1 1

応 用 数 学 1 1

複 素 関 数 論 1 1

応 用 物 理 Ⅰ 2 2

応 用 物 理 Ⅱ 2 2

情 報 処 理 Ⅰ 2 2

情 報 処 理 Ⅱ 2 2

数 値 計 算 ※ 2 2

材 料 力 学 Ⅰ 1 1

材 料 力 学 Ⅱ ※ 2 2

材 料 工 学 1 1

機 械 材 料 学 ※ 2 2

熱 力 学 ※ 2 2

流 体 の 力 学 ※ 2 2

機 械 工 作 法 Ⅰ 2 2

機 械 工 作 法 Ⅱ 2 2

設 計 法 ※ 2 2

工 業 力 学 2 2

メ カ ト ロ ニ ク ス ※ 1 1

設 計 製 図 Ⅰ 2 2

設 計 製 図 Ⅱ 2 2

設 計 製 図 Ⅲ 3 3

設 計 製 図 Ⅳ ※ 2 2

コンピュータ支援設計製図 ※ 2 2

創 造 工 学 ※ 1 1

機 械 工 学 実 験 Ⅰ ※ 2 2

機 械 工 学 実 験 Ⅱ 2 2

工 業 倫 理 ※ 1 1

工 作 実 習 Ⅰ 3 3

工 作 実 習 Ⅱ 3 3

卒 業 研 究 12

7 7 13 23 18

開　設

単位数

68

12

専　門　科　目

備　　　　　考

必 修 科 目 単 位 数 計

区
分

授 業 科 目
学年別配当単位数

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.98）
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資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）５／１２ 

（ア）機械工学科（平成１８年度以降）

1年 2年 3年 4年 5年

機 構 学 2 2

機 械 力 学 ※ 2 2

伝 熱 工 学 ※ 2 2

自 動 制 御 ※ 2 2

電 気 工 学 2 2

熱 機 関 ※ 2 2

固 体 の 力 学 ※ 2 2

特 別 講 義 1 1

生 産 工 学 ※ 1 1 ２２～２３単位履修

工 業 英 語 ※ 1 1

工 作 機 械 ※ 1 1

成 形 学 ※ 1 1

流 体 工 学 Ⅰ ※ 1 1

流 体 工 学 Ⅱ ※ 1 1

ロ ボ ッ ト 工 学 ※ 1 1

精 密 加 工 ※ 1 1

電 子 工 学 ※ 2 2

校 外 実 習 1 1

課 題 研 究 Ⅰ 2

課 題 研 究 Ⅱ 4

6 6 10 11 20

1～6 1～6 1～10 1～11 1～20

13 13 23 34 38

8 8 14 24 19

開設単位数の※は学則第１４条第４項に規定する科目です。
注意事項
（１）選択科目は校外実習を除き、２２単位以上必ず履修すること。
（２）選択科目の校外実習は、夏季休業中に集中講義の形式で実習を主体として
　　　実施される科目で１単位とする。
　　　履修方法についての詳細は、校外実習に関する規定を参照のこと。
（３）選択科目の課題研究Ⅰ、Ⅱの履修方法等についての詳細は、課題研究に関する規定を参照のこと。
　　　なお、課題研究Ⅰは、夏季休業期間中の集中講義によることを原則とする。

　　平成17年度より開設
１～４

１～2

専　門　科　目

区
分

授 業 科 目

専 門 科 目 開 設 単 位 数 合 計

専 門 科 目 単 位 数 合 計

選択科目履修可能単位数計

選
択
科
目

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

学年別配当単位数
備　　　　　考

開　設

単位数

32

22～29

100

69以上

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.99）
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資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）６／１２ 

(ア）電気情報工学科（平成１８年度以降）

認定 認定外 1年 2年 3年 4年 5年

微 分 方 程 式 1 1 1

応 用 数 学 1 1 1

確 率 統 計 1 1 1

数 値 解 析 1 1 1

応 用 物 理 Ⅰ 2 2 2

応 用 物 理 Ａ ※ 1 1 1

基 礎 力 学 ※ 1 1 1

電 気 磁 気 学 Ⅰ 1 1 1

電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 2 2

電 気 磁 気 学 Ⅲ 2 2 2

電 気 回 路 Ⅰ 1 1 1

電 気 回 路 Ⅱ 2 2 2

電 気 回 路 Ⅲ ※ 2 2 2

電 気 回 路 Ⅳ ※ 2 2 2

電 子 回 路 2 2 2

電 気 機 器 Ⅰ 2 2 2

電気情報工学基礎実習 3 3 3

電気情報工学基礎実験Ⅰ 3 3 3

電気情報工学基礎実験Ⅱ 3 3 3

電気情報工学応用実験Ⅰ 4 4 4

電気情報工学応用実験Ⅱ 3 3 3

卒 業 研 究 11 11 11

情 報 リ テ ラ シ ー 2 2 2

電 気 電 子 製 図 2 2 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ 1 1 1

コ ン ピ ュ ー タ 工 学 Ⅰ 1 1 1

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ 2 2 2

コ ン ピ ュ ー タ 工 学 Ⅱ 2 2 2

工 業 倫 理 ※ 1 1 1

デ ジ タ ル 信 号 処 理 ※ 2 2 2

電 気 電 子 材 料 ※ 2 2 2

計 算 機 科 学 ※ 2 2 2

電 子 回 路 設 計 1 1 1

47 22 7 7 17 19 19

学年別配当単位数区
分

専　門　科　目

必 修 科 目 単 位 数 計

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

備　　考授 業 科 目
開設単位数

応用物理Ⅱの名称変更

69

開  設
単位数

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.104）
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資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）７／１２ 

(ア）電気情報工学科（平成１８年度以降）

認定 認定外 1年 2年 3年 4年 5年

電 気 機 器 Ⅱ ※ 2 2 2

荷 電 粒 子 工 学 ※ 1 1 1

情 報 福 祉 工 学 1 1 1

工 業 英 語 ※ 2 2 2

電 気 通 信 ※ 2 2 2

制 御 工 学 ※ 2 2 2

電 気 機 器 設 計 1 1 1

パワーエレクトロニクス 2 2 2

高 電 圧 工 学 ※ 2 2 2

電 気 電 子 計 測 ※ 1 1 1

電気法規・施設管理 1 1 1

エネルギー変換工学 2 2 2

電 力 シ ス テ ム 工 学 ※ 2 2 2

電 気 応 用 工 学 ※ 1 1 1

半 導 体 デ バ イ ス ※ 2 2 2

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 2 2 2

オペレーティングシステム 1 1 1

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 論 1 1 1

ネットワークシステム ※ 2 2 2

電 磁 波 工 学 ※ 2 2 2

校 外 実 習 1 1 1

課 題 研 究 Ⅰ 2 １～2

課 題 研 究 Ⅱ 4 １～４

16 23 6 6 6 19 26

1～23 1～6 1～6 1～6 1～19 1～26

63 45 13 13 23 38 45

8以上 8以上 23以上 38以上 45以上

開設単位数の※は学則第１４条第４項に規定する科目です。

注意事項

（１）電気主任技術者の認定を受ける者は、上記開設単位数欄中の認定に該当する科目を全て修得すること。
（２）選択科目の校外実習は、夏季休業中に集中講義の形式で実習を主体として実施される科目で１単位とする。
　　 履修方法についての詳細は、校外実習に関する規定を参照のこと。
（３）選択科目の課題研究Ⅰ、Ⅱの履修方法等についての詳細は、課題研究に関する規定を参照のこと。
　　  なお、課題研究Ⅰは、夏季休業期間中の集中講義によることを原則とする。

授 業 科 目
開設単位数

専　門　科　目

区
分

備　　考
学年別配当単位数

専門科目開設単位数合計

専 門 科 目 単 位 数 合 計

電力応用コース
１０単位履修

情報応用コース
１０単位履修

１～2

１～４

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

選択科目履修可能単位数計

　
選
択
科
目

共通
１１単位履修

108

90以上

開  設
単位数

39

1～38

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.105）
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資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）８／１２ 

(ア）制御情報工学科（平成１８年度以降）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

微 分 方 程 式 1 1

確 率 統 計 1 1

応 用 数 学 1 1

数 値 解 析 1 1

制 御 の た め の 数 学 ※ 2 2

応 用 物 理 Ⅰ 2 2

応 用 物 理 Ⅱ 2 2

材 料 工 学 ※ 2 2

熱 工 学 ※ 2 2

流 体 工 学 ※ 2 2

設 計 工 学 ※ 2 2

デ ザ イ ン 技 法 Ⅰ 2 2

工 作 実 習 Ⅰ 1 1

工 作 実 習 Ⅱ 3 3

制 御 工 学 Ⅰ ※ 2 2

シ ス テ ム 工 学 ※ 2 2

電 子 工 学 2 2

電 子 回 路 ※ 2 2

情 報 処 理 Ⅰ 2 2

コ ン ピ ュ ー タ 工 学 ※ 2 2

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 ※ 2 2

工 業 倫 理 ※ 1 1

工 学 実 験 Ⅰ 1 1

工 学 実 験 Ⅱ ※ 2 2

工 学 実 験 Ⅲ 2 2

卒 業 研 究 12

2 3 8 23 2056

専　門　科　目

備　　　　　考
学年別配当単位数区

分
開 設

単 位 数
授 業 科 目

必

修

科

目

必 修 科 目 単 位 数 計

12

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.110）
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資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）９／１２ 

(ア）制御情報工学科（平成１８年度以降）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

機 械 力 学 ※ 1 1

ロ ボ ッ ト 工 学 ※ 2 2

セ ン サ 工 学 ※ 1 1

ア ク チ ュ エ ー タ 工 学 ※ 1 1

情 報 特 論 ※ 1 1

ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ ※ 1 1

Ｃ Ｇ ※ 1 1

画 像 処 理 ※ 2 2

固 体 力 学 ※ 2 2

加 工 学 1 1

工 業 力 学 2 2

Ｃ Ａ Ｍ ※ 1 1

メ カ ト ロ ニ ク ス 2 2

ロ ボ ッ ト 機 構 学 1 1

制 御 工 学 Ⅱ ※ 2 2

生 産 工 学 ※ 1 1

電 気 工 学 Ⅰ 2 2

電 気 工 学 Ⅱ 1 1

情 報 基 礎 1 1

計 算 機 概 論 2 2

情 報 処 理 Ⅱ 2 2

情 報 処 理 Ⅲ 2 2

バ イ オ ニ ク ス ※ 1 1

デ ザ イ ン 技 法 Ⅱ 2 2

Ｃ Ａ Ｄ Ⅰ ※ 1 1

Ｃ Ａ Ｄ Ⅱ ※ 1 1

工 業 英 語 ※ 1 1

特 別 講 義 1 1

校 外 実 習 1 1

課 題 研 究 Ⅰ 2

課 題 研 究 Ⅱ 4

11 10 15 11 23

1～11 1～10 1～15 1～11 1～23

13 13 23 34 43

3以上 4以上 9以上 24以上 21以上

開設単位数の※は学則第１４条第４項に規定する科目です。

注意事項

（１）選択科目については校外実習と課題研究Ⅰ、Ⅱを除き、コース毎に設定された科目（５単位）を含めて
　　 すべての科目を履修すること。

　 　履修方法についての詳細は、校外実習に関する規定を参照のこと。
（３）選択科目の課題研究Ⅰ、Ⅱの履修方法等についての詳細は、課題研究に関する規定を参照のこと。
　　 なお、課題研究Ⅰは、夏季休業期間中の集中講義によることを原則とする。

       29単位履修

授 業 科 目

46

34～41

102

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計

選択科目履修可能単位数計

専　門　科　目

区
分

１～2

１～４

（２）選択科目の校外実習は、夏季休業中に集中講義の形式で実習を主として実施される科目で１単位とする。

　　　情報コース
　　　５単位履修

57以上

専 門 科 目 開 設 単 位 数 合 計

専 門 科 目 単 位 数 合 計

選
択
科
目

　　　制御コース
　　　５単位履修

　　平成17年度より開設

開 設 学年別配当単位数
備　　　　　考

単 位 数

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.111）
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資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）１０／１２ 

(ア）物質化学工学科（平成１８年度以降）

応 用 数 学 1 1

微 分 方 程 式 1 1

数 値 解 析 1 1

確 率 統 計 1 1

応 用 物 理 Ⅰ 2 2

応 用 物 理 Ⅱ 2 2

情 報 処 理 Ⅰ 1 1

情 報 処 理 Ⅱ 1 1

情 報 処 理 Ⅲ 2 2

無 機 化 学 Ⅰ 1 1

無 機 化 学 Ⅱ 1 1

有 機 化 学 Ⅰ 1 1

有 機 化 学 Ⅰ (1) （）内は１８年度のみ開設

有 機 化 学 Ⅱ (1) （）内は１８年度のみ開設

有 機 化 学 Ⅱ (1) （）内は１８年度のみ開設

化 学 工 業 概 論 1 1

生 物 工 学 概 論 2 2

分 析 化 学 Ⅰ 1 1

分 析 化 学 Ⅱ 1 1

化 学 熱 力 学 1 1

物 理 化 学 Ⅰ 2 2

物 理 化 学 Ⅱ ※ 2 2

基 礎 化 学 工 学 Ⅰ 1 1

単 位 操 作 Ⅰ 2 2

単 位 操 作 Ⅱ ※ 2 2

計 測 制 御 工 学 ※ 1 1

化 学 製 図 1 1

ﾌ ﾟ ﾛ ｾ ｽ 設 計 製 図 2 2

環 境 工 学 ※ 2 2

工 業 倫 理 ※ 1 1

機 械 工 学 概 論 ※ 1 1

機 械 工 作 実 習 1 1

化 学 実 験 Ⅰ 1 1

化 学 実 験 Ⅱ 2 2

化 学 実 験 Ⅲ 2 2

化 学 実 験 Ⅳ 2 2

化 学 実 験 Ⅴ 2 2

物質化学工学科実験実習 4 4

卒 業 研 究 11 1 10

5 9 17 16 19

専　門　科　目

備　　　　考

必
　
　
　
　
修
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

必 修 科 目 単 位 数 計 66

(1)

(1)

(1)

５年

学年別配当単位数

３年 ４年
区
分

授  業  科  目
１年 ２年

開   設
単位数

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.116）
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資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）１１／１２ 

(ア）物質化学工学科（平成１８年度以降）

化学プロセス工学Ⅰ ※ 2 2

無 機 材 料 化 学 ※ 2 2

プロセス工学実験実習 3 3

生 化 学 Ⅰ ※ 2 2

生 化 学 Ⅱ ※ 2 2

生 物 工 学 実 験 実 習 3 3

0 0 0 8 6

0 0 0 4 3

化学プロセス工学Ⅱ ※ 1 1

プロセスシステム工学 ※ 1 1

反 応 工 学 Ⅱ ※ 1 1

分 離 工 学 ※ 2 2

微 生 物 工 学 ※ 1 1

生 物 反 応 工 学 ※ 1 1

遺 伝 子 工 学 ※ 1 1

生 体 化 学 ※ (2) (2)

無 機 プ ロ セ ス 化 学 ※ 2 2

高 分 子 化 学 1 1

物 理 化 学 Ⅲ ※ 2 2

基 礎 化 学 工 学 Ⅱ ※ 2 2

反 応 工 学 Ⅰ ※ 2 2

機 器 分 析 ※ 1 1

工 業 英 語 1 1

品 質 管 理 1 1

電 子 工 学 概 論 (1)

有 機 合 成 化 学 ※ 1 1

特 別 講 義 1 1

校 外 実 習 1 1

課 題 研 究 Ⅰ 2

課 題 研 究 Ⅱ 4

6 6 6 16 22

1～6 1～6 1～6 1～15 1～18

11 15 23 40 47

6以上 10以上 18以上 21以上 23以上

開設単位数の※は学則第１４条第４項に規定する科目です。

注意事項

（１）選択必修科目については、コース毎に設定されたすべての科目（７単位）を修得すること。

（２）選択科目についても校外実習を除き、必ず、４年生は８単位以上、５年生は１２単位以上履修すること。

履修方法についての詳細は、校外実習に関する規定を参照のこと。
（４）選択科目の課題研究Ⅰ、Ⅱの履修方法等についての詳細は、課題研究に関する規程を
　　 参照のこと。
　　 なお、課題研究Ⅰは、夏季休業期間中の集中講義によることを原則とする。

生物工学コース
４年生は１単位履修
５年生は４単位履修

（）内は１８年度のみ開設

４年生は７単位履修
５年生は８単位履修

（）内は１８年度のみ開設

　　平成17年度より開設

専　門　科　目

備　　　　考

プロセス工学コース
７単位修得

生物工学コース
7単位修得

１～2

１～４

選
 

択
 

科
 

目

7

(1)

選択科目履修可能単位数計

専門科目開設単位数合計

授  業  科  目

選択科目開設単位数計

区
分

選択必修科目単位数計

３年

学年別配当単位数

２年

（３）選択科目の校外実習は、夏季休業中に集中講義の形式で実習を主体
     として実施される科目で１単位とする。

１年 ４年 ５年

選択必修科目開設単位数計

選
択
必
修
科
目

開   設
単位数

14

プロセス工学コース
４年生は１単位履修
５年生は４単位履修

専門科目単位数合計

32

1～27

112

74以上

 
（出典：平成18年度 学生便覧 p.117）
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資料５－１－①－１

教育課程（準学士課程）１２／１２ 

 

特 別 活 動 

各学科共通 

学年別配当単位数 
摘  要 

開 設 

単位数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 
備  考 

特別活動 ９０ ３０ ３０ ３０ ０ ０
 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.122）
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資料５－１－①－２

科目系統図（準学士課程）１／４ 

機械工学科における学習・教育目標を達成するための授業科目の流れ図（◎必修、○選択必修） 

学習・ 教育目標 1年 2年 3年 4年 5年
大項目 小項目 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

（Ａ） A-1

地球市民 英語やドイツ語 工業英語

A-2 保健（◎）

地球環境問題 機械実験Ⅱ（◎）

エネルギー問題

校外実習

（Ｂ）

人間性 他者・他国の立場

校外実習

（Ｃ） C-1 確率統計（◎） 応用数学（◎）

創造力 工学基礎 微分方程式（◎） 複素関数論（◎）

専門基礎 電子工学（◎） メカトロニクス（◎）

一般化学（◎）

生物概論（◎）

C-2

複合領域

機械工学実験Ⅱ（◎）

C-3 設計法（◎）

デザイン能力 創造工学（◎）

（Ｄ） D-1

研究心 得意とする専門

成形学

工作機械 精密加工

材料工学 機械材料学（◎） 自動制御

材料力学Ⅰ（◎）

機械力学 材料力学Ⅱ（◎） 固体の力学

ロボット工学

数値計算（◎）

熱力学（◎） 熱機関 伝熱工学

流体の力学（◎） 流体工学Ⅰ 流体工学Ⅱ

電子工学（◎） メカトロニクス（◎）

生産工学

D-2 機械工学実験Ⅱ（◎）

データ解析・論文

自主的・継続的

（Ｅ） E-1

協調性 プレゼンﾃｰション

コミュニケーション 校外実習

E-2

チームワーク 機械工学実験Ⅱ（◎）

校外実習

（Ｆ）

責任 倫理観 工業倫理（◎）

哲学（○）

法学（○）

経済学（○）

英語演習Ⅱ（○）

ドイツ語Ⅱ（○）

卒業研究（◎）

特別講義（○）

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

特別活動（◎） 特別活動（◎）

卒業研究（◎）

電気工学（◎）

数学演習

物理（◎）

化学（◎）

設計製図Ⅲ（◎）

機械工学実験Ⅰ（◎）

機械工学実験Ⅰ（◎）

体育Ⅳ（◎）体育Ⅲ（◎）

設計製図Ⅲ（◎）

機械工学実験Ⅰ（◎）

文学（◎）

機械実験Ⅰ（◎）

ドイツ語演習

物理（◎）

解析学（◎）

応用物理（◎）

英語演習Ⅰ（◎）

応用物理Ⅱ（◎）

ドイツ語Ⅰ（◎）

総合英語Ⅲ（◎）

英語表現Ⅱ

国語（◎）

微分積分Ⅱ（◎）

倫理（◎）

歴史Ⅰ（◎）

設計製図Ⅱ（◎）

化学（◎）

生物B

体育Ⅰ（◎） 体育Ⅱ（◎）

工作実習Ⅰ（◎） 工作実習Ⅱ（◎）

微分積分Ⅰ（◎）

歴史Ⅱ（◎）

音楽Ⅱ（○）

美術Ⅱ（○）

線形代数（◎）

総合英語Ⅱ（◎）

英語表現Ⅰ（◎）

国語（◎）

政治・経済（◎）

基礎数学Ⅱ（◎）

特別活動（◎）

総合英語Ⅰ（◎）

英会話（◎）

国語（◎）

地理（◎）

音楽Ⅰ（○）

美術Ⅰ（○）

基礎数学Ⅰ（◎）

コンピュータ支援設計製図（◎）

機械工作法Ⅰ（◎） 機械工作法Ⅱ（◎）

情報処理Ⅰ（◎） 情報処理Ⅱ（◎）

機構学（◎）

設計製図Ⅰ（◎） 設計製図Ⅲ（◎）

工業力学（◎）

設計製図Ⅳ（◎）

 

（出典：平成18年度 機械工学科シラバス p.10）
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資料５－１－①－２

科目系統図（準学士課程）２／４ 
電気情報工学科における学習・教育目標を達成するための授業科目の流れ図 

（◎必修、○選択必修、＊：電気主任技術者認定要件） 
学習・ 教育目標 1年 2年 3年 4年 5年

大項目 小項目 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

（Ａ） A-1

地球市民 英語やドイツ語

A-2 保健（◎）

地球環境問題 ＊電気情報工学応用実験Ⅱ（◎）

エネルギー問題

校外実習

（Ｂ）

人間性 他者・他国の立場

校外実習

（Ｃ） C-1 確率統計（◎）

創造力 工学基礎 数値解析（◎） 微分方程式（◎）

専門基礎 応用数学（◎）

基礎力学（◎） 応用物理A（◎）

一般化学（◎）

生物概論（◎）

C-2

複合領域

C-3 ＊電気情報工学応用実験Ⅱ（◎）

デザイン能力

（Ｄ） D-1

研究心 得意とする専門

＊電気法規・施設管理（○）

＊電気応用工学（○）

＊電気電子計測（○）

荷電粒子工学

＊電気機器Ⅱ

＊電気磁気学Ⅰ（◎）

＊電気回路Ⅰ（◎）

情報福祉工学

計算機科学（◎） ＊電子回路設計（◎）

情報セキュリティ論（○）

プログラミングⅠ（◎） オペレーティングシステム（○）

＊コンピュータ工学Ⅰ（◎）

D-2 ＊電気情報工学応用実験Ⅱ（◎）

データ解析・論文

自主的・継続的

（Ｅ） E-1

協調性 プレゼンﾃｰション

コミュニケーション 校外実習

E-2

チームワーク ＊電気情報工学応用実験Ⅱ（◎）

校外実習

（Ｆ）

責任 倫理観 工業倫理（◎）

卒業研究（◎）

英語演習Ⅱ（○）

ドイツ語Ⅱ（○）

卒業研究（◎）

＊エネルギー変換工学（○）

哲学（○）

法学（○）

経済学（○）

工業英語

＊エネルギー変換工学（○）

＊電力システム工学（○）

ディジタル信号処理（◎）

＊高電圧工学（○）

＊制御工学

＊電気回路Ⅳ（◎）

電気通信

＊パワーエレクトロニクス（○）

＊電気磁気学Ⅲ（◎）

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

電磁波工学（○）

＊電気機器設計

ネットワークシステム（○）

卒業研究（◎）

＊電気情報工学応用実験Ⅰ（◎）

＊電気回路Ⅲ（◎）

ソフトウエア工学（○）

＊電気情報工学応用実験Ⅰ（◎）

体育Ⅳ（◎）

＊半導体デバイス（○）

英語演習Ⅰ（◎）

＊電気情報工学応用実験Ⅰ（◎）

文学（◎）

＊電気情報工学応用実験Ⅰ（◎）

ドイツ語演習

ドイツ語Ⅰ（◎）

＊電気電子材料（◎）

体育Ⅰ（◎） 体育Ⅱ（◎） 体育Ⅲ（◎）

＊電気情報工学基礎実験Ⅱ（◎）

プログラミングⅡ（◎）

コンピュータ工学Ⅱ（◎）

物理（◎）

解析学（◎）

応用物理1（◎）

＊電子回路（◎）

＊電気回路Ⅱ（◎）

＊電気磁気学Ⅱ（◎）

＊電気機器Ⅰ（◎）

倫理（◎）

歴史Ⅰ（◎）

情報リテラシー（◎）

＊電気情報工学基礎実験Ⅰ（◎）

電気電子製図（◎）

化学（◎）

生物B

音楽Ⅱ（○）

美術Ⅱ（○）

線形代数（◎）

総合英語Ⅲ（◎）

英語表現Ⅱ

国語Ⅲ（◎）

微分積分Ⅱ（◎）

特別活動（◎）

歴史Ⅱ（◎）

音楽Ⅰ（○）

美術Ⅰ（○）

特別活動（◎）

基礎数学Ⅰ（◎）

総合英語Ⅱ（◎）

英語表現Ⅰ（◎）

国語Ⅱ（◎）

政治・経済（◎）

総合英語Ⅰ（◎）

英会話（◎）

国語Ⅰ（◎）

地理（◎）

基礎数学Ⅱ（◎）

特別活動（◎）

＊電気情報工学基礎実習（◎）

微分積分Ⅰ（◎）

数学演習

物理（◎）

化学（◎）

電
力
応
用
コ
ー

ス

情
報
応
用
コ
ー

ス

コ
ー
ス
共
通

 
（出典：平成18年度 電気情報工学科シラバス p.11）
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資料５－１－①－２

科目系統図（準学士課程）３／４ 

制御情報工学科における学習・教育目標を達成するための授業科目の流れ図（◎必修、○選択必修） 

大項目 小項目 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

（Ａ）  A-1

地球市民 英語やドイツ語

工業英語

A-2

地球環境問題 工作実習Ⅰ（◎）

エネルギー問題 工学実験Ⅰ（◎） 工学実験Ⅲ（◎）

校外実習

（Ｂ）

人間性 他者・他国の立場

校外実習

（Ｃ）  C-1

創造力 工学基礎 微分方程式（◎） 確率統計（◎）

専門基礎 制御のための数学（◎） 応用数学（◎） 数値解析（◎）

設計工学　（◎）

一般化学（◎） 生物概論（◎）

 C-2

複合領域

 C-3 工作実習Ⅰ（◎）

デザイン能力 電気工学Ⅱ 電子工学（◎） 電子回路（◎） システム工学（◎） ﾊﾞｲｵﾆｸｽ

工学実験Ⅰ（◎） 工学実験Ⅲ（◎）

加工学 ＣＡＤⅠ ＣＡＤⅡ ＣＡＭ

ロボット機構学 ロボット工学 アクチュエータ工学

センサ工学

（Ｄ）  D-1

研究心 得意とする専門 固体力学 材料工学（◎） 機械力学

流体工学　（◎） 熱工学（◎）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学（◎） ｿﾌﾄｳｪｱ工学（◎） 画像処理 情報特論

ＣＧ

制御工学Ⅰ（◎） 制御工学Ⅱ 生産工学

 D-2 工作実習Ⅰ（◎）

データ解析・論文 工学実験Ⅰ（◎） 工学実験Ⅲ（◎）

自主的・継続的

（Ｅ）  E-1

協調性 プレゼンﾃｰション

コミュニケーション 校外実習

 E-2 工学実験Ⅰ（◎） 工学実験Ⅲ（◎）

チームワーク

工作実習Ⅰ（◎） 校外実習

（Ｆ） 工業倫理（◎）

責任 倫理観

電気工学Ⅰ

メカトロニクス

生物B

総合英語Ⅰ（◎）

英会話（◎）

国語Ⅰ（◎）

歴史Ⅰ（◎）

国語Ⅱ（◎）

保健（◎）

物理Ⅰ（◎）

線形代数（◎）基礎数学Ⅰ（◎）

学習・教育目標

デザイン技法Ⅰ（◎）

数学演習

情報基礎

情報処理Ⅰ（◎）

計算機概論

情報処理Ⅱ

政治・経済（◎）

体育Ⅳ　（◎）

工業力学

工作実習Ⅱ（◎）

工学実験Ⅱ（◎）

体育Ⅲ（◎）

卒業研究（◎）

特別講義

情報処理Ⅲ

デザイン技法Ⅱ

卒業研究（◎）

応用物理Ⅱ（◎）

工学実験Ⅱ（◎）

工作実習Ⅱ（◎）

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

特別講義

ドイツ語Ⅰ（◎）

ドイツ語演習

1年 5年4年2年 3年

哲学（○）文学　（◎）

法学（○）

経済学（○）

総合英語Ⅲ（◎）

英語表現Ⅱ

工作実習Ⅱ（◎）

卒業研究（◎）

英語演習Ⅰ（◎） 英語演習Ⅱ（○）

ドイツ語Ⅱ（○）

工学実験Ⅱ（◎）

工学実験Ⅱ（◎）

国語Ⅲ（◎）

歴史Ⅱ

特別活動（◎）

応用物理Ⅰ（◎）

物理Ⅱ（◎）

総合英語Ⅱ（◎）

英語表現Ⅰ（◎）

地理（◎）

音楽Ⅰ（○）

美術Ⅰ（○）

特別活動（◎）

音楽Ⅱ（○）

美術Ⅱ（○）

特別活動（◎）

倫理（◎）

体育Ⅰ（◎） 体育Ⅱ（◎）

微分積分Ⅱ（◎）

解析学（◎）

微分積分Ⅰ（◎）基礎数学Ⅱ（◎）

工作実習Ⅱ（◎）

基礎化学Ⅰ（◎） 基礎化学Ⅱ（◎）

 

（出典：平成18年度 制御情報工学科シラバス p.10）
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資料５－１－①－２

科目系統図（準学士課程）４／４ 

物質化学工学科における学習・教育目標を達成するための授業科目の流れ図（◎必修、○選択必修） 

学習・ 教育目標 1年 2年 3年 4年 5年
大項目 小項目 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

（Ａ） A-1

地球市民 英語やドイツ語

A-2 保健（◎） 生物工学実験実習（◎）

地球環境問題 プロセス工学実験実習（◎）

エネルギー問題

卒業研究（◎）

校外実習 環境工学（◎）

（Ｂ）

人間性 他者・他国の立場

校外実習

（Ｃ） C-1 数値解析（◎） 確率統計（◎）

創造力 工学基礎 微分方程式（◎） 応用数学（◎）

専門基礎

化学Ⅰ（◎） 化学Ⅱ（◎）

無機化学Ⅰ（◎） 無機化学Ⅱ（◎） 　

生物A（◎） 有機化学Ⅰ（◎） 有機化学Ⅲ

情報処理Ⅰ（◎） 情報処理Ⅱ（◎）

化学製図（◎）

分析化学Ⅰ（◎） 分析化学Ⅱ

物理化学Ⅲ

電子工学概論

化学実験Ⅰ（◎） 化学実験Ⅱ（◎） 化学実験Ⅲ（◎） 化学実験Ⅳ（◎） 化学実験Ⅴ（◎） 機械工学概論（◎）

機械工作実習（◎）

C-2
複合領域

C-3 プロセス工学実験実習（◎）

生物工学実験実習（◎）

卒業研究（◎）

デザイン能力

（Ｄ） D-1

研究心 得意とする専門

無機材料化学（○）

プロセスシステム工学 分離工学

化学プロセス工学Ⅰ（○）化学プロセス工学Ⅱ

単位操作Ⅱ（◎） 基礎化学工学Ⅱ

反応工学Ⅱ

有機化学Ⅲ 有機合成化学

卒業研究（◎）

生化学Ⅰ（○） 生化学Ⅱ（○） 遺伝子工学

微生物工学 生物反応工学

D-2 化学実験Ⅰ（◎） 化学実験Ⅱ（◎） 化学実験Ⅲ（◎） 化学実験Ⅳ（◎） 化学実験Ⅴ（◎） プロセス工学実験実習（◎）

データ解析・論文 機械工作実習（◎） 生物工学実験実習（◎）

自主的・継続的 卒業研究（◎）

機器分析 品質管理（◎）

（Ｅ） E-1

協調性 プレゼンﾃｰション 卒業研究（◎）

コミュニケーション 校外実習

E-2

チームワーク 化学実験Ⅰ（◎） 化学実験Ⅱ（◎） 化学実験Ⅲ（◎） 化学実験Ⅳ（◎） 化学実験Ⅴ（◎） プロセス工学実験実習（◎）

機械工作実習（◎） 校外実習 生物工学実験実習（◎）

（Ｆ）

責任 倫理観 工業倫理（◎）

体育Ⅱ（◎）

反応工学Ⅰ

工業英語

化学工業概論（◎）

物理化学Ⅱ（◎）

有機化学Ⅱ（◎）

生物工学概論（◎）

物理化学Ⅰ（◎）

音楽Ⅱ（○）

美術Ⅱ（○）

基礎数学Ⅱ（◎）

特別活動（◎）

総合英語Ⅰ（◎）

英会話（◎）

国語（◎）

地理（◎）

総合英語Ⅱ（◎）

英語表現Ⅰ（◎）

国語（◎）

政治・経済（◎）

線形代数（◎）

音楽Ⅰ（○）

美術Ⅰ（○）

基礎数学Ⅰ（◎）

総合英語Ⅲ（◎）

英語表現Ⅱ

国語（◎）

微分積分Ⅱ（◎）

倫理（◎）

歴史Ⅰ（◎）

体育Ⅰ（◎）

化学熱力学（◎）

基礎化学工学Ⅰ

微分積分Ⅰ（◎）

数学演習

物理（◎）

体育Ⅲ（◎）

歴史Ⅱ（◎）

物理（◎）

解析学（◎）

応用物理Ⅰ（◎）

単位操作Ⅰ（◎）

物質化学工学実験実習（◎）

体育Ⅳ（◎）

英語演習Ⅰ（◎）

応用物理Ⅱ（◎）

物質化学工学実験実習（◎）

文学（◎）

物質化学工学実験実習（◎）

ドイツ語演習

ドイツ語Ⅰ（◎）

情報処理Ⅲ（◎）

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

特別活動（◎） 特別活動（◎）

卒業研究（◎）

物質化学工学実験実習（◎）

高分子化学

プロセス設計製図（◎）

生体化学

哲学（○）

法学（○）

経済学（○）

英語演習Ⅱ（○）

ドイツ語Ⅱ（○）

卒業研究（◎）

特別講義

プ
ロ
セ
ス
工
学
コ
ー

ス

生
物
工
学
コ
ー

ス

コ
ー
ス
共
通

 
（出典：平成18年度 物質化学工学科シラバス p.10）

 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 89 - 

資料５－１－①－３

シラバスの例（準学士課程） 
授業科目  品質管理  単位数 1 必修  前期   
一般科目   専門科目 ○  選必  選択  ○  後期  ○  
受講学生  学科  物質化学工学科 学年       ５年  通年    
担当教員  学科  物質化学工学科 氏名     梁川 甲午  

授業の  
目標概要  

品質管理は品質保証の手段と言われる。基礎的な統計的手法を中心に品質管理の概

要を学ぶ。分布の代表値とバラツキの表現、ニ項分布と正規分布、平均値とバラツキ

の検定、管理図の見方、OC曲線、相関と回帰分析など、基本を理解する。分散 
分析と実験計画法は含まない。 

対応する本校の教育目標  Ｃ－３，Ｄ－２  

履修上の  
留意点  

教科書の重要ポイントに絞って解説する。教科書をよく読み、自己学習によって理解

の幅を広げ、深めることを望む。 

達成

度の

評価 
 

でき

る 
５ 
４ 
３ 
２ 
１ 
でき

ない 

日程  授  業  項  目  評 価 内 容   

第１回  
シラバスの説明 
品質管理の概要、QCの実施 

品質の定義、製品の3条件、管理のサイクル、

４M、標準化などQCの概要が分かる。  

第２回  データの数量的まとめ 計量値と計数値が区別でき、統計量 
（標準偏差など）の計算ができる。

 

第３回  QCの7つ道具 QCの７つ道具の特徴と使い方が分かる  

第４回  母集団と試料、確率と分布 
二項分布 

確率、期待値の意味が分かる。 
二項分布が分かる。

 

第５回  多項分布、超幾何分布、ポアソン分布、

正規分布 
各分布の意味が分かり、計算できる。  

第６回  正規分布と分散の加法性 正規分布に関する計算ができる。  

第７回  検定の考え方 検定の考え方が分かる。母平均に関する 
検定ができる。  

第８回  分散に関する検定 χ
2
検定とF検定ができる。  

第９回  母平均と母平均の差の検定 
 

Ｆ検定（等分散の検定）とｔ検定ができる。  

第10回  検定に関する整理と演習 正規検定、ｔ検定、χ
2
検定、F検定の区別で

き、計量値に関する検定ができる。  

第11週  計数値の適合度の検定 
分割表による検定 分割表による検定ができる。 

 
 

第12回  管理図 管理図の種類と数理、管理図の見方が分か

る  

第13回  相関と回帰 相関係数の意味と計算、無相関の検定、回

帰直線の求め方が分かる。  

第14回  検査の役割と種類 
検査方式と検査特性曲線 

検査の役割と検査の種類が分かる。 
規準型１回抜取検査、生産者危険と消費者危

険が分かる。 
 

 
 
 

後  
 
 
 
 
 
 
 

期  

第15回       期末試験と達成度の点検 
定期試験の回数           期末試験（１回）  
授業時間数   （２５時間 ）  

 
評価方法  
評価基準  

試験80％で評価する。試験は全体として、統計的品質管理の基本的な手法の理解の程度を

評価する。本試験の他に希望者に随時試験（×0.8で評価する）を行い、良い方を試験点とす

る。 

関連科目   確率と統計（５年）  
書 名  著 者 名  発 行 所  定 価  

教科書  新版品質管理のための 
統計的方法入門 

 
鐵 健司  

 
日科技連  3000+税  

オフィスアワー（教員在室時間）   授業の際に告知し、研究室入口に明示する。 

 

  
（出典 平成 18 年度 物質化学工学科シラバス p.117）

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の教育課程は、低学年では人間性の涵養と専門科目への円滑な接続を図るために多くの一般科

目を必修科目として開設し、高学年では専門基礎科目と実験・実習を重視した科目を開設している。

これらの一般科目は科目系統図に示すとおり、本校の教育目標を実現するための基礎となる科目とな

っている。 

専門科目は、科目系統図に示すとおり、各学科とも学年が進むに従って科目数が多くなりその内容

が高度になるように段階的に配置されている。また、幅広い工学知識を身に付けさせるために他専門

分野の基礎的な科目も配置している。これらの授業科目は、本校の教育目標の「(C)広い視野と優れ
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た創造力」「(D)たゆまない努力とさかんな研究心」を達成するとともに、各学科が目指す技術者を

育成する内容になっている。 

以上のことから、教育課程が教育の目的に照らして体系的に編成されており、その内容、水準が適

切なものになっている。 

 

 

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 

 

（観点に係る状況）  

社会からの要請等に対応して高学年ではコース制を設けている。電気情報工学科では５年生で電力

応用コースと情報応用コース、制御情報工学科では５年生で制御コースと情報コース、そして物質化

学工学科では、４・５年生でプロセスコースと生物コースに分けて選択できるようにしている。これ

により、学生のニーズを満たし個性を伸ばす教育課程になっている（資料５－１－①－１、74～84ペ

ージに前出）。 

機械工学科、制御情報工学科、物質化学工学科の５年生では特別講義（必修科目）を開設し、複数

の外部講師による科学技術の最先端等の講義を実施している（資料５－１－②－１）。 

資料５－１－②－１

特別講義のシラバス（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 機械工学科シラバス p.99）

授業科目  特別講義 単位数 １ 必修 前期  
一般科目   専門科目 ○ 選必 選択 ○ 後期  
受講学生  学科  機械工学科 学年 ５年 通年 ○ 

達  成  
度  の  
点  検   

担当教員  
 

学科  非常勤講師 氏名
渡邊孝志 丹野和夫 比内正勝 
酒井孝男 川名 武 石田広幸 
小岩幸人 

 

（ 授業の  
目標概要  

 工学の教育研究に長年携わってきた非常勤講師による集中講義である。機械系技術者として欠か

すことのできない先端的研究に関する講義である。高度な技術情報を得るとともに高専に期待され

ている中堅技術者としての見識を高める。 

対応する本校の教育目標  A-2

履修上の  
留意点  

○ 講師が準備した自作テキストを基に行う。 
○ 学生は講義後１週間以内に報告書を提出する。 
○ 評価はすべて報告書による。 

できる  
5  
4  
3  
2  
1  

日程  授  業  項  目  評 価 内 容  ） 

第１回  ガイダンス 特別講義のテーマ、概要、評価方法の説明。  
第２回  コンピュータによるパターン認識

  
コンピュータを利用したパターン認識の基礎と

応用例がわかる。

 

第３回  新しい“もの”・“技術”の誕生

  
  

燃料電池から発電プラントまでの電気エネルギ

ーの開発と地球環境問題がわかる。 
 

第４回  バイオエンジニアリング

  

 

前  
 
 
期 
 

 
  

生命の誕生、環境の変化、産業の発展および人間

と機械の関わりがわかる。さらに動植物の運動や

構造から力学構造がわかる。

 

第５回  考えて作るオモチャの話

  
身近な玩具を機構学的に考えることを学び、発想

の転換や創造力の重要性がわかる。

 

第６回  生産技術の発展経緯と今後の動向

  
  

生産における自動システムの導入、品質管理の国

際化などの実務経緯を知る。企業の自然環境に対

する責任問題、社会貢献がわかる。

 

第７回  コンピュータおよび周辺機器の活用

  
  

IC、LSIについての基礎知識および通信の歴史、

通信に要求される広域性、迅速性、正確性がわか

る。

 

第８回  特許法概説 

 
 

後  
 
 
 
期  

  
工業所有権、特許制度、実用新案制度、意匠制度、

商標制度、著作権制度がわかる。

 

定期試験の回数      中間試験（   ０回）       期末試験（  ０回）

授業時間数  （ ２５時間）

評価方法  
評価基準  

課題（１００％）で評価する。詳細はガイダンスで告知する。 

機械工学は基より異分野や境界領域についても注意深い関心を払う習慣を身に

つけて現状を打破する独創性や感性が育成される。以上の修得の程度を評価す

る。総合成績60点以上を単位修得とする。  
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また、第一線で活躍している講師による学校主催の先端科学特別講演会（資料５－１－②－２）を

卒業研究の一環として開催し、学生は企業からの参加者とともに受講している。 

資料５－１－②－２

先端科学特別講演会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先端科学特別講演会の参加状況（企業の参加者を含む） 

開催時期 開催場所 参加者数 

平成１５年度 一関高専第一講義室 ２２６名 

平成１６年度 一関高専第一講義室 ２６５名 

平成１７年度 一関高専第一講義室 ２５５名 

（出典 庶務課保管資料）

平成 18 年 1 月 20 日 岩手日日新聞
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インターンシップの一環として４年生で校外実習（選択科目１単位）を実施している。これは企

業における実践的学習体験を通して、学習意欲を高め、企業の実態にふれ、問題解決の手法を学ぶこ

とが狙いである（資料５－１－②－３）。これについては、報告書の提出、報告会を経て単位を認定

している（資料５－１－②－４）（資料５－１－②－５）。 

資料５－１－②－３

校外実習のシラバス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度機械工学科 シラバス p.82）

 

授業科目 校外実習 単位数 １ 必修 前期 ○
一般科目 専門科目 ○ 選必 選択 ○ 後期
受講学生 学科 機械工学科 学年 ４年 通年
担当教員 学科 機械工学科 氏名 ４学年担任，学科主任

達 成  

度 の  

点 検  
（  

授業の  

目標概要  

機械工学の実社会のおける応用を体験することにより，本校で学んだ専門知識や技術

が産業の各分野でいかに応用されているかについて学び，学習意欲のさらなる向上を

図ることを目標としている。 

対応する本校の教育目標 （A-2）， (B)， (E-1)， (E-2)
 

履修上の  

留意点  

・ 実習は，原則として第４学年の夏季休業期間中に１週間実施する。ただし，特別

な事情がある場合は，他の休業期間中に実施することができる。 

・実習を希望する学生は，その目的，意義をよく理解し，学級担任に申し出る。 

・実習先(受け入れ企業)は，学科主任が地域企業などと相談しながら決定する。 
・実習期間中は，本校学生としての自覚を持って，真剣に取り組む。 

で き る  

5  

4 

3 

2 

1 

で き  

日程  授  業  項 目 評 価 内 容  ） 

  
 

産業界における実務についての実習

 

(1)学科主任による事前指導(ガイ 

ダンス) 

 

 

 

(2)受け入れ企業における実習 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3)学科主任による事後指導(報告会)

 

 

 
 
 
 
 
 実習に当たって，実習の目的，意義等がわ 
かる。 

 
 
 技術に対する社会の要請を知り，学問の意 
義を認識する。 
実習先の従業員と積極的に仕事をすること 
によって，良好な人間関係を保つことを身 
に付ける。 
技術に対する問題意識を養い，技術の社会 
への影響を考慮する態度を身に付ける。 
 
 
 
自分が成し遂げた仕事の内容を適切な文書 
として表現し，発表することができる。 

 

定期試験の回数 中間試験（ 回） 期末試験（ 回）

授業時間数 （ 時間）

 

評価方法  

評価基準  

 実習先の評価，実習後の報告書・報告会の内容によって総合的に評価する。詳細は事 

前指導において知らせる。 

 本校で学んできた機械工学に関する専門知識や技術が，産業界でどのように応用され 

ているかについて報告書にまとめ，発表する能力を身につけたかを評価する。 
総合成績60点以上を単位修得とする。

関連科目  
書 名 著 者 名 発 行 所 定 価

教科書 円

参考書 円

オフィスアワー（教員在室時間） 4学年担任，学科主任が連絡する。
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資料５－１－②－４

校外実習の報告書の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）

 

資料５－１－②－５

校外実習単位認定（実績） 

  平成16年度 計14名 （機械：１、電気：８、制御：４、化学：１名） 

  平成17年度 計14名 （機械：３、電気：６、制御：４、化学：１名） 

（出典 学生課保管資料）
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学生の多様なニーズに応えるため、課題研究としてロボット製作、プログラム製作及び14種類の

外部資格の取得に対して単位を認定しており（資料５－１－②－６）、その実績は資料５－１－②－

７のとおりである。 

資料５－１－②－６

一関工業高等専門学校の課題研究に関する規程 

制定 平成１６年９月１６日

（趣旨） 

第１条 この規程は，一関工業高等専門学校の学業成績の評価並びに学年の課程の修了，進級及び  卒業の認定に

関する規則（平成１５年４月１日全部改正）第１３条の２の規定に基づき，一関工業高等専門学校（以下「本

校」という。）の課題研究に関して，必要な事項を定める。 

（対象の課題研究） 

第２条 この規程の対象となる課題研究は，本校の授業（選択科目）の一環として行い，次の学修のとおりとす

る。 

一 本校で指導教員の指導の下に行う課題研究で，別表１に定める学修（以下「課題研究Ⅰ」という。） 

二 本校で指導教員の指導の下に行う外部の団体が実施する資格試験の合格（以下「外部資格」という。）に

係る課題研究で，別表２に定める学修（以下「課題研究Ⅱ」という。） 

（修得できる単位数） 

第３条 選択科目として修得できる単位数は，次のとおりとする。 

一 課題研究Ⅰで修得できる単位数は，別表１のとおりとする。 

二 課題研究Ⅱで修得できる単位数は，別表２のとおりとする。ただし，同一の外部資格で複数の級に合格し

た場合又は他の外部資格に合格した場合で修得限度の単位数を超える場合は，既に修得した単位数と当該上

位の単位数との差又は既に修得した単位数とその外部資格に基づく単位数の差をその年度の修得単位として

認定するものとする。 

２ 前項第一号により選択科目として修得できる単位数は，２単位を超えないものとする。 

３ 第１項第二号により選択科目として修得できる単位数は，４単位を超えないものとする。 

（課題研究の手続き） 

第４条 課題研究Ⅰを履修しようとするときは，学期の始めに，指導を受けようとする教員（以下「科目担当教

員」という。）の許可を得た後，学級担任の確認を受けてから「課題研究Ⅰ履修届」（様式第１号）を提出

し，校長の許可を受けなければならない。ただし，ロボット製作における履修にあっては，校内審査で出場チ

ームとして選出された後に，プログラム製作における履修にあっては，課題等作品募集公表後に履修届を受理

するものとする。 

２ 課題研究Ⅱを履修しようとするときは，学期の始めに，科目担当教員の許可を得た後，学級担任の確認を受け

てから「課題研究Ⅱ履修届」（様式第２号）に関係書類を添えて，校長に届け出て許可を受けなければならな

い。 

別表１ 
 

課題研究Ⅰ(内訳) 単位数 履 修 学 年 一般･専門の別 授 業 科 目 名 

ロボット製作Ⅰ １単位 第1学年～第3学年 課題研究Ⅰ（ロボット製作Ⅰ） 

ロボット製作Ⅱ １単位 第4学年～第5学年 
専門科目 

課題研究Ⅰ（ロボット製作Ⅱ） 

プログラム製作Ⅰ １単位 第1学年～第3学年 課題研究Ⅰ（プログラム製作Ⅰ） 

プログラム製作Ⅱ １単位 第4学年～第5学年 
専門科目 

課題研究Ⅰ（プログラム製作Ⅱ） 

別表２ 

課題研究Ⅱ 資格のグレード 単位数 履修学年 一般･専門の別 授業科目名 

ＴＯＥＩＣ 400点以上470点未満 １単位 第１学年 課題研究Ⅱ（TOEICⅠ） 

  〃 470点以上600点未満 ２単位 ～  課題研究Ⅱ（TOEICⅡ） 

  〃 600点以上 ４単位 第５学年 

一般科目 

課題研究Ⅱ（TOEICⅢ） 

実用数学技能検定 準２級 １単位 第１学年 
～第３学年

課題研究Ⅱ 
（実用数学Ⅰ） 

    〃 ２ 級 ２単位 第１学年 （実用数学Ⅱ） 

    〃 準１級 ３単位   ～  （実用数学Ⅲ） 

    〃 １ 級 ４単位 第５学年 

一般科目 

（実用数学Ⅳ） 

基本情報技術者試験  ２単位 〃 専門科目 
課題研究Ⅱ 

（基本情報技術） 

ｿﾌﾄｳｪｱ開発技術者試験  ２単位 〃 専門科目 課題研究Ⅱ 
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（ｿﾌﾄｳｪｱ開発技術） 

初 級 １単位システムアドミニストレ

ータ試験 

     〃 上 級 ２単位
〃 専門科目 

課題研究Ⅱ 

（システムアドミニストレータⅠ） 

（システムアドミニストレータⅡ） 

３ 種 ２単位電気主任技術者 

   〃 
２ 種 ４単位

〃 専門科目 

課題研究Ⅱ 

（電気主任技術者Ⅰ） 

（電気主任技術者Ⅱ） 

２ 種 １単位電気工事士 

  〃 
１ 種 ２単位

〃 専門科目 

課題研究Ⅱ 

（電気工事Ⅰ） 

（電気工事Ⅱ） 

消防設備士  １単位 〃 専門科目 課題研究Ⅱ（消防設備）

技術士補  ２単位 〃 専門科目 課題研究Ⅱ（技術士補）

乙 種 １単位
(注)第１学年
～第５学年危険物取扱者試験 

   〃 
甲 種 ２単位

第４学年 
～第５学年

専門科目 

課題研究Ⅱ 

（危険物取扱Ⅰ） 

（危険物取扱Ⅱ） 

（以下省略） 

 (出典 平成18年度 学生便覧 p.173～175)

 

資料５－１－②－７

課題研究単位認定 

課題研究Ⅰ 

（実 績）平成17年度 計14名 （機械：10、電気： 2、制御： 2、化学： 0名） 

課題研究Ⅱ 

（実 績）平成17年度 計16名 （機械： 0、電気： 8、制御： 1、化学： 7名） 

 

（出典 学生課保管資料）

 

また、特別学修として大学等における学修、実用英語技能検定及び工業英語能力検定試験の合格

も単位として認定（資料５－１－②－８）しており、その実績は資料５－１－②－９のとおりである。 

資料５－１－②－８

一関工業高等専門学校の特別学修に関する規程 

制定 平成１５年２月２６日 
（趣旨） 
第１条 この規程は，一関工業高等専門学校の学業成績の評価並びに学年の課程の修了，進級及び卒業の認定に関

する規則第１４条の規定に基づき，一関工業高等専門学校（以下「本校」という。）以外の教育施設等における

特別学修に関して，必要な事項を定める。 
（認定する単位） 
第３条 修得単位の認定は，次のとおりとする。 

一 本校専攻科及び大学並びに他の高等専門学校（以下「大学等」という。）において履修した授業科目の単

位数は，そのまま本校で修得した単位数として読み替えるものとする。 
二 前条第４号に定める技能審査の合格によって認定できる単位数は，別表のとおりとする。ただし，同一の

試験で複数の級に合格した場合は，既に認定された単位数と当該上位の単位数との差をその年度の修得単位

として認定するものとする。 
２ 前項第二号により認定する単位数は，６単位を超えないものとする。 
（評定） 
第４条 認定単位の評定は、次のとおりとする。 

一 大学等の学修により認定された単位の評定は，そのまま本校で修得した単位の評定に読み替えるものとす

る。 
二 技能審査の合格により認定された単位の評定は，「優」とする。 
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（認定） 
第７条 単位修得は，教務委員会の議を経て校長が次のとおり認定するものとする。 

一  修得を認定する授業科目の区分は，大学等の学修による場合はその内容により教務委員会で決定し，技能審

査の合格による場合は別表のとおりとする。 
二  修得を認定する授業科目名は，大学等の学修の場合は単位修得した授業科目名とし，技能審査の合格による

場合は別表のとおりとする。 
三 修得を認定する単位の修得年度は，大学等の学修による場合は履修した日に在籍する学年で決定する。ま

た，技能審査の合格による場合は合格した日に在籍する学年で決定し，別表のとおりとする。 
（記録） 
第８条 認定された特別学修の成績は，当該学生の成績表に授業科目名，単位数，評価及び修得年度を記載するも

のとする。 
（雑則） 
第９条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は教務委員会の議に基づき，別に定めるものとする。 
  附 則 
この規程は、平成１５年４月１日より施行する。 

 
別表 

    資格名（試験の種類）  認定単位数  認定学年  一般・専門の別   認定授業科目名 
 実用英語技能検定  １級 
       〃          準１級 
       〃            ２級 
       〃          準２級 

   ６単位 
   ４単位 
   ２単位 
   １単位 

 第１学年 
 
 第５学年 

   一般科目  実用英語 
     〃 
     〃 
     〃 

 工業英語能力検定  １級 
       〃           ２級 
       〃            ３級 
       〃           ４級 

   ６単位 
   ４単位 
   ２単位 
   １単位 

 第１学年 
 
 第５学年 

   専門科目  工業専門英語 
     〃 
     〃 
     〃 

 

(出典 学生便覧 p.181～182)

 

資料５－１－②－９

特別学修単位修得認定（実績） 

・実用英語技能検定（認定科目名：実用英語） 

    平成15年度  準２級(１単位）：３名 

    平成16年度  準２級(１単位）：１名 

    平成17年度  準２級(１単位）：２名 

 

 ・工業英語能力検定（認定科目名：工業専門英語） 

    平成15年度  ３級(２単位）：９名、４級(１単位）：41名 

    平成16年度  ３級(２単位）：１名、４級(１単位）：13名 

    平成17年度  ３級(２単位）：３名、４級(１単位）：42名 

（出典 学生課教務係保管資料）
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課題研究の資格取得を促進するため、授業時間割（平成18年度前期は、月曜日の８校時）に組み込

み実施している。（資料５－１－②－10） 

資料５－１－②－10

平成１８年度前期授業時間割表（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：ウェブページ（内線電話一覧・行事予定表・時間割表））

 

（分析結果とその根拠理由）  

社会からの要請等に対応して高学年ではコース制を設けており、学生のニーズを満たして個性を伸

ばす教育課程になっている。学術の動向等に配慮して特別講義（必修科目）を開設し、複数の外部講

師から科学技術の最先端等の講義を実施している。また、第一線で活躍している講師による学校主催

の先端科学特別講演会を卒業研究の一部として開催している。 

インターンシップの一環として４年生で校外実習（選択科目１単位）を実施し、報告書の提出と

報告会を行い単位を認定している。 

学生の多様なニーズに応えるため、ロボット製作、プログラム製作や外部資格の取得を課題研究

として授業時間割に組み込み単位認定している。また、大学等における学修、実用英語技能検定及び

工業英語能力検定試験の合格も特別学修として単位認定している。 

以上のことから、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの要請等に対応した教育課程の

編成に配慮している。 
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観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

 

（観点に係る状況）  

問題解決能力と創造性を身につけた実践的技術者を育成するために、本校は実験・実習を特に重視

し、進級及び卒業の認定に当たり、必ず単位を修得していなければならない科目を学科ごとに定めて

いる（資料５－２－①－１）。実験・実習は全員が体験できる体勢になっている。 

資料５－２－①－１

一関工業高等専門学校の学業成績の評価並びに学年の   

課程の修了，進級及び卒業の認定に関する規則（抜粋） 
 

（学年の課程の修了，進級及び卒業の認定） 
第１５条 学年の課程の修了，進級及び卒業の認定は，進級及び卒業判定会議にはかり校長が行うものとす

る。 
２ 第１項の認定に当たっては，次の各号の基準により行うものとする。 

四 学年の課程の修了，進級の認定に当たっては，各学年毎に別表１に定める累計修得単位数以上の単位
を修得していること。また，修得した単位の中には各学科が各学年毎に定める別表２の科目を含むこ
と。 

 
  別表１ （省略） 
  
  別表２ 

学    科 学 年 授 業 科 目 名 単位数 備  考 
１学年 体育Ⅰ ２単位  
２学年 体育Ⅱ ２単位  

一般教科 

３学年 体育Ⅲ ２単位  
１学年 工作実習Ⅰ ３単位  
２学年 工作実習Ⅱ ３単位  
４学年 機械工学実験Ⅰ ３単位  

機械工学科 

５学年 機械工学実験Ⅱ ２単位  
１学年 電気工学実験Ⅰ ３単位  
２学年 電気工学実験Ⅱ ３単位  
３学年 電気工学実験Ⅲ ３単位  
４学年 電気工学実験Ⅳ ４単位  

電気工学科 

５学年 電気工学実験Ⅴ ２単位  
１学年 電気情報基礎実習 ３単位  
２学年 電気情報基礎実験Ⅰ ３単位  
３学年 電気情報基礎実験Ⅱ ３単位  
４学年 電気情報応用実験Ⅰ ４単位  

電気情報工学科 

５学年 電気情報応用実験Ⅱ ２単位  
２学年 工作実習Ⅰ １単位  
３学年 工作実習Ⅱ 

工学実験１ 
３単位 
１単位 

 

４学年 工学実験Ⅱ ３単位  

制御情報工学科 

５学年 工学実験Ⅲ ２単位  
１学年 化学実験Ⅰ １単位  
２学年 化学実験Ⅱ 

化学実験Ⅲ 
機械工作実習 

２単位 
２単位 
１単位 

 

３学年 化学実験Ⅳ 
化学実験Ⅴ 

２単位 
２単位 

 

４学年 物質化学工学実験実習 ４単位  

物質化学工学科 

５学年 プロセス工学実験実習 
生物工学実験実習 

３単位 
３単位 

 いずれかを 
 選択し修得 

 

（平成 15 年度から電気工学科を電気情報工学科に名称変更）

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第７章 教務／厚生補導）
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講義、演習、実験･実習の単位数の配分は各学科の目標達成に必要な科目を配置した結果で、資料

５－２－①－２に例を示すとおりである。この配分結果は、実験・実習及び演習の比率が大きく実践

的技術者育成に適した配分になっている。 

資料５－２－①－２

授業形態別単位数（機械工学科の例）（平成１８年度） 

 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 計 

講 義 ２１ ２１ ２１ １７ ２９ １０９

演 習 ５ ５ ９ １１ ４ ３４

実験・実習 ７ ９ ４ ７ １４ ４１

計 ３３ ３５ ３４ ３５ ４７ １８４

（出典：教育課程表より集計）

 

入学時テストの結果により、中学校での基礎学力不足の１年生に対して数学補習を行って数学力の

向上を図っている（資料５－２－①－３）。 

資料５－２－①－３

数学の補習（１年生の火曜日８校時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 数学科保存資料）
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学習指導法の工夫について、代表的なものをあげると以下のとおりである。 

授業形態 学 科 科 目 工夫の事例 

講 義 制御情報工学科 
ソフトウェア工学
Ⅱ 

パワーポイントを使用したアニメーション教材
の利用 

講 義 
一般教科 
人文社会系 

英語Ⅲ 
英語演習Ⅱ 

ALC NetAcademyを用いてTOEIC試験を目指す語
学教育 

講 義 
一般教科 
人文社会系 

国語Ⅱ 
図書館の資料を調査・参照しつつ詩の解釈、絵
画の言語化（表現媒体の変更）を行う国語教育

講 義 
一般教科 
自然科学系 

基礎数学Ⅰ(H17) 
微分積分Ⅰ(H18) 

数学的性質の理解・発見、数学的思考の援助と
してグラフ電卓を利用した授業  

実 験 電気情報工学科 電気工学実験Ⅳ 
ＰＩＣコントローラの使用法を学び、システム
化技術の概念と創造性の育成 

実 習 機械工学科 設計製図Ⅲ 
２～４名のチームでロボットを設計・製作し、
競技形式でコンテストを行い、一連の作業を通
じての創造性育成 

実験・実習 全学科 卒業研究 少人数によるきめ細かい指導 

 

（分析結果とその根拠理由）  

授業形態の割合は、講義に対して実験・実習の割合が相対的に多く、実践的技術者の育成に適した

ものになっており、バランスがとれている。授業形態や授業科目に応じて、それぞれに適した学習指

導法の工夫が行われている。また、数学については、基礎学力不足の１年生に対して補習を行って数

学力の向上を図っている。 

以上のことから、教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態のバランスが適切

であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 

 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

 

（観点に係る状況）  

シラバスの形式、内容等の編成方針は教務委員会において審議し、その内容を規定して教務便覧に

記載して全教員（非常勤を含む）に周知している。各科目担当教員は教育課程の編成の趣旨に沿って

シラバスを作成し、学科別に冊子にまとめ、年度当初に全教員及び全学生に配付している（資料５－

１－①－３、89ページに前出）。担当教員は最初の授業で学生にシラバスの説明を行い、授業がシラ

バスどおり実施されたことを学生代表と共に「授業実施記録」を作成して確認している（資料５－２

－②－１）。平成18年度から学生自身が授業の達成度を自己評価できるよう、シラバスの中に点検項

目を取り入れ評価を実施している。また、達成度の点検は学生のみならず、教員が学生の達成度を随

時確認し授業に反映させることとしている。 
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資料５－２－②－１

授業実施記録の例 

 

（出典：学生課保管資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

シラバスの記載様式等は教務委員会で決定し、教務便覧に記載して全教員（非常勤を含む）に周知

している。科目担当教員は最初の授業で学生にシラバスの説明を行い、授業がシラバスどおり実施さ

れたかどうかを学生代表と共に「授業実施記録」により確認している。平成18年度から学生自身が授

業の達成度を自己評価できるよう、シラバスの中に点検項目を取り入れ実施している。また、教員が

学生の達成度を随時確認し授業に反映させることとしている。 

以上のことから、教育課程の編成の趣旨に沿って、適切なシラバスが作成され、活用されている。 
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観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では創造性やデザイン能力の育成を目的に、次に示す授業等を行っている。２年生全員を対

象に「環境」を統一テーマにした一般教科の連携授業（資料５－２－③－１）の実施、また、機械

工学科３年生の設計製図Ⅲではロボットの設計･製作とコンテスト（資料５－２－③－２）、さら

に、機械工学科４年生をグループに分けて、ある課題に取り組ませる創造工学を新設している。電

気工学科４年生の電気工学実験ⅣではPICシステムの設計・製作と発表会（資料５－２－③－３）

等を実施している。 

資料５－２－③－１

 

（出典 教員会議資料）
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資料５－２－③－２

平成 17 年度機械工学科 設計製図Ⅲ 

 

H17 年度ロボット相撲のルール 
● 競技概要：人間の相撲に準じたルールとする． 
  － 相手を転倒させる． 
  － 土俵の外に押し出す． 
● 土俵の直径は 1000[mm] 
● 試合時間は 2 分間 
● 試合中移動できないロボットは失格とする． 
ロボットの仕様  
● スタート時の大きさ：200×200×400 [mm]以内とし，重量：3[kg] 以下とする 
● 動力源：単三電池 6 本 
● 車輪，キャタピラによる移動を禁止する．歩行により移動すること． 
● 相手を転倒させる機能（攻撃機能）を実装すること． 
● リモートコントロールによりロボットを制御すること． 
    （移動機構の操作者 1 名＋攻撃機構の操作者 1 名） 
その他  
● ロボット製作に関する講義は一切しない．自分で考え，積極的に行動すること． 
● 機械工学科全教官と技官のアドバイスを得ることができる． 
   内容を明確にしてから質問に行くこと． 
● 成績は報告書とコンテスト結果から総合的に評価する． 
● 整理整頓を心がけ，授業の終わりには掃除をすること． 

注：本製作ロボットは、10 月 28 日～29 日の高専祭、 
    および 11 月 13 日の一関少年少女発明くふう展 で展示しました。 

■■■機械工学科は創意工夫に富んだ授業を行っています。過去の作品もご覧下さい。■■■ 
平成 16 年度ロボット製作 
平成 15 年度ロボット製作  平成 15 年度 WWW ページ製作 
平成 14 年度ロボット製作  平成 14 年度 WWW ページ製作 
平成 13 年度ロボット製作  平成 13 年度 WWW ページ製作 
平成 12 年度ロボット製作  平成 12 年度 WWW ページ製作 
平成 11 年度ロボット製作  平成 11 年度 WWW ページ製作 
平成 10 年度ロボット製作  平成 10 年度 WWW ページ製作 
    平成 9 年度 WWW ページ製作 

本授業を行うにあたり、一関高専教育改善充実費および日本機械学会東北支部から支援を受けま
した。 
ご支援ありがとうございました。 
 
(c)一関工業高等専門学校機械工学科 指導教官：藤原康宣 
戻る 

（出典 ウェブページ）
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資料５－２－③－３

ＰＩＣシステムの設計・製作と発表会 

 

（出典 ＰＩＣシステムの設計・製作 テキスト）

 

産業界の実状に触れ、ものづくりを体験的に学習することを目的に、４年生の選択科目にインタ

ーンシップの一環として５日以上の校外実習を設け、校外実習に関する規程（資料５－２－③－

４）に沿って実施し、１単位を与えている（資料５－２－③－５）（資料５－１－②－５、93ペー

ジに前出）。実習終了後、実施報告書（資料５－１－②－４、93ページに前出）を提出させるとと

もに、報告会において当該学科の教員とクラスメートに対して体験の成果を発表することを義務づ

けている。報告書によれば、産業界の実情にふれて進路を決定するうえで非常に参考になり、勉学
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意欲が高まったと記載されており、インターンシップの目的が充分に達成されている。 

校外実習の履修者を増加させるため、企業へのアンケートを実施して受け入れの可否を調べたり

（資料５－２－③－６）、学生に履修を勧めたりしている（資料５－２－③－７）。 

資料５－２－③－４

一関工業高等専門学校校外実習に関する規程 
制定 平成１５年２月２６日

（趣旨） 

第１条 この規程は，一関工業高等専門学校の学業成績の評価並びに学年の課程の修了，進級及び卒業の認定に関

する規則第１３条の規定に基づき，夏季等の休業期間中に一関工業高等専門学校（以下「本校」という。） 以

外の産業界において，校外実習（以下「実習」という。）を行うことに関して，必要な事項を定める。 

（実習の目的） 

第２条 実習は，学生が実習を通じて，本校で修得した知識・技術が産業の各分野でいかに活用されているか等を

学ぶと共に，産業界の実状に触れ，技術者のあり方・心構え等について，体得することを目的とする。 

（実習の種類） 

第３条 実習は，本校の授業（選択科目）の一環として行い，「校外実習」と称する。 

（履修の学年及び時期等） 

第４条 実習は，原則として第４学年の夏季休業期間中に１週間（実質５日）実施する。ただし，特別な事情があ

る場合は，他の休業期間中に実施することができる。 

（実習に係る費用） 

第５条  実習を行うために要する費用は，学生の負担とする。 

（履修の手続） 

第６条 実習を履修しようとするときは，「校外実習履修許可願」（様式第１号）を学級担任の確認を得た後，校

長に提出（教務係に提出）して，その許可を受けなければならない。 

（実習申込書及び誓約書） 

第７条 前条により履修を許可された者は、「校外実習申込書」（様式第２号）及び「誓約書」（様式第３号）を

校長を経て実習機関へ提出しなければならない。 

（実習の心得等） 

第８条 実習を履修する者は、別に定める日に実施する学科主任による事前指導（ガイダンス）を履修しなければ

ならない。 

２ 学生は，実習先の担当者等の指導を受けると共に，本校が別に定める実習心得を守らなければならない。 

（報告書） 

第９条 実習を終了した者は、実習終了後、速やかに「校外実習終了報告書」（様式第４号）を学級担任に提出

し，学科主任が別に定める日に実施する事後指導（報告会）を履修しなければ，実習の単位は認められない。 

２ 所定の課程を修了したときは，学科主任が実習終了の認定を行い，「校外実習報告書」（様式第５号）により

校長に報告しなければならない。 

（その他） 

第１０条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は教務委員会の議に基づき，別に定めるものとする。 

  附 則 

 この規程は、平成１５年４月１日から施行する。 

 
（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第７章 教務・厚生補導）
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資料５－２－③－５

校外実習受入企業一覧 

平成１５～１７年度校外実習実績（準学士課程） 
 

平成１５年度 

学科名 人数 実 習 先 

機械工学科 １ ソニー宮城（株） 

電気工学科 

 
６ 

綜合警備保障（株） 

中部電力（株） 

ＮＥＣテレネットワークス（株） 

デジタルテクノロジー（株） 

ｿﾆｰｲｰｴﾑｼｰｴｽ（株）千厩ﾃｯｸ 

ＮＨＫ盛岡放送局 

制御情報工学科 ２ 
ソニー宮城（株） 

リコーテクノシステムズ（株） 

物質化学工学科 ４ 

三菱化学（株）鹿島事業所 

日本ゼオン（株）川崎工場 

花王（株） 

出光興産（株）千葉製油所 
 

平成１６年度 

学科名 人数 実 習 先 

機械工学科 １ （有）モリワキエンジニアリング 

電気工学科 ８ 

ソニー宮城（株） 

中部電力（株） 

綜合警備保障（株） 

日本原燃（株） 

ＮＨＫ盛岡放送局 

（財）東北電気保安協会 

出光興産（株） 

リコーテクノシステムズ（株） 

制御情報工学科 ４ 

翼システムズ（株） 

ソニー宮城（株） 

ＮＥＣテレネットワークス（株） 

物質化学工学科 １ ソニー宮城（株） 
 

平成１７年度 

学科名 人数 実 習 先 

機械工学科 ３ 

富士電機システムズ（株） 

キャノン販売（株） 

出光興産（株）千葉製油所 

電気工学科 ６ 

ソニー宮城（株） 

ＮＥＣテレネットワークス（株） 

リコーテクノシステムズ（株） 

中部電力（株） 

綜合警備保障（株）人事部東北採用センター 

NHK 盛岡放送局 

制御情報工学科 ４ 
出光興産（株）千葉製油所 

学生団体ＶＩＡＳ 

物質化学工学科 １ エヌ・イーケムキャット（株） 

（平成 15 年度から電気工学科を電気情報工学科に名称変更）

（出典 学生課保管資料）
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資料５－２－③－６

平成１８年５月３１日

関 係 各 位 

 

                               一関工業高等専門学校長 

                                     丹野 浩一 

 

 

インターンシップのお願いと長期インターンシップに関するアンケートの実施について(依頼) 

 

 

 拝啓 平素より、貴社におかれましては、一関工業高等専門学校の教育・研究につきまして多大なる

ご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 近年若年層の早期離職率の増加が社会問題化することにより、文部科学省、経済産業省、厚生労働省

等によりインターンシップ（就業体験）が積極的に推進されております。インターンシップは、学生に

とりましては、技術、仕事、企業に対する理解が深まるとともに、就業の体験により職業意識が高まり、

自分自身の将来のビジョンが明確になることが期待されます。一方、企業側におかれましても、就職に

おけるミスマッチを防ぐことができる、学生に企業を PR できる、といったメリットが期待されます。

 本校でも、インターンシップを積極的に進めており、企業等からの募集案内を学生に紹介する他、学

生の希望により企業等に受け入れのお願いをしております。このたび、岩手県、宮城県の企業の皆様に

重ねてインターンシップのお願いをするとともに、今後のインターンシップ推進のためのアンケート調

査を実施させていただきたいと存じます。インターンシップは、その実を上げるためには長期の実習が

重要と言われております。夏期休業中では３～４週間の長期インターンシップをお願いしたいと考えて

おります。ご理解とご協力をお願い申し上げます。また、将来、４、５年生については、月曜～金曜の

間に授業を行わない日を１日設定することも検討しております。週１回の実習を数ヶ月行う形式での長

期インターンシップも視野に入れております。 
インターンシップの実施に際しましては、お忙しい時期にご迷惑をおかけすることと思いますが、将

来を担う若者の育成にご協力いただきますようお願い申し上げます。なお、実施に当たりましては、充

分に事前指導を行っていく所存でございます。 
 ご記入後は、ファックスにて６月１５日頃までにご送信頂ければ幸いに存じます。もしご不明な点が

ございましたら、下記までご一報下さいますようお願い申し上げます。また、インターンシップの事務

的な内容につきましては、例年通り、学生課教務係が担当しております。皆さまには多忙のこととは存

じますが、よろしくご協力のほどお願い申し上げます。 
 

 最後に貴社の益々のご繁栄を心より祈念申し上げます。 

                                   敬具  

 

（出典 学生課保管資料）
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資料５－２－③－７

４年生の学年ガイダンスにおける校外実習のすすめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教務委員会保管資料）

 

また、４年生では授業の一環として京浜地区の企業への工場見学旅行を実施し、工学と工場のつ

ながりを理解させたり工場の雰囲気にふれ、勉学の上での実践的側面を助け、学生の就職対策にも

役立つようにしている（資料５－２－③－８）（資料５－２－③－９）。 

資料５－２－③－８

教務便覧（抜粋） 

第２章 教務事務処理の取扱要領 

Ⅸ 見学旅行等及び課外ガイダンス 

２．工場見学旅行 

工場見学旅行は，第４学年を対象として実際の工場を見学することによって，工学と工場
のつながり，工場の雰囲気等を感受させ，勉強の上での実践的側面を助け，また，就職に際
しての参考とすることを目的として，授業の一環として行うものです。 

ここでいう工場とは，必ずしも製造現場とは限定しない。工場見学旅行委員（以下「委
員」という）・引率者及び見学先・日程（実施内容等）等については，各学科に一任する。 

止むを得ない理由で参加できない学生は，旅行期間中登校させ，各学科において指導する
こと。 

〈手順及び実施要領〉 

（出典：平成18年度 教務便覧 p.13）
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資料５－２－③－９

平成１７年度４年生工場見学一覧 

学科 機械工学科 電気工学科 制御情報工学科 物質化学工学科 

参加学生数 ４４名（留年生不参加） ４４名（留年生不参加） ４０名（留年生なし） ４０名（留年生不参加） 

引率者 関根孝次・根津辰行 明石尚之・阿部林治 小野宣明・梅内晴成 高橋道康・梁川甲午 

日本航空（株）羽田整

備工場 

パイオニア（株）川越事

業所 （株）東芝府中事業所 

国立博物館・科学博物

館・上野公園 
９日

（水） 14:00～16:00（承諾） 13:00～15:00（承諾） 13:00～15:30（承諾） 12:00～15:30 

日産自動車（株）横浜

工場 （株）東芝府中事業所 

ソニーイーエムシーエス

（株）木更津テック 

住友化学（株）千葉工

場 

9:30～11:30（承諾） 10:00～12:00（承諾） 9:30～11:00（承諾） 9:30～11:30（承諾） 

（株）東芝府中事業所 

  

ＴＥＰＣＯ新エネルギーパ

ーク東京電力（株）富津火

力発電所 

日産自動車（株）追浜

工場 

14:30～16:00（承諾）   
11:30～13:00 

（依頼状不要） 

13:30～15:00 

（依頼状不要） 

    

新日本製鐵（株）君津

製鐵所 鎌倉大仏 

１０日

（木） 

    13:30～15:00（承諾） 16:00～16:30 

ホテル朝食後解散 
（株）ＪＡＬ航空機整備東

京 
東京ディズニーシー 

（株）味の素コミュニケー

ションズ川崎事業所 

8:30～ 10:00～11:30（承諾） 9:00～入場後解散 
9:30～11:30（依頼状不

要） 

日

程 

１１日

（金） 

  東京駅着 13:30～解散   東京駅着 12:30～解散

（出典 工場見学旅行実施計画書）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では創造性やデザイン能力の育成を目的として、一般教科の「環境」を統一テーマにした連携

授業、機械工学科のロボットの設計･製作とコンテスト、及び電気情報工学科のPICシステムの設計・

製作と発表会等を実施して、それぞれ成果をあげており、特に機械工学科では創造工学を新設した。 

また、インターンシップの一環として校外実習を行っており、履修者はインターンシップの目的を

充分に達成している。校外実習の履修者を増加させるため、企業へのアンケートを実施し、学生に履

修を勧めている。 

以上のことから、創造性を育む教育方法の工夫やインターンシップの活用が行われている。 

 

 

観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

成績評価・単位認定及び進級・卒業認定に係わる事項は「一関工業高等専門学校の学業成績の評価

並びに学年の修了、進級及び卒業の認定に関する規則」（以下「成績規則」）（資料５－３－①－
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１）に定めている。 

資料５－３－①－１

一関工業高等専門学校の学業成績の評価並びに学年の 

課程の修了，進級及び卒業の認定に関する規則    
 （趣旨） 

第１条 この規則は，一関工業高等専門学校（以下「本校」という。）における学業成績の評価（以下「評価」と

いう。）並びに学年の課程の修了，進級及び卒業の認定について必要な事項を定めるものとする。               

 （試験）  

第２条 試験は，評価を行う際の資料として，必要な授業科目（以下「科目」という。）について，定期又は随時

に実施するものとする。 

２ 試験の種類は，定期試験，追試験，再試験及び担当教員が必要に応じて随時行う随時試験とする。             

 （定期試験） 

第３条 定期試験は，前期末及び後期末に行うものとする。 

２ 前期末及び後期末に各１回行う定期試験を期末試験といい，実施期間を別に定めて試験を行うものとする。 

３ 必要と認める科目には，前期及び後期の各中間に各１回行うことができる定期試験を中間試験といい，実施期

間を別に定めて試験を行うものとする。 

４ 平常の成績で評価できる科目については，定期試験を行わないことができるものとする。 

 （追試験） 

第４条 病気，けが，その他やむを得ない理由により定期試験の全部又は一部を受験できなかった者については，

校長が必要と認めた場合に，追試験を行うことができるものとする。 

２ 追試験を受けようとする者は，当該試験期間終了後速やかに別紙様式第１号による追試験許可願（病気，けが

の場合は医師の診断書又は本校所定の通院確認書を，その他やむを得ない場合は理由書を添付）を学級担任の確

認を得た後，科目の担当教員の承認を得てから校長に提出（教務係に提出，以下同じ）して，その許可を受けな

ければならない。 

３  追試験の実施については，原則として当該試験期間終了後，別に定める期間内に科目担当教員の責任において

行うものとする。 

 （再試験） 

第５条 次の各号のいずれかに該当する場合で，再試験を受けようとする者は，速やかに別紙様式第２号による再

試験許可願を学級担任の確認を得た後，科目の担当教員の承認を得てから校長に提出して，その許可を受けなけ

ればならない。 

一 学年の評価において，別表１に定める各学年毎の累計修得単位数以上の単位を修得している者で，６０点

未満の必修科目及び選択必修科目を有する場合 

二 学年の評価において，６０点未満の選択科目を有する場合 

三 その他，校長が特に必要と認めた場合  

２ 再試験の実施については，別に定める時期に，原則として科目担当教員の責任において行うものとする。 

 （不正行為等に対する取扱い） 

第６条 定期試験中に不正行為を行った者に対しては，その時以降の受験を停止させ，当該試験期間中の全科目の

試験成績を零点とし，追試験も受けることはできない。 

２ 停学等の懲戒処分の期間中に定期試験が実施された場合は，処分期間中に実施された科目の試験成績は零点と

する。 

 （定期試験を欠席した者の取り扱い） 

第７条 正当な理由無くして定期試験を欠席したと認められる者に対しては，欠席した当該科目の試験の成績は零

点とする。 

 （評価） 

第８条 学習成果を把握し，学習指導を効果的に遂行するために評価を行うものとする。 

２  校長が必要と認めたときは，再試験等を実施し，再評価を行うことができるものとする。 

３ 再評価法に基づく再評価は，最高を６０点とし，再評価の結果は，別に定める時期までに別紙様式第３号によ

る再評価報告書を教務係へ提出するものとする。 

 （試験の評価） 

第９条 試験の評価は，その試験の結果に基づき１００点法により行うものとする。 

２ 追試験の評価は，最高を１００点とする。 

 （学年の評価） 

第１０条 全ての科目の学年の評価は，定期試験，追試験，随時試験・レポート・演習等の平常の成績，出席状況

及び学習態度等を総合的に考慮して，学年末においてこれを行い，１００点法により行うものとする。 

２  履修した科目の単位修得には，学年の評価として６０点以上の評価を必要とする。 

３ 欠課時数が当該科目の履修単位時間数の４分の１を超える者に対しては，学年の評価を６０点未満とする。た

だし，平常の成績が良好であり，正当な理由による欠課のために欠課時数が当該科目の履修単位時間数の４分の
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１を超えた者に対しては，不足時間を補講することにより学年の評価を６０点以上とすることができるものとす

る。 

４ 卒業研究及び校外実習についても学年の評価として６０点以上の評価を必要とする。 

５  特別活動の評価の区分は，合格又は不合格とする。 

６  学年の評価を指導要録及び成績証明書に記載するときは，評語及び「合」又は「不合」で表記するものとす

る。  

 （評語）  

第１１条 学年の評価に基づくその学年の学業成績を「優」，「良」，「可」及び「不可」の評語によって表し，

その区分は次表のとおりとする。 

 

評 語 評  価  点 

優 ８０点以上 

良 ７０点以上８０点未満 

可 ６０点以上７０点未満 

不 可 ６０点未満 

 

 （成績の通知）  

第１２条 評価の結果は，前期末及び学年末において学生及び保護者に通知するものとする。 

２ 学生及び保護者に通知する書類の様式は，別紙様式第４号による成績通知票とする。 

 （校外実習） 

第１３条  学則第１４条第２項の別表第２に規定する校外実習は，教員の指導に基づき，学校が必要と認めて実施

する授業（選択科目）で，その詳細は，本校の校外実習に関する規程の定めるところによる。 

 （課題研究） 

第１３条の２  学則第１４条第２項の別表第１及び別表第２に規定する課題研究Ⅰ及びⅡは，教員の指導に基づ

き，学校が必要と認めて実施する授業（選択科目）で，その詳細は，本校の課題研究に関する規程の定めるとこ

ろによる。 

 （特別学修）  

第１４条  学則第１４条の２及び第１４条の３の規定に基づく別に定める事項は，本校の特別学修に関する規程の

定めるところによる。 

 （学年の課程の修了，進級及び卒業の認定） 

第１５条 学年の課程の修了，進級及び卒業の認定は，進級及び卒業判定会議にはかり校長が行うものとする。 

２ 第１項の認定に当たっては，次の各号の基準により行うものとする。 

一 当該学生の出席日数が年間授業日数の３分の２以上であること。 

二 学則第１４条第２項別表第１及び別表第２に定める各学年毎の科目（校外実習を除き，履修可能なすべて

の選択科目を含む。）を履修していること。 

三 特別活動が合格であること。 

四 学年の課程の修了，進級の認定に当たっては，各学年毎に別表１に定める累計修得単位数以上の単位を修

得していること。また，修得した単位の中には各学科が各学年毎に定める別表２の科目を含むこと。 

五 未修得の必修科目又は選択必修科目を有した状態で学年の進級を認定されていた者は，進級した学年で前

学年におけるそれら未修得の科目の単位をすべて修得していること。 

六 卒業の認定に当たっては，一般科目７５単位以上，専門科目８２単位以上を含む累計修得単位数が１６７

単位以上であること。かつ，卒業研究については，「可」以上の評価を得ていること。さらに，必修科目は

すべての科目を修得し，選択必修科目はその条件が付された範囲内で修得できる科目をすべて修得している

こと。 

３ 前項第４号及び第６号に定める単位数には，学則第１４条の２及び第１４条の３の定めにより認定された単位

を含めることができるものとする。 

４ 第２項各号に掲げる基準を満たすことができない者及びその他必要と認めた者について，特別な理由があると

校長が認めた者については，進級及び卒業判定会議で審議のうえ，総合的に判断するものとする。 

 （留年） 

第１６条 前条の審議の結果，学年の課程の修了を認定されない者は，留年とするものとする。 

２ 第１学年から第３学年において留年した者の当該学年における修得単位は全て無効とし，その学年の科目及び

特別活動は，すべて再履修しなければならない。 

３ 第４学年又は第５学年において留年した者の当該学年における修得単位は有効とし，未修得科目に相当する科

目を履修しなければならない。また，当該学年で修得した科目についても再履修できるものとし，再履修した科

目の評価は，第１年次目と第２年次目を比較して上位の評価を最終評価とする。 

４  第４学年又は第５学年において留年した者が履修又は再履修をしようとするときは，別に定める期間内に別紙

様式第５号の履修・再履修許可願を学級担任の確認を得た後，校長に提出して，その許可を受けなければならな

い。 
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 （退学） 

第１７条 同一学年において再度留年となった者は，退学とする。ただし，休学により留年となった場合は，この

限りではない。 

 （出席日数）  

第１８条 第１５条第２項第１号に掲げる出席日数は，欠課時数８を欠席日数１日に換算して，出席した日数から

差引いた日数とする。 

 （編入学）  

第１９条 校長は，高等学校から第４学年に編入学した者については，当該編入学科の本校第１学年から第３学年

までの履修単位を修得したものとみなすものとする。 

２ 第３学年に編入学した外国人留学生については，前項に準じるものとする。ただし，第３学年で履修する国語

Ⅲ，体育Ⅲ，歴史Ⅱ（各２単位計６単位）に換えて，日本語Ⅰ（２単位），日本語Ⅱ（２単位）及び工学基礎

（留学生用）（２単位）を履修し，日本語Ⅰ及びⅡは単位を修得しなければならない。 

 （選択必修科目及び選択科目の履修に関する届け出）  

第２０条  選択必修科目及び選択科目を履修しようとする者（第１学年から第３学年を除く。）は，原則として履

修を希望する前年度の１月中旬までに別紙様式第６号の履修届を学級担任の確認を得た後，校長に提出しなけれ

ばならない。 

 （雑則）  

第２１条 この規則の実施について必要な事項は，別に定めるものとする。 

 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.142～146）

 

規則や履修ガイドは学生便覧に記載して毎年学生に配付するとともに、始業式、オリエンテーショ

ン、ガイダンス等において、教務主事、担任等から内容を繰返し説明し、学生への周知を図っている

（資料５－３－①－２）。 

資料５－３－①－２

学生便覧（抜粋） 

Ⅲ 履修ガイド 
皆さんは本校の学則（p.83）、学業成績の評価並びに学年の課程の修了、進級及び卒業の認定に関する規

則（成績規則）（p.142）等に従って学習をしていくことになります。これらの規則はよく熟読してくださ

い。 

また、本校で開講している授業科目とその内容は、別冊のシラバス（授業計画書）で具体的に説明してい

ますので、こちらも熟読してください。 

この履修ガイドは、履修上の主な事項を解説していますが、不明な点等があれば、学級担任あるいは関係

教員に相談し、指導を受けるようにして下さい。 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.11～36）

 

科目担当教員は、成績規則とシラバスに従って成績評価を行い、教務電算システムへの入力により

教務係に提出する。電算処理された進級・卒業判定資料により、教務委員会の議を経て、成績規則に

基づいて全教員が出席する教員会議で進級・卒業判定を厳正に行う。（資料５－３－①－３） 

資料５－３－①－３

教員会議録（抜粋） 

 
日 時  平成１８年３月２２日（月）９：３０ ～ １２：２５ 

場 所   会議室 

資 料 

○平成１７年度進級判定資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料 １】 

○教務関係資料  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料 ２】 

○寮務関係資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料 ３】 

○専攻科関係資料  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料 ４】 

○学生相談関係資料  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料 ５】 

○電子計算機室関係資料  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料 ６】 
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○平成18年度入学者選抜状況関係資料・・・・・・・・・・・・・・【資料 ７】 

欠席者（出張・研修・年休等） 

Ｍ 佐藤（清）            Ｅ 中野 

Ｓ  河原田   

議  事 

１ 審議事項 

(1) 平成１７年度学生の課程の修了、進級判定について 

教務主事から、一関工業高等専門学校の学業成績の評価並びに学年の課程の修了、進級及び卒業の認定

に関する規則第１５条に定める、進級要件の確認及び各クラス毎に資料について説明があり、種々審議を

行った後、校長は、教務委員会の原案どおり進級を認定した。 

（出典 教員会議録）

 

（分析結果とその根拠理由）  

成績評価・単位認定及び進級・卒業認定に係わる事項は規則に適切に定めている。規則や履修ガイ

ドは学生便覧に記載して毎年学生に配付するとともに、多くの機会を捉えて教務主事、担任等から繰

返し説明し、学生への周知を図っている。科目担当教員は規定に従って成績評価を行い、全教員が出

席する教員会議で厳正に進級・卒業判定が行われている。 

以上のことから、成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され、学生に周

知されており、これらの規定に従って、成績評価、単位認定、進級認定、卒業認定が適切に実施され

ている。 

 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の特別活動は、主に１年生から３年生の年度当初に学年共通の目標に沿って作成した特別活動

実施計画書に基づいて週１時間（年間30単位時間、計90単位時間）実施している。本校の特別活動は、

資料５－４－①－１に示す規定に定められたガイダンスの目標に従って計画・実施されている。これ

らのガイダンスの目標は、人間の素養の涵養がなされる内容となっている。（資料５－４－①－２か

ら資料５－４－①－３） 

資料５－４－①－１

一関工業高等専門学校の特別活動に関する規程（抜粋） 

（ガイダンスの目標） 

第５条 ガイダンスの目標は，次のとおりとする。 

 一 本校の教育目標の認識を深め，高等専門学校の学生としての心構えを確立させ，良き学習態度を身につけ

させる。 

  二 人間としての望ましい生き方を自覚させると共に，良好な人間関係を育てる。 

 三 生活を楽しく豊かなものとすると共に，自立的な態度及び集団生活において協力していく態度を養う。 

 四 心身の健康の助長を図ると共に，自主的な職業選択の能力を養う。 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.160～164）
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資料５－４－①－２

特別活動実施計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）
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資料５－４－①－３

特別活動実施報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）

 

また学校行事として、校内体育大会（全学年）、高専祭（全学年）、校内・校外清掃（全学年）、

新入生校外オリエンテーション（１学年）、スキー研修（２学年）、在来生合宿研修（３学年）、工

場見学旅行（４学年）等を実施し、上記目標達成の一助としている（資料５－４－①－４）。 
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資料５－４－①－４

平成１８年度行事予定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ（内線電話一覧・行事予定表・時間割表）
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（
正
午
迄

）
　
　

　
休

 
 

 
 
4，

5年
生

出
校
日

３
委

員
会

　
 
体
育

大
会

専
攻
科
入

試
（
社

会
人
）

企
画
会

議
臨
時

休
業

運
営
委
員

会
　
 
成
績

提
出
 

新
入

生
入
寮

（
午
後
）

専
攻
科

入
試
（

推
薦
）

喫
煙

防
止

映
画

会
（

1
年

）
　

中
　
業

　
卒

 
（

5
年

,
専

攻
1
年

）

　
 
入

学
式
・

編
入
学

式
大
会
報

告
会

　
合

宿
研
修

（
3年

）
一

覧
表
（

5年
）

 
教
員
会
議

交
通
安

全
映
画

会
(3
年

)
企
画

会
議

　
間

　
業

専
攻

科
運
営

委
員
会

 
 
 
 
１

年
授

業
企
画

会
議

　
 
プ
ロ
コ

ン
全
国

大
会

 
工

場
見
学

（
4年

）
成
人

の
日

顧
問
会
議

　
判

定
資

料
(
5
年

)
運

営
委

員
会

　
　

　
　

エ
イ
ズ

教
育
（

1年
）

　
試

　
 
特

別
指

導
期

間
(
6
日

～
8
日

）

　
中
　

　
　
　

企
画
会

議
　

　
体
育

の
日

　
合

宿
研
修

（
3年

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教
務

委
員
会

 
 
試

　
（
１

～
３
年

，
 
 
験
　

　
　
　

企
画
会

議
 
 
閉
寮
日

始
業

式
　

新
入

生
校

内
オ

リ
バ
イ
ク

実
技
講

習
会

　
間

一
覧
表
出

力
企
画
会

議
　
　

　
　
4年

一
般
）

　
専

攻
科
運

営
委
員
会

ク
ラ

ブ
紹

介
・

見
学

（
午

後
）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

利
用

講
習

(
1
年

)
　

験
授
業

開
始

（
１
～

３
年
,

[
月

曜
授
業

]
　
　
建

国
記
念

の
日

　
臨

（
本

科
・
専

攻
科
）

 
4年

一
般
）

　
　

　
　
　

　
担
任
会

企
画
会
議

運
営
委

員
会

企
画
会
議

　
　
振

替
休
日

 
 
教

員
会

議
(
卒

業
判

定
）

　
試

　
　

　
　
午

後
補
講

日
 
 
 
成

績
提

出
（

正
午

迄
）

　
　

運
営
委

員
会

　
[
月

曜
授

業
]
担
任

会
　
時

　
新

入
生
校

外
　
験

　
夏

　
 
学

生
会
リ

ー
ダ
ー

 
 
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

運
営

委
員
会

三
高
専
定

期
戦

　
合

宿
研
修

（
3年

）
教
員
会

議
　
 
研

修
会

運
営

委
員
会

一
覧

表
出
力

　
　
午

後
補
講

日
　

 
 
[
専

攻
科

月
曜
授

業
]

運
営
委
員

会
合
同

委
員
会

　
休
　

　
 
　
判

定
資
料

　
季

　
期

　
　

　
　

　
　
　

担
任

会
　
末
　

　
　
　

　
　
 
 

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
映

画
会

 
海
の
日

　
　

期
ス
キ

ー
研
修
（

2
年
）

　
試
　

　
　
　

 
　
業
　

 
(
1
年

)
　

　
　

運
営

委
員

会
　
休

　
　
運
営

委
員
会

　
験

 
 
 

[
月

曜
授

業
]

　
末
 
 

小
旅
行
（

1
年
）

　
 
入
学

試
験
（

学
力
）

 
　

運
営
委
員

会
成
績
提

出
（
正

午
迄
）

　
試
 
 

ス
キ

ー
研
修
（

2
年
）

 
臨
時

休
業

 
　
　

　
教
務

委
員
会

顧
問
会
議

　
業

成
績

提
出
（

正
午
迄

）
　
　

専
攻

2
年

，
成

績
提

出
　

　
開
校

記
念
日
（

授
業
日

）
専
攻
科

入
試
（

学
力
）

教
員

会
議

　
験

推
薦

入
学
者
面

接
試
験

 
卒

業
式
・

修
了
式

 
 
 
　

　
　
　

顧
問
会
議

　
　

 
一
覧

表
出
力

 
 
 

一
覧
表

出
力

 
 
 
1
,
4
年
授

業
専
攻
2年

、
成
績

提
出

保
護
者
懇

談
会

　
合

宿
研
修

（
3年

）
　
　
　

３
委
員

会
 
[
月

曜
授

業
]
午

後
補

講
日

 
　

春
分

の
日

　
　

学
修

単
位

授
業

日
　

教
員

会
議

　
5年

生
授
業

終
了

 
　
　
　

　
　

　
　

教
員
会
議

 
 
　
午

後
補
講

日
教

員
会
議

 
教

員
会

議
（

進
級

判
定

)

 
 
 
進

路
ガ

イ
ダ

ン
ス

(
午

後
）

 
　
 
 
 
 
 
 
寮
務

委
員
会

　
秋
分
の

日
勤
労

感
謝
の

日
天
皇

誕
生
日

 
専
攻

科
授
業

終
了

　
　

校
内

体
育

大
会

担
任
会

特
別
研
究

論
文
提

出
期
限

 
学

立
会
演
説

会
、
学

生
総
会

後
援
会

総
会

　
　
学

修
単

位
授

業
日

教
員
会

議
　

　
　
　

　
ス
キ

ー
研
修
（

2
年
）

 
保
護
者

懇
談
会

　
　

 
年

　
　
教

員
会
議

　
　
　

補
講
期
間

　
　

 
 
専
攻

科
金

曜
授
業

 
教
員
会

議
（
推
薦

判
定
）

　
　
（

21
～
25
日

）
4
年

授
業

　
担
任

会
 
末

 
　
高

総
体
県

南
教
員
会

議
ロ

ボ
コ

ン
全

国
大

会
　
　

学
修
単

位
授
業

ス
キ

ー
研
修
（

2
年
）

　
 

　
 
支

部
予
選

会
　
 
高

総
体
県

大
会

　
　
　

(2
5、

2
6
日
）

 
休

３
委
員
会

ロ
ボ
コ
ン

準
備

 
専

攻
科
・

臨
時
休
講

　
冬

 
業

壮
行
会

　
　
　
　

寮
務
委

員
会

　
季

 
　
み

ど
り
の
日

[
金

曜
授

業
]

　
　

専
攻
1
年
、

成
績
提

出
ロ

ボ
コ

ン
地

区
大

会
学
生

総
会

　
休

　
臨
時

休
講

３
委
員

会
（
本
科

・
専
攻

科
）

　
　

立
会

演
説
会

　
業

 
交
通

安
全
映

画
会

３
委

員
会

[
木

曜
授
業

]
 
 
　
　

（
1,
2
年
）

３
委
員

会
　

授
業
　
　
　
　

　
１
年
：

１
６
日

1～
3年

：
１

６
日

授
業

日
数
　

　
　
２

～
５
年
：

１
５
日

4～
5年

：
17
日

4～
5年

：
１

８
日

日
数

10
日
 
身

体
計
測

 
8日

 
1年

生
木
曜

日
授
業

　
専

攻
科
期

末
試
験

17
日
 
学

位
授
与

機
構
小

論
文

2
日

定
期
健

康
診
断

11
日
 
寮

生
総
会

(須
仰
寮

)
 
8日

 
全
学

年
尿
検

査
21

日
 
1年

生
金
曜
日

授
業

1
年
：
8日

～
22
日

 
 
試

験
(専

攻
科
2年

)
22
日
～
2
8日

 
5年

補
講
期

間
（

4
年

、
専

攻
科

1
年

）

15
日
 
寮

生
総
会

(白
萩
寮

）
 
 
 
 
厚
生

補
導
研

究
会

2
年
：
6日

～
20
日

19
日
 
4年

生
中

間
評
価

提
出

　
専
攻

科
期
末
試

験
21
日
 
月

曜
の
授

業
日
と
し

て
 

17
,1
8日

 
寮
春
季

球
技
大

会
　
眼
科

検
診

7月
21
日
～

8
月
31
日

（
正
午
迄

）
1
月
3
0日

～
2月

13
日

 
 
試
験

を
実
施

 
備

　
歯
科

検
診

課
題
研

究
Ⅰ
及
び

4
日

専
2
年

学
修

成
果

レ
ポ

ー
ト

　
心

臓
検
診

 
内
科

検
診
（

1
年
）

 
9日

 
心
臓

検
診
二

次
検
診

校
外
実

習
実
施
期

間
提

出
期

限
（
主

任
・
副

主
任

分
）

27
日

 
ロ
ボ
コ

ン
準
備

　
専
攻
科

補
講
期

間
　

技
術

発
表
交

流
会

 
15
,1

6日
［
午

前
］

25
～
29
日

　
高
総

体
県
大

会
1
9日

 
4年

生
中
間

評
価
提

出
 

 
1年

：
26
,2
7
日

(
サ

ッ
カ

ー
:
2
2
,
2
3
日

）
（
正

午
迄
）

 
　
特
別
研

究
発
表

会
中
学

校
招
待

 
15
,1

6日
［
午

後
］

2
4
日
 
寮
生

保
護
者

総
会

22
日

 
進
路
ガ

イ
ダ
ン

ス
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
大

会

編
入
学
試

験
（

4
年

，
専

攻
科

1
年

）

授
業
ア

ン
ケ
ー

ト
 
全
校

防
火
避

難
訓
練

　
環
境

月
間

授
業
ア
ン

ケ
ー
ト

非
常

勤
講

師
と

の
懇

談
会

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
利

用
講
習

会
(4
年
）

　
　
　

　
三

者
面
談

（
５

年
）
　

　
　

　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

体
験

入
学
・

公
開

講
座
・

教
育

改
善
研

究
集

会
・
授

業
公

開
・
情

報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ
シ

ー
研

修
会
　

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

３
～

５
年

課
外

ガ
イ

ダ
ン
ス

平
成
１

８
年
度

　
　
　

　
行

　
　
　

事
　

　
　
予

　
　
　

定
　

　
　
表

木

8日
　
寮
　

祭

月
金

火

２
０

日
０

日

水

（
5
年

、
専

攻
科

2
年

除
く

）

２
０
日

２
２
日

日 火
金木

月

3
1

火
月

木
日

水

3
0

金
日

土
水

土
月

火

3
1

2
8

2
9

日土金

3
0

2
9

2
6

2
6

2
7

2
7

土水

日金

金

2
4

2
5

2
5

2
8

月 火 水 木
木

木

2
1

2
2

2
2

2
3

2
3

金 土 日

月日

1
8

1
9

1
9

2
0

2
0

火 水 木

木 土

1
5

1
6

1
6

1
7

1
7

土 日 月

火月

1
2

1
3

1
3

1
4

1
4

水 木 金

金 日

9

1
0

1
0

1
1

1
1

日 月 火

水火

6

7
7

8
8

土

土 日

水

6

543

54

水

火 水

木 金

８
月

2
2 3

火

1

３
月

１
１

月
１

２
月

２
月

１
月

1
8

2
1

2
49 1
2

1
5

４
月

日 月

1
土 木 金

月

５
月

月

６
月

７
月

日
火

木 土

土 月

金
日

９
月

１
０

月

11
日
 
寮

対
面
式

　

火 火日金水 木水

金
火

金

1
6
日

寮
留

学
生

の
話

を
聞

く
会

１
～
３

年
：
１

日

４
年
：
２

日
 
 
 
５

年
：
３

日
２
１

日

20
日
　

寮
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

 
7日

 
寮

卒
業
生

を
送
る
会

２
２

日

木
木

月
水

金

土

月

12
日

 
寮
生
総

会
（
白

萩
寮
）

１
7日

１
８
日

 
5日

 
寮
生
総

会
（
須

仰
寮
）

土

月
月

木
土

金

日
土

土
日

水

火
火

土
水

日

木
日

日 月

水
月

月

金

土

水

金
火

水
土月土木

木

火

火土

水月 火木

金 土

水月

土 月日

金 日土

金

月

火日金 月土

木水 金火

金
月

土

木 土 火

日
水 金 日

水月 火

日

木木 土 月 水金 火日 木

土木火 金水

水
日

木 土金金 日 火

火 木水
土

金
月 月 水日 火 金 日土木月 水

木

火 木土 月 水日金火 木

土水 金

水月

木火

月 水
金水 木

日 火 木

日金

土木火日金
月

月土

土
火 木 土

火日
水 金

月 水

日 火 木

木 土 月 水 金 日 火

日 火 土木月 水 金 月 水 金

火 木

日 火 木

月日

水

水

木 土金
月日 火 木

金
日 火

土
月

火日金

水 金 日 火

水

木
木

月
月

土
土

火日 月金 土

金
金水

水

木
木

水 金 日 火木 土 月

日 月土
土 月日

水

水
水月 火

木 土金 日

日 火木 土 月

火

土

日金水 土木

火 水 金

考
考

28
日
 
1
年

生
胸

部
レ

ン
ト

ゲ
ン

備
15
日
 
寮

秋
季

防
火

避
難

訓
練

9日
 
寮

春
季

防
火

避
難

訓
練

26
日
 
寮
生

保
護
者

懇
談
会

24
,2

5日
 
寮
秋

季
球
技

大
会

12
日
 
新

入
寮
生

歓
迎
会

1
年
：

16
日
，

2～
3
年
：

15
日

年
間

授
業

日
数

［
１
年

生
：

１
８

９
日
，

２
年

生
：

１
８
７

日
，

３
年

生
：
１

８
７

日
，

４
年
生

：
１

９
２

日
，
５

年
生

：
１
９

３
日

］
平

成
18

年
3
月

1
3日

　
高
総
体

県
南
支

部
予
選
会

27
,2
8日

 
一
日
体
験

入
学

　
（
テ
ニ

ス
、
柔

道
、
陸

上
）

(
5
年

、
専

攻
科

2
年

除
く

）

19
日
 
寮

ク
リ
ス

マ
ス
会
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１年生の小旅行は、学級担任と学生及び学生相互の交流の機会をもち融和を図るとともに、学生の

見聞を広めることを目的としている。平成17年度は山寺（立石寺）に旅行し、芭蕉にちなみ俳句コン

テストを行った（資料５－４－①－５）。２年生のスキー研修は合宿形式で行われ、自然の中での活

動を通じて、より豊かな学生生活の向上を図るとともに、教職員・学生間の親睦と信頼感を深めるこ

とを目的としている（資料５－４－①－６）。３年生の合宿研修は青少年の家に宿泊し、岩手県南地

域の工場を見学しており、(1)中間点まできた高専生活の反省、(2)上級学年へ向けての学習意欲の高

揚、(3)人間性豊かな技術者としての方向付け、(4)将来の進路の意識付け、(5)教員との相互交流を

目的としており、その成果は非常に大きいものがある（資料５－４－①－７）。 

資料５－４－①－５

１年生の小旅行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）
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資料５－４－①－６

２年生のスキー研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）
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資料５－４－①－７

３年生の合宿研修（工場見学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の特別活動は、年度当初に学年共通の目標に沿って作成した特別活動実施計画書に基づいて計

90単位時間実施している。本校の特別活動は、ガイダンスの目標に従って計画・実施されており、人

間の素養の涵養がなされる内容となっている。また学校行事として、校内体育大会（全学年）、小旅

行（１年生）、合宿研修（２、３年生）、高専祭（全学年）等を実施し、上記目標達成の一助として

いる。特に、中だるみが懸念される３年生における合宿研修は、(1)中間点まできた高専生活の反省、

(2)上級学年へ向けての学習意欲の高揚、(3)人間性豊かな技術者としての方向付け、(4)将来の進路

の意識付け、(5)教員との相互交流を目的としており、特筆すべき行事である。 

以上のことから、教育課程の編成において、特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよう

配慮されている。 

 

 

観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養

が図られるよう配慮されているか。 

 

（観点に係る状況）  

生活指導は、正・副担任が各学級の最前線においてきめ細かな指導助言を行っている。同時に学生

委員会は定期的に校内外を巡回して全校的な指導に当たるとともに学生会行事の指導助言を行ってい

る。本校では挨拶運動を促進し、学生と教職員間及び学生同士のコミュニケーションの推進を図って

いる（資料５－４－②－１）。 

資料５－４－②－１

教員会議報告資料（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教員会議録）
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特に全学生の約40%が起居を共にする学生寮においては、寮務委員会が日常的な指導を担当してお

り、挨拶する習慣が定着している。挨拶が定着したことによって、点呼や清掃等日常の共同生活習慣

が規則正しいものになってきている（資料５－４－②－２）。 

資料５－４－②－２

寮務委員会議事録（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 寮務委員会議録）
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高専祭や体育大会などを学生会行事として学生自身に企画運営させることによって、学生の自立性、

協調性、積極性、責任感などの人間性の素養の涵養を図っている。また、講演会や研修会など学校行

事の多様な配置によって広い視野と豊かな人間性の育成に配慮している（資料５－４－②－３）（資

料５－４－②－４）（資料５－４－②－５）。さらに、東北地区高専間の学生交流の活性化及び視野

の広いリーダーを育成し、人間性の素養の涵養を広域的に進めるため、「東北地区高等専門学校学生

リーダー交流会」を本校が主管となって実施することにしている（資料５－４－②－６）。 

資料５－４－②－３

高専祭の実施要項・役割分担（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年度 第４２回高専祭実施要項）

 

資料５－４－②－４

平成１８年度 学生会年間計画書 

 ４月１０日（月）          クラブ紹介 

 ４月２４日（月）          立会演説会・学生総会 

 ５月２３日（火）・２４日（水）    校内体育大会 

 ６月２８日（水）          壮行会 

 ９月 １日（金）          大会報告会 

１０月１４日（土）          三高専定期戦 

１１月 ３日（金）・４日（土）     高専祭 

１１月中旬              文化部発表会 

１１月３０日（木）          立会演説会 

 １月１３日（土）・１４日（日）    学生会・体育・文化系リーダー研修会 

 １月２９日（月）          学生総会 

（出典 平成１８年度 学生会年間計画書）
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資料５－４－②－５

平成１７年度学生会・体育・文化系 

リーダー研修会実施要項 
１．目 的 

学生会役員、評議委員、体育系及び文化系の各部・同好会の代表が参加して学生会活動、評議会・学級会活
動、体育系、文化系の課外活動のあり方や問題点について話し合い、今後の発展に寄与すると共にリーダーと
しての資質向上と相互の理解と親睦を図る。また、教職員との意見交換の場とする。 

２．期 日  平成１８年１月１４日（土）～１５日（日） 
３．場 所   県立県南青少年の家 
        胆沢郡金ヶ崎町永沢下館４９－１  Tel ０１９７－４４－２１２４ 
４．参加者  学生会役員・体育系・文化系リーダー   ４０名 
              評議委員                １２名 
       学生主事・主事補                          ３名 
       学生委員                 １名 
       学生課                  ３名     
                                                      ５９名 
５．研修内容 
 (1) クラブ活動中及び災害時における怪我・病気、意識不明や心臓停止などにおける救命手当(心肺蘇生法と止

血法)を習得するための講習 
 (2) 学生会活動及び課外活動等の活性化についての討議 
 (3) その他 
６．講 習 
   講 師 ： 水沢消防署金ヶ崎分署・救急救命士 
   内 容 ： 救急救命(心肺蘇生法と止血法) 
７．討 議 
（分科会討議） 
 (1) 学生会・評議委員、体育系、文化系の３グループに分かれて討議を行う。 
 (2) 学生会・評議委員は「学校生活における問題点と学生の役割」について建設的な話し合 
   いを行う。 
 (3) 各クラブ及び同好会の代表者は部活動の活動内容・成果を報告し、相互に関連する諸問 
   題、予算等について協議を行う。 
  (4) 体育部長(1 名)、体育副部長(1 名)、文化部長(1 名)、文化部副部長(1 名)を選任する。 
（全体討議） 
 (1) 分科会における討議内容を報告し、各部会における問題点及び全体に関わる事項について 
   教職員を交え協議を行う。 
  (2) その他  
８．日 程 
 １月１４日（土） 
    ９：３０  専攻科棟玄関前集合 
   １０：００  出 発 
   １１：００  青少年の家到着・入所式・オリエンテーション・昼食 
   １３：００  救急救命(心肺蘇生法と止血法)講習 
   １６：３０  体育系、文化系、学生会・評議委員の３グループに分かれての討議 
   １８：００  夕食(夕食時間は 18:30 迄です。)、自由時間 
   １９：００  全体討議 
      ２１：００  入浴(入浴時間は 22:00 迄です。)、自由時間、就寝準備 
      ２２：３０  消灯、就寝 
 １月１５日（日） 
        ６：３０  起床、洗面 
    ６：５０  朝の集い、清掃 
    ７：４５  朝 食 
    ８：３０  寝具返納、退所点検、退所式 
    ９：００  校外研修（水沢ジャンボボール） 
                      水沢市佐倉河字道下２６－１ Tel ０１９７－２５－５５３４ 
   １１：１０  研修所出発 
   １２：１０  帰校、解散 
 
９．その他 
 (1) 服装は自由とするが、学生らしい服装を心がけること。 
  (2) リーダー研修会における行動は引率者の指示に従うこと。 
 (3) 参加者は健康保険証、またはその写しを携行すること。 
 (4) 上履き用シューズを持参すること。 
 (5) 参加者は目的意識を持って参加すること。  

（出典 学生課保管資料）
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資料５－４－②－６

「東北地区高等専門学校学生リーダー交流会」実施計画及び要項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 運営委員会配付資料）
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課外活動は非常に活発で約90%の学生（資料５－４－②－７）が活動しており、文化部、体育部、

技術部は各種大会やコンクールにおいて全国制覇をするなど好成績を挙げている。また、本校水泳部

では、競泳の他にも自発的でユニークな取り組みとして男子シンクロナイズドスイミングの活動があ

り、夏休みを返上する熱心な活動によって全国的な大会に参加した。この活動をとおして、部員の人

間性の大きな成長がテレビでも放送され話題となり、一関高専のPRに大きく貢献した。これらの課外

活動には、全教員が顧問として技術面だけでなく生活指導面から精神的な面まで指導にあたっており、

学生の支援に力を尽くしている。（資料５－４－②－８）（資料２－２－③－７、41ページに前出） 

資料５－４－②－７

課外活動（学生会各部） 部員数一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）
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資料５－４－②－８

課外活動の成果（代表例）（１／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課保管資料）
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資料５－４－②－８

課外活動の成果（代表例）（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     平成18年度 学校要覧 p.34 

 

 

 

 

（出典 庶務課保管資料）
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これらの学生の自主的な活動に対して、特に優れた活動を行った学生には年度末に表彰し、その活

動を推奨している（資料５－４－②－９～10） 

資料５－４－②－９

一関工業高等専門学校学生の表彰について（抜粋） 

本校学則第３８条に基づく学生の表彰は，下記要項により行う。 
 
１．表彰の種類は、学業に関する表彰、出席に関する表彰、課外活動に関する表彰、寮生会活動に関する表彰、社

会活動に関する表彰、資格取得に関する表彰、その他の表彰とする。 
（中略） 

(3) 課外活動に関する表彰  
イ．課外活動特別賞は、５年間の在学期間内に次の(ｲ)又は(ﾛ)に３年間以上にわたり該当した者を対象とする。

ただし、団体の部は登録された者に限る。 
(ｲ) 体育部においては、高等専門学校の全国大会で３位以内に入賞した者及び東北大会で優勝した者とす

る。また、高等学校、大学及び一般の全国大会で入賞した者、東北大会で６位以内の入賞に相当した者及
び県大会で優勝した者も同様とする。 

(ﾛ) 文化部・技術部・広報部・応援団においては、全国大会で上位入賞（３位以内の入賞に相当）した者及
び東北大会又は県大会で１位又はそれに相当する賞を得た者。 

ロ．課外活動栄誉賞は、その年度において次の(ｲ)又は(ﾛ)に該当する者を対象とする。ただし、団体の部は登録
された者に限る。  
(ｲ) 体育部においては、高等専門学校の全国大会で３位以内に入賞した者及び東北大会で優勝した者とす

る。また、高等学校、大学及び一般の全国大会で入賞した者、東北大会で６位以内の入賞に相当した者及
び県大会で優勝した者も同様とする。 

(ﾛ) 文化部・技術部・広報部・応援団においては、全国大会で上位入賞（３位以内の入賞に相当）した者及
び東北大会又は県大会で１位又はそれに相当する賞を得た者。 

ハ．課外活動功労賞は、５年間の在学期間内に体育部・文化部・技術部・広報部・応援団の活動において顕著な
功績のあった者を対象とする。 

ニ．学生会活動功労賞は、５年間の在学期間内に学生会役員、学生会各種委員会の委員及び委員長として顕著な
功績のあった者又は学生会活動奨励賞を３回以上受賞した者を対象とする。 

ホ．学生会活動奨励賞は、その年度の学生会活動及び学校行事等に対して、学生会役員、学生会各種委員会の委
員及び委員長として顕著な功績のあった者を対象とする。  

 (4) 寮生会活動に関する表彰 
寮生会活動功労賞は、寮生会活動において顕著な功績のあった者を対象とする。 

 (5) 社会活動に関する表彰  
イ．社会活動功労賞は、社会的に学生の模範として推奨できる活動（ボランティア活動等）を３年間以上継続し

た者又は社会活動奨励賞を３回以上受賞した者を対象とする。 
ロ．社会活動奨励賞は、その年度において社会的に学生の模範として、推奨できる行為（ボランティア活動等）

のあった者を対象とする。  
（出典 学生便覧 p.208～211）
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資料５－４－②－10

課外活動等に対する学生表彰者一覧（抜粋） 

 

 

（出典 教員会議資料）
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規則で定めている表彰以外に、校長が特に表彰に値すると認めたものを顕彰するため丹野賞（校

長賞）を授与して功績をたたえ、学生の意欲増進を図っている（資料５－４－②－11）。 

資料５－４－②－11

校長による学生表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

生活指導は、正・副担任、学生委員会、寮務委員会がそれぞれの業務に応じてきめ細かく指導して

いる。高専祭や体育大会などを学生自身に企画運営させることによって、学生の自立性、協調性、積

極性、責任感などの人間性の素養の涵養が図られるようにしている。また、人間性の素養の涵養を広

域的に進めるため、「東北地区高等専門学校学生リーダー交流会」を本校が主管となって実施する。
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さらに、学校行事の多様な配置によって広い視野と豊かな人間性が育成されるようにしている。課外

活動は非常に活発で、これらの課外活動には、多くの教員が顧問として技術面だけでなく生活指導面

から精神的な面まで指導にあたっており、学生の支援に力を尽くしている。これらの学生の自主的な

活動に対して、特に優れた活動を行った学生には規則に基づく表彰や、丹野賞の授与により、その活

動を推奨している。 

以上のことから、教育の目的に照らして、生活指導面や課外活動等において、人間の素養の涵養が

図られるよう配慮されている。 

 

 

＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

 

（観点に係る状況）  

準学士課程の機械工学科、電気情報工学科、制御情報工学科と生産工学専攻及び物質化学工学科と

物質化学工学専攻との関連を資料５－５－①－１に示す。 

資料５－５－①－１

準学士課程と専攻科課程の関連図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学校要覧 p.27）
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また、準学士課程４、５年から専攻科課程への授業科目の接続について資料５－５－①－２に示す。 

資料５－５－①－２

準学士課程４、５年から専攻科課程への授業科目の接続図（１／４） 

機械工学科及び生産工学専攻における学習・教育目標を達成するための授業科目の流れ図（◎必修、○選択必修） 

学習・ 教育目標 4年 5年 専攻1年 専攻2年
大項目 小項目 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

（Ａ） A-1 英語表現（◎） 英語講読・作文（◎）

地球市民 英語やドイツ語 工業英語

A-2

地球環境問題 機械工学実験Ⅱ（◎）

エネルギー問題

校外実習

インターンシップ 技術者倫理（◎）

（Ｂ）

人間性 他者・他国の立場

校外実習 インターンシップ

（Ｃ） C-1 確率統計（◎） 応用数学（◎） 応用解析学（○） 応用線形代数学（○） 統計数学（○）

創造力 工学基礎 微分方程式（◎） 複素関数論（◎）

専門基礎 電子工学 メカトロニクス（◎）

一般化学（◎） 環境化学（◎）

生物概論（◎）

C-2 計算理論 コンピュータ制御 固体物性工学 原子力工学

複合領域 物質計測学 生産システム工学 創造工学特別実験（◎）

表面科学

機械工学実験Ⅱ（◎）

C-3 設計法

デザイン能力 創造工学（◎）

経営工学（◎）

（Ｄ） D-1

研究心 得意とする専門 成形学

工作機械 精密加工 加工計測工学

機械材料学（◎） 自動制御

ロボット工学 応用ロボット工学

機械力学 材料力学Ⅱ（◎） 固体の力学 計算力学

数値計算（◎） 渦学と燃焼

熱力学（◎） 熱機関 伝熱工学 応用熱力学

流体の力学（◎） 流体工学Ⅰ 流体工学Ⅱ 流体制御工学

超音波工学

磁気工学 高電圧応用工学 電磁応用工学

電子工学（◎） メカトロニクス（◎） 電子回路応用

生産工学

D-2 機械工学実験Ⅱ（◎）

データ解析・論文

自主的・継続的

（Ｅ） E-1

協調性 プレゼンﾃｰション

コミュニケーション 校外実習 インターンシップ

E-2 総合管理技術（◎）

チームワーク 機械工学実験Ⅱ（◎）

校外実習 インターンシップ

（Ｆ） 環境化学（◎）

責任 倫理観 工業倫理（◎） 技術者倫理（◎）

英語演習Ⅰ（◎）

応用物理Ⅱ（◎）

機械工学実験Ⅰ（◎）

文学（◎）

機械工学実験Ⅰ（◎）

ドイツ語演習

ドイツ語Ⅰ（◎）

設計製図Ⅳ（◎）

機械工学実験Ⅰ（◎）

体育Ⅳ（◎）

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

機械工学実験Ⅰ（◎）

卒業研究（◎）

コンピュータ支援設計製図（◎）

卒業研究（◎）

英語演習Ⅱ（○）

ドイツ語Ⅱ（○）

卒業研究

特別講義（○）

哲学（○）

法学（○）

経済学（○）

生産工学特別実験（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学特別実験（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学特別実験（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学特別実験（◎）

 

（出典 シラバス）
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資料５－５－①－２

準学士課程４、５年から専攻科課程への授業科目の接続図（２／４） 
電気情報工学科及び生産工学専攻における学習・教育目標を達成するための授業科目の流れ図 

（◎必修、○選択必修、＊：電気主任技術者認定要件） 
学習・ 教育目標 4年 5年 専攻1年 専攻2年

大項目 小項目 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

（Ａ） A-1 英語表現（◎） 英語講読・作文（◎）

地球市民 英語やドイツ語 工業英語

A-2

地球環境問題 ＊電気情報応用実験Ⅱ（◎）

エネルギー問題

校外実習

インターンシップ 技術者倫理（◎）

（Ｂ）

人間性 他者・他国の立場

校外実習 インターンシップ

（Ｃ） C-1 確率統計（◎） 応用解析学（○） 応用線形代数学（○） 統計数学（○）

創造力 工学基礎 数値解析（◎） 微分方程式（◎）

専門基礎 応用数学（◎）

基礎力学（◎） 応用物理A（◎） 超音波工学

一般化学（◎） 工業物理化学（◎）

生物概論（◎）

C-2 固体物性工学 原子力工学

複合領域 創造工学特別実験（◎）

計算理論 コンピュータ制御

物質計測学 生産システム工学

表面科学

C-3 ＊電気情報応用実験Ⅱ（◎）

デザイン能力

経営工学（◎）

（Ｄ） D-1 高電圧応用工学

研究心 得意とする専門

＊電気法規・施設管理（○）

＊電気応用工学（○） 渦学と燃焼

＊電気電子計測（○） 加工計測工学 流体制御工学

応用熱力学

荷電粒子工学 磁気工学

＊電気機器Ⅱ

電磁応用工学

応用ロボット工学

情報福祉工学

計算機科学（◎） ＊電子回路設計（◎）

電子回路応用設計

信号処理特論 画像情報処理工学

計算力学

情報セキュリティ論（○）

オペレーティングシステム（○）

D-2 ＊電気情報応用実験Ⅱ（◎）

データ解析・論文

自主的・継続的

（Ｅ） E-1

協調性 プレゼンﾃｰション

コミュニケーション 校外実習 インターンシップ

E-2 総合管理技術（◎）

チームワーク ＊電気情報応用実験Ⅱ（◎）

校外実習 インターンシップ

（Ｆ） 環境化学（◎）

責任 倫理観 工業倫理（◎） 技術者倫理（◎）

ネットワークシステム（○）

生産工学特別実験（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学演習（◎）

電磁波工学（○）

生産工学特別研究（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学特別実験（◎）

生産工学特別実験（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学特別実験（◎）

生産工学演習（◎）

卒業研究（◎）

英語演習Ⅱ（○）

ドイツ語Ⅱ（○）

卒業研究（◎）

＊エネルギー変換工学（○）

哲学（○）

法学（○）

経済学（○）

＊エネルギー変換工学（○）

＊電力システム工学（○）

＊高電圧工学（○）

卒業研究（◎）

＊制御工学

＊電気回路Ⅳ（◎）

電気通信

＊電気機器設計

ディジタル信号処理（◎）

＊電気磁気学Ⅲ（◎）

＊電気情報応用実験Ⅰ

体育Ⅳ（◎）

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

＊パワーエレクトロニクス（○）

＊電気情報応用実験Ⅰ（◎）

＊電気回路Ⅲ（◎）

＊半導体デバイス（○）

ソフトウエア工学（○）

英語演習Ⅰ（◎）

＊電気情報応用実験Ⅰ（◎）

文学（◎）

＊電気情報応用実験Ⅰ（◎）

ドイツ語演習

ドイツ語Ⅰ（◎）

＊電気電子材料（◎）

情
報
応
用
コ
ー

ス

コ
ー

ス
共
通

電
力
応
用
コ
ー

ス

 

（出典 シラバス）
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資料５－５－①－２

準学士課程４、５年から専攻科課程への授業科目の接続図（３／４） 
制御情報工学科及び生産工学専攻における学習・教育目標を達成するための授業科目の流れ図（◎必修、○選択必修） 

大項目 小項目 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

（Ａ）  A-1 英語表現（◎） 英語講読･作文（◎）

地球市民 英語やドイツ語

工業英語

A-2

地球環境問題

エネルギー問題 工学実験Ⅲ（◎）

校外実習 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 技術者倫理（◎）

（Ｂ）

人間性 他者・他国の立場

校外実習 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

（Ｃ）  C-1 応用物理Ⅱ（◎） 一般化学（◎） 生物概論（◎） 応用解析学（○） 応用線形代数学（○） 統計数学（○）

創造力 工学基礎 微分方程式（◎） 確率統計（◎）

専門基礎 制御のための数学（◎） 応用数学（◎） 数値解析（◎）

設計工学　（◎）

 C-2 物質計測学 生産ｼｽﾃﾑ工学 固体物性工学 原子力工学

複合領域 計算理論 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御 創造工学特別実験（◎）

表面科学

 C-3 卒業研究（◎）

デザイン能力 電子回路（◎） システム工学（◎） ﾊﾞｲｵﾆｸｽ 経営工学（◎）

工学実験Ⅲ（◎）

ＣＡＤⅠ ＣＡＤⅡ ＣＡＭ

ロボット工学 アクチュエータ工学

センサ工学

（Ｄ）  D-1

研究心 得意とする専門 固体力学 材料工学（◎） 機械力学 応用振動工学

流体工学　（◎） 熱工学（◎） 渦学と燃焼

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ 磁気工学 応用熱力学

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学（◎） ｿﾌﾄｳｪｱ工学（◎） 画像処理 情報特論 超音波工学 加工計測工学 電磁応用工学

ＣＧ 工業物理化学（◎） 高電圧応用工学 電子回路応用設計

画像情報処理工学

制御工学Ⅰ（◎） 制御工学Ⅱ 生産工学 応用ﾛﾎﾞｯﾄ工学

流体制御工学

計算力学

 D-2

データ解析・論文 工学実験Ⅲ（◎）

自主的・継続的

（Ｅ）  E-1

協調性 プレゼンﾃｰション

コミュニケーション 校外実習 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

 E-2 工学実験Ⅲ（◎）

チームワーク

校外実習 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

（Ｆ） 工業倫理（◎） 技術者倫理（◎）

責任 倫理観 環境化学（◎）

工学実験Ⅱ（◎）

ドイツ語Ⅱ（○）

哲学（○）文学　（◎）

法学（○）

経済学（○）

特別講義

5年 専攻1年 専攻2年4年学習・教育目標

生産工学特別実験（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学特別実験（◎）

ドイツ語Ⅰ（◎）

ドイツ語演習

英語演習Ⅱ（○）

工学実験Ⅱ（◎）

卒業研究（◎）

英語演習Ⅰ（◎）

生産工学演習（◎）

卒業研究（◎）

生産工学特別実験（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学特別研究（◎）

生産工学演習（◎）

生産工学特別実験（◎）

特別講義

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

体育Ⅳ　（◎）

工学実験Ⅱ（◎）

工学実験Ⅱ（◎）

 

（出典 シラバス）
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資料５－５－①－２

準学士課程４、５年から専攻科課程への授業科目の接続図（４／４） 
物質化学工学科及び物質化学工学専攻における学習・教育目標を達成するための授業科目の流れ図（◎必修、○選択必修）

学習・ 教育目標 4年 5年 専攻1年 専攻2年
大項目 小項目 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

（Ａ） A-1 英語表現（◎） 英語講読・作文（◎）

地球市民 英語やドイツ語

A-2 生物工学実験実習

地球環境問題 プロセス工学実験実習

エネルギー問題

校外実習 卒業研究（◎）

環境工学（◎） インターンシップ 技術者倫理（◎）

（Ｂ）

人間性 他者・他国の立場

校外実習 インターンシップ

（Ｃ） C-1 数値解析（◎） 確率統計（◎） 応用解析学（○） 応用線形代数学（○） 統計数学（○）

創造力 工学基礎 微分方程式（◎） 応用数学（◎）

専門基礎

物理化学Ⅲ

電気工学概論

機械工学概論（◎）

C-2 計算理論 コンピュータ制御 固体物性工学 原子力工学

複合領域 物質計測学 生産システム工学 創造工学特別実験（◎）

表面科学

C-3 プロセス工学実験実習（◎）

生物工学実験実習（◎）

デザイン能力 卒業研究（◎）

経営工学（◎）

（Ｄ） D-1

研究心 得意とする専門

無機材料化学（○） 無機機能性材料工学

プロセスシステム工学 熱工学

分離工学 拡散分離工学

化学プロセス工学Ⅰ（○） 化学プロセス工学Ⅱ

プロセスデザイン

資源循環工学

単位操作Ⅱ（◎） 基礎化学工学Ⅱ 計測制御工学（◎） 応用計測化学

反応工学Ⅱ 反応速度論

化学情報工学

有機化学Ⅲ 有機合成化学 有機分析化学 有機工業化学

卒業研究（◎）

生化学Ⅰ（○） 生化学Ⅱ（○） 遺伝子工学 酵素工学 生物資源化学

微生物工学 生物反応工学

D-2 プロセス工学実験実習（◎）

データ解析・論文 生物工学実験実習（◎）

機器分析（◎） 化学情報工学

自主的・継続的

卒業研究（◎）

品質管理

（Ｅ） E-1

協調性 プレゼンﾃｰション 卒業研究（◎）

コミュニケーション 校外実習 インターンシップ

E-2 総合管理技術（◎）

チームワーク プロセス工学実験実習（◎）

校外実習 生物工学実験実習（◎） インターンシップ

（Ｆ）

責任 倫理観 工業倫理（◎） 技術者倫理（◎）

物質化学工学特別実験（◎）

物質化学工学特別実験（◎）

物質化学工学特別研究（◎）

特別講義

卒業研究（◎）

無機プロセス化学

卒業研究（◎）

法学（○）

経済学（○）

生体化学

英語演習Ⅱ（○）

ドイツ語Ⅱ（○）

卒業研究（◎）

哲学（○）

物質化学工学実験実習（◎）

体育Ⅳ（◎）

卒業研究（◎）

卒業研究（◎）

物理化学Ⅱ（◎）

高分子化学

反応工学Ⅰ

物質化学工学実験実習（◎）

プロセス設計製図（◎）

英語演習Ⅰ（◎）

応用物理Ⅱ（◎）

物質化学工学実験実習（◎）

文学（◎）

物質化学工学実験実習（◎）

ドイツ語演習

ドイツ語Ⅰ（◎）

工業英語

情報処理Ⅲ（◎）

物質化学工学演習（◎）

物質化学工学演習（◎）

物質化学工学演習（◎）

物質化学工学演習（◎）

物質化学工学特別研究（◎）

物質化学工学特別実験（◎）

物質化学工学特別研究（◎）

物質化学工学特別実験（◎）

物質化学工学特別研究（◎）

物質化学工学特別研究（◎）

プ
ロ
セ
ス
工
学
コ
ー

ス

生
物
工
学
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ー
ス
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（出典 シラバス）
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専攻科課程の授業科目は、準学士課程の教育を基礎として、より深化させるとともに複合的領域に

も対応できる配置となっている。例えば英語については、準学士課程における基礎的な内容から専攻

科課程で求められる、より実用的なTOEIC400点以上のレベルに達するように授業科目が配置されてい

る（資料２－２－②―３、32ページに前出）。専門科目についても、準学士課程における専門基礎か

ら専門応用を経て専攻科に接続する科目配置となっている。さらに、準学士課程における卒業研究の

内容が、専攻科課程の特別研究に継続するように配慮している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科課程は準学士課程の学科を基礎として、内容をより深化させるとともに複眼的視野を育成す

るために複合的領域に対応できる連携した科目配置となっている。また、準学士課程における卒業研

究の内容が特別研究に継続されるよう配慮されている。 

以上のことから、準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっている。 

 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目

等の配当等が考えられる。）され，教育課程の体系性が確保されているか。また，

授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成す

るために適切なものになっているか。 

 

（観点に係る状況）  

専攻科課程では、「創造的開発力を持つ技術者の育成」「国際化に対応できる技術者の育成」「地

域との研究交流の促進を図れる技術者の育成」の教育方針に沿って、資料５－５－②－１に示す教育

課程を編成している。 
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５－５－②－１

教育課程（専攻科課程）１／２ 

前期 後期 前期 後期

英語表現 　　　２ 　　　２

英語講読・作文 　　　２ 　　　２

小　　　計 　　　４ 　　　２ 　　　２

応用解析学 　※ ２ 　　　２

統計数学 　　　２ 　※ ２ 　　　２

応用線形代数学 　※ ２ 　　　２

固体物性工学 　　　２ 　　　２

表面科学 　　　２ 　　　２

物質計測学 　　　２ 　　　２

原子力工学 　　　２ 　　　２

計算理論 　　　２ 　　　２

技術者倫理 　　　２ 　　　２

経営工学 　　　２ 　　　２

コンピュータ制御 　　　２ 　　　２

生産システム工学 　　　２ 　　　２

総合管理技術 　　　２ 　　　２

創造工学特別実験 　　　１ 　　　１

インターンシップ 　　　２ 　　　２

小　　　計 　　　９ 　　２０ 　　１０ 　　　８ 　　　４ 　　　７

生産工学特別実験 　　　３ 　　　２ 　　　１

生産工学演習 　　　４ 　　　２ 　　　２

生産工学特別研究 　　１６ 　　　２ 　　　３ 　　　６ 　　　５

応用ロボット工学 　　　２ 　　　２

加工計測工学 　　　２ 　　　２

計算力学 　　　２ 　　　２

応用熱力学 　　　２ 　　　２

渦学と燃焼 　　　２ 　　　２

流体制御工学 　　　２ 　　　２

磁気工学 　　　２ 　　　２

高電圧応用工学 　　　２ 　　　２

超音波工学 　　　２ 　　　２

電子回路応用設計 　　　２ 　　　２

画像情報処理工学 　　　２ 　　　２

工業物理化学 　　　２ 　　　２

環境化学 　　　２ 　　　２

応用振動工学 　　　２ 　　　２

信号処理特論 　　　２ 　　　２

小　　　計 　　２７ 　　２６ 　　１２ 　　１６ 　　２０ 　　　５

　　４０ 　　４６ 　　２４ 　　２６ 　　２４ 　　１２

※６単位のうち、２単位を修得。

　　（ア）生産工学専攻

平成１8年度以降入学生　　

合　　　　　　計

一般
科目

専
攻
共
通
科
目

専
門
科
目

区
分

授業科目

学年・学期別割当

備　　　考

開設単位数

１年 ２年
必修 選択

 

（出典 学生便覧 p.123)
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５－５－②－１

教育課程（専攻科課程）２／２ 

前期 後期 前期 後期

英語表現 　　　２ 　　　２

英語講読・作文 　　　２ 　　　２

小　　　計 　　　４ 　　　２ 　　　２

応用解析学 　※ ２ 　　　２

統計数学 　　　２ 　※ ２ 　　　２

応用線形代数学 　※ ２ 　　　２

固体物性工学 　　　２ 　　　２

表面科学 　　　２ 　　　２

物質計測学 　　　２ 　　　２

原子力工学 　　　２ 　　　２

計算理論 　　　２ 　　　２

技術者倫理 　　　２ 　　　２

経営工学 　　　２ 　　　２

コンピュータ制御 　　　２ 　　　２

生産システム工学 　　　２ 　　　２

総合管理技術 　　　２ 　　　２

創造工学特別実験 　　　１ 　　　１

インターンシップ 　　　２ 　　　２

小　　　計 　　　９ 　　２０ 　　１０ 　　　８ 　　　４ 　　　７

物質化学工学特別実験 　　　３ 　　　２ 　　　１

物質化学工学演習 　　　４ 　　　２ 　　　２

物質化学工学特別研究 　　１６ 　　　２ 　　　３ 　　　６ 　　　５

精密有機合成化学 　　　２ 　　　２

応用計測化学 　　　２ 　　　２

反応速度論 　　　２ 　　　２

熱工学 　　　２ 　　　２

有機分析化学 　　　２ 　　　２

化学情報工学 　　　２ 　　　２

拡散分離工学 　　　２ 　　　２

生物資源化学 　　　２ 　　　２

酵素工学 　　　２ 　　　２

無機機能性材料工学 　　　２ 　　　２

プロセスデザイン 　　　２ 　　　２

資源循環工学 　　　２ 　　　２

小　　　計 　　２３ 　　２４ 　　１４ 　　１２ 　　１６ 　　　５

　　３６ 　　４４ 　　２６ 　　２２ 　　２０ 　　１２

平成１８年度以降入学生　　

　　（ア）物質化学工学専攻

区
分

授業科目

開設単位数 学年・学期別割当

備　　　考
必修 選択

専
門
科
目

合　　　　　　計

※６単位のうち、２単位を修得。

１年 ２年

一般
科目

専
攻
共
通
科
目

 

（出典 学生便覧 p.125)

生産工学専攻における教育課程は、準学士課程の機械工学科、制御情報工学科、電気情報工学科、

それぞれの専門科目が複合しており、それぞれ得意とする専門領域の深い知識・能力だけでなく、異

なる分野の基本的素養をも兼ね備えて、複合的生産システムに対応できるエンジニアを育成できるよ

うに編成されている。一方、物質化学工学専攻における教育課程は、準学士課程の物質化学工学科の

専門科目の上に、さらに化学及び生物工学の広範な分野の諸問題にも対応できるように編成されてい

る。 
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専攻科の教育課程は、創造的開発力を育成するため両専攻それぞれ専門科目を配置しており、学生

が得意とする分野の知識をいっそう深めることができるように、また、興味をもつ科目を履修できる

ようになっている。また、一般科目として国際化に対応するため両専攻必修の英語、複合的な領域に

も対応するため両専攻に共通の専攻共通科目が配置されている。これらの科目配置は、シラバスの授

業科目の流れ図に示すようにその接続性は適切に体系化されており、専攻科課程の修了時に身につけ

るべき資質・学力が学士レベルとなるような科目内容になっている。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

専攻科の教育課程は、創造的開発力を育成するため両専攻それぞれ専門科目を配置しており、学

生が得意とする分野の知識をいっそう深めることができるように、また、興味をもつ科目を集中的に

履修できるようになっている。さらに、一般科目として国際化に対応するため両専攻必修の英語、複

合的な領域にも対応するため専攻共通科目が配置されている。これらの科目配置は、シラバスの授業

科目の流れ図に示すようにその接続性は適切に体系化されており、専攻科課程の修了時に身につけて

おくべき資質・学力が学士レベルとなるような科目内容になっている。 

以上のことから、教育の目的に照らして、授業科目が適切に配置され、教育課程の体系性が確保さ

れている。また、授業の内容が、全体として教育課程の編成の趣旨に沿って、教育の目的を達成する

ために適切なものになっている。 

 

 

観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮してい

るか。 

 

（観点に係る状況）  

学生の多様なニーズに応えるため、専攻科では履修等に関する規程第３条（資料５－５－③－１）

に定めるように他専攻の授業科目についても６単位を上限とし、専門科目（選択科目）として履修す

ることができる。また、大学及び教育施設において修得した単位は、20単位を超えない範囲で専攻科

における授業科目の履修と見なし、単位の修得を認定することができるように配慮している。 

資料５－５－③－１

一関工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程（抜粋） 

第３条 授業科目の履修に当たっては，年度当初に別に定める「履修届」を指導教員と相談のうえ，に提出しなけ

ればならない。なお，他専攻の授業科目についても６単位を上限とし，専門科目（選択科目）として履修するこ

とができるものとする。 
第８条 大学及び他の教育施設において開設する授業科目の履修を希望する者は，事前に別に定める「受講願」を

提出しなければならない。 
２ 前項の規定により授業科目を履修し取得した単位については，２０単位を超えない範囲で専攻科における授業

科目の履修と見なし，単位の修得を認定することができる。 
（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第７章 教務・厚生補導））

 

専攻科では専攻共通科目にインターンシップを配置し、専攻科修了要件として全員に履修させてい

る（資料５－５－③－２）。インターンシップは、専攻科１年生の夏季休業期間中に２週間（実質10
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日）実施し、終了後にパワーポイントを使用した報告会を行うとともに報告書にまとめて提出させ、

審査により単位認定を行っている（資料５－５－③－３）。専攻科生のインターンシップの単位認定

方法は資料５－５－③－４、受入企業及び派遣実績は資料５－５－③－５、単位認定実績は資料５－

５－③－６のとおりである。 

資料５－５－③－２

一関工業高等専門学校専攻科インターンシップに関する要項（抜粋） 
（趣旨） 

第１ この要項は，一関工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程第３条の規程に基づき，夏季等

の休業期間中に一関工業高等専門学校専攻科（以下「専攻科」という。）以外の産業界において，インターンシ

ップを行うことに関して，必要な事項を定める。 

（インターンシップの目的） 

第２ 学生がインターンシップを通じて，専攻科で修得する理論・知識・技術が産業の各分野でいかに活用されて

いるか等を学ぶと共に，産業界の実状に触れ，将来技術者として産業界で活躍するための就業意識を高め，社会

的要請を認識した技術発展等のあり方・問題意識を深める心構え等について，体得することを目的とする。 

（インターンシップの種類） 

第３ インターンシップは，専攻科の授業科目（選択科目）の一環として実施する。 

（履修の学年及び時期等） 

第４ インターンシップは，原則として第１学年の夏季休業期間中に２週間（実質１０日）実施する。ただし，特

別な事情がある場合は，他の休業期間中に実施することができる。 

（インターンシップに係る費用） 

第５  インターンシップを行うために要する費用は，学生の負担とする。 

（履修の手続） 

第６ インターンシップを履修しようとするときは，年度当初に提出する履修届に履修の有無を届け出なければ，

履修することはできない。 

（インターンシップ申込書及び誓約書） 

第７ 前条により履修を届け出た者は、「インターンシップ申込書」（様式第１号），「誓約書」（様式第２号）

及び履歴書（様式任意）を校長を経て，インターンシップ機関へ提出しなければならない。 

（インターンシップの心得等） 

第８ インターンシップを履修する者は、別に定める日に実施する専攻主任による事前指導（ガイダンス）を履修

しなければならない。 

２ 学生は，インターンシップ先の担当者等の指導を受けると共に，専攻科が別に定めるインターンシップ心得を

守らなければならない。 

３  インターンシップの期間中，専攻主任又は副主任が受け入れ先の企業等を訪問し，学生を指導することもある

ので，指導を受けた内容等については，一日の終了後整理をしておかなければならない。 
（報告書） 

第９ インターンシップを終了した者は、インターンシップ終了後、速やかに「インターンシップ終了報告書」

（様式第３号）を特別研究の指導教員に提出し，専攻主任が別に定める日に実施する事後指導（報告会）を受け

なければ，インターンシップの単位は認められない。 

２ 所定の課程を修了したときは，専攻主任がインターンシップ終了の認定を行い，「インターンシップ報告書」

（様式第４号）により校長に報告しなければならない。 
（出典 学生便覧 p.190～191）
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資料５－５－③－３

インターンシップ報告書の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保存資料）
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資料５－５－③－４

インターンシップのシラバス 

 

授業科目  インターンシップ  単位  ※２ 必修  前期  ○  

一般科目   共通科目  ○ 専門科目  選必   選択 ○ 後期   

受講学生  生産工学専攻・物質化学工学専攻  学年  １年  通年   

担当教員  生産工学専攻  

物質化学工学専攻  

氏名  佐藤清忠、石井新之助  

清水久記、佐野 茂  

授業の  

目標概要  

 学校の授業で修得している専攻分野に関する理論、実験、演習等が、産業界

でどのように生かされているかその関連性を、企業における就業体験を通して

実感する。更に、将来技術者として産業界で活躍するための就業意識を高め、

自分が進出する分野や、就業形態を模索したり、方向を見定めるための一助と

する。また、技術者等、企業人とのコミュニケーションを通して、社会的要請

を認識したり将来の技術発展に関する問題意識を深める。  

対応する本校の教育目標   (A-2)(B) (E-1)(E-2) 

履修上の  

留意点  

   日本におけるインターンシップは「学生が在学中に自らの専攻、将来のキ

ャリアに関連した就業体験を行うこと」と解釈され位置付けされている。  

  従って、単に学校の実験装置よりも高級な研究装置や生産設備を使った実

験・実習を行うという考えではなくて、将来の方向を見定め、技術者としての

基礎的素養を養うなど目的意識をもって参加する必要がある。第一線で活躍し

ている技術者の就業態度をよく見てくる必要もある。  

評価内容  
 授業時間は、夏季休業中の２週間であり、実質１０日間で８０時間以上の就

業体験とする。就業形態や就業内容は、担当教員が企業との交渉で決める。  

就業先は、担当教員（主任・副主任）が特別研究指導教員及び本人と協議し  

て決める。  

授業時間数（   ９０時間）  

評価方法  

評価基準  

 企業からの就業報告書及び学生のレポートや、報告会での口頭発表を総合し

て担当教員が評価する。事前に決められた就業内容を確実に実践し、技術者の

就業状況や社会的要請を見定め、自己の将来の方向を模索できる能力およびコ

ミュニケーションの大切さの認識度の程度を評価する。 

総合成績６０点以上で単位修得とする。  

関連科目    専攻科全科目  

オフィスアワー（教員在室時間）  授業の際にお知らせします。  

 

  

（出典 平成18年度 専攻科シラバス p.28）

 

資料５－５－③－５

インターンシップ受入企業及び派遣実績一覧表 

平成１５年度 

学科名 人数 会 社 名 

生産工学専攻 １３ 

（株）ジャパンアウトソーシング 
ＮＥＣ東北産業システム（株） 
学研 佐沼教室 
ジオマテック（株） 
トステム一関（株） 
（株）アロン岩手 

物質化学工学専攻 ２ 
三光化成（株） 
精茶百年本舗（株） 
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平成１６年度 

学科名 人数 会 社 名 

生産工学専攻 ２５ 

ＮＥＣ東北産業システム（株） 
（株）英 岩手工場 
（有）小井口自工 
（株）アイシーエス 
イワフジ工業（株） 
トステム一関（株） 
北上製紙（株） 
ジオマテック（株） 
（株）アロン岩手 
（有）北上洗剤 
箟岳工業（株） 
（有）一関電子 
ＥＮ大塚製薬（株） 
綜合警備保障（株） 
十文字行政書士事務所 
アンドールシステムズ（株） 
（株）モディー 
ベリーノホテル一関 
及源鋳造（株） 

物質化学工学専攻 ６ 

（株）テクノファースト 
塩野義製薬 
ジオマテック（株） 
日東電工（株） 
三光化成（株） 

 

平成１７年度 

学科名 人数 会 社 名 

生産工学専攻 １３ 

（株）ジャパンアウトソーシング 

ＮＥＣ東北産業システム（株） 

学研 佐沼教室 

ジオマテック（株） 

トステム一関（株） 

（株）アロン岩手 

物質化学工学専攻 ２ 
三光化成（株） 

精茶百年本舗（株） 

（出典 学生課保管資料）

 

資料５－５－③－６

インターンシップ単位認定実績 

  平成15年度 計１５名 （生産工学：１３、物質化学工学：２名） 

  平成16年度 計３１名 （生産工学：２５、物質化学工学：６名） 

  平成17年度 計１５名 （生産工学：１３、物質化学工学：２名） 

（出典 学生課保管資料）

 

また、学術の発展動向を知るために第一線で活躍している講師を招き、学校主催の先端科学特別講

演会（資料５－１－②－２、91ページに前出）を開催している。また、本校ではTOEICスコアー400点

以上を専攻科修了要件としているため英語力の増進は必須であり、語学教育システム(ALC 

NetAcademy)を導入して補充教育を行っている。 
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（分析結果とその根拠理由）  

学生の多様なニーズに応えるために、他専攻の授業科目も履修できる制度や大学及び教育機関にお

いて修得した単位と他の教育施設等における学修を単位として認定できるように配慮している。イン

ターンシップは、全ての学生に履修させ単位認定を行っている。また、学術の発展動向に対応した先

端科学特別講演会も実施している。 

以上のように、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの要請等に対応した教育課程の編

成に配慮している。 

 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用等が考えられる。） 

 

（観点に係る状況）  

専攻科課程の授業形態ごとの開設単位数及び時間数は資料５－６－①―１に示すとおりである。 

資料５－６－①―１

開設単位及び時間数（生産工学専攻科課程）（平成１８年度） 

講義 授業形態 

必修 選択 

特別研究 演習 特別実験 計 

単位数 １６ ４６ １６ ４ ４ ８６

時間数 ２４０ ６９０ ７２０ １２０ １８０ １９５０

（出典 教育課程表より集計）

 

授業形態毎の開設時間数は特別研究、演習、特別実験を合わせた時間が総開設時間数の過半数で、

実践的技術者育成に重点を置いた比率になっており、本校の教育方針に定める「創造的開発力を持ち、

地域との研究交流を図れる技術者の育成」に対してバランスの取れた適切な配置になっている。 

専攻科の１学年の定員は、生産工学専攻が12名、物質化学工学専攻が４名で計16名である。講義も

特別研究も少人数教育を特徴としており、きめ細かで行き届いた指導が可能である（資料５－６－①

―２）。 
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資料５－６－①―２

科目履修者一覧（平成１７年度）（専攻科課程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）

 

専門の専攻共通科目を設定し、両専攻の学生が専攻の枠を超えて他分野の授業科目を履修でき、幅

広い知識や複眼的な視野が持てるようにしている（資料５－５－②－１、137～138ページに前出）。

さらに創造工学特別実験では両専攻の学生が小グループを作り、それぞれの専門を生かしながら与え

られたテーマで「ものづくり」を行い実践的創造性を養っている。最終的にはそれぞれのグループが

出来上がった作品やプレゼンテーションを行い、互いに評価するシステムを取っている（資料５－６

－①－３）。 

資料５－６－①－３

実験指導書の例（抜粋） 

 

創造工学特別実験 
1 目的 

生産工学、物質化学工学、両専攻の学生が共同で課題を設定し、それに向かって各自の専門、能力を生か
した貢献をする。JABEE の複合融合分野対応の科目であり、複眼的視野と創造性の育成を目的としてい
る。 
（付記：昨年度は正式な科目ではなく、単位にはならなかった。本年度は正式な科目であり、必修であ
る。） 
 

2 場所、時間帯 
場所：創造工房 時間帯：月曜２，３，４校時 
 

3 課題 
「燃料電池を用いた装置の提案と製作」 
両専攻の学生が共同で取り組むのに適当な素材として燃料電池を取り上げる。これは昨年度と同じ課題で
ある。 
履修学生を両専攻を混合した４つの班に分ける。燃料電池を用いてカーレース等のコンペを行うのではな

≪専攻科　履修一覧（単位数）≫
平成１７年度
専攻科

学
年 № 氏　　名

英
語
表
現

英
語
購
読
・
作
文

応
用
解
析
学

統
計
数
学

応
用
線
形
代
数
学

固
体
物
性
工
学

表
面
科
学

物
質
計
測
学

原
子
力
工
学

計
算
理
論

技
術
者
倫
理

経
営
工
学

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
制
御

生
産
シ
ス
テ
ム
工
学

総
合
管
理
技
術

創
造
工
学
特
別
実
験

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ

生
産
工
学
特
別
実
験

生
産
工
学
演
習

生
産
工
学
特
別
研
究

応
用
ロ
ボ
ッ

ト
工
学

加
工
計
測
工
学

計
算
力
学

応
用
熱
力
学

過
学
と
燃
焼

流
体
制
御
工
学

電
磁
応
用
工
学

磁
気
工
学

電
気
物
性
工
学

高
電
圧
応
用
工
学

超
音
波
工
学

電
子
回
路
応
用
設
計

画
像
情
報
処
理
工
学

工
業
物
理
化
学

環
境
化
学

応
用
振
動
工
学

物
質
化
学
工
学
特
別
実
験

物
質
化
学
工
学
演
習

物
質
化
学
工
学
特
別
研
究

有
機
工
業
化
学

応
用
計
測
化
学

反
応
速
度
論

熱
工
学

応
用
錯
体
化
学

有
機
分
析
化
学

化
学
情
報
工
学

拡
散
分
離
工
学

機
械
的
精
密
分
離
工
学

生
物
資
源
化
学

酸
素
工
学

無
機
機
能
性
材
料
工
学

プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ
ン

資
源
循
環
工
学

生産工学専攻
1 小野　正寛 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 2 2 19
2 小野寺啓幸 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 2 2 21
3 佐々木貴之 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 2 2 21
4 佐藤　　純 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 2 20
5 志賀　俊基 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 18
6 白鳥  　憲 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 2 2 21
7 関谷　祐太 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 2 2 21
8 高橋　隼人 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 2 2 21
9 千葉　恒道 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 2 20
10 鳥屋部　樹 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 2 2 21
11 発田　和喜 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 2 2 21
12 門間　岳大 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 4 5 2 2 2 2 2 2 2 21

物質化学工学専攻
1 稲葉　光一 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 5 2 2 2 2 2 2 2 21
2 宇土沢諒子 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 5 2 2 2 2 2 2 2 21
3 佐々  　司 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 2 5 2 2 2 2 2 2 2 21

生産工学専攻 (専門) (専門)

1 東谷  　徹 2 2 2 1 11 2 2 2 8
2 伊藤　邦利 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 12
3 伊藤　武寿 2 2 2
4 伊藤　大輝 2 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 2 15
5 及川　隆義 2 2 2 2 2 2 2 2 8
6 小井口　幹 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 2 14
7 佐々木勝浩 2 2 1 11 2 2 2 7
8 佐藤  　智 2 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 2 2 16
9 佐藤　直也 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 2 14
10 里村　勇気 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 2 13
11 鈴木　　匠 2 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 2 15
12 堰合　俊也 2 2 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 2 16
13 関口　佳充 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 13
14 相馬　正歩 2 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 2 15
15 千葉健太郎 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 2 14
16 中野　貴仁 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 2 14
17 根本  　晋 2 2 2 2 2 2 1 2 11 2 2 2 2 2 2 2 16
18 藤根　和洋 2 2 2 2 2 2 1 11 2 2 2 2 2 2 2 2 16

物質化学工学専攻
1 今井　信宏 2 2 2 2 1 2 11 2 2 2 10
2 岩渕　哲也 2 2 2 1 2 11 2 2 2 9
3 佐藤　寛人 2 2 2 1 2 11 2 2 2 9
4 手島　暢彦 2 2 2 2 2 1 2 11 2 2 2 11

合　　　計 15 15 15 15 11 17 14 15 18 17 17 15 14 29 20 20 16 12 12 28 10 12 15 14 12 17 15 12 1 10 12 16 16 12 12 4 3 7 7 4  3 3  3 3 4 3  1 2 4 3

１
年

２
年

専 攻 共 通 科 目

履
修
科
目
　
計

一 般
科 目

専 門 科 目
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く、役に立つ何かを各班で考え、役割を分担して製作する。 
 

4 各班への共通貸与品 
昨年度よりはパワーのあるものを用意したが、それでも構想するものに対し十分ではないかもしれない。
製作物は実際に使用できる物ではなく、その模型でも良いこととする。 
燃料電池 PFC-0302 定格出力 DC3V/1.5W 
ボンベ／圧力レギュレータ fc-2026/2027  
モータ マブチ 280 適正電圧 3V、適正負荷 1.47mN・m(15.0g・

cm)、適正負荷時の回転数 6600rpm、同消
費電流 650mA、シャフト径 2.0mm 

 
発表、提出物 
途中で計画を発表し、購入品のリストを提出する。最終回に発表を行う。以上は各班ごとで行う。その後各個
人のレポートを提出する。 
毎週班ごとに実施記録を提出する。 
 

（出典 実験指導書（創造工学特別実験））

 

（分析結果とその根拠理由）  

専門の専攻共通科目を設定し、両専攻の学生が専攻の枠を超えて他分野の授業科目を履修でき、幅

広い知識や複眼的な視野が持てるようにしている。さらに創造工学特別実験では実践的創造性を養っ

ている。授業形態毎の開設時間数は特別研究、演習、特別実験を合わせた時間が総開設時間数の過半

数で、実践的技術者育成に重点を置いた比率になっており、バランスの取れた適切な配置になってい

る。専攻科の履修生は全体で１学年16名程度であり、講義も特別研究も少人数教育を特徴としており、

きめ細かで行き届いた指導が可能である 

以上のことから、教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態のバランスが適切

であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 

 

 

観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

 

（観点に係る状況）  

特別研究、特別実験および創造工学特別実験は、創造性を養うために最も効果的な科目である。特

別研究では、工学に関する高度な研究課題を遂行することによってその課題に関する文献調査、研究

方法の調査と研究装置の構築などを行い、創造力、問題解決能力を育成する。また、その能力をもと

に将来の研究方向を展望し問題提起ができるようになることを目的としている（資料５－６－②―

１）（資料５－６－②―２）。 
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資料５－６－②―１

特別研究のシラバス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 専攻科シラバス p.32）

 

 

授業科目  生産工学・物質化学工学特別研究  単位  ※16 必修 ○  前期   

一般科目   共通科目   専門科目 ○  選必   選択  後期   

受講学生  生産工学・物質化学工学専攻  学年  １、２年  通年  ○  

担当教員  生産工学・物質化学工学専攻  氏名  専攻科特別研究専任教員  

授業の  

目標概要  

 専攻科の工学に関する高度な研究課題を遂行することによって、その課題に

関する文献調査、過去から現在に至るまでの研究状況の掌握、社会的背景、研究

テーマの設定、研究方法の調査と研究装置の構築等ができる能力を養う。また、

特別研究を遂行しながら、創造力、問題解決能力を育成する。更に、測定結果

等を解析・考察し、成果をまとめてプレゼンテーションを行い、論文として記

述し、将来の研究方向を展望し問題提起ができるようにする。  

対応する本校の教育目標  (A-2)(C-3)(D-1)(D-2)(E-1) 

履修上の  

留意点  

 特別研究は、指導教員の指導を受けながら、自分自身で遂行してゆくもので

ある。そうすることによって、創造力や問題解決能力が育成されるので、すべ

て指導教員の指示を仰いでスケジュールしてゆくという考え方は捨てて、自発

的・積極的に遂行しなければならない。  

 

評価内容  

  別紙に掲載している専任教員の特別研究課題と内容を検討して、一人の教員

を選んでその研究課題の中から１課題を選択する。  

  配属された専任教員（指導教員）の指導のもとで、選択した研究課題につい

て、目標設定からその達成までの研究活動を行う。  

  １週間当たりの時間数は  

   １年生 （前期２単位時間、後期３単位時間）  

   ２年生 （前期６単位時間、後期５単位時間）  

授業時間数（   ７２０時間）  

評価方法  

評価基準  

  指導教員および事前に決められた 2名以上の合計 3名以上の教員が評価する。

評価基準は  

 研究内容について自主性 20%、工夫・発展（創造・開発を含む）30%、調査 1

0%、公表 10%の計 70%。プレゼンテーションについて表現 10%、質問の理解 10%、

質問への答え 10%の計 30%の総計で 100%(100点 )とする。  

 総合評価は指導教員 60%、2名以上の教員 40%の重みをつけて評価し、生産工

学専攻・物質化学専攻に適合したレベルでの研究を設定・遂行した内容と成果

のレベルの程度を評価する。総合成績６０点以上で単位修得とする。  

関連科目   専攻科全科目  

オフィスアワー（教員在室時間）  授業の際にお知らせします。  
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資料５－６－②―２

特別研究論文集（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）
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特別実験は、実験テーマに基づき各専門を生かし実験方法を自ら創意工夫しながら、計測して得ら

れた実験データについて十分に考察し、問題解決能力を養うために開設されている（資料５－６－②

―３）（資料５－６－②―４）。 

資料５－６－②―３

特別実験のシラバス 

※ ３ ○ 前期

専門科目 ○ 後期

学科 通年 ○

学科

（

）

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第15週

第16週

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第15週

中間試験（ 回）

135 時間）

でき

る

５

４

３

２

１

でき

ない

達成

度の

点検

各教員毎に知らせる。

書　　　名

オフィスアワー（教員在室時間）

参考書

　　　授業時間数 　（

実験は1テーマについて4回（週2回/合計１２時間）で
行う。レポートは次回の実験日迄に担当教員に提出す
る。実験がない日については資料の収集やデータの整
理日とする。

上記の時間以外に参考文献収集時間及び実験
予備日として１８時間を別に設ける。

関連科目

評　価　内　容

(A-2) (C-3) (D-2) (E-2)

　制御用センサー、アクチュエータの駆動実験（清水）

6）熱線風速計による衝突噴流の流速分布の測
定（佐藤要）

後
　
　
　
　
　
　
期

実験の進め方

　　　　　　　実験のテーマ

1）梁の強度解析実験　　　　（沼崎）

4）超高周波超音波を用いた超音波計測技術の応用（明石）

5）生産システムシミュレーション　（小野）

授業科目

一般科目

受講学生

担当教員

円

円

著 者 名 発 行 所 定  価

教科書

生産工学専攻

生産工学専攻

１年

期末試験（      定期試験の回数

必修

選択

生産工学特別実験(前期分) 単位数

選必

学年

氏名
沼崎、新川、鬼頭、明石、今野、小野、
清水、佐藤(要)

評価方法
評価基準

評価は実験に関する創意工夫（２０%）、実験の取り組み（２０%）、レポートの完成度（６
０%）とする。詳細は第１回目の授業で告知する。報告書は実験方法の創意工夫をした点や参考
文献等を織りまぜた物とする。社会に受け入れられる即戦力の技術者を養成する事を目標とし
結果報告書を上記の配分で評価する。上記の7テーマの総合評価点で60点以上を単位修得とす
る。

前
　
　
　
　
　
　
期

回）

授業の
目標概要

履修上の
留意点

3）ウィルソン霧箱の製作と環境測定　（今野）

実験内容の詳細は第一回目のシラバス説明会でする。更に、担当教員から各実験の最初に内容と注
意事項の説明を行う。この内容を基に参考文献等の予習をしておく事。また、配布資料についても
予習をしておく事。なお、全部のレポートが提出されない場合には単位をみとめないし、参考文献
や考察の不備な点がある場合には再提出を求める。

対応する本校の教育目標

各実験の内容説明は第一回目に行う。実験の内容は此れ迄に習得した内容を基本に応用実
験に取組む。実験レポートは十分な調査と考察を求めるので、実験にあたっては創意工夫
と正確な計測を求める。

日 程 授　業　項　目

2）パソコンによる温度計測　（新川、鬼頭）

 

（出典 平成18年度 専攻科シラバス p.29）
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資料５－６－②―４

特別実験報告書（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）
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さらに、PBLを意識した科目として創造工学特別実験がある。これは両専攻の学生が専攻の枠を超

えて小グループを作り、それぞれの専門を生かしながら与えられた条件での「ものづくり」を行う。

最終的にはグループごとに出来上がった作品についてプレゼンテーションを行い、互いに評価し合う。

このように計画から実際の「ものづくり」、発表までを学生が自主的に行っており、創造性の育成に

生かされている（資料５－６－②―５）（資料５－６－①－３、145～146ページに前出）。 

資料５－６－②―５

創造工学特別実験シラバス 

※ １ ○ 前期

共通科目 ○ 後期 ○

学科 通年

学科
（

）

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第15週

第16週

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第15週

第16週

期末試験（ 0 回）

前
　
　
　
　
　
　
期

後
　
　
　
　
　
　
期

達成

度の

点検

書　　　名 発 行 所

できる

５

４

３

２

１

でき

ない

自らの意見も主張しながら、グループ毎に取り組める問題を設
定し、それらに対処する具体的な計画が設計できる。

オフィスアワー（教員在室時間）

参考書

評価方法
評価基準

定  価

円

円

著 者 名

評　価　内　容

授業科目

一般科目

受講学生

担当教員

生産工学専攻・物質化学工学専攻

対応する本校の教育目標

日 程 授　業　項　目

教科書

グループ点では何を作るかのアイディア、完成物、最終発表、個人点では取り組み状態、レポー
トを評価する。

グループ毎に設定した問題に、他のメンバーと協調しあ
い、また互いの技術力を補完しあいながら、目標物の完
成までに必要なプロセスを把握できる。

製作

関連科目

学年

氏名

必修

選択

新川真人、阿部林治、柴田勝久、福村卓也

専攻科２年

創造工学特別実験 単位数

選必

全体説明、製作物討議

製作物討議、発表会準備

計画発表、購入品リスト提出

授業の
目標概要

履修上の
留意点

目標概要の項にあるとおり、すべての学生が結果に向けて貢献をすること。
創造工房を使用する。備品を紛失、破損しないこと、整理・整頓に留意すること。

生産工学、物質化学工学、両専攻の学生が共同で課題を設定し、それに向かって各自の専
門、能力を生かした貢献をする。JABEEの複合融合分野対応の科目であり、複眼的視野と創
造性の育成を目的としている。

(Ｃ－２）

　　　授業時間数（　４５　時間）　 自己学習時間数（　０時間） 計　（　４５　時間）　　
グループ点（　５０　％）、個人点（　５０　％）で評価する。詳細は第１回目の授業で告知する

最終発表 製作物の特徴をよく理解し、明瞭に表現できる。

設定した問題点やその対策を、明瞭に表現できる。

総合成績６０点以上を単位修得とする。

      定期試験の回数

 

（出典 平成18年度 専攻科シラバス p27）
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インターンシップは専攻科の選択科目（２単位）であるが、修了要件としてすべての学生に義務付

けている。インターンシップは、専攻科１年生の夏季休業期間中に２週間（実質10日）実施し、終了

後にパワーポイントを使用した報告会を行うとともに報告書にまとめて提出させ、審査により単位認

定を行っている（前述資料５－５－③－３、141ページに前出）。さらに、インターンシップを長期

化することによりその効果を高め、視野を広げ国際性を身につけさせるために海外インターンシップ

を検討しているところである。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

特別研究、特別実験および創造工学特別実験は、創造性を養うために最も効果的な科目である。特

別研究は、工学に関する高度な研究課題を遂行することによって問題発見能力、創造力、問題解決能

力を育成する。特別実験は、実験テーマに基づき各専門を生かし実験方法を自ら創意工夫しながら、

計測して得られた実験データについて十分に考察し、問題解決能力を養う。さらに、PBLを意識した

科目として創造工学特別実験があり、両専攻の学生が専攻の枠を超えて小グループを作り、それぞれ

の専門を生かしながら与えられた条件での「ものづくり」が行われている。計画から実際の「ものづ

くり」、発表までを学生が自主的に行っており創造性の育成に生かされている。インターンシップは

修了要件としてすべての学生に義務付けられ、有効に活用されている。 

以上のことから、創造性を育む教育方法（PBLなど）の工夫やインターンシップの活用が行われて

いる。 

 

 

観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用さ

れているか。 

 

（観点に係る状況）  

シラバスは毎年改善を繰り返し現在に至っている。シラバスには授業の目標概要、対応する学習･

教育目標、授業項目、評価内容、評価方法･評価基準、教科書･参考書、オフィスアワーが記載されて

いる。また、履修上の留意点の欄には、当該科目の履修に関連する他の科目等の事前の準備学習が必

要であることなどが記載されている。（資料５－６－③－１） 
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資料５－６－③－１

シラバスの例 

※ ２ 前期 ○
専門科目 ○ ○ 後期

学科 通年
学科

（

）

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第15週

第16週

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第15週

第16週

課題(100%)で評価する．詳細は第１回目の授業で告知する。計算力学の基本解法である差分法と
有限要素法の定式化と数値計算（プログラミング）技術，近似解法の性質と有用性に関する理解
の程度を評価する。総合成績60点以上を単位修得とする。

微分積分，微分方程式，数値計算関連科目

回）      定期試験の回数
　　　授業時間数（　３０時間）　　 自己学習時間数（　６０　時間） 計　　（　９０　時間）　　

授業の
目標概要

履修上の
留意点

物理や力学にみられる自然現象は微分方程式により表記される．微分方程式を数値解析す
るための手法である差分法と有限要素法について，その原理と解析方法を理解する．

授業は座学講義を中心に進める．解析においては微分積分と微分方程式，プログラミング
においては数値演算に適したプログラム言語の基本的知識を必要とする．適宜プリント資
料を配布する．課題は提出期限を厳守のこと．

Ｄ－１

計算力学 単位数
選必

学年
氏名

必修
選択

関根　孝次
２年

川井 忠彦 他

差分法-２次元問題の定式化（１）

達成度の点検

有限要素法～基礎（２）

差分法-２次元問題の数値計算

計算力学の概要

微分方程式の近似解　

差分法～基礎

有限要素法の数値計算

差分法-１次元問題の定式化（１）

差分法-１次元問題の定式化（２）

有限要素法～定式化（１）

有限要素法～基礎（１）

自作プリント
計算力学入門

生産工学専攻
機械工学科

有限要素法～定式化（２）

有限要素法の数値計算

対応する本校の教育目標

日 程 授　業　項　目

教科書

授業科目
一般科目
受講学生
担当教員

課題(差分法～２次元問題)の取り組み

評　価　内　容

差分法と有限要素法の概要がわかる
科学技術における計算力学の位置付けがわかる

数学的準備としてのテーラー展開がわかる

オフィスアワー（教員在室時間）
参考書

評価方法
評価基準

授業の際に連絡します．

定  価
円

森北出版 2500円

著 者 名書　　　名 発 行 所

できる

５

４

３

２

１

でき

ない

課題(有限要素法)の取り組み

厳密解に対する重み付き残差法の精度が検証できる
１次元微分方程式の１および２要素モデル化方法が理解できる

１次元微分方程式の５要素モデル化方法が理解できる

テーラー展開を用いた1変数導関数の差分近似方法が理解できる

差分法-１次元問題の数値計算

差分法-２次元問題の定式化（２）

前
　
　
　
　
　
　
期

後
　
　
　
　
　
　
期

期末試験（

達成

度の

点検

課題(有限要素法)の取り組み

１次元微分方程式の差分近似と連立方程式への変換法がわかる

課題(差分法～1次元問題)の取り組み

重み付き残差法の概要がわかる

２変数導関数の差分近似方法が理解できる
２次元微分方程式の差分近似と連立方程式への変換法がわかる

 

（出典 平成18年度 専攻科シラバス p.35）

 

最初の授業の際にシラバスの内容について説明し、授業内容や評価法等について学生に理解させ、

また、授業の進度を確認するためにシラバスを活用している（資料５－６－③－２）。 
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資料５－６－③－２

授業実施記録の例（専攻科科目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）

 

学生もシラバスに記載された授業内容などを確認して科目を選択したり、授業の予習に役立ててお

り、シラバスは十分に活用されている。シラバスの活用についての学生のアンケート結果は、資料５

－６－③－３に示す。また、学生は自ら達成度の点検を行い、教育目標の達成度と科目内容の習得状

況を確認している。また、達成度の点検は学生のみならず、教員が学生の達成度を随時確認し授業に

反映させることとしている。 

シラバスは毎年改善を行っており、平成18年度版では授業科目の流れ図を添付し、授業科目の接続

や教育目標との関連を明確にしている。 
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資料５－６－③－３

学生に対するアンケート結果（平成１７年１１月実施） 

Ｑ シラバスを活用していますか 

十分活用している 4人 15.4%

おおむね活用している 15人 57.7%

どちらともいえない 3人 11.5%

あまり活用していない 4人 15.4%

全く活用していない 0人 0.0%

計 26人 100.0%

（出典 運営委員会で実施した総合アンケート調査）

 

（分析結果とその根拠理由）  

シラバスには授業の目標概要、対応する学習･教育目標、授業項目、評価内容、評価方法･評価基準、

教科書･参考書、オフィスアワーが記載されている。また、履修上の留意点の欄には、当該科目の履

修に関連する他の科目等の事前の準備学習が必要であることなどが記載されている。 

授業内容や評価法等について学生に理解させ、また、授業の進度を確認するためにシラバスを活用

している。学生はシラバスに記載された授業内容などを確認して科目を選択したり、授業の予習に役

立てている。教員も学生の達成度を随時確認し授業に反映させている。 

以上のことから、教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成され、事前に行う準備学習、教

育方法や内容、達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され、活用されている。 

 

 

観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能

の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）

が行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

専攻科における特別研究は、主指導教員及び副指導教員の緊密な連絡、討議、指導のもとに複数体

制で行われている。学生は、公表されている教員の特別研究テーマと内容を検討し、その希望に基づ

いて指導教員と研究テーマを決定している。（資料５－７－①－１）。研究内容は学会発表等ができ

る水準まで引き上げることを目標にしている（資料５－７－①－２）。また、指導教員とのコンタク

トタイムや研究活動は毎日の「特別研究実施報告書」に記載されて、その研究指導状況が明確に把握

できるようになっている（資料５－７－①－３）。 



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 156 - 

 

資料５－７－①－１

専攻科特別研究テーマ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）
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資料５－７－①－２

学生の学会発表例（１／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生発表記録）
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資料５－７－①－２

学生の学会発表例（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学外学生発表記録）
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資料５－７－①－３

特別研究実施報告書の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）
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技術職員は指導教員からの業務依頼書に基づいて実験装置製作、試料作成、機器の操作などにより

研究活動を強力にサポートできるように配置されている（資料５－７－①－４）。 

資料５－７－①－４

業務依頼書の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 技術室保管資料）

 (技術職員の支援が

  指名する担当者が
  あれば氏名及び理
  由を記入してくださ

＊必要に応じ図面、スケジュ－ル表等を添付して下さい。

特 記 事 項

       受付   Ｎｏ． 

承認年月日

業  務  場  所 電気情報工学科電子工学実験室・実習工場　　　　　ＴＥＬ　４３０６

受付年月日

三浦　文雄 さん（無線制御儀装調整）
千葉　周一さん（アルミ溶接）
三浦正治さん（ワイヤーカット） 週の業務時間 1h

  い

具体的業務内容

　東北電力技術課題（飛行船利用配電線自動巡視システムの
開発）遂行のため技術職員の支援が必要である。要求人員３名。
内容は以下の通り。
（１）繋留気球試作にともなう機構部品の加工・製作
　　・気球とリンク機構固定部品の製作
（２）飛行船試作にともなう機構部品の加工・製作
　　・推進装置取り付け部品の製作
　　・ゴンドラ部の製作

  必要な理由、 要求
  人員、 内容等も簡
  潔に記入 して下さ
  い）

業 務 依 頼 区分 　□教育支援　　　□研究支援　　　■製作　　　□その他

依 　頼 　期 　間

　□　　前　期

平成１７年　４月　１日～平成１８年　３月３１日　□　　後　期

　■　　通　年

依 頼 者 の 所 属

　所　属　学　科　（課）　電気情報工学科

  氏　　　　　　名　　　　　　豊　田　計　時　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
及 び 氏 名

　ＴＥＬ：４７４１ 　Ｅ－ｍaiｌ：toyoda

  業 　 務　  依　  頼　  書

平成１７年　　２月　２１日

下 記 の 通 り  業 務 依 頼 を 申 請 し ま す

技術室運営委員会委員長　殿

様式２

受　付

Ｎ ｏ．

提出日

所属学科

課及び班

(注)　業務時間は週当たりの時間数を記入してください。

  業務報告

　東北電力技術課題（飛行船利用配電線自動巡視システムの開発）遂行のため、以下
の加工・製作業務を依頼した。

（１）繋留気球試作にともなう機構部品の加工・製作
　　・カメラ制御リンク機構の再加工
　　・気球とリンク機構固定部品の製作
（２）飛行船試作にともなう機構部品の加工・製作
　　・推進装置取り付け部品の製作
　　・ゴンドラ部の製作

平成１７年度は（１）および推進系の基礎実験をほぼ完了したが、（２）は検討不充分ヶ所
の設計遅延のため平成１８年度に新たに業務依頼する。

三浦　正治 ワイヤーカット 実習工場 1

千葉　周一 アルミ溶接 実習工場 1

三浦　文雄 無線制御儀装調整 電子工学実験室 1

期　　　間 平成１７年　　４月　　１日　　～　　平成　１８年　３月　３１日

技 術 職 員 氏 名 業　　　務　　　名 業　務　場　所 業務時間［ｈ］ (注)

報　　告　　者 　　　　　豊田　計時 　　　 電気情報工学科

業務依頼区分 　　□教育支援　　□研究支援　　■製作　　□その他

　　　技術室運営委員会委員長 殿
平成　１８年　　６月　１６日



一関工業高等専門学校 基準５ 

- 161 - 

特別研究の進捗状況と内容を把握するために、２年生の７月に中間発表を行い主指導教員及び副

指導教員により評価を行っている（資料５－７－①－５）。また、２年生終了時には特別研究発表会

を行い、定められた評価方法により適正に評価をしている（資料５－６－②－１、147ページに前

出）（資料５－７－①－６）。 

資料５－７－①－５

特別研究中間発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年度 特別研究中間発表）
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資料５－７－①－６

特別研究の評価例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

特別研究は、主指導教員及び副指導教員の指導のもとに行われている。指導教員の決定は、学生の

研究テーマ等の希望を取り入れて行っている。研究内容はそれぞれの指導教員の専門分野に関連し、

学会発表等ができるレベルになっている。技術職員は実験装置製作、試料作成、機器の操作など研究

活動のサポートをしている。 

以上のことから、専攻科で修学するにふさわしい研究指導が行われている。 
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観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が

適切に実施されているか。 

 

（観点に係る状況）  

成績評価・単位認定及び修了認定に係わる事項は「一関工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修

等に関する規程」（資料５－８－①－１）に定められている。規則や履修ガイドは学生便覧に記載さ

れて毎年学生に配付されるとともに、専攻科入学時及び始業式において、専攻科長、専攻主任等から

説明され、学生への周知が図られている。最初の授業時間に、シラバスをもとに科目担当教員から１

単位の学修時間は授業及び自学自習を合わせて45時間であることも周知されている。（資料５－８－

①－２） 

資料５－８－①－１

一関工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程（抜粋） 

（目的） 

第１条 この規程は，関工業高等専門学校学則（昭和３９年４月１日制定。以下「学則」という。）第４７条第２

項の規定に基づき，一関工業高等専門学校専攻科（以下［専攻科」という。）の授業科目の履修方法及び成績

の評価並びに修了の認定等について定めることを目的とする。 

（試験） 

第４条 試験は，定期試験，追試験及びその他の試験とする。 

２ 定期試験は，各学期末に一定の期間を定め実施する。 

３ 追試験は，病気その他やむを得ない理由により，定期試験を受けられなかった者に対し実施する。 

４ その他の試験は，授業科目の担当教官が必要と認めたときに実施することがある。 

（成績の評価） 

第５条 成績は，授業科目毎に第４条に規定する試験の成績及び平素の学習状況等を総合して１００点法で評価

し，次の区分によって評定する。 

標   語 優 良 可 不可 

評   点 ８０点以上 ７９～７０点 ６９～６０点 ６０点未満 

（単位の認定） 

第６条 前条の規定に基づき，優，良，可で評価された授業科目については，当該授業科目の単位を修得したもの

として認定する。 

（再履修） 

第７条 単位を認定されなかつた授業科目は，別に定める「再履修願」を提出し，次年度において再履修すること

ができる。 

（他の教育施設において履修した単位の認定） 

第８条 大学及び他の教育施設において開設する授業科目の履修を希望する者は，事前に別に定める「受講願」を

提出しなければならない。 

２ 前項の規定により授業科目を履修し取得した単位については，２０単位を超えない範囲で専攻科における授業

科目の履修と見なし，単位の修得を認定することができる。 

（修了の認定） 

第９条 修了の認定は，専攻科運営委員会の議を経て，運営委員会に諮り，校長が行うものとする。ただし、在学

２年を超えた者については、他の適当な時期に行うことができるものとする。 

 

（出典 学生便覧 p.187～189）
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資料５－８－①－２

シラバスの例 

前期 ○

共通科目 ○ ○ 後期

専攻 通年

学科

（

）

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第15週

第16週

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週

第15週

中間試験（ 回） 1

関連科目

回）      定期試験の回数

試験結果（100％）で評価する。詳細は第１回目の授業で告知する。

計算理論の基礎と有限オートマトンやチューリング機械に関する
動作のシミュレーション方法の習熟度、
及び計算の"複雑さ"と"計算能力"の対応の理解度を評価する。

　　　授業時間数（　　３０時間）　自己学習時間数　（　　６０　時間） 計　　（　９０　時間）　　

必修

選択

計算理論 ※2単位数

選必

教科書 杉原崇憲訳

渡辺治他

生産工学・物質化学工学専攻

一般教科・電気情報工学科

１年

期末試験（

学年

氏名 千田　栄幸

7,500円

著 者 名

計算論への入門

計算理論の基礎

発 行 所
ピアソンエデュケーション

共立出版

定  価

前
　
　
　
　
　
　
期

後
　
　
　
　
　
　
期

達成度の点検

授業科目

一般科目

受講学生

担当教員

授業の
目標概要

履修上の
留意点

日 程 授　業　項　目 評　価　内　容

(C-２)

(1)計算論概説 "計算"の概念及び数学的準備を学習し、理解できる。

達成

度の

点検

できる

５

４

３

２

１

でき

ない

コンピュータのハードウェアとソフトウェアで実行される計算における
理論の基礎について学習する。

授業は講義が中心となる。
予習をして授業に望み、また復習も行うこと。

対応する本校の教育目標

授業の際に周知します。

書　　　名

オフィスアワー（教員在室時間）

参考書

評価方法
評価基準

総合成績６０点以上を単位修得とする。

2,940円

(3)チューリング機械

チューリング機械の定義、チューリング機械の計算、
チューリング機械の拡張、非決定性チューリング機械
を理解出来る。

(4)計算量理論
計算量の定義、クラスPとNPを理解出来る。

(2)有限オートマトン

決定性有限オートマトンと非決定性有限オートマト
ン、
正則表現と非正則表現を理解出来る。

 

 

 

（出典 平成18年度 専攻科シラバス p.21）
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科目担当教員は、「一関工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規程」及びシラバス

に従って成績評価・単位認定を行っている。修了の認定は、修了判定資料により、専攻科運営委員会

の議を経て運営委員会に諮り校長により行われている。（資料５－８－①－３） 

資料５－８－①－３

修了要件確認表（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保存資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

成績評価・単位認定及び修了認定に係わる事項は規則に定めている。規則や履修ガイドは学生便覧

に記載して毎年学生に配付するとともに、入学時等において学生への周知を図っている。１単位の履

修時間が授業及び自学自習時間を合わせて45時間であることも周知している。科目担当教員は、規則

等に従って成績評価を行い、運営委員会で修了判定を厳正に行っている。 

以上のことから、成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され、学生に周知され

ている。また、これらの規定に従って、成績評価、単位認定、修了認定が適切に実施されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・学生の多様なニーズに応え、ロボット製作・プログラム製作や外部資格の取得を単位として認

定し、資格取得を推奨している。 
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・一般教科で、専門の異なる教員が、それぞれの専門を通して「環境」をテーマにした講義を連

携授業として実施している。 

・創造性やデザイン能力の育成を目的として、機械工学科のロボット設計・製作とコンテスト、

電気工学科の PIC システム設計・製作と発表会を行いそれぞれ成果を上げている。 

・本校の特別活動は、年度当初に学年共通の目標に沿って作成した特別活動実施計画書に基づいて

実施している。 

・中だるみが懸念される３年生における合宿研修は、(1)中間点まできた高専生活の反省、(2)上級

学年へ向けての学習意欲の高揚、(3)人間性豊かな技術者としての方向付け、(4)将来の進路の

意識付け、(5)教員との相互交流を目的としており、特筆すべき行事である。 

 

（改善を要する点）  

 該当なし 

 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

 

（準学士課程） 

教育の目的に照らして、授業科目が学年ごとに適切に配置され、教育課程の体系性が確保されてい

る。シラバスに記載されている授業内容は、本校の教育目標を達成するために適切なものになってい

る。また、学生の多様なニーズに対応して特別学修及び課題研究を単位として認定し、学術の発展動

向に対応して先端科学特別講演会を開催し、社会からの要請等に対応して高学年のコース制や校外実

習を設けており、教育課程の編成に配慮している。 

講義、演習、実験、実習等の授業形態のバランスが適切であり、それぞれの教育内容に応じた適切

な学習指導法の工夫がなされており、シラバスは教育課程の編成の趣旨に沿って適切に作成されてい

る。特に、平成18年度から学生自身が授業の達成度を自己評価できるよう、シラバスの中に点検項目

を取り入れている。さらに、本校では創造性やデザイン能力の育成を目的として、一般教科の「環

境」を統一テーマにした連携授業、機械工学科のロボットの設計･製作とコンテスト、及び電気工学

科のPICシステムの設計・製作と発表会等を実施してそれぞれ成果をあげており、機械工学科では創

造工学を新設した。また、インターンシップの一環として校外実習を行っており、インターンシップ

の目的が充分に達成されている。しかし、地域的に受け入れ企業の数に限りがあるため選択科目とし

ていることもあって履修者が少ないのが実情であるが、現在開拓を行っている。 

成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され、学生に周知されており、こ

れらの規定に従って、成績評価、単位認定、進級認定、卒業認定が適切に実施されている。 

教育課程の編成において、特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよう配慮されており、

生活指導面や課外活動等において、人間の素養の涵養が図られるよう配慮されている。 

（専攻科課程） 

専攻科課程は準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっており、授業科目が適切に配置

され、教育課程の体系性が確保されている。シラバスに記載されているそれぞれの授業内容は、専攻

科で育成する人材像に対して配慮されており、全体として教育課程の編成の趣旨に沿って、教育の目

的を達成するために適切なものになっている。 
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学生の多様なニーズに対応して学術の発展動向、社会からの要請等に対応したインターンシップや

語学教育、特別講演会を実施し、教育課程の編成に配慮している。 

講義、演習、実験、実習等の授業形態のバランスが適切であり、それぞれの教育内容に応じた適切

な学習指導法の工夫がなされている。特に、創造性を育む教育方法（PBLなど）の工夫やインターン

シップの活用が行われている。 

教育課程の編成の趣旨に沿ってシラバスが作成され、事前に行う準備学習、教育方法や内容、達成

目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され、活用されている。また、シラバスを達成度の点検

にも利用できるよう書式の改善を行い平成18年度から実施している。 

複数指導教員体制がとられ、研究テーマの決定は学生の希望を取り入れ、技術職員の十分なサポー

トが得られ、学会発表ができる水準の研究になっており、専攻科で修学するにふさわしい研究指導が

行われている。 
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基準６ 教育の成果 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では６つの教育目標が掲げられており、準学士課程の卒業研究、専攻科課程の特別研究を含め

た全科目が科目系統図（資料５－１－①－２、85ページから88ページに前出）（資料５－５－①－２、

132ページから135ページに前出）に示すとおり、教育目標のいずれかに対応している。 

各科目は必修科目、選択必修科目、選択科目に分けられ、このうち、必修科目は全学生が履修し、

単位を修得しなければならない。選択必修科目は開講されている科目の中から科目を選択して履修し、

所定の単位を必ず修得しなければならない（資料６－１－①－１）。そして、準学士課程、専攻科課

程のいずれにおいても、全ての必修科目、選択必修科目はいずれかの教育目標に対応しており、必要

単位を修得すれば本校の教育目標を達成できるようにカリキュラムが設定されている。また、教育目

標を達成するために必要な科目と単位数は学則により定められている。 

科目担当教員は、定期試験の結果、提出課題の内容などを考慮して、シラバスに記載した「評価内

容」に基づいて達成度を評価している。 

資料６－１－①－１

必修科目、選択必修科目、選択科目について 
 
１ 単位の修得 
(1)  授業科目と単位 

本校のカリキュラムは、5 年間一貫教育により、豊かな教養と高度の専門的技術を身につけた実践的な

工業技術者を育成することを目標として編成されています。 

この目標を達成するために、カリキュラムは一般科目と専門科目からなっています。低学年においては

一般科目が多く、高学年になるに従い専門科目が多くなるように系統的に編成されています。 

◎ 学期 

本校では、一年間を前期（4 月 1 日～9 月 30 日）と後期（10 月 1 日～翌年 3 月 31 日）に分ける２期

制で授業を行っています。前期と後期で時間割も変わります。多くの授業科目は前期と後期を通じて

（通年）行われます。一部の科目は前期あるいは後期だけに開かれる授業科目もあります。 

◎ 必修科目、選択必修科目、選択科目 

授業科目は、必修科目と選択必修科目および選択科目に区分されています。 

ア）必修科目  － 必ず履修（授業に出席すること）して単位を修得しなければならない科目で

す。 

また、この必修科目の中には、各学科が定める再評価できない実技科目（成績

規則・別表 2（p.133））も含まれ、これは当該年度で必ず修得する必要がありま

す。 

イ）選択必修科目－ 開講されている科目の中から科目を選択して履修し、所定の単位を必ず修得し

なければならない科目です。 

ウ）選択科目  － 開講されている科目の中から、科目を選択して履修し所定の単位を修得する科

目です。 

 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.11）
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準学士課程においては、３年次まで特別活動を実施すべきことが定められており、本校では人間性

の涵養を図り教育目標すべての達成にかかわる重要なものと位置づけ、学年の進級要件としている。

（資料６－１－①－２） 

資料６－１－①－２
「特別活動」 

(1)  特別活動 

第１学年から第３学年迄の各学年に週１時間割当てられているガイダンスの時間が主に該当します。ク

ラス内の親睦や高専生活に必要な規則の理解、さらに、学校行事や学生会行事へのクラスとしての取り組

みについての話し合い、その他、学生の興味・関心・進路等の多様化に応じて、クラス毎に様々な活動が

考えられます。 

また、ガイダンス以外にも、多くの学校行事、学生会行事が設定され、学生の自主性・積極性・協調性

等を養い、全人格的な育成を目指します。 

ですから、校内行事の多くも教育活動の一環として「特別活動」の中に組み込まれ、当然、出席も取り

ます。通常の授業と同等に大切な教育活動であり、これが、不合格の場合は進級ができなくなります。具

体的には次のようなものが該当します。 

・ガイダンス、校内・校外清掃、奉仕活動、その他クラスでの様々な活動。 

・原則的に出席を取る校内行事－校内体育大会、高専祭等。 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.17）

 

卒業研究は卒業時に身につけている学力や資質・能力を総合的に示すものであり、研究成果の発表

とそれをまとめた論文によって定められた評価方法・評価基準に従って評価されている。 

卒業判定では、単位修得状況及び卒業要件を満たしていることを教務委員会が取りまとめて（資料

６－１－①－３）卒業判定会議に諮り、校長が卒業を認定している。 

資料６－１－①－３

教務委員会議事録（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教務委員会議事録）
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専攻科課程においては専攻ごとに必要な単位の修得、インターンシップの単位の修得、学士の学位

の取得、TOEIC400点以上の英語能力を有することで、修了時に身につけているべき学力や資質・能力

を評価している。修了の認定は、これらの修了要件の達成状況をまとめた資料により、専攻科運営委

員会の議を経て運営委員会（資料５－８－①－３、165ページに前出）に諮り、校長が行っている。 

 
 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では６つの教育目標に沿って、準学士課程の卒業研究、専攻科課程の特別研究を含めた全科目

が科目系統図に示すとおり、教育目標のいずれかに対応している。従って、必要単位を修得すれば本

校の教育目標を達成できるようにカリキュラムが設定されている。科目担当教員は、シラバスに記載

した「評価内容」に基づいて達成度を評価している。 

準学士課程においては、人間性の涵養を図るための特別活動及び卒業時に身につけるべき学力や資

質・能力を総合的に示す卒業研究の修得が卒業要件として定められている。卒業研究は、研究成果の

発表と論文で評価している。卒業判定は、単位修得状況及び卒業要件を満たしていることを教務委員

会が取りまとめて卒業判定会議に諮り、校長が行っている。 

専攻科課程においては専攻ごとに必要な単位の修得、インターンシップの単位の修得、学士の学位

の取得、TOEIC400点以上の英語能力を有することで、修了時に身につけているべき学力や資質・能力

を評価している。修了の認定は、これらの修了要件の達成状況をまとめた資料により、専攻科運営委

員会の議を経て運営委員会に諮り、校長が行っている。 

以上のように、高等専門学校として、その目的に沿った形で、課程に応じて、学生が卒業（修了）

時に身に付ける学力や資質・能力、養成する人材像等について、その達成状況を把握・評価するため

の適切な取り組みが行われている。 

 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等か

ら，あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況）  

平成16年度及び平成17年度の準学士課程及び専攻科課程学生の進級・卒業・修了等の状況は、資料

６－１－②－１に示すとおりである。準学士課程全体および専攻科の退学率はそれぞれ2.6%、2.4%で

あり、その割合は少ない。 
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資料６－１－②－１

準学士課程・専攻科課程学生の進級・卒業・修了状況等一覧 

本科・専攻科の進級・卒業・修了状況等一覧（平成16年度）

学年 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 １学年 ２学年

在籍者数 168 164 171 175 153 20 21

休学者数 1 1 1 4 0 0 0

退学者数 1 2 6 12 1 0 1
原級留置者数

（休学者数含） 0 4 0 8 1 0 2

進級者数 167 158 165 155 20

卒業・修了者数 151 18

進学率 34.4% 11.1%

就職率 64.9% 77.7%

本科 専攻科

 

本科・専攻科の進級・卒業・修了状況等一覧（平成17年度）

学年 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 １学年 ２学年

在籍者数 175 171 160 178 156 15 22

休学者数 2 4 1 2 0 0 3
退学者数

（転学者数含） 5 5 12 6 1 0 1

原級留置者数
（休学者数含） 0 1 4 5 0 0 0

進級者数 170 165 144 167 15

卒業・修了者数 155 21

進学率 29.7% 14.3%

就職率 67.7% 85.7%

本科 専攻科

 

（出典 学生課保存資料から集計）
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本校では、平成17年度から資格取得を「課題研究Ⅱ」の単位として認め、資格取得を奨励している。

現時点での合格者数を資料６－１－②－２に示す。 

資料６－１－②－２

資格取得者数一覧 

（平成１６年度） 

資格の種類 合格者数

１ 危険物取扱者乙種４類 ６

２ システムアドミニストレータ初級 ５

３ 基本情報技術者試験 ５

４ 電気主任技術者３種 ２

５ ＴＯＥＩＣ（600点以上) １
 

 

（平成１７年度） 

資格の種類 合格者数

１ 危険物取扱者乙種 ８

２ システムアドミニストレータ初級 ２

３ 電気工事士２種 ２

４ 電気主任技術者３種 １

５ 基本情報技術者試験 １  

（出典 学生課保存資料）

 

卒業研究、特別研究は担当教員等の適切な指導と厳正な評価を受けておりその水準は一定水準に達

している。特に特別研究は学会発表することを原則として義務づけており、発表に耐えうる高い水準

の論文が作成されている。本校の卒業研究及び特別研究の中で、学会等で発表した研究実績を資料５

－７－①－２（158ページに前出）に示す。さらに、本校専攻科の修了生は第１回から100%学位授与

機構による「学修成果・試験の審査」及び「修得単位の審査」に合格し、工学士の学位を取得してい

る。 
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また、本校の３年生の学生は、マイクロソフト社のイマジンカップ・ビジュアルゲーミング高校部

門世界大会で第３位に入賞する快挙を成し遂げ、プログラミングにおける実力の高さを示している

（資料６－１－②－３）。 

資料６－１－②－３

ImagineCup2005世界大会３位・プロコン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成18年度 学校要覧 p.34           （出典 庶務課保存資料） 

 

平成 17 年 10 月 22 日 岩手日日新聞 
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（分析結果とその根拠理由）  

退学者や休学者は全体的に少ない。平成17年度から資格取得を単位として認め取得を奨励している。 

特別研究は学会発表することを原則として義務づけており、発表に耐えうる研究になるよう教員も

学生も努力している。その結果、高い水準の論文が作成され教育の成果がうかがえる。さらに、本校

専攻科の修了生は、学位授与機構による「学修成果・試験の審査」及び「修得単位の審査」に、第１

回から全員が合格し工学士の学位を取得している。 

また、３年生の学生は、コンテストの世界大会で第３位に入賞し、プログラミングにおける実力の

高さを示している。 

以上のことから、進級の状況、卒業（修了）時の状況、資格取得の状況、卒業研究、特別研究など

の内容・水準から判断して、教育の成果や効果が上がっている。 

 

 

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況）  

平成14年度～17年度の卒業生の進路状況は以下に示すとおりである（資料６－１－③－１）。 

進学者は、年々増加の傾向を示しており30%程度である。また、就職希望者の就職率は、ほぼ100%

である。 

資料６－１－③－１

進路状況一覧表 

準学士課程 

 卒業生総数 就職者数 進学者数 その他 
平成14年度 155 104 48 3 
平成15年度 154 94 50 10 
平成16年度 151 98 52 1 
平成17年度 155 105 46 4 

 専攻科課程 

 修了生総数 就職者数 進学者数 その他 
平成14年度 15 14 1 0 
平成15年度 17 16 1 0 
平成16年度 18 14 2 2 
平成17年度 21 18 3 0 

（出典 学生課保存資料）

 

平成17年度の業種別就職状況は、資料６－１－③－２に示すとおりである。この表より、準学士課

程の卒業生及び専攻科課程の修了生が工学系の製造業や情報産業などに就職している割合はいずれも

高く、それぞれ91%と89%である。 
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資料６－１－③－２

 

（出典 平成18年度 学校要覧 p.30）

 

進学状況は資料６－１－③－３に示すとおりである。この表より、準学士課程の進学者の98%は大

学の工学部等や高専の専攻科へ進学している。専攻科課程修了生の進学者は全員大学の工学研究科に

進学している。 

資料６－１－③－３

 

（出典 平成18年度 学校要覧 p.31）
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（分析結果とその根拠理由）  

就職者、進学者ともに高専で学んだことを活かした進路先へ進んでいる。 

以上のことから、教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について、就職や進

学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して、教育の成果や効果が上がって

いる。 

 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果

が上がっているか。 

 

（観点に係る状況）  

学生自身が卒業（修了）時に教育目標を達成したかどうかについてアンケートで調査した結果、そ

れぞれの教育目標に対する達成度は資料６－１－④－１に示すとおり平均70%程度で高い。これによ

り、各学科が目標としている人材像が育成されており、教育の成果や効果が上がっていると判断でき

る。 

資料６－１－④－１

学生に対する達成度評価アンケート及びその結果（１／２） 

（準学士課程） 
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（出典 学生課保存資料）
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資料６－１－④－１

学生に対する達成度評価アンケート及びその結果（２／２） 

（専攻科課程） 
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（出典 学生課保存資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生が卒業（修了）時に教育目標を達成したかどうかについてアンケート調査した結果、それぞれ

の教育目標に対する達成度は平均70%程度である。 

以上のように、学生が行う学習達成度評価等から判断して、学校の意図する教育の成果や効果が上

がっている。 
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観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況）  

平成17年11月に実施した卒業（修了）生や就職先企業へのアンケート調査結果を資料６－１－⑤－

１に示す。これらのアンケート結果によれば在学時に身につけた資質・学力が職務上「十分である」

「おおむね十分である」と答えた率は約31%と少ない。これは、卒業生の専門性以外の資質・能力が

不十分であり、それらが社内教育によって与えられたため、この様な回答結果になったものと思われ

る。これに対し就職先の企業の77%は、卒業（修了）生の学力レベルを高く評価している。卒業（修

了）生自身は、学力や資質・能力を十分に身につけているという自覚は薄いが、受け入れ企業は高く

評価しているという異なる結果となった。 

資料６－１－⑤－１

卒業生及び就職先企業に対するアンケート結果（平成１７年１１月実施） 

Ｑ 在学時身に付けた学力や資質・能力は職務(学習）上に十分なものですか 

十分である 1人 1.0%

おおむね十分である 29人 30.2%

どちらともいえない 35人 36.5%

あまり十分ではない 19人 19.8%

全く十分ではない 12人 12.5%

計 96人 100.0%

 
Ｑ 貴社に入社した一関高専卒業生の学力レベルについて,全般的に見てどのように評価されて

いますか 

非常に高い 8社 9.2%

高い 59社 67.8%

普通 15社 17.2%

低い 0社 0%

その他 5社 5.8%

計 87社 100.0%

（出典 運営委員会で実施した総合アンケート調査）

 

（分析結果とその根拠理由）  

卒業（修了）生及び就職先企業に対して、在学時に身につけた学力や資質・能力等に関するアンケ

ートを実施している。その結果、受け入れ企業は学力レベルを高く評価していることがわかった。 

卒業（修了）生自身は、学力や資質・能力を十分に身につけているという自覚は薄いが、受け入れ

企業は高く評価しているという異なる結果となった。 

以上のように、卒業（修了）生や進路先などの関係者から、卒業（修了）生が在学時に身に付けた

学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取り組みを実施している。その結果から判断して、

教育の成果や効果が上がっている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・例年、就職者、進学者ともに非常に高い率で高専で学んだことを活かせる進路へ進んでいる。ま

た、学生全体のほぼ100%が卒業後の進路を決定している。 

・本校専攻科の修了生は、学位授与機構による「学修成果・試験の審査」及び「修得単位の審査」

に、第１回から全員が合格し工学士の学位を取得している。 

・在学時に身につけた学力や資質・能力等に関するアンケートを実施した結果、受け入れ企業は学

力レベルを高く評価している。 

 

（改善を要する点）  

 該当なし 

 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

 

準学士課程の卒業研究、専攻科課程の特別研究を含めた全科目が、科目系統図に示すとおり、教育

目標のいずれかに対応している。従って、必要単位を修得すれば本校の教育目標を達成できるように

カリキュラムが設定されている。科目担当教員は、シラバスに記載した「評価内容」に基づいて達成

度を評価している。準学士課程においては、人間性の涵養を図るための特別活動及び卒業時に身につ

けるべき学力や資質・能力を総合的に示す卒業研究の修得が卒業要件として定められている。卒業研

究は、研究成果の発表と論文で評価している。退学者や休学者は全体的に少ない。また平成17年度か

ら資格取得を単位として認め取得を奨励している。特別研究は学会発表することを原則として義務づ

けており、発表に耐えうる研究になるよう教員も学生も努力している。その結果、高い水準の論文が

作成されている。さらに、本校専攻科の修了生は、学位授与機構による「学修成果・試験の審査」及

び「修得単位の審査」に、第１回から全員が合格し工学士の学位を取得している。また、３年生のあ

る学生は、プログラムコンテストの世界大会で第３位に入賞し、プログラミングにおける実力の高さ

を示している。就職者、進学者ともに高い評価を得て、高専で学んだことを活かした進路先へほぼ全

員進んでいる。学生自身が卒業（修了）時に教育目標を達成したかどうかについてアンケート調査を

した結果、それぞれの教育目標に対する達成度は平均70%程度であり、教育の成果はあがっている。

一方卒業（修了）生及び就職先企業に対して、在学時に身につけた学力や資質・能力等に関するアン

ケート調査を実施した結果、受け入れ企業は卒業生の学力レベルを高く評価していることがわかった。 
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基準７ 学生支援等 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また，

学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能してい

るか。 

 

（観点に係る状況）  

学習を進める上でのガイダンスについては、始業式のほか年度当初にすべての学生に対し教務主事

及び専攻科長から学生便覧に基づき説明をすることになっており、適切に実施している（資料７－１

－①－１～２）。また、担任や専攻主任も各クラス・専攻ごとに詳細な説明を行っている。さらに、

各科目担当者はシラバスに基づいて、初めての授業の際に各科目の授業内容、評価内容及びオフィス

アワー（教員が研究室に待機して学生の相談・助言に当たる時間）等について説明を行い周知してい

る（資料７－１－①－３ シラバスの例）。 

資料７－１－①－１

始業式における教務主事説明資料（１／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）
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資料７－１－①－１

始業式における教務主事説明資料（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）

 

資料７－１－①－２

学年ガイダンスの案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教務主事保管資料）
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資料７－１－①－３

シラバスの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 電気情報工学科シラバス p.59）

 

学生の自主的学習を進める上での相談・助言体制として、全教員がオフィスアワーを設定すること

になっており（資料７－１－①－４）、その利用状況を資料７－１－①－５に示す。 

授業科目 電気磁気学Ⅱ 単位数 ２ 必修 ○ 前期  
一般科目  専門科目 ○ 選必  選択  後期  
受講学生 学科 電気情報工学科 学年 ３年 通年 ○ 
担当教員 学科 電気情報工学科 氏名 明石 尚之 

達 成 

度 の 

点 検 

（ 授業の 

目標概要 

電気・磁気の物理現象を学び、電気・電子工学を学ぶうえで必要な基礎

をつくることを目的とする。電気関係のどの分野に関わる者にも必要と

される重要な科目である。 

対応する本校の教育目標 (Ｄ－１) 

履修上の 

留意点 

数学的な記述の難しさに惑わされることなく、式が何を意味しているの

かをよく考えてみること。また、一冊の本で一貫して勉強することは大

切であるが、教科書だけでなく、図書館などにある他の本を参考書とし

て理解を深めること。 

できる 

5 

4 

3 

2 

1 

で き 

な い 

日程 授 業 項 目 評 価 内 容 ） 

第１週 物質の電気的性質、静電誘導 物質の電気的性質について説明できる。  

第２週 クーロンの法則 クーロンの法則を用いた問題が解ける。  

第３週 電界 電界の問題を解くことができる。  

第４週 電気力線と電束密度 電気力線と電束密度について説明できる。  

第５週 ガウスの定理 ガウスの定理を使って電界を求められる。  

第６週 ガウスの定理 ガウスの定理を使って電界を求められる。  

第７週 ガウスの定理 ガウスの定理を使って電界を求められる。  

第８週 練習問題  

第９週 電界と仕事 電界と仕事の問題を解くことができる。  

第10週 電位 電界から電位を求めることができる。  

第11週 電位の傾き 電位から電界を求めることができる。  

第12週 電位差 電界から電位差を求めることができる。  

第13週 電位差 電界から電位差を求めることができる。  

第14週 練習問題  

 
 

前 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第15週       達成度の点検   

第１週 等電位線、等電位面 等電位線、等電位面について説明できる。  

第２週 一様に帯電した物質の電界 一様に帯電した物質の電界を求められる。  

第３週 電気双極子 電気双極子による電位を計算できる。  

第４週 同心球核内外の電界 同心球核内外の電界を求められる。  

第５週 同心球核内外の電界 同心球核内外の電界の求められる。  

第６週 静電容量の計算 導体間の静電容量を計算できる。  

第７週 静電容量の計算 導体間の静電容量を計算できる。  

第８週 練習問題  

第９週 電界に蓄えられるエネルギー 電気的エネルギーについて説明できる。  

第10週 導体に働く力 導体に働く力について説明できる。  

第11週 誘電体中の電界 誘電体中の電界を求めることができる。  

第12週 誘電体とコンデンサ コンデンサの問題を解くことができる。  

第13週 誘電体とコンデンサ コンデンサの問題を解くことができる。  

第14週 練習問題  

 
 

後 

 

 

 

 

 

 

 

期 

第15週    達成度の点検   

定期試験の回数      中間試験（２回）      期末試験（２回） 

授業時間数  （５０時間） 

評価方法 

評価基準 

試験結果(100%)で評価する。詳細は第１回目の授業で告知する。電界、電位、

静電容量、誘電体の問題に対する理解の程度を評価する。総合成績60点以上

を単位修得とする。 

関連科目 電気磁気学Ⅰ、線形代数、微分積分、解析学 

書 名 著 者 名 発 行 所 定 価 

教科書 基礎電磁気学（改訂版） 山口昌一郎 電気学会 2,730円
参考書 電気磁気学 小塚 洋司 森北出版 2,940円

オフィスアワー（教員在室時間） 第1回目の授業で告知する。 
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資料７－１－①－４

オフィスアワー設定（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保管資料）
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資料７－１－①－５

平成１７年度　後期オフィスアワー実績調査票

件数 件数

機械工学科 物質化学工学科
佐々木世治 4 佐野　茂 25
吉田武司 4 高橋道康 6
佐藤昭規 13 長谷川淳一 10
佐藤清忠 6 二階堂満 11
畠山信夫 12 佐藤和久 0
沼崎敏男 20 梁川甲午 3
佐藤高志 0 佐藤きよ子 3
根津辰行 15 戸谷一英 4
星　朗 30 埜上　洋

小原伸哉 渡邊　崇 0
関根孝次 0 照井教文

鬼頭俊介 福村卓也 15
藤原康宣 0 長田光正

新川真人 30
計 77

計 134

件数 件数

電気工学科 一般教科・人文社会系
今野收 132 奥山与惣美 12
石井新之助 10 高橋満弘 1
豊田計時 3 西山憲夫 0
郷　冨夫 菅野俊郎 115
明石尚之 10 渡辺仁史 0
千葉悦弥 15 松浦千春 21
阿部林治 9 千葉　圭 6
小野孝文 2 津田大樹 0
寺西研二 二本柳譲治 0

平林一隆 0
計 181 高野淳司 4

一般教科・自然科学系
高橋英則 13
梅野善雄 82

件数 貝原巳樹雄 8
制御情報工学科 亀卦川尚子 0

梅内晴成 4 松尾幸二 12
菅野昭吉 6 高橋知邦 0
清水久記 10 白井仁人 6
佐藤要 0 千田栄幸 10
伊藤博 0 長野　雄 0
小野宣明 2
河原田至 8 計 290
多羅尾進 2
柴田勝久 0
小保方幸次 7
佐々木晋五 0

計 39 合　　計 297

学科・氏　名

学科・氏　名 学科・氏　名

学科・氏　名 学科・氏　名

 

（出典 学生課保管資料）

 

また、各クラスには担任と副担任が配置され、学級の運営並びに学習指導及び生活指導を行う体制

になっており、自主的な学習を進める上でも重要な役割を果たしている（資料７－１－①－６）（資

料２－２－③―１、36ページに前出）。 
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資料７－１－①－６

一関工業高等専門学校運営組織規則（抜粋） 

第１３章 学級担任，学級副担任，学年幹事及び担任会 

（学級担任） 

第１９条 学級ごとに担任を置き，講師以上の教員をもって充て，校長が任命する。 

２ 担任は，学級の運営並びに学習指導及び生活指導の任に当たる。 

（学級副担任） 

第２０条 担任を補佐するため，副担任を置き，教員をもって充て，校長が任命する。 

       （出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会）） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学習を進める上でのガイダンスについては、年度当初にすべての学生に対し教務主事及び専攻科長

から学生便覧に基づき説明を実施している。新入生及び専攻科入学生に対しては、学習を進める上で

の必要事項について説明をしている。また、担任や専攻主任も各クラス・専攻ごとに詳細な説明を行

っている。さらに、各科目担当者はシラバスに基づいて、各科目の授業内容、評価内容及びオフィス

アワー等について説明を行い周知している。学生の自主的学習を進める上での相談・助言体制として、

全教員がオフィスアワーを設定し、利用されている。また、各クラスには担任と副担任が配置され、

自主的な学習を進める上でも重要な役割を果たしている。 

以上のことから、学習を進める上でのガイダンスが整備され、適切に実施されている。また、学生

の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され、機能している。 

 

 

観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

 

（観点に係る状況）  

学生の自主的学習環境としては、クラス毎の教室のほかに主に図書館、電子計算機室、実験室等が

あり、厚生施設としては食堂を含む萩友会館がある。 

図書館は資料７－１－②－１図書館利用案内のとおり整備されており、約80席の閲覧室、数席の一

人用机、レポート作成用パソコン、コピー機が整備され、平日は午前８時半から午後８時まで、土曜

日は午前10時から午後４時まで利用できる。利用方法については入学時の校外オリエンテーションで

説明しており、十分に利用されている。 
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資料７－１－②－１

図書館利用案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 図書館パンフレット）

 

電子計算機室には90台のパソコンがあり（資料７－１－②－２）、他の高専並みに整備されている。

電子計算機室は、規則上は午後５時15分であるが運用で午後６時30分まで延長している。しかし、利

用できる時間が短いので時間の延長を検討中である。また、専門学科の各教員の研究室は、配属され

た卒業研究生や特別研究生が時間を気にすることなく利用できる環境になっており、研究室の実験設

備やパソコンを自由に使用できるようになっている。 

２階 図書館案内図 

開 架 書 架 
視聴コーナー

（ＤＶＤ，ビデオ）

出入口

階段

トイレ 

ブラウジングルーム 

（新聞，雑誌） 

新 
 

 

書 

カウンター

検
索
用
端
末 

新着図書

河上文庫

東洋文庫

事務室

参 考 図 

２階 

ＪＩＳハンドブック 

閲 覧 室

（４３席） 

学習用パソコン

 開館時間 
月～金曜日 ８：３０－２０：００ 

（春・夏・冬期休業中は１７時まで） 

土曜日  １０：００－１６：００ 

（春・夏・冬期休業中は休館） 

夏休み期間：７／２１～８／２９ 

休館日 
 日曜，祝日，年末年始 
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資料７－１－②－２

電子計算機室 

 

（出典 平成18年度 学校要覧 p.36）

 

キャンパス生活環境等としては、厚生施設（萩友会館）、コミュニケーションスペース及びリフレ

ッシュコーナーなどがある。萩友会館には学校食堂、ラウンジ・売店などがあり、通学生の食事や談

話の場所として利用されている（資料７－１－②－３）。また、管理・教育棟２階のリフレッシュコ

ーナーはグループでの自学自習、コミュニケーションおよび会合の場として日常的に利用されている

（資料７－１－②－４）。 

資料７－１－②－３

福利厚生施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 学校要覧 p.37）
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資料７－１－②－４

リフレッシュコーナー 

 

(4)  リフレッシュコーナー 

校舎棟２階のリフレッシュコーナーには自動販売機

が設置されており、休憩するだけでなくグループでの

学習や打ち合わせ等に利用できます。また、電子掲示

板や学生向け資料があります。 

(5)  コミュニケーションスペース 

校舎棟１階及び２階に５箇所のコミュニケーション

スペースがあり、学生同士や教員と学生のコミュニケ

ーションを図る場として設置されています。 

（出典 平成18年度 学生便覧 64～65ページ） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生の自主的学習環境としては、クラス毎の教室のほかに図書館、電子計算機室があり、キャンパ

ス生活環境等としては、厚生施設、コミュニケーションスペース及びリフレッシュコーナーなどがあ

り、施設の整備はほぼ整っており、十分に利用されている。 

以上のことから、自主的学習環境及び厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活

環境等が整備され，効果的に利用されている。 

 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

 

（観点に係る状況）  

学生の学習支援に関するニーズは担任や特別研究担当教員がクラスガイダンス、個人面談あるいは

日常の指導の中で把握することができる。また、課外活動のリーダー研修会の中で、学生の要望を聞

く機会があり、校長も直接学生会役員、寮生会役員や専攻科生との懇談会を実施するなど、様々の意

見の収集と意見交換を行って、学生のニーズを把握している。 

平成17年度に実施したアンケート調査により把握した資格試験などに関する要望・意見を、資料７

－１－③－１に例示する。資格試験に関する指導へのニーズは根強いものがある。 
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資料７－１－③－１

学生に対する総合アンケート調査（平成１７年１１月実施） 

 
Ｑ40 本校が行っている各種評価に対しての具体的なご意見ご要望等がありましたら下記にお

書きください。 
   （                                     ） 
（アンケートに対し寄せられた意見・要望） 

①資格試験・検定試験をとった場合、単位として認める教科を増やして欲しい。 
②資格・検定に関して学校で勉強したい。 
③資格試験や検定にもっと熱心になっても良いと思う。 
④資格試験のサービスをもっとやって欲しい。 
⑤単位認定の資格種目が少ない。単位の認定システムが良く分からない。例えば英検○級で○

単位認めるといった話を聞いたが、その単位がどう役に立っているか分からない。その分、
他の単位を落として良いのか？ 

⑥資格試験に関して、授業の中に勉強する時間を取り入れて欲しい。 
⑦資格試験の公表をもっと大々的にするべきだ。科毎に。 
⑧資格取得による単位認定を専攻科まで拡大すべきであると思う。本科４，５年は認めて専攻

科で認めないのはおかしいではないか。 
⑨資格試験に力を入れて欲しい（就職先でも後に必要になってくる） 
⑩資格に関しては早めに教えることで取らせるようにした方が良いと思う。 

 

（出典 運営委員会で実施した総合アンケート調査）

 

このほかに、学生の意見・要望を吸い上げるために「学生相談箱」を校内に１カ所設置しているが、

学習支援に関する相談は少ない。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生の学習支援に関するニーズは担任等が日常の指導の中で把握している。また、課外活動のリー

ダー研修会、校長と学生との懇談会やアンケート調査を実施して学生のニーズを把握している。 

以上のことから、学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されている。 

 

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

 

 

（観点に係る状況）  

資格試験や検定試験に関する支援として、「課題研究Ⅱ」及び「特別学修」の単位として認定する

ことで、資格の取得を奨励している（資料５－１－②－６、91～92ページに前出）（資料５－１－②

－８、92～93ページに前出）。「課題研究Ⅱ」についてはカリキュラムに組み込み、指導教員を定め

て試験内容や学習方法を指導するなどして支援している（資料５－１－②－７、92ページに前出）。 

これらの資格試験の中の工業英語検定、実用英語検定、実用数学技能検定、TOEICのIP試験は本校

を会場として実施し、受験者の便を図っている。TOEIC試験に対する支援について専攻科運営委員会

で審議し、英語科が補講を実施している（資料７－１－④－１）（資料７－１－④－２）。 
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資料７－１－④－１

ＴＯＥＩＣ試験に対する支援の取り組み 

平成１７年９月２１日
専攻科生 

専攻科
英語科

ＴＯＥＩＣ ＩＰ試験について 
 

下記の通り、実施しますので必ず受験して下さい。 
 

記 
 

日 時：平成１７年１０月２１日（金）１３：２０～ 
場 所：専攻科講義室１ 
対象者：専攻科に入学後 400 点をクリアしていない者 

 
＊今回のみ、受験料は後援会からの補助となります。 
＊「生産技術情報システム工学」教育プログラム修了要件 
⑤外国語の能力として TOEIC 400 点相当以上の英語能力を有すること。 

以上 

（出典 専攻科生に宛てた電子メール）

 

資料７－１－④－２

ＴＯＥＩＣ対策特別補講 

平成１７年１２月１９日
専攻科２年生諸君  

専攻科長 佐藤昭規

TOEIC 対策特別補講について 
 

下記の通り、英語科の全面協力の下、ＴＯＥＩＣ対策補講を行います。 
対象者は必ず受講して、１月１５日の公開試験に臨んで下さい。 

（１）日程                 担当の先生方 
１２月２７日（火）３・４校時    千葉  圭 先生 

５・６校時    奥山与惣美 先生 
      ２８日（水）３・４校時    高橋 満弘 先生 
            ５・６校時    千葉  圭 先生 

１月１０日（火）７・８校時    二本柳譲治 先生 
１１日（水）７・８校時    奥山与惣美 先生 
１２日（木）７・８校時    高橋 満弘 先生 
１３日（金）７・８校時    二本柳譲治 先生 
場所：専攻科棟講義室２ 

（２）内容 
   TOEIC の基礎知識及び総合対策 

Listening 中心の問題演習 
Reading 中心の問題演習 

      

＊１月中および２月中にも学内の TOEIC IP試験予定しています。 

（出典 学生課保存資料）

 

単位認定状況の実績を資料５－１－②－９（96ページに前出）に示す。 

外国留学の支援については、留学先の外国の大学等の単位を本校の単位として認定できる制度があ
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るが、適用例はない（資料７－１－④－３）。 

資料７－１－④－３

一関工業高等専門学校特別学修に関する規程（抜粋） 

（認定する単位） 
第３条 修得単位の認定は，次のとおりとする。 

一 本校専攻科及び大学並びに他の高等専門学校（以下「大学等」という。）において履修した授
業科目の単位数は，そのまま本校で修得した単位数として読み替えるものとする。 

（出典 平成 18 年度 学生便覧 p.181）

 

（分析結果とその根拠理由）  

資格試験や検定試験の合格を単位として認定することで、資格の取得を奨励している。資格取得の

ための学習時間をカリキュラムに組み込み、指導教員を定めて試験内容や学習方法の指導を行い、支

援している。資格試験の多くは本校を会場として実施し、受験者の便を図っている。TOEIC試験に対

する支援については、英語科が補講を実施している。外国留学の支援については、留学先の外国の大

学等の単位を本校の単位として認定できる制度がある 

以上のことから、資格試験や検定試験受講、外国留学のための支援体制が整備され、機能している。 

 

 

観点７－１－⑤： 特別な学習支援が必要な者（例えば，留学生，編入学生，社会人学生，障害の

ある学生等が考えられる。）がいる場合には，学習支援体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況）  

留学生に対しては外国人留学生規程（資料７－１－⑤－１）により、留学生指導教員・留学生相談

員（チューター）を配置して支援する体制が整備されている。チューターは第５学年を除く外国人留

学生について、当該留学生と同一学科の、人物及び学業共に優れた学生の中から、学科主任の推薦に

基づき校長が委嘱している。 

資料７－１－⑤－１

一関工業高等専門学校外国人留学生規程（抜粋） 

（留学生指導教員） 
第５条 留学生の学習及び生活指導に必要な指導，助言を与えるため，留学生指導教員「以下「指導教

員」という。」）を置く。 
２ 指導教員は，校長が委嘱する。 
３ 指導教員の任期は１年とする。ただし，再任を妨げない。 

（留学生相談員） 
第６条 留学生の学校生活等に助言を与えるため，留学生相談員（以下「チューター」という。）を置

くことができる。 
２ チューターは，当該学科の人物及び学業共に優れた学生の中から，学科主任の推薦に基づき校長が

委嘱する。 
３ チューターの任期は１年とする。ただし，再任を妨げない。 
４ チューターは，指導教員と連絡を密にし，その指導を受けるものとする。 
５ チュ一ターの実施要項に関しては，別に定める。 

（出典 平成 18 年度 学生便覧 p.197）

 

平成17年度の外国人留学生数とチューターの配置状況を資料７－１－⑤－２に、チューター活動状
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況の例を資料７－１－⑤－３「チューター指導報告書」に示す。チューターが留学生へ助言しやすい

ように、寮室や教室の席を近くに配置している。チューターや指導教員の指導・助言が行き届いてお

り国費留学生は、ほぼ100%が日本国内の大学３学年へ編入学している。カリキュラムの面では、日本

語と工学基礎の２科目（６単位）を教育課程に組み込んでいる（資料７－１－⑤－４）。 

資料７－１－⑤－２

平成１７年度外国人留学生及びチューター配置状況 

学年・学科 機械工学科 電気工学科 電気情報工学科 制御情報工学科 物質化学工学科

３年 
  ベトナム 

１名（１名）

  

４年 
  モンゴル 

１名（１名）

 ベトナム 

１名（１名）

５年 
マレーシア 

１名  

インドネシア 

１名 

   

計 １名  １名 ２名（２名）  １名（１名）

人数は留学生数で（ ）内はチューター数である。             (出典 学生課資料) 

 

７－１－⑤－３

チューター指導報告書 

平成 年 月 日

チュ－タ－指導報告書

一関工業高等専門学校長 殿

チュ－タ－ 工学科 学年

,氏 名

留 学 生 工学科 学年

氏 名

指導教員

,氏 名

平成 年 月分の指導を下記のとおり行いましたので報告します。

指導月日 指導時間 時間数 指 導 内 容 留学生サイン

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

( ) : ∼ :月 日

合 計

 

（出典 学生課保管資料）
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資料７－１－⑤－４

外国人留学生専用科目 

（ウ） 外国人留学生 専用科目 
開 設
単 位 数 1年 ２年 ３年 ４年 ５年

日 本 語 Ⅰ 2 2 　 　

日 本 語 Ⅱ 2 2

工学基礎（留学生用） 2 　 　 2 　
科 目 単 位 数 合 計 6 6

    国語、体育、歴史Ⅱの代替

一　般　科　目

備　　　　　考
学年別配当単位数

授 業 科 目

 

（出典：平成18年度 学生便覧 p.97）

 

編入学生については、合格者に対して予習を促す事前指導（資料７－１－⑤－５）を行い、英語科、

数学科では、課題の添削指導を行っている（資料７－１－⑤－６）。入学後は担任や教科担当者が要

望に応じて学習指導に当たっている。 

資料７－１－⑤－５

編入学生に対する入学前の指導 

平成１７年１１月１７日

 編入学予定者のみなさんへ事前学習に関する御願い 

                                    一関工業高等専門学校 

                                       英語科 千 葉  圭 

 本校の編入学試験合格おめでとうございます。 

 下記により課題を与えますので提出してください。 

記 

教 材   「高校英語への基礎ワーク」改訂版 （株）三省堂 

課 題   解答をレポート用紙に書いて提出すること。 

提出先   一関工業高等専門学校 学生課教務係 

提出期限  平成１８年１月３１日（必着） 

平成１７年１１月１１日

電気情報工学科主任 今 野  收

 平成１８年４月に一関高専・電気情報工学科４年に編入学するみなさんは，本校の学生と同じ条件で講義を

受けます。４学年の専門科目の中には本校の２学年から３学年まで継続して履修する科目（「電気回路Ⅰ」，

「電気磁気学Ⅱ」，「電気機器」）があります。特に，「電気回路Ⅰ」と「電気磁気学Ⅱ」は電気工学科の重

要な基礎科目であり，専門科目を理解する上で必要な学問となります。 

 つきましては，下記の教科書を送りますので編入学されるまでの期間中に，下記の範囲まで勉強・理解し，

来春４月からの授業に臨んでください。 

 また，これらの教科内容を理解するためには，微分と積分の知識が必要です。特に，微分と積分を理解して

いない学生は在籍する高校の先生方から十分に補習授業をしていただき，実力を付けてください。 

 最後に，健康に留意し，残された高校生活を有意義に過ごされることを希望します。 

記 

１．事前に学習する教科名及び使用教科書名  

４年次履修科目 教科書名 著者 出版社 摘要 

 電気回路Ⅲ 

 電気磁気学Ⅳ 

 基礎からの交流理論 

 基礎電気磁気学 

 小郷 寛 

 山口晶一郎 

 電気学会 

 電気学会 
 改訂版 

 

２．編入学時までに学習しておく教科書の範囲 

教科書 事前に学習をしておく範囲 

 基礎からの交流理論 

 基礎電気磁気学 

  Ｐ１～Ｐ２３３ 

  電荷Ｐ１～磁性体Ｐ３１５ 
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平成１７年１１月１１日

制御情報工学科主任 清水 久記

 本校編入学試験合格おめでとうございます。 

 下記の図書を送付しますので，図書の第１部(１ページ～１３３ページ間)を良く学習してください。 

 なお，自分自身でＣ言語の図書を持っている場合は，同じ内容をよく学習しておいて下さい。 

記 

「 Ｃ入門 」   浦昭二，原田賢一 共編    培風館 

平成１７年１１月１１日

機械工学科主任 吉田 武司

 本校の編入学試験合格おめでとうございます。機械工学科高学年では力学系の専門科目を多く履修します。

そこで編入学前に下記の内容をよく学習しておいてください。 

記 
 ○高校の数学全般 

 ○機械設計（機械要素，力学） 

以上

(出典 学生課保存資料)

 

資料７－１－⑤－６

数学の通信添削指導 

平成１７年１１月１１日
一関高専編入学生 各位 

一関工業高等専門学校
数 学 科 

数学の通信添削について 
 

一関高専編入学試験への合格、おめでとうございます。 
皆さんは、来年の 4 月より、一関高専第 4 学年への編入学が認められました。高専の第 4 学年では、応用数学

として、フーリエ解析、ラプラス変換あるいは確率・統計などを勉強することになります。これらの学習内容
は、高専 3 年までの数学知識を前提としています。編入学後の応用数学を理解するには、少なくとも、高校の理
系進学コースで学ぶ微分・積分の内容を完全に理解していることが必要です。 

高専第 3 学年では、微分・積分Ⅱ（3 単位）と、解析学（2 単位）を学習します。これらの科目は、大部分は
大学での学習内容であり、高専第 2 学年までの数学を前提とします。 

編入学後、皆さんは、高専在校生と比べて、この第 3 学年の数学知識がないまま第 4 学年の数学を学ぶことに
なります。しかし、不安にかられる必要はありません。これまでの長年の編入学生の実績は、高校で学ぶ微分・
積分の知識をしっかり身につけておけば、高専第 4 学年の数学にも十分に対応可能であることを示しています。
しかしながら、最近の編入学生の実態を見ますと、編入後は専門科目の勉強に追われ、基礎である数学を学習し
直す時間がほとんどないようです。 

ついては、ここに、高専第 2 学年の数学の教科書を送りますので、特に、第１章微分法、第 3 章積分法につい
て、よく勉強してきて下さい。工業高校で学ぶ数学の範囲を越える部分もあると思いますが、高専では、この内
容を第 2 学年で学習しています。別紙のタイムスケジュールに従って、第１章～第４章までの章末問題である練
習問題１－Ａ，２－Ａをレポート用祇に回答して、教務係宛に送ってください。添削して返送します。 

それでは、半年後の高専での生活がスムーズにスタートできるよう、皆さんの事前の努力を期待します。 
 
別紙 
・「新訂微分積分Ⅰ」の、第１章微分法～第４章積分の応用を勉強し、各章末にある練習問題１－Ａ，２－Ａの

解答を指定期日までに本校教務係まで送ってください。 
・指定期日前に回答できる場合は、期日前に送ってもかまいません。質問事項があれば、回答を送るときに書き

添えてください。また、どうしても分からない問題は、省いてもかまいません。 
・回答が届きしだい、すみやかに添削して返送します。補充問題を同封して返送することもあります。そのよう

なときは、練習問題の他に、その課題にも回答して、次の回答期日までに郵送してください。 
・ 郵送先は、以下の通りです。表側に「数学回答在中」と書き添えてください。 
〒021－8511 
一関市萩荘字高梨南方、一関工業高等専門学校、教務係 
 
 
◎ 各練習問題の回答期限 

第１章 微分法              平成１７年１１月１８日（金）

平均変化率・微分係数・導関数の意味をよく理解すること。関数の変化の割合やグラフの接線の傾きとしての
意味があることに留意し、具体的な導関数の計算ができること。関数の積や商で表された関数や合成関数の導関
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数を計算できること。対数関数・指数関数・三角関数の導関数の計算ができること。 

ｅという数や、極限値 1sinlim
0

=
→ x

x
x

に対する理解。 

第２章 微分法の応用           平成１７年１２月１６日（金）

導関数の符号と関数の増加・減少が対応していることをよく理解すること。それを利用して関数のグラフが描
けること。導関数の応用として、極大・極小を求めることができること。最大・最小の問題に応用できること。
方程式の実数解の個数や不等式の証明に利用できること。接線の方程式や関数の近似値を求める際にも利用でき
ることを理解し、実際にいろいろな場面で応用セきること。 

第３章 積分法               平成１８年１月２０日（金）

関数 )(xf  が与えられたとき、 )()(' xfxF = となる関数 )(xF  が )(xf の不定積分 

∫ dxxf )( である。具体的な不定積分の計算ができるようになること。定積分の意味を理解し、その具体的な計
算ができるようになること。 

特に、高専の4年では、置換積分、部分積分の計算や部分分数に分解しての積分ができるようになっている必
要があります。 

   第４章 積分の応用             平成１８年２月２４日（金）

定積分の応用として、図形の面積や曲線の長さ、回転体の体積の計算ができるようになること。 

(出典 数学科保管資料)

 

（分析結果とその根拠理由） 

留学生に対しては、留学生指導教員・留学生相談員（チューター）を配置して支援する体制が整

備されている。チューターや指導教員の指導・助言が行き届いており国費留学生は、ほぼ 100%が日

本国内の大学３学年へ編入学している。カリキュラムの面では、日本語と工学基礎の２科目を教育課

程に組み込んでいる。 

編入学生については、合格者に対して予習を促す事前指導を行い、英語科、数学科では、課題の添

削指導を行っている。入学後は担任や教科担当者が要望に応じて学習指導に当たっている。 

以上のことから、特別な学習支援が必要な者に対し、学習支援体制が整備され、機能している。 

 

 

観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況）  

学生会活動、クラブ活動等の課外活動は学生準則で組織・活動等が定められており、それらの指導

については学生主事の統括の下に、指導教員が指導にあたることになっている（資料７－１－⑥－

１）。本校では、学生会及び各クラブの指導教員として全教員があたることとしており、資料２－２

－③―７（41ページに前出）課外活動顧問・コーチ一覧表のとおり割り当てられている。 

資料７－１－⑥－１

学生準則（抜粋） 

第２３条 学生会に，学生総会，評議会，役員会，監事会，部委員会，特別委員会，応援団，学級会及

び選挙管理委員会を置く。 

６ 部委員会にその活動内容に応じて相当数の部を所属させるものとする。 

７ 学生は，その希望により部に所属するものとする。 

第２６条 学生会の指導については、校長の命を受けて、学生主事が統括する。 
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２ 各部委員会及び各部にそれぞれ指導教員を置く。 

３ 指導教員は、校長が学生命じ、主事の統括の下に、部委員会又は部の活動の指導にあたる。 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.129,130）

 

各指導教員による支援の結果として、多くのクラブで優秀な成果を上げている（資料７－１－⑥－

２）。 

資料７－１－⑥－２

クラブ活動の成果（代表例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課保存資料）
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また、学生会の各クラブには、課外活動に使用する備品購入のために厚生補導経費による支援をは

じめ、学生会費及び後援会の諸大会助成費から、参加費・登録料、各種大会等への参加旅費などの補

助が行われている。 

体育館や陸上競技場など授業で使用される施設のほか、課外活動に使用できる施設として学生会室、

合宿研修施設、部室などがある。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

課外活動について本校では全教員が指導にあたる体制をとっており、財政的支援や施設の整備も行

われている。また、教員による支援体制の結果として、クラブ活動の成果が十分に上がっている。 

以上のように、学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され、機能してい

る。 

 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し

ているか。 

 

（観点に係る状況）  

１～３年生の学生には担任制の下で、学業・生活両面で担任がガイダンスの時間等を通じて、指導

し、あるいは相談に応じている（資料５－４－①－１ 113ページに前出）。 

学生の厚生補導に関する事項を審議し、指導・相談・助言を行うために学生委員会が設置されてお

り、学生の生活や経済面に係わる活動を行っている。学生委員会では、喫煙・薬物乱用防止や交通安

全教育などの啓蒙活動、校門での朝の交通指導や挨拶運動、警察や学校との情報交換を行い、問題行

為が起これば事情を調査し、処分などの指導を行っている。始業式・終業式や学生総会などで学生主

事から厚生補導に係わる指導を行っている（資料７－２－①－１）（資料７－２－①－２）。またア

パート・下宿生に対しては生活の様子を把握・指導するために下宿訪問等を行っている（資料７－２

－①－３）。 
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資料７－２－①－１

始業式における学生主事の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生主事保存資料）
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資料７－２－①－２

冬季休業中における諸注意 

平成１７年１２月２１日

学生諸君へ 学生主事：菅野 俊郎

冬季休業中における諸注意

冬季休業は年末年始をはさむ休業です。一年を振り返ることで新たな年をどの様に過ごすか、各自

十分に考えて下さい。 また，休業中であっても本校学生の守るべき心得は変わりません。

学生便覧のＰ４４～Ｐ６２に記載されている心得および必要な届出をよく読んで，必ず守るようにし

て下さい。なお，主な心得を以下にあげておきますので，特に注意してください。

休業中の心得Ａ）

１．貴重な長期休業を無為に過ごすことのないよう、各自の目的に合わせて、時間の有効活用を

図ること。

２．常に緊急連絡が取れるように、所在を明確にすること。

３．休業中も健康管理には十分気を付けること。

４．本校学生として品位を損なうような行為はしないこと。

届出と許可願Ｂ）

１．アルバイトは短期・長期にかかわらず必ず担任・保護者に了解を得て，学生係へ許可願を提

出し，許可証を受けること （就業できるアルバイトは学生便覧Ｐ４４～Ｐ４５参照）。

２．長期旅行・海外旅行をする場合は、旅行届を学生係へ提出すること。ただし、冬山登山は禁

止する。

３．自動車学校へ通学する場合は、運転免許取得許可願を学生係に提出し、運転免許取得許可証

を自動車学校へ提出すること。

注意すべき違法行為、禁止行為Ｃ）

１．２０歳未満の者は、午後１０時以降外出は禁止する （深夜徘徊で警察の補導対象である）。

特に、女子が夜間外出する場合は、単独行動をしないこと。

２．保護者の承諾なしでの友人宅への外泊は禁止する。

３．未成年の飲酒・喫煙は違法行為であり、厳しく禁ずる。

４．パチンコ、競馬などは禁止する。

５．酒類を主に提供する飲食店への入店は禁止する。

交通安全と事故防止Ｄ）

１．無免許運転は違法行為であり、厳しく禁ずる。

２．自転車・原付バイクの二人乗りは違法行為であり、厳しく禁ずる。

３．バイク（原付・自動二輪 ・自動車の貸し借りは禁止する。）

４．制限速度は遵守すること。

５．万が一、交通違反・事故を起こしてしまった場合は、すみやかに学校（担任・学生主事・

学生係）に連絡すること。事故は自損、他損、軽重を問わず必ず連絡すること。

学校の電話

０１９１－２４－４７００ 代 表

０１９１－２４－４７１８ 学生課

 

（出典 学生課保管資料）
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資料７－２－①－３

下宿（アパート）訪問指導計画 

 

 

（出典 学生課保管資料）

 

学生の相談等に関し、適切な助言、支援などを行うことを目的として学生相談室が整備されている。

学生相談室には放課後、相談員が毎日交代で詰め、週に２回専門のカウンセラーが、さらに隔月に一

度は精神科の専門医が来校し学生の相談に当たっている。学生相談室の体制と活動状況を資料７－２

－①－４～５に示す。 

 



一関工業高等専門学校 基準７ 

 

- 202 - 

 

資料７－２－①－４

学生相談室の体制（平成18年６月からはカウンセラー２人体制） 
 
７ 学生相談室 

青春まっただ中の高専の学生は、人生の中で心理的にも身体的にも最も変化の激しい時期にいます。特

に、心理的に不安定になりやすい時期でもあります。さまざまな心の困難に出会ったとき、自分探しをお手

伝いするのが学生相談室です。 

個人の相談内容に関する秘密は固く守りますので、例えば、次のような場合には遠慮なく学生相談室を訪

ねてください。 

① 将来のことや卒業後の進路のことで悩んでいる。 

② 家族や友人のことで悩んでいる。 

③ 勉強する意欲が湧かない。 

④ 自分の性格のことで悩んでいる。 

(1)  平成１８年度学生相談室スタッフ 

担  当 氏  名 所  属 電  話 

相 談 室 長 梅 野 善 雄 一般教科自然科学系 0191-24-4797 

相 談 員 平 林 一 隆 一般教科人文社会系 0191-24-4786 

相 談 員 新 川 真 人 機械工学科 0191-24-4807 

相 談 員 千 葉 悦 弥 電気情報工学科 0191-24-4746 

カウンセラー 戸 嶋   愛 （木曜日のみ） 0191-24-4603 

医 師 稲 富   浩   

看 護 師 吉 田 みつ子 学生課（保健室） 0191-24-4720 

 

(2)  相 談 日 

戸 嶋   愛 先生  毎週木曜日   午後 3 時～6 時 

稲 富   浩 先生  隔月 1 回金曜日 午後 4 時～5 時 

その他の相談員     随時 

 

(3)  利用方法 

・直接保健室へ出向いて、看護師に申し出る。・直接相談員の教員室へ出向く。 

・保健室（看護師）又は相談員に電話する。 ・e-mailで相談する。（sodan@ichinoseki.ac.jp） 

（出典 平成18年度 学生便覧  p.44）
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資料７－２－①－５

学生相談室の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 「学生相談室だより」 第17号）
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学生の身体的・精神的健康の維持増進及び健康教育の充実を図るため保健室が整備されている（資

料７－２－①－６）。保健室の活動状況を資料７－２－①－７に示す。 

資料７－２－①－６

保健室の体制 

３ 健康管理 

(1)  保 健 室 

皆さんの身体的・精神的健康の維持増進及び健康教育の充実を図るため、本校では保健

室を設置し、救急医薬品・器具等を常備するとともに、看護師が常時在室しています。 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.40）

 

資料７－２－①－７

保健室の活動状況 

保健室の学生支援 

１．年度初め６月末までに定期健康診断を実施し夏期休業前に健康診断結果を個人に配布。 

  治療の必要なものは夏期休業中に治療を行うよう伝える。 

２．看護師が滞在してない時は学生係対応出来るよう立て看板を設置。 

３．学生が昼時間に利用できるよう、看護師の昼時間を変則にしている。 

４．予備のベットとして利用できるよう、大きめのソファを設置。ソファとしても活用。 

５．いつ、誰でも気軽に利用できるよう身長計、体重計、座高計を保健室の外においてある。 

６．車いすの置き場所・・・誰でも利用できるように一階学食の前に置き設置。 

７．保健室は２階にあるので体調不良、怪我のことも考え階段に手すりをつけた。 

 

                保健室利用状況 

Ｈ１６ 内科 外科 眼科 耳鼻科 歯科 皮膚科 相談 測定 その他 計 

４月 16 14 2 0 0 0 2 5 8 47

５月 11 21 1 0 0 0 1 1 6 41

６月 14 11 1 1 0 0 0 0 4 31

７月 8 19 0 0 0 0 1 1 7 36

８月 3 0 0 0 0 0 0 0 10 13

９月 11 31 0 0 0 0 8 1 17 68

１０月 16 27 1 0 0 0 5 2 12 63

１１月 20 20 0 1 0 2 0 2 16 61

１２月 10 8 1 0 0 2 1 2 19 43

１月 11 16 0 0 0 0 0 6 12 45

２月 18 10 1 1 0 0 14 9 21 74

３月 2 4      1 3 10

計 
14

0 

18

1
7 3 0 4 32 30 

13

5 

53

2

           

Ｈ１７ 内科 外科 眼科 耳鼻科 歯科 皮膚科 相談 測定 その他 計 

４月 13 9 0 0 0 3 1 4 7 37

５月 14 16 1 0 1 3 5 0 2 44

６月 24 14 0 0 0 0 3 0 3 44

７月 21 8 1 3 0 0 0 5 22 60
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８月 1 9 0 0 0 0 0 0 3 13

９月 14 10 0 0 0 0 1 0 20 45

１０月 21 10 1 2 0 0 1 1 22 59

１１月 24 19 0  0 2 1 7 30 83

１２月 9 6   1    16 32

計           

 （出典 保健室保存資料）

 

経済面に係わる指導・相談・助言については学生課学生係が対応しており、奨学金制度や入学料・

授業料免除制度について周知・説明・助言を行っている。日本学生支援機構奨学金の受給率は約20%、

授業料の免除受給率は約15%である（資料７－２－①－８）。 

資料７－２－①―８

奨学金、授業料免除の状況 

１．日本学生支援機構奨学生数（平成１７年度） 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 専攻科１年 専攻科２年 合計 

奨学生数 ３８ ３３ ３０ ４０ ２６ ４ ３ １７４

２．授業料免除 （平成１７年度） 

 前 期 後 期 

申請者 １２８名 １４０名 

全額免除者 ４６名 ４５名 

半額免除者 ６０名 ５０名 

（出典：学校要覧及び学生課保管資料）

 

また、交通が便利でない地域の事情からバイク通学を認め、交通安全のためバイク実技講習会を実

施し支援している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制として、担任制、学生委員会、学生相談

室、保健室が整備されそれぞれ適切に活動している。奨学金制度や授業料免除制度については学生課

学生係が周知・説明・助言を行い対応している。その他交通が便利でない地域の事情からバイク通学

を認めており、交通安全を推進するためバイク実技講習会を実施している。 

以上のように、学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され、機能してい

る。 

 

 

観点７－２－②： 特別な支援が必要な者（例えば，留学生，障害のある学生等が考えられる。）

がいる場合には，生活面での支援が適切に行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

男子寮、女子寮の両方に留学生専用の調理器具一式と冷蔵庫を備えた補食室及びシャワー室等を整

備している。また、留学生の生活・学習支援のため、留学生の居室の近くにチューターの居室を配置
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している（資料７－２－②―１）。 

資料７－２－②－１

北寮１階の配置図 

（留学生は１階に集中、補食室、シャワー室も、チューターも隣室に） 

 

(出典 学生課保存資料)

 

また、管理・教育棟２階に国際交流室があり、パソコンを設置してインターネット環境を整え利用

に供している（資料７－２－②－２）。 

資料７－２－②－２

国際交流室配置図及び写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.274）

北
・

北
西

寮
　

１
階

1
1
3

菅
　

野
　

　
　

亮
（

5
C
）

西
側

⇒
階

　
　

　
段

談
　

話
　

室
1

Ｗ
．

Ｃ
ブ ロ

洗
面

洗
濯

室
1
1
1

ッ
1
1
2

ク
1
0
9

1
1
0

(
1
3
名

)
1
0
7

1
0
8

（
チ

ュ
ー

タ
）

1
0
5

1
0
6

留
学

生
　

　
　

（
5
E
）

1
0
3

1
0
4

（
チ

ュ
ー

タ
）

1
0
1

留
学

生
　

　
　

（
4
E
）

1
0
2

⇒

←
　

渡
り

廊
下

階
　

　
　

段

留
学

生
補

食
室

娯
　

楽
　

室
補

　
食

　
室

保
　

健
　

室
自

習
・

談
話

室

休
　

養
　

室
留

学
生

シ
ャ

ワ
ー

室

旧
電

話
室

洗
面

洗
濯

室

舎
　

監
　

室
Ｗ

．
Ｃ

⇒
寮

務
主

事
室

階
　

　
　

段

倉
　

　
　

庫
ホ

　
ー

　
ル

事
 
務

 
室

玄
　

　
　

関



一関工業高等専門学校 基準７ 

 

- 207 - 

留学生担当教員と学生課が協力し、交流事業への参加や職員による生け花・習字教室の開催等の日

本文化の紹介も行っている（資料７－２－②－３～４）。 

資料７－２－②－３

外国人留学生に対する国際交流や日本文化の紹介に関する取り組み資料 

実施時期    事業名及び概要  (場所等)  機関･団体名    備   考 

１７年 

７／６ 

(水) 

留学生の生活発表会 (岩手大学) 

県内の高等教育機関に在学する生が集まり 

毎年３～４名が生活発表し交流を図る。 

岩手県留学生 

交流推進協議会

本校電気工学科４ 年でイ

ンドネシアから来ている男子

留学生が発表した。 

７／２３ 

(土) 

ホ-ムペ-ジの更新   (一関高専) 

本校ホ-ムペ-ジで留学生が作成したペ-ジがあ

り、毎年本校教員の指導で更新をしている。 

一関高専 留学生全員(６名)が 

参加 

６／２５ 

(土) 

２６(日) 

エアブラシでの絵かき(一関市花泉町) 

外部講師のもと、エアブラシで皿などに絵を描く

ことを体験した。 

一関高専 〃 

９／２４ 

(土) 

～ 

１２／１０ 

(土)の６回 

一関市民大学（一関市立中里公民館） 

｢世界の人と友だちになろう｣というタイトルで

市内在住の留学生が招かれ市民と交 

流しながら、歴史や文化に触れた。 

一関教育委員会 留学生が分れて参加 

１０／１７ 

(月) 

留学生の話を聞く会  (一関高専) 

毎年寮生会が主催し、留学生が自国の文化や日本

来てからの感想等を全寮生に聞かせ 

ている。 

一関高専寮生会 留学生全員参加 

１０/１８ 

(火) 

２１(金) 

２７(木)

華道の体験     (一関高専) 

異文化体験として毎年職員を講師として、生け

花を体験させ作品を構内に飾った。 

一関高専 
 

〃 

１１／１３ 

(日) 

和菓子作り体験 (一関市花泉町) 

市内老舗の和菓子職人より伝統の和菓子作り 

を教わった。 

一関高専 〃 

１１／１９ 

(土) 

～ 

２０（日） 

東北地区高専留学生フォ-ラム 

（宮城高専） 

東北７高専で学ぶ留学生が集まり、自国紹介 

をパネルにしたりし、互いに情報交換を図った。

 

宮城高専 

留学生２名とチューター１名

が参加 

１２／５ 

(月) 

～１６ 

（金）

パネル展 （萩荘郵便局） 

留学生全員が祖国の自然や観光地、高専での活動

を写真で展示し、市民に見てもらった。 

萩荘郵便局 留学生全員参加 

１８年 

１／６ 

(金) 

～ 

８（日） 

学校の枠を越えた留学生研修旅行 

（福島高専） 

日本の歴史・文化・社会に触れる研修旅行 

の機会を学校の枠を越えて実施。 

福島高専 留学生３名が参加 

 

１／２１ 

(土) 

スキ-体験 (夏油高原スキ-場) 

東南アジアからの留学生に対しウィンタ-スポ-

ツであるスキ-を指導教員のもと体験させた。 

一関高専 留学生４名が参加 

 

(出典 学生課保存資料)
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資料７－２－②－４

平成１７年度 留学生の活動報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成１７年度 留学生の活動報告書）

 

特に障害を持つ学生はいないが、専攻科教育棟と管理・教育棟入り口には車椅子でも利用できるス

ロープがあり、また専攻科・教育棟等には広い洋式トイレもある（資料７－２－②－５）。改修した

管理・教育棟ではすべて洋式トイレとした。結果として、脚の骨折や捻挫などの学生にも利用しやす

くなった。 
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“一関の文化と自然に触れて” 

 

平成１７年度 留学生の活動報告書 

目次 
 
１． 初めての一関での生活・・・P２ 

 

２． 岩手大学での交流会と発表 P５ 

 

３． エアブラシ体験・・・・・・P８ 

 

４． 留学生の話を聞く会・・・・P１０ 

 

５． 華道体験・・・・・・・・・P１５ 

 

６． 高専祭の思い出・・・・・・P１６ 

 

７． 秋の遠足・・・・・・・・・P１８ 

 

８． 餅つき体験・・・・・・・・P１９ 

 

９． 和菓子作り・・・・・・・・P２０ 

 

１０．スノーボード体験・・・・P２１ 
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資料７－２－②－５

スロープやトイレの設置状況（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.277）

 

（分析結果とその根拠理由） 

外国人留学生のために、学生寮の補食室やシャワー室等の設備を整備し、近くにチューターの居室

を配置して生活支援を行っている。また、国際交流室を設置し、日本文化の体験をさせている。障害

のある学生に対して、スロープや多目的トイレ等も整備している。 

以上のように、特別な支援が必要な者に対する生活面での支援が適切に行われている。 

 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

 

（観点に係る状況）  

学生寮は定員302名の男子寮（須仰寮）と定員40名の女子寮（白萩寮）の２つがある（資料７－２

－③－１）。施設としては食堂、浴室、図書室、自習室など、資料７－２－③－２「寮の施設と設
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備」に示すものがある。自動販売機、貴重品管理庫も設置され、また、補食室や洗濯室は自活の訓練

の場ともなっている。男子寮は学年を考慮して居室を決めている。指導寮生が配置され、低学年生の

指導に当たっている。北寮１階には留学生用の補食室及びシャワー室が配置されているので、その近

くに留学生とチューターの居室を配置し生活の便を図っている。 

資料７－２－③－１

学生寮、入寮状況 

 

（出典 平成18年度 学校要覧 p.36）

 

資料７－２－③－２

寮の施設と設備 

Ⅳ．寮の施設と設備 

寮生の居室には、ベット、ロッカー、本棚、机および椅子が備え付けてあります。 

また、共用施設と設備は次のとおりです。 

事  務  室 北寮玄関脇にあり、各種の手続き、郵便物および小荷物の受け渡し、寮生への連

絡事項の伝達等を行います。 

寮 務 主 事 室 寮務主事の執務室。 

呼び出しや主事注意、訓告等の指導も行います。 

舎  監  室 北寮、南寮、新南寮にあり、夜間や土日祝祭日に舎監が勤務して、寮生の指導や点

呼、事故等の緊急時に対応します。 

 

食     堂 開寮期間中は、祝祭日も含めて毎食食べられます。セルフサービス式で、ご飯、

みそ汁はお代わりが可能です。また、試験期間中は夜食もでます。 
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浴     室 男子浴室は食堂西側に別棟であり、浴槽のほか多数のシャワーが使用できます。

女子浴室は女子寮内にありますが、ほかにシャワー室も利用できます。開寮期間

中は、毎日入浴可能です。 

洗  面  所 各棟各階にあります。 

便     所 各棟各階にあります。 

娯楽室・談話室 各棟に一室ずつあり、北寮では卓球ができます。 

テレビやＤＶＤが視聴できます。 

自  習  室 北寮１階にあります。自学自習や中央委員会及び指導寮生会の活動にも使用して

います。 

保健室・休養室 北寮１階にあります。 

図  書  室 食堂と男子浴室の間にあります。自習室としても利用可能です。 

留学生用居室等 北寮と女子寮にあります。 

電  話  機 女子寮に公衆電話１台と、食堂南側に電話ボックスがあります。外部からの電話

は、事務室及び舎監室で受信し、放送で呼び出しを行います。

洗  濯  機 各棟各階に、２～３台ずつの全自動洗濯機があります。 

乾燥室があり、乾燥機が１２台設置されています。 

冷  蔵  庫 各棟に１台、大型の物があります。 

自 動 販 売 機 北寮１階補食室と新南寮玄関脇にあり、牛乳、ジュースなどが購入できます。 

 

自転車置き場  屋根付きのものが、各棟に隣接して設置されています。 

 

（出典 寮生活の手引き p.7）

 

寮室は個室、２人部屋、３人部屋となっており、各自に机・整理たんす・ベッドがある。食事は土

日も含めて３食提供されるほか、部活動の遠征では弁当も支給される。浴室は寮生が当番制で掃除し、

毎日入浴できる。 

教育寮として、寮務主事を中心に寮務委員会が個人面談や清掃指導、生活指導、寮生会活動の指導

に当たっている。さらに、女子寮では寮母が相談や指導に当たっている。開寮期間中は毎日、教職員

が交代で３名ずつ舎監（土日の日直は２名）の業務に当たっている（資料７－２－③－３）。寮では

資料７－２－③－４のとおり日課を定めており、舎監は門限点呼や静粛自習時間帯に学習状況及び在

室確認を実施している（資料７－２－③－５）。寮生は図書室や自習室を利用し、静粛自習時間帯に

自学自習に取り組んでいる。 

資料７－２－③－３

寮の組織と指導体制 

Ⅲ．寮の組織と指導体制 
学寮の管理運営に関する事項は、寮務主事が処理することとなっており、その調査および協議を行う寮

務委員会があります。そのほかにも学寮では、種々の組織および指導体制で運営されています。 

 

１．寮務委員会 

寮務委員会は、寮務主事、寮務主事補（２名）および寮務委員（各科選出の教員６名、学生課長、寮務

係長）の計１１名で構成されています。 

平成１８年度寮務委員会は、次のとおりです。 

 

 職 名 等 氏  名 所 属 学 科 

  寮務主事  長谷川 淳 一  物質化学工学科 

  寮務主事補  戸 谷 一 英  物質化学工学科 

      〃  柴 田 勝 久  制御情報工学科 

 

  寮務委員  藤 原 康 宣  機 械 工 学 科 
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      〃  佐々木 晋 五  制御情報工学科 

      〃  長 野   雄  制御情報工学科 

      〃  長 田 光 正  物質化学工学科 

      〃  西 山 憲 夫  一 般 教 科 

      〃  大 山 弘 正  学生課学生課長 

 

      〃  鈴 木 克 幸  学生課寮務係長 

  

２．事務職員および舎監 

北寮玄関脇に、学生課寮務係の事務室があり、平日には事務職員が勤務しています。また、開寮期

間中の平日夜間と土日祝祭日には、舎監（当直者）が北寮、南寮および新南寮の舎監室に勤務してい

ます。 

舎監は、夜間の宿直勤務が３名、土日祝祭日の日直勤務が２名となっており、勤務体制を表にする

と次のようになります。 
 

 8:30                              17:15               

翌日

 平   日 
 寮務係 

  事務職員 

 舎監（宿直） 

  教員２名、事務系職員１名 

 土日祝祭日 
 舎監（日直） 

 教員１名、事務系職員１名 

 舎監（宿直） 

   教員２名、事務系職員１名 

さらに、寮務主事及び寮務主事補は、種々の指導に当たるため、随時寮に出向いていますので、寮

生活上で分からないことや相談したいことがある時は、事務室または、舎監室に申し出てください。

（出典 寮生活の手引き p.3）

 

資料７－２－③－４

寮の日課とその留意事項（抜粋） 
２．日課とその留意事項 

規則正しい寮生活を送れるように、日課を次のように定めています。 

起  床  7:00 起床後は、すぐに服に着替え、寝具の整理と洗面等行う。 

点  呼 
 7:10(女子) 

 7:30(男子) 
放送を合図に、所定の場所で点呼簿に各自記入し、舎監による人員の確認を受ける。 

清掃洗面  7:20～7:40 室内の整理整頓と掃除を行う。 

朝  食  7:40～8:10 

三度の食事、特に朝食は必ずとる。食事は、必ず食堂でとることとなっているが、病気
などの理由により自室で食事をとりたい場合には、同室の者が舎監に申し出て、許可を
得てから運ぶこと。食事後、残飯・食器を所定の場所に始末・返却する。炊婦さんに
「ご馳走さまでした。」の挨拶を。なお、病気のために「おかゆ」にしたい、クラブの
遠征のために「携行食」にしたい等の場合は早めに寮務係に申し出ること。 

登  校  8:20 
電気類のスイッチを切り、窓を閉め、貴重品の管理を確認し、施錠して早めに登校す

る。 

昼  食  12:20～13:00  

入  浴  17:00～21:00 貴重品を持ち込まない。身体をよく洗ってから浴槽に入る。節水につとめる。 

夕  食  18:00～19:00  

自  習  20:00～23:00
他人の迷惑になる音楽・楽器の音は厳に慎み勉強する。特に、点呼後は“静粛自習時間

帯”とし、“自室”で勉強すること。 

門限点呼 
 21:00(女子)

 21:30(男子)

放送を合図に、所定の場所で点呼簿に記入し、舎監による人員の確認をうける。これ以
後の外出は、許可が必要。なお、この時間までに帰寮できないことが予想される場合に
は、予め所定の許可願を出しておくこと。緊急でやむを得ない事情があるときには電話
等で連絡すること。 

就  寝  23:10 健康のためには十分な睡眠と、他人の迷惑にならないように注意すること。 
 

（出典 寮生活の手引き p.10）
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資料７－２－③－５

在室調査 

在室調査記入用紙 ２１ブロック（白萩寮１）   

  月／日 ／ ／ ／ ／ ／ ／   

 ◎：在室自習 ○：在室   曜 日             無  届

 △：他室 ×：無届不在 巡回時間 
 :

～

 :

～

 :

～

 :

～

 : 

～ 

 : 

～ 
不在回数

部屋番号 氏名（学科） 調査者               

１０１０    ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

１００８  指導寮生 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

１００７    ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

省略 

    無届（×）               

不在者数合計 届出有り               

  在籍寮生数 ○○ 名        

（出典 学生課保管資料）

 

寮生会活動も寮務委員会の指導により活性化しており、球技大会や寮祭、留学生の話を聞く会、寮

生会誌の発行、寮生会図書室の本の貸し出し、地域の清掃活動など、潤いのある集団生活の訓練の場

ともなっている（資料７－２－③－６）。一方、寮生活を自分たちで改善するため寄宿舎リーダー研

修会も実施されている（資料７－２－③－７）。 

資料７－２－③－６

主な寮の行事 

５．主な寮行事 

前      期 後      期 

月 日 曜日 行    事 月 日 曜日 行    事 

 9/27   水  後期寮生会役員選挙 
  10/5 

 10/6 

 10/12 

 10/16 

 10/24.25

 10/25 

  木 

  金 

  木 

  月 

 火水

  水 

 寮生総会（須仰寮） 

 秋季自転車点検 

 寮生総会（白萩寮） 

 留学生の話を聞く会 

 秋季球技大会 

 屋外清掃 

 4/ 5 

 4/ 5 

 4/ 6 

 

 

 4/ 7 

 4/11 

 4/12 

 4/17 

 4/21 

 4/26 

  水 

  水 

  木 

 

 

  金 

  火 

  水 

  月 

  金 

  水 

 開寮日 

 中央委員会／指導寮生会 

 新入生入寮（午後） 

 寮内オリエンテーション 

 （中委／指導） 

 白萩寮新入寮生歓迎会 

 寮対面式 

 新入寮生歓迎会 

 新入寮生歓迎ブロック会 

 春季自転車点検 

 前期寮生会役員選挙 

 11/6 

 11/15 

 11/21 

  月 

  水 

  火 

 入寮面接 

 秋季防火避難訓練 

 テーブルマナー講習 

 

 5/9 

 5/10 

 5/12 

  月 

  火 

  木 

 １年生面接指導 

 春季防火避難訓練 

 寮生総会（須仰寮）

 12/19 

 12/23 

  火 

  土 

 クリスマス会 

 閉寮日（予定） 
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 2/7   水  卒業生を送る会 

 3/9 

 3/10 

  金 

  土 

 閉寮日（予定） 

 寮生保護者会役員会 

 6/22 

 

 6/24 

 6/26 

  木 

 

  土 

  月 

 屋外清掃 

 ２年生面接指導 

 寮生保護者会総会 

 留学生面接指導 

 7/8 

 7/26 

  土 

  土 

 寮祭 

 閉寮日（予定） 

 8/26 

 8/31 

  土 

 木 

 寮生保護者懇談会 

 開寮日 

 

 中央委員会：（月／19:30～） 

 大掃除：（月／木19:00～） 

 指導寮生会： 

 4/13(木) 5/18(木) 6/15(木) 7/13(木)  

 9/7(木) 10/19(木) 11/16(木) 

 12/14(木) 1/18(木) 2/22(木) 

  掃除コンテスト： 

 4/20(木) 5/25(木) 6/22(木) 7/20(木)  

 9/28(木) 10/26(木) 11/23(木) 12/14(木) 

 1/25(木) 2/22(木) 2/9(木) 

 

 
（出典 寮生活の手引き p.14）

 

 

 

 

 

 

（出典 一日体験入学資料）

 

資料７－２－③－７

平成１７年度寄宿舎リーダー研修会実施要項 

１．目 的 

人間形成の一環として、寄宿舎の中央委員及び指導寮生等のリーダーが、校外で寝食を共にし、寄宿舎のあ

るべき姿について語り合う。これを機に、寄宿舎生活の目的を正しく理解すると共に寮生会活動を活発化し、

今後の寄宿舎生活をより良いものとする。 

２．日 程 

平成１８年１月２１日（土） 

３．参加者 

中央委員、指導寮生 教職員 計４３名 名簿別紙添付  

４．場 所：ウェルパルク： 住所 一関市萩荘字江川５５ Tel 0191-24-2662     

５．交通機関：ウェルパルク 送迎バス 

６．引率教職員：長谷川寮務主事、戸谷寮務主事補、高野寮務委員、新川寮務委員、鈴木寮務係長 

７．携帯品：筆記用具 

８．必要経費（昼食代及びボーリング代）：不要（寮生会費負担） 

９．研修内容 

寮生による自由討議 

テーマ：今年度の反省と来年度の活動方針について(各委員会毎に) 

 自学自習時間確保のための寮生会活動の効率化 

１０．研修プログラム 

9:00     集合（北寮玄関） 

9:00～9:15  移動（送迎バス） 

9:30～10:00 オリエンテーション（担当者 戸谷） 

10:00～12:00 研修１* 

12:00～13:00 昼食 

13:00～15:00 研修２* 

15:00～15:15 移動(送迎バス) 

15:30～17:00 親睦会（キャニオンボール） 

17:00         移動(寮まで) 

* 室内研修時にはお菓子とジュースが出ます。 

(出典 寮務委員会資料)
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（分析結果とその根拠理由）  

学生寮には、寮室、食堂、浴室、図書室、自習室などの施設が整備され、生活の場、自活の訓練の

場となっている。教育寮として、寮務委員会が寮生の指導に当たり、女子寮には寮母が配置され相談

や指導に当っている。開寮期間中は毎日、教職員が交代で舎監の業務にあたっている。寮では日課が

定められ、舎監は門限点呼や学習状況及び在室確認を実施しており、教育寮として有効に機能してい

る。寮生会活動も活発で、様々な行事を行い、地域の清掃活動を行うなど、潤いのある集団生活の訓

練の場ともなっている。さらに、寮生活を一層有意義なものにするために、寄宿舎リーダー研修会も

実施されている。 

以上のように、学生寮が整備され、学生の生活及び勉学の場として有効に機能している。 

 

 

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 

 

（観点に係る状況）  

卒業後の進路に関する相談や指導は、主に学科主任及び専攻主任があたり、その事務は学生課が担

当している（資料７－２－④－１）。学年進行から見た進路指導については、１年生の特別活動で働

くことの意味を話し合い（資料７－２－④－２）、３年生で合宿研修により工場・大学見学と卒業生

の話を聞く会を実施し（資料５－４－①－７ 119ページに前出）、４年生では関東方面への工場見

学旅行を実施し（資料５－２－③－９ 109ページに前出）、進路を考える機会としている。 

資料７－２－④－１

学生生活ガイド（抜粋） 

１６ 就職・進学 
卒業後の進路に関する相談や指導は、学科主任及び専攻主任があたり、その事務は学生課（進学－教務

係、就職－学生係）が担当します。 

(1)  就  職 

企業からの求人については、その都度学科主任を通じて紹介されるので、個別の就職指導は学科主任が

行います。 

学生課では、就職試験に必要な各種証明書の作成、調査統計事務を処理しています。また、学生課の隣

の進路情報コーナーには、企業研究のためのパソコン及び企業のパンフレットを置いていますので利用し

てください。 

なお、第 4 年次及び専攻科第 1 年次の後期には就職ガイダンスを開催し、就職試験に対する心構えの講

演、就職試験受検のための手続き等の説明を行っています。 

(2)  進  学 

高等専門学校生は、優れた技術者として卒業後直ちに実社会へ入り大いに活躍していますが、さらに、

研究を積み重ねたい学生も近年増加しています。そのために、豊橋と長岡に開設された科学技術大学をは

じめとして、大学の工学系の学部では 3 年次への編入学の門戸を開いています。 

また、本校では平成 13 年 4 月に専攻科（修業年限 2 年）を設置し、高専本科の延長線上に立って、大

学の工学部とは異なった教育方針でより高度な実践的教育を行い、創造的な研究開発や先端技術に対応で

きる人材を社会に送り出すことを目指しています。専攻科修了者は一定の要件を満たすことによって、学

士（工学）の学位を取得することができるので、大学院への入学資格を得ることが出来ます。 

（出典 平成18年度 学生便覧 p.74～75）
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資料７－２－④－２

１年生の特別活動における進路指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教員会議資料）
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学科主任、専攻主任は企業等の求人担当者に会って情報を確認するほか、卒業生の職場訪問・職場

開拓に当たっている（資料７－２－④－３）。 

資料７－２－④－３

職場訪問状況 

  平成１７年度 各学科企業訪問実績一覧  

学科 主任名 日程 行き先 企 業 名 

機械工学科 吉田 武司 
２/８ 

～２/10 
東京 

日本オーチス・エレベータ

（株）、住友重機械工業

（株）、日本精工（株） 

日本ビソー（株） 

イクス・センス（株）

電気情報工学科 今 野  收 
３/26 

～３/29 

東京 

名古屋 

日本真空（株） 

（株）森精機製作所 

ム ラ テ ッ ク Ｃ Ｃ Ｓ

（株） 

制御情報工学科 清水 久記 
２/２ 

～２/３ 
東京方面 

（株）日立アドバンストデ

ジタル、エスイーシーハイテ

ック（株） 

  

物質化学工学科 佐 野  茂 
12/12 

～12/14 

東京 

神奈川 

千葉 

中外ビジネス、日揮プラ

ンテック（株）、三菱化

学（株） 

チ ッ ソ 石 油 化 学

（株）、（株）日本

色材、花王（株） 

    （出典 学生課保管資料）
 

 

さらに進路指導委員会が設置されており（資料７－２－④－４）、適性検査の実施や卒業生の追跡

調査等について審議し、進路支援に取り組んでいる（資料７－２－④－５）。 

資料７－２－④－４

進路指導委員会規則（抜粋） 

（設置） 

第１条 一関工業高等専門学校運営組織規則（平成１７年７月１４日全部改正）第２７条の規定に

基づき，一関工業高等専門学校進路指導委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会は，次の名号に掲げる事項を審議する。 

一 学生、卒業生及び修了生（以下「学生等」という。）の就職調査及び就職先の開拓に関する

事項 

二 学生等に対する職業紹介に関する事項 

三 学生等に対する進路指導に関する事項 

四 その他進路指導に関し必要な事項 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会）
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資料７－２－④－５

進路指導委員会議事録（抜粋） 

 

（出典 進路指導委員会議事録）

 

進路指導の流れとしては、準学士課程４年生の終わりから５年生の初めにかけて就職・進学ガイダ

ンスや職業適性診断の斡旋を行い、３者面談で学生本人と保護者の意思が確認される。５年生になる

と、学科毎に模擬面接が実施され、企業訪問となる。専攻科課程では専攻科主任と特別研究担当教員

が連携して進路指導に当たる。進路情報提供の場としての進路情報コーナーには、インターネットで

情報を得るためにパソコンが設置され、企業や大学・大学院等のパンフレットが閲覧できるようにな

っている。 

平成17年度の求人倍率は準学士課程で16倍、専攻科課程で５倍であり、就職先の業種は電気機械器

具産業、化学産業、情報産業を含むサービス業を中心に、希望者のほぼ100%が就職を達成している。

また、平成17年度の進学者は本校専攻科への進学者15名を含め、合計46名となっている（資料７－２

－④－６）。専攻科課程の進路は就職中心である。 
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資料７－２－④－６

就職・進学状況（平成１７年度）（１／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 学校要覧 p.30）
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資料７－２－④－６

就職・進学状況（平成１７年度）（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 学校要覧 p.31）

 

（分析結果とその根拠理由）  

卒業後の進路に関する相談や指導は、主に学科主任と専攻主任があたり、その事務は学生課が担当

する体制になっている。進路指導としては、就職・進学ガイダンス、適性の診断、３者面談等を行い、

就職の支援として、学科毎に模擬面接を実施している。進路情報コーナーには、インターネットで情

報を得るためにパソコンが設置され、企業や大学・大学院等のパンフレットが閲覧できるようになっ

ており有効に利用されている。 

例年求人倍率が極めて高く、希望者のほぼ100%が就職を達成しており、就職指導体制は十分に機能

している。また、進学についても準学士課程卒業後の進学は増加傾向にあり、希望者のほぼ100%が進

学している状況である。専攻科課程の進路は就職と大学院進学であり、希望者のほぼ全員が目的を達
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成している。進路指導委員会は、適性検査の実施や卒業生の追跡調査等について検討し、進路支援に

取り組んでいる。 

以上のように、就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され、機能している。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・学生のニーズの把握は課外活動のリーダー研修会や校長との懇談会を通して十分行われている。 

・担任制・担任会があり、学生支援の基本となっている。 

・全教員が顧問として課外活動の支援に当たっており、部活動やロボコン、プロコンなどの活動が

活発であり、成果が上がっている。 

 

（改善を要する点）  

 該当なし 

 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

 

学習を進める上でのガイダンスについては、年度当初及び随時、すべての学生に対し教務主事、専

攻科長、専攻主任、担任、科目担当者からそれぞれ説明している。学生の自主的学習を進める上での

相談・助言体制として、担任・副担任による支援の他、全教員がオフィスアワーを設定し、利用され

ている。学生の自主的学習環境としては、クラス毎の教室のほかに図書館、電子計算機室があり、キ

ャンパス生活環境等としては、厚生施設、コミュニケーションスペース及びリフレッシュコーナーな

どがあり、施設の整備はほぼ整っている。学生の学習支援に関するニーズは担任等が日常の指導の中

で把握している。また、課外活動のリーダー研修会、校長と学生との懇談会やアンケート調査を実施

して学生のニーズを把握している。資格試験や検定試験の合格を単位として認定することで、資格の

取得を奨励している。TOEIC試験に対しては、英語科が補講を実施している。留学生に対しては、留

学生指導教員・留学生相談員（チューター）を配置して支援している。カリキュラムの面では、日本

語と工学基礎の２科目を教育課程に組み込んで特別指導している。編入学生については、合格者に対

して予習を促す事前指導を行い、英語科、数学科では、課題の添削指導を行っている。入学後は担任

や教科担当者が要望に応じて学習指導に当たっている。課外活動について本校では全教員が指導にあ

たる体制をとっており、財政的支援や施設の整備も行われており、その結果、クラブ活動の成果が十

分に上がっている。 

学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制として、担任制、学生委員会、学生相談

室、保健室が整備されそれぞれ適切に活動している。奨学金制度や授業料免除制度については学生課

学生係が周知・説明・助言を行い対応している。外国人留学生のために、学生寮の補食室やシャワー

室等の設備を整備し、近くにチューターの居室を配置して生活支援を行っている。また、国際交流室

を設置し、日本文化の体験をさせている。学生寮は教育寮として、寮務委員会が寮生の指導に当たり、

女子寮には寮母が配置され相談や指導に当っている。寮では日課が定められ、舎監は門限点呼や学習
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状況及び在室確認を実施しており、教育寮として有効に機能している。寮生会活動も活発で、様々な

行事を行い、地域の清掃活動を行うなど、潤いのある集団生活の訓練の場ともなっている。さらに、

寮生活を一層有意義なものにするために、寄宿舎リーダー研修会も実施されている。 

卒業後の進路に関する相談や指導は、主に学科主任と専攻主任があたり、就職・進学ガイダンス、

適性の診断、３者面談、模擬面接等を行い支援している。進路情報コーナーには、インターネットで

情報を得るためにパソコンが設置され、企業や大学・大学院等のパンフレットが閲覧できるようにな

っており有効に利用されている。例年求人倍率が極めて高いこともあり、希望者のほぼ100%が就職を

達成しており、就職指導体制は十分に機能している。また、準学士課程卒業後の進学は増加傾向にあ

るが、希望者のほぼ100%が進学している。専攻科課程の進路は就職と大学院進学であり、希望者のほ

ぼ全員が目的を達成している。進路指導委員会は、適性検査の実施や卒業生の追跡調査等について検

討し、進路支援に取り組んでいる。 
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基準８ 施設・設備 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。 

 

（観点に係る状況）  

本校の施設およびその面積は、資料８－１－①－１～２のとおりである。 

 資料８－１－①－１

施設等の配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年度 学校要覧 p.42）
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資料８－１－①－２

土地・建物の面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年度 学校要覧 p.41）

 

本校の施設設備は、高等専門学校設置基準で定められた基準に沿って整備されており、本校の教育

課程の実現にふさわしいものになっている。 
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本校の全ての教室は空調設備とスクリーンを備えており、快適な教育環境になっている。教室以外

の施設として定員200名の第一講義室、約100名の視聴覚室、少人数教育のためのゼミ室等があり、授

業や講演会等に活用されている。 

各学科及び専攻科には目的に応じて適切な設備を備えた実験室、実習室、演習室等が配置され、活

用されている。その活用状況は資料８－１－①－３～４に示すとおりである。資料中の部屋の割り当

ては、授業で使用されている時間帯を示したもので、卒業研究や特別研究、資格試験、補習授業、課

外活動、教員研究集会、会議などで使用する時間は含まれていない。これらの時間を加えると、高い

稼働率となっている（資料８－１－①－５）。 

資料８－１－①－３

学
年

音楽Ⅰ・・・・・・・・・・・視聴覚室 M 情報処理Ⅰ・・・・・・・電算室第2実習室
美術Ⅰ・・・・・・・・・・・多目的教室 S メカトロニクス・・・・・・マイコン応用、制御演習室
保健（E, C)・・・・・・・・第一講義室 S　情報基礎・・・・・・・・・電算室第2実習室
M 工作実習Ⅰ・・・・・機械実習工場 E 電気電子製図・・・・・・CAD室・制御演習室
M 設計製図Ⅰ・・・・・第2製図室 E 情報リテラシー・・・・・電算室第2実習室

C 情報処理Ⅱ・・・・・・・電算室第2実習室
M 工作実習Ⅱ・・・・・機械実習工場 S 情報処理Ⅱ・・・・・・・電算室第１実習室
M 設計製図Ⅱ・・・・・第2製図室 S 工作実習Ⅰ・・・・・・・機械実習工場
S デザイン技法Ⅰ・・第2製図室 E プログラミングⅠ・・・・電算室第2実習室
M 情報処理Ⅱ・・・・・電算室第１実習室 （留学生）
M 設計製図Ⅲ・・・・・第2製図室 　日本語・・・・・・・・・・・日本語学習室
S 工作実習Ⅱ・・・・・機械実習工場 　E 工学基礎（留）・・・・担当教員研究室（石井）
S 情報処理Ⅲ・･・・・電算室第１実習室 　C 工学基礎（留）・・・・C多目的学習室（千葉陽）
S デザイン技法Ⅱ・・CAD室 　　　　　　　　　　　　　　担当教員研究室（佐藤和）
E コンピュータ工学Ⅱ・・・電算室第2実習室
E プログラミングⅡ・・・・・電算室第2実習室
M 設計製図Ⅳ ・・・・・・・・・・第2製図室 S CADⅠ・・・・・・・・・・・・・・・CAD室
M 数値解析 ・・・・・・・・・・・・電算室第1実習室 E 情報処理Ⅲ・・・・・・・電算室第１実習室
S ソフトウエアー工学Ⅰ・・・電算室第2実習室 C 情報処理Ⅲ・・・・・・・電算室第１実習室
S コンピュータ工学Ⅰ・・・・・電算室第１実習室
S 工学実験Ⅱ・・・・・・・・・・・CAD室、マイコン応用 C 微生物工学・・・・・・・専攻科講義室1
　　　　　　　　　　　　　　　 　　加工システム室 C 移動現象論B・・・・・・専攻科ゼミ室1
哲学 ・・・・・・・・・・・・・MS→M、EC→E S 数値解析・・・・・・・・・電算室第1実習室、制御演習室
法学 ・・・・・・・・・・・・・MS→S、EC→C S 制御工学Ⅲ・・・・・・・制御演習室
経済学 ・・・・・・・・・・・第一講義室 S CADⅡ・・・・・・・・・・・CAD室
ドイツ語Ⅱ・・・・・・・・・専攻科講義室2 E エネルギー変換工学・・・専攻科ゼミ室1
MS生物概論・･・・・・・・第一講義室 E 発変電・電法規・・・・専攻科ゼミ室１
MS生産工学・・・・・・・・第一講義室 E 送配電工学・・・・・・・専攻科講義室１
M 材料強度学・・・・・・専攻科ゼミ室1 E 電気応用・・・・・・・・・専攻科ゼミ室１
M バイオエンジニアリング・・・専攻科ゼミ室1 E 電子設計・・・・・・・・・・電算室第2実習室
M 伝熱工学Ⅱ・・・・・・専攻科講義室１ C 生体情報工学・・・・・・Ｃゼミ室
M 振動工学・・・・・・・・第一講義室 C 遺伝子工学・・・・・・・・専攻科ゼミ室1
M CAD・・・・・・・・・・・・CAD室 C 生物反応工学・・・・・・専攻科ゼミ室1
S ロボット工学・・・・・・専攻科ゼミ室1 C 生体化学・・・・・・・・・・専攻科ゼミ室1
S 機械力学・・・・・・・・専攻科ゼミ室1 C 生物工学演習・・・・・・C多目的学習室
S 画像処理・・・・・・・・電算室第2実習室 C プロセスシステム工学・・・Cゼミ室、電算室第2実習室
S 信号処理・・・・・・・・電算室第2実習室
＜共通＞ ＜生産工学＞
技術者倫理・・・・・・・・専攻科講義室1 環境化学・・・・・・・・・・・専攻科講義室1
英語講読・作文・・・・・専攻科講義室1 応用ロボット工学・・・・・専攻科講義室１
コンピュータ制御・・・・専攻科講義室1 加工計測工・・・・・・・・・専攻科講義室２
生産システム工学・・・専攻科講義室1 高電圧応用 ・・・・・・・・・専攻科講義室1
（専2年・生産工学科と一緒）

＜物質化学工学＞
＜生産工学＞ 有機分析化学・・・・・・・専攻科ゼミ室2
生産工学演習・・・・・・MS 専攻科講義室2 無機機能材料・・・・・・・専攻科ゼミ室2
生産工学演習・・・・・・E  担当教員研究室 酸素工学 ・・・・・・・・・・専攻科ゼミ室2

機械的精密分離工学・・専攻科ゼミ室2
＜共通＞
統計数学・・・・・・・・・・専攻科講義室１ 生産システム工学・・・・専攻科講義室1
総合管理技術・・・・・・専攻科講義室１ （専1年生産工学・物質化学工学科と一緒）

原子力工学・・・・・・・・専攻科講義室２
2005年10月7日作成

後　期　特　別　室　一　覧

専
２
年

４
年

３
年

２
年

１
年

専
１
年

５
年

 

（出典 ウェブページ（内線電話一覧・行事予定表・時間割表）
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資料８－１－①－４

特別教室の使用状況（１／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ（内線電話一覧・行事予定表・時間割表）
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資料８－１－①－４

特別教室の使用状況（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ（内線電話一覧・行事予定表・時間割表）
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資料８－１－①－５

特別教室等の使用状況 

（出典 ウェブページ（サイボウズ 施設予約）
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図書館には、約80席の閲覧室とDVDやビデオが利用できる視聴コーナー、新聞・雑誌のあるブラウ

ジングルームがあり、約70,000冊の蔵書を有している（資料８－１－①―６～７）。 

資料８－１－①―６

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年度 学校要覧 p.35）
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資料８－１－①―７

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 図書館パンフレット）

２階 図書館案内図 

開 架 書 架 
視聴コーナー

（ＤＶＤ，ビデオ）

出入口

階段

トイレ 

ブラウジングルーム 

（新聞，雑誌） 

新 
 

 

書 

カウンター

検
索
用
端

新着図書

河上文庫

東洋文庫

事務室

哲学・宗教（１００－１９９） 

歴史・地理（２００－２９９） 

社会科学（３００－３９９） 

自然科学・医学（４００－４９９）

技術・工学・家政学

（５００－５９９） 

産業（６００－６９９） 

芸術・スポーツ・娯楽 

（７００－７９９） 
言語（８００－８９９） 

文学（９００－９９９） 

参 考 図 

⇒ 分類記号

⇒ 著者記号

⇒ 巻冊記号

２階 

図図書書のの並並べべ方方  

図書の背に貼ってあるラベル

（下図）の数字，アルファベッ

００７ 

Ａ３２ 

１ 

総記・コンピュータ 

（０００－０９９） 

ＪＩＳハンドブック 

閲 覧 室

（４３席） 

学習用パソコン
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また、機械実習工場等が整備され、学生の実習及び課外活動等で毎日使用されている（資料８－１

－①－８）。 

資料８－１－①－８

平成１７年度機械実習工場等使用状況 

◎機械実習工場 

○機械工作実習 

・機械工学科 1 年、2 年の全期、制御情報工学科 2 年後期、3 年全期、物質化学工学科 2 年前期 

工作実習  11 時間／週 

・機械工学科 3 年設計製図Ⅲ（前期）でロボット製作 

設計製図Ⅲ ３時間／週 

○卒業研究・特別研究 

・機械工学科 5 年、専攻科の学生による製作実験等 

卒業研究 ８時間／週 

特別研究 10 時間／週 

○課外活動 

・ロボコン、自動車部による部品等の製作 

ロボコン ５月から 12 月使用 27 時間／週 

自動車部 ６時間／週 

○その他 

・教員・クラブ等からの製作依頼 12 時間／週 

 

◎地域共同テクノセンター 加工応用研究室 

○機械工作実習 

・機械工学科 2 年の全期、制御情報工学科 3 年全期 

工作実習 ６時間／週 

○卒業研究・特別研究 

・機械工学科 5 年 専攻科の学生による製作実験等 

卒業研究 ８時間／週 

特別研究 10 時間／週 

○課外活動 

・ロボコン、自動車部による部品等の製作（年間平均） 

ロボコン 1 時間／週 

自動車部 1 時間／週  

○その他 

・教員、クラブ等からの製作依頼 12 時間／週 

（出典 技術室保管資料）
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電子計算機室には２つの実習室とサーバ室があり、実習室にはパソコンが45台ずつ設置され、主に情

報処理関連の教育に利用されている（資料８－１－①－９）。 

資料８－１－①－９

 
（出典 平成18年度 学校要覧 p.36）

 

地域共同テクノセンター（平成18年度に高度生産技術教育研究センターを改組）の技術教育部門に

は、主要設備としてYAGレーザー加工機、CNC旋盤、マシニングセンターなどの工作機械や走査型電子

顕微鏡、電子線マイクロアナライザー等を有し、卒業研究などに利用されている（資料８－１－①－

10）。 

資料８－１－①－10

 

（出典 平成18年度 学校要覧 p.39）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の施設設備は、高等専門学校設置基準で定められた基準に沿って整備されており、本校の教育

課程の実現に相応しいものになっている。また、教室や実験室、実習工場等の教育環境は整備されて

おり、有効に活用されている。 

以上のことから、学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備が整備され、有

効に活用されている。 

 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況）  

教育内容・方法の面から情報ネットワークに関するニーズは、情報教育の観点では教務委員会（平

成17年度までは情報処理委員会）により、校内ネットワークの観点では電子計算機室専門委員会（平

成17年度までは校内LAN運営委員会）により、現状の把握と検討がなされている（資料８－１－②－

１～２）。電子計算機室においては情報教育用実習室と校内ネットワークを総括的に管理・運用して

いる（資料８－1－②－３）。 

資料８－１－②－１

一関工業高等専門学校教務委員会規則（抜粋） 
（設置） 

第１条 一関工業高等専門学校運営組織規則（平成１７年７月１４日全部改正）第２７条の規定に基づき，一関工

業高等専門学校教務委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
（協議事項） 

第２条 委員会は，次の名号に掲げる事項を協議する。 
一 教育課程に関する事項 
二 学校行事に関する事項 
三 学生の履修に関する事項 
四 進級及び卒業に関する事項 
五 本校の教育目標を達成するための体系的教育課程の編成に関する事項 
六 「生産技術情報システム工学」プログラムに関する事項 
七 情報処理教育に関する事項 
八 視聴覚教育に関する事項 
九 留学生に関する事項 
十 その他教務に関し必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は，次の名号に掲げる者を委員として組織する。 
一 副校長（教務主事） 
二 校長補佐（専攻科長） 
三 教務主事補 
四 各専攻主任 
五 教員のうちから校長が委嘱した者 
六 学生課長 

 
（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会） 
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資料８－1－②－２

一関工業高等専門学校電子計算機室専門委員会規則（抜粋） 
（趣旨） 

第１条 この規則は，一関工業高等専門学校メディアセンター規則第１３条の規定に基づき，一関工業高等専門学

校電子計算機室専門委員会（以下「委員会」という。）の組織及び管理運営に関し，必要な事項を定めるもの

とする。 

（審議事項） 

第２条 委員会は，校長の命を受けて，次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 電子計算機室の管理運営に関すること 

二 電子計算機の利用計画に関すること 

三 一関工業高等専門学校情報ネットワークシステム（以下「校内ＬＡＮ」という。）の管理運営及び運用に

関すること 

四 校内ＬＡＮの利用に関する教育及び講習会の開催に関すること 

五 全国共同利用大型電子計算機センターとの連絡調整に関すること 

六 その他電子計算機に関すること 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会））

 

資料８－1－②－３

一関工業高等専門学校メディアセンター規則（抜粋） 

（趣旨） 

第１条 この規則は，一関工業高等専門学校学則第１２条の規定に基づき，一関工業高等専門学校（以下「本校」

という。）に一関工業高等専門学校メディアセンター（以下「センター」という。）を置き，センターの組織

及び管理運営に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 センターは，本校の学生及び教職員並びに一般の利用者の教育及び研究等に資することを目的とする。 

（施設） 

第３条 センターの施設は，次のとおりとする。 

一 図書館 

二 電子計算機室 

２ 前項の各号の施設の利用については，別に定める。  

（業務） 

第４条 センターは，第２条に定める目的を達成するため，次に掲げる業務を行う。 

一 図書館資料の収集，管理及び利用に関すること 

二 研究紀要に関すること 

三 電子計算機室の利用計画に関すること 

四 ネットワークの構築及び運用に関すること 

五 その他センター長が必要と認めたもの 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第６章 共同利用施設））
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また、学生からのニーズに関しては、情報処理演習に関する授業アンケートの中で、管理の状況に

関する設問の形でチェックが行われた（資料８－1－②－４）。 

資料８－１－②－４

情報処理演習に関するニーズの把握 

 

 授業評価アンケートに、一項目「情報処理用の設備がしっかり管理されていたか」の設問がある。 

 １６年度 １７年度 

５段階の評点 ３．９ ３．４ 

 

Ｈ１７年度は新しいシステムの導入直後であり、大人数で利用すると反応が遅くなるトラブルがあっ

た。 

                                (出典 授業アンケート結果)

 

情報セキュリティについては、情報セキュリティ委員会（資料８－1－②－５）により、情報資産

の機密性・完全性・可用性及び情報システムの健全な運用の維持を目的として、情報セキュリティポ

リシー（資料８－１－②－６）の評価及び見直しを行う体制を整備している。 

資料８－１－②－５

一関工業高等専門学校情報セキュリティ委員会規則（抜粋） 
（設置） 

第１条 この規則は，一関工業高等専門学校情報セキュリティ規則第４条第２項の規定に基づき，一関工業高等専

門学校情報セキュリティ委員会（以下「委員会」という。）について必要な事項を定める。 

（協議事項） 

第２条 委員会は，校長の命を受けて，次の各号に掲げる事項を行う。 

一 情報セキュリティの確保及び推進に関する事項 

二 情報セキュリティポリシーの策定に関する事項 

三 情報セキュリティポリシーの実施・評価・見直しに関する事項 

四 その他必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる者を委員として組織する。 

一 情報セキュリティ規則第５条に定めるシステム管理者 

二 情報ネットワークシステム規則第４条に定めるネット管理者 

三 校長が指名した教官若干名 

四 図書館長 

五 事務部長 

六 各課長 
（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会））

 

資料８－１－②－６

一関工業高等専門学校情報セキュリティポリシー（抜粋） 
（平成１５年７月１８日制定）

Ⅰ．情報セキュリティ基本方針 

１．情報セキュリティの基本方針 

一関工業高等専門学校（以下「本校」という。）における情報セキュリティの確保のため、一関工業高等専

門学校セキュリティ規則（以下「規則」という。）第２条に基づき以下の事項を内容とする情報セキュリティ

ポリシーを定める。 

（１）組織・体制 

情報セキュリティ対策を推進するための組織・体制を定め、その責任及び権限を明確にする。 

（２）情報の分類と管理 

情報システムにおいて取扱う情報について、重要度に応じた分類の定義、管理責任、管理の方法を規
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定する。 

（３）物理的セキュリティ 

情報資産を保護するため、情報システムの設置場所等への物理的な対策を規定する。 

（４）人的セキュリティ 

本校のすべての構成員に対し、ポリシーの内容を周知徹底する等、十分な教育及び啓発が講じられる

ように必要な対策を規定する。 

（５）技術的セキュリティ 

外部からの不正アクセスや本校の情報システムを悪用した外部への攻撃等を防ぐため、情報資産への

アクセス制御、ネットワーク管理等の必要な対策を規定する。 

（６）運用 

ポリシーの実効性を確保するため、ポリシーの遵守状況の確認、ネットワークの監視等必要な措置を

規定する。また、緊急事態が発生した際の迅速な対応を可能とするため、緊急時対応計画を規定す

る。 

（７）評価・見直し 

策定されたポリシー及び情報セキュリティ対策の評価、情報システムの変更や新たな脅威等を踏ま

え、定期的に対策基準の評価・見直しを実施することとし、このための必要な措置を規定する 

２．定義 

・情報セキュリティ 

情報資産の機密性、完全性、可用性及び情報システムの健全な運用を維持すること。 

・情報資産 

情報（電磁的に記録されたものに限る）及び情報を管理する仕組み（情報システム及びシステム開発、

運用及び保守のための資料等）の総称。 

・情報システム 

本校内において、ハードウエア、ソフトウエア、ネットワーク、記録媒体で構成されるものであって、

これら全体で業務処理を行うもの。 

・情報セキュリティポリシー（以下「ポリシー」という。） 

本校が所有する情報資産の情報セキュリティ対策について、総合的・体系的かつ具体的に取りまとめた

もの。どのような情報資産をどのような脅威から、どのようにして守るのか、情報システムの健全な運

用をどのように図るのかについての基本的な考え方並びに情報セキュリティを確保するための体制、組

織及び運用を含めた規定。情報セキュリティ基本方針及び情報セキュリティ対策基準からなる。 

３．対象範囲 

ポリシーの対象範囲は、本校の教育・研究及びその他業務で使用するハードウエア、ソフトウエア、ネッ

トワーク、記録媒体等の情報システム等（システム構成図等の文書を含む。）及び全ての情報のうち情報シ

ステムに電磁的に記録される情報、並びにすべての学生・教職員及び委託事業者とする。 

４．実施手順の作成 

情報セキュリティ委員会は、ポリシーの具体的な実施手順を定めなければならない。 

 

Ⅱ．対策基準 

１．組織・体制 

（１）最高情報セキュリティ責任者 

校長を本校の情報セキュリティに関する事項を総括管理する最高情報セキュリティ責任者とする。（規則

第３条） 

（２）情報セキュリティ委員会 

情報セキュリティに関する事項を総括し、ポリシーの策定・見直し・評価・承認等重要事項の決定を行う

ため、情報セキュリティ委員会（以下「委員会」という。）を置く。（規則第４条） 

（３）システム管理体制 

①システム管理者 

全校的な情報システムに関する設定の変更、運用、更新等を行う管理者権限を有するシステム管理者を置

き、校長が指名する者を充てる。（規則第５条） 

②システム管理要員 

システム管理者の下に情報システムを管理するため必要なシステム管理要員を置き、一関工業高等専門学

校情報ネットワーク規則第４条に定めるネット管理者を充てる。 

システム管理要員は、システム管理者の命に従い、システム管理作業を行う。 

③情報セキュリティ担当者 

各学科、各課及び図書館（以下「各学科等」という。）において情報セキュリティに関し責任及び権

限を有する情報セキュリティ担当者を置き、校長が指名する者をもって充てる。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集（内規編）第３章 庶務））
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情報ネットワークを適切に管理・運用するために、トレーナー室に専担の技術職員を配置し、情報

教育の支援、コンピュータウィルス情報の周知、ファイアウォール管理、メールサーバ・Webサーバ

等各種サーバの保守を行なっている。技術的なセキュリティ対策として、ファイアウォールによるア

クセス制御とサーバ型アンチウィルスソフトウェア及びクライアント型アンチウィルスソフトウェア

を採用している。人的なセキュリティ対策は、各学科・各課に、情報セキュリティ委員を情報セキュ

リティ担当者として配置し、コンピュータウィルス対策や情報ネットワークの管理に関する啓蒙・指

導を行なっている。 

情報ネットワークの整備についても拡充に努めている。初等情報教育（コンピュータリテラシー、

初級プログラミング、情報倫理）及び専門的情報教育（各学科・各専攻の専門科目、卒業研究、特別

研究）のための情報教育用計算機システムが平成17年３月から稼働している。サーバ室にUNIXサーバ

からなるメインサーバ及びファイルサーバ・バックアップサーバ等を設置し、電子計算機室第１実習

室及び第２実習室には45台のパソコンとプリンタ２台がそれぞれ配備され、Windows XP及びLinuxの

両方を利用可能な環境を提供している。教員の操作画面を投影出来る液晶プロジェクタとスピーカー

システムも設置し、教育効果を上げている。 

講義のための実習室の稼働率は、平成17年度前期時間割によると約66％である（資料８－1－②－

７）。２つの実習室は、授業がないかぎり、課題、実験、研究への取り組み等、学生の自学に開放し

て使わせている。平日は8:45～18:30頃まで利用可能であり、放課後は、平均十数名の学生がほぼ毎

日利用している（資料８－1－②－８）。なお、18:30以降は20:00まで図書館のパソコンを利用し自

学することが出来る。 
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資料８－１－②－７

電子計算機室（実習室）の授業・自由時間の稼動状況 

     

                        (出典 電子計算機室保存資料) 
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資料８－１－②－８

実習室閉室直前の利用者数 

 (平成16年度12～2月の利用者集計 図の統計は冬季休業中を含む) 

電算室利用人数(2004/12/13～2005/2/15、数はのべ人数)
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(出典 電子計算機室保存資料)

 

さらに、語学教育用として教材提供用サーバとパソコン45台をLL教室に設置し、語学演習システム

を提供している。この語学演習システムは、後述する校内の高速ネットワークを介して各研究室のパ

ソコンからも利用可能となっている。これは、卒研生や専攻科生が自学することに配慮したものであ

る。語学演習システムへの利用登録は、学生のみに留まらず、教職員も広く利用している。 

本校の校内ネットワークは、学術回線の仙台NOC（東北大学）を経由してインターネットに接続さ

れ、100Mbpsの通信速度のアクセスが可能になっている（資料８－1－②－９）。校内においては、平

成14年度に基幹部分の通信速度が1Gbpsのギガビットイーサネットによる新しいLANが導入され、各棟

のスイッチと研究室等の間を100Mbpsの速度で動画などの大容量通信も可能な環境となっている。 
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資料８－１－②－９

本校と仙台NOC(東北大学)の接続図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典 電子計算機室保存資料)

 

 

校内におけるネットワークに接続可能な情報機器(サーバ・パソコン等)は、電子計算機室の２つの

実習室のパソコン90台を含めると約600台あり、ほぼすべての教室、研究室等には情報コンセントが

設置され、校内ネットワークに接続できる。なお、校内グループウェアとしてサイボウズ Office 4 

が稼働しており、校内掲示板、スケジュール管理、文書管理などに活用されている。 

以上、情報ネットワークの学生及び教職員による活用を図り、電子計算機室員が各種関連委員会と

連携して校内ネットワークの管理・運用、情報教育環境を整備している。また、「電子計算機室 利

用の手引き（資料８－1－②－10）」を配布し、学生の情報倫理教育を目的にネットワーク利用講習

会を開催している。さらには、情報セキュリティポリシーを校内のWebサーバで公開し、教職員の情

報セキュリティの啓蒙を目的に情報セキュリティポリシー講習会の開催とコンピュータによる事故や

トラブルなどに対応している。 
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資料８－１－②－10

電子計算機室利用の手引き(学生向け)第2版 （44ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       (出典：電子計算機室保存資料)
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（分析結果とその根拠理由）  

電子計算機室を中心とした体制が整備され、情報処理演習に関する授業アンケートの中で、新しい

ニーズが適切に把握されている。教室を含む校内のほぼすべての居室に情報コンセントが設置され、

また、校外からも接続可能な環境を有し、情報ネットワークが整備されている。 

また、セキュリティポリシーが制定され、電子計算機室や情報セキュリティ委員会が情報ネットワ

ークを適切に管理・運用している。２つの実習室は放課後も利用可能、さらには語学演習システムも

校内ネットワークを介して時間を問わず利用可能となっており、利用者の便宜が図られている。 

以上のことから、教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリティ

管理の下に適切に整備され、有効に活用されている。 

 

 

観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

 

（観点に係る状況）  

図書、学術雑誌、視聴覚設備及び視聴覚資料等の整備と管理は、図書館専門委員会（平成１７年度

までは図書委員会）と研究協力・図書係があたっている。図書館の蔵書数は平成17年3月末現在約

70,000冊あり、日本十進分類法にしたがい、総記、哲学、歴史、社会科学、自然科学、工学、産業、

芸術、語学、文学に区分されている。各区分の冊数は総記11,400冊、自然科学14,100冊、工学14,500

冊、文学9,600冊等となっている。雑誌は和洋合わせて285種類、視聴覚教材のビデオとDVDが合わせ

て800本ほどある（資料８－１－①―６、229ページに前出）。開架書庫分は約40,000冊であり、残り

は閉架書庫に入っている。図書室には、新着図書、推薦図書、専門書（洋書）、ブックハンティング

（学生が書店で欲しい本を直接選ぶ）をした図書、学習参考書、蔵書検索、学習用パソコンの各コー

ナーを設け、利用拡大を図っている（資料８－１－①－７、230ページに前出）。また、本校元校長

の河上先生が寄贈された文学作品集「河上文庫」や、本校学生が在学中に結成しプロデビューした

NSP（ニュー・サディスティック・ピンク）のCDコーナーがあり、自学自習を支援するとともに人間

の素養の涵養に役立てられている（資料８－２－①－１）。 

平成17年度の入館者数は約26,000名、貸し出し冊数は技術関係を中心に約8,200冊、借用者は延べ

約4,600名である。また、視聴覚教材等の利用者は約1,300名となっている（資料８－２－①－２）。 

資料８－２－①－１

図書館の各コーナー（１／２） 
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資料８－２－①－１

図書館の各コーナー（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 図書館保管資料）

平成 18 年 6 月 25 日 岩手日日新聞
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資料８－２－①－２

図書館利用状況（平成１７年度）（１／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ（一関高専図書館））

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 図書館保存資料）
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資料８－２－①－２

図書館利用状況（平成１７年度）（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 図書館保存資料）

 

図書の選定に学生や教職員の意見を反映するため、毎年、図書館専門委員会が各学科20万円程度の

範囲で図書の推薦を依頼の上、委員会で決定して購入する仕組みがある。また、学生が直接要望する

仕組みとしてリクエストボックスが備えられている（資料８－２－①－３）。さらに、学生が書店に
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出向いて必要な本を直接選定するブックハンティングも図書専門委員会の行事として実施している

（資料８―２－①－４）。利用拡大・啓蒙関連で、１年生には国語担当教員の協力を得て、読書感想

文コンクールを実施し、優秀作品を図書館だよりで紹介するなどの啓蒙活動を実施している（資料８

―２－①－５）。 

資料８－２－①―３

図書のリクエストサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ（図書館））

 

 

 

 

 

 

 

（出典 図書館だより）

 

資料８－２－①―４

ブックハンティング（１／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 図書館だより 第52号） 
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資料８－２－①―４

ブックハンティング（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 図書館だより 第53号）
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資料８－２－①―５

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 図書館だより 第53号）

 

蔵書のパソコンによる検索も、平成15年度に導入されている（資料８－２－①－６）。文献検索に

関しては、電子計算機室や各研究室のパソコンから、インターネットを利用したJ Dreamなどにより

簡便に行える環境にある（資料８－２－①－７）。図書の盗難対策や貸し出し業務の迅速化も図られ

ている。 

資料８－２－①―６

図書検索システム 

 

       （出典 一関高専図書館ウェブページ 図書検索）
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資料８－２－①―７

J Dream 利用の案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 (出典 一関高専図書館ウェブページ 文献検索（学内者用）)

 

（分析結果とその根拠理由）  

自然科学、工学関係を中心に約70,000冊の蔵書、雑誌、視聴覚教材が整備され、日本十進分類法に

従って分類して配架、閲覧に供されている。開架・閉架の区分が行われ、閲覧室、諸コーナーの設置

や図書の購入にあたり利用者の要望に配慮する仕組みや図書検索システム、文献検索システムを導入

し、活用を促している。入館者データや貸出冊数のデータから、有効に活用されていると判断できる。 

以上のように、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備され、

有効に活用されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

 

・校地が平坦であり各施設間の移動に便利である。また、管理・教育棟の改修と専攻科・教育棟の
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新設により、正門からの景観は改善され、空調設備、エレベータ、洋式トイレも導入され便利

になった。 

・情報関係ではインターネット環境が整備され、文献検索や語学教育システムの利用も可能になっ

ている。図書館の蔵書数が約70,000冊あり、視聴覚資料が充実しており、視聴室が整備されて

明るい閲覧室などがあり、図書館の環境が優れている。 

・図書館では各種コーナーを設置して自学自習を支援するとともに、「河上文庫」やNSPのCDコー

ナー等により人間の素養の涵養に配慮している。 

 

（改善を要する点）  

・学生寮も含め、建物の改修が継続して行われているが、実験実習設備は老朽化しているので更新

を期待する。管理・教育棟にエレベータの設置及び冬季利用可能な屋内スポーツ施設の充実も望

まれる。 

 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

 

校地が平坦であり各施設間の移動に便利である。また、管理・教育棟の改修と専攻科・教育棟の新

設により、正門からの景観は改善され、空調設備、エレベータ、洋式トイレも導入され便利になった。 

本校の施設設備は、高等専門学校設置基準で定められた基準に沿って整備されており、教育課程の実

現に相応しいものになっている。また、教室や実験室、実習工場等の教育施設は整備されており、有

効に活用されているが、老巧化した設備の更新やエレベータの設置、屋内スポーツ施設の建設等が望

まれる。電子計算機室を中心としたコンピュータ環境は整備されており、情報処理演習に関する授業

アンケートで、学生のニーズが把握されている。教室を含む校内のほぼすべての居室に情報コンセン

トが設置され、校外へ接続可能な環境を有し、情報ネットワークが整備されている。また、セキュリ

ティポリシーが制定され、電子計算機室や情報セキュリティ委員会が情報ネットワークを適切に管理

・運用している。 

図書館には、自然科学、工学関係を中心に約70,000冊の蔵書、雑誌、視聴覚教材が整備されている。

図書の購入にあたっては利用者の要望に配慮する仕組みがあり、図書検索システム、文献検索システ

ムも導入されて利用者の活用の便を図っている。図書館では、各種コーナーを設置して自学自習を支

援するとともに、「河上文庫」やNSPのCDコーナー等により人間の素養の涵養に配慮している。入館

者データや貸出冊数のデータから、図書館は有効に活用されていると判断できる。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校における総合的な点検・評価は運営委員会が行っており、その点検・評価の中で教育活動につ

いても評価を行っている。また、教育の実施状況については学習教育評価点検委員会が設置されてお

り、学生の成績評価資料等を収集・蓄積して、教員の授業がシラバスどおりに実施されているか、シ

ラバスに従って成績評価されているかどうかを点検する体制になっている（資料９－１－①－１）

（資料９－１－①－２）。 

資料９－１－①－１

一関工業高等専門学校運営委員会規則（抜粋） 

第２条 委員会は，校長の諮問に応じて，本校の運営に関する次の各号に掲げる重要事項を審議す
る。 

七 自己点検評価に関すること。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会））

 

資料９－１－①－２

一関工業高等専門学校学習教育評価点検委員会規則（抜粋） 

第２条 委員会は、本校の目的達成のため、教育目標に基づく教育課程及び「生産技術情報システム
工学」プログラム（以下「教育プログラム」という。）を継続的に評価・点検し、本校の教育課程
及び教育プログラム（以下「教育課程等」という。）の国際的水準の維持や継続的な向上を図るこ
とを目的とする。 

（点検・評価事項等） 
第３条 委員会は、次の事項について評価・点検を実施する。 

一 シラバスに定められた各授業科目の内容及び評価の実施状況に関する事項 
二 教育課程等の内容と質の保証に関する事項 
三 教育プログラムの各学習・教育目標に対する達成度に関する事項 
四 教育プログラム修了生の修了要件に関する事項 
五 その他教育課程等の評価・点検に関する事項 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会））

 

本校における教育活動に関する主な資料は、資料９－１－①－３に示すとおりであり、それぞれの

部署で適切に収集・保存されている。特に試験答案や評価資料等の成績評価関係資料は、「保存資料

一覧」に基づいて全ての授業科目に対して収集され、資料室に保存されている。（資料９－１－①－

４） 
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資料９－１－①－３

教育活動保存資料保管場所（主な資料）  

収集担当 資  料  名 保管場所 

庶務課 学校要覧 共通会議室 

  規則集 共通会議室 

  自己点検評価報告書 共通会議室 

  外部評価報告書 共通会議室 

  研究活動報告書 共通会議室 

  地域連携 共通会議室 

  校報 共通会議室 

  図書館だより 共通会議室 

学生課 学校案内 共通会議室 

  学生募集要項（本科） 共通会議室 

  編入学生募集要項 共通会議室 

  専攻科学生募集要項 共通会議室 

  入試説明会資料 共通会議室 

  体験入学資料 共通会議室 

  入試問題・解答（本科） 学生課 

  入試問題・解答（編入学） 学生課 

  入試問題・解答（専攻科） 学生課 

  入学生名簿 共通会議室 

  学生便覧 共通会議室 

  シラバス 共通会議室 

  年間行事予定表 共通会議室 

  授業時間割表 共通会議室 

  学校だより 共通会議室 

  ホットライン 共通会議室 

  学寮だより 共通会議室 

 進級判定資料 学生課 

 卒業判定資料 学生課 

  卒業生名簿 共通会議室 

  専攻科修了生名簿 共通会議室 

  ＪＡＢＥＥプログラム修了生名簿 共通会議室 

  卒業研究テーマ一覧 共通会議室 

  特別研究テーマ一覧 共通会議室 

  学会発表一覧（学生） 共通会議室 

学生相談室 学生相談室だより 共通会議室 

教育改善委員会 授業評価アンケート 共通会議室 

 

 

 

 

 

 

                    （成績評価関係資料） 

（出典 庶務課保存資料）
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資料９－１－①－４

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課保存資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校における教育活動を含めた総合的な点検・評価は運営委員会が行っており、各教員の教育の実

施状況に関する資料の収集、蓄積及び点検は、学習教育評価点検委員会が行う体制になっている。特

に試験答案や課題等の成績評価関係資料は、「保存資料一覧」に基づいて全ての授業科目に対して収

集され、資料室に保存されている。成績評価関係資料以外の教育活動全般に関する主な資料は、それ

ぞれの部署で適切に収集・保存されている。 

以上のことから、教育の状況について、教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積さ

れ、評価を適切に実施できる体制が整備されている。 

 

 

観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反

映されているか。 

 

（観点に係る状況）  

平成13年度に学生に対して授業アンケート調査を行い、その結果を「自己点検・評価報告書」にま

とめている。平成14年度からはウェブ入力方式（資料９－１－②－１）とし、学生は休み時間や放課

後を利用して、学内のパソコンで入力している。集計結果の公開については、学生に対しては質問項

目毎に全教員の平均値を掲示し、以前のアンケート集計結果と対比して改善の度合いがわかるように

周知している（資料９－１－②－２）。各教員の評価については、全教員の評価平均値と比較して各

教員に通知している。 
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資料９－１－②－１

ウェブ入力による授業アンケートの入力画面サンプル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 一関高専ウェブサイト（授業アンケート）
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資料９－１－②－２

学生に開示される授業アンケート集計結果 

前年度との比較

座学に関
するアン
ケート

年度

問1.　この
科目は、
授業外で
も自主的
に勉強し
た

問2. 授業
内容はよ
く理解でき
た

問3. 授業
を受けて、
この科目
に興味・
関心が湧
いた

問4.　この
科目を学
習する目
的や意義
は理解し
ている

問5.　黒板
やＯＨＰな
どによる
説明は分
かりやす
い

問6.　先生
の声や話
し方は聞
き取りや
すい

問7　授業
中は質問
や発言が
しやすい
雰囲気で
ある

問8.　先生
には、学
生に理解
させようと
する熱意
が感じら
れる

問9.　授業
の進み方
はどうで
すか

問10.　こ
の科目の
学習目的
や評価方
法等につ
いて説明
された

問11.　授
業の内容
は、シラバ
スに沿っ
ている

問12. この
授業に対
する総合
評価を５
段階で
行ってくだ
さい

問
5
¦
8

の
平
均

1-3年 H17 3.3 3.4 3.4 3.6 3.4 3.6 3.3 3.8 3.3 3.7 3.7 3.6 3.5

H16 3.2 3.2 3.2 3.3 3.5 3.4 3.7 3.4 3.8 3.6 3.4 3.5

4-5年 H17 3.2 3.3 3.3 3.6 3.3 3.5 3.3 3.6 3.3 3.7 3.7 3.5 3.4

H16 3.1 3.2 3.3 3.3 3.5 3.4 3.7 3.4 4.0 3.7 3.5 3.4

専攻科 H17 3.4 3.7 3.6 3.9 3.7 3.8 3.6 3.8 3.2 4.0 3.8 3.7 3.8

H16 3.0 3.1 3.3 3.3 3.6 3.4 3.8 3.3 4.1 3.8 3.5 3.5

平均 H17 3.3 3.4 3.4 3.6 3.4 3.5 3.3 3.7 3.3 3.7 3.7 3.5 3.5

H16 3.2 3.2 3.3 3.3 3.5 3.4 3.7 3.4 3.9 3.7 3.5 3.5

質問項目の順序は、平成17年度に合わせた。

実験に関
するアン
ケート

問1.　教
育目標、
評価方
法の説
明を受け
た

問2.　実
験のテキ
ストの内
容は適
切であっ
た

問3.　指
導や説
明は熱
意のある
十分なも
のであっ
た

問4.　実
験装置
や器具
等は、十
分整備さ
れていた

問5.  安
全や事
故に対す
る対策、
注意、説
明は十
分である

問6.  事
前に予習
等の準
備をして
から、実
験に臨ん
だ

問7.  知
的な良い
刺激を受
け、興味
を持って
取り組め
た

問8.  レ
ポートの
作成を通
して、理
解が深
まった

問9.  実
験内容
はシラバ
スに沿っ
ている

問10.　こ
の授業に
対する総
合評価を
5段階で
行ってく
ださい

H17 3.9 3.9 3.8 3.9 4.0 3.7 3.8 3.8 4.0 3.8

H16 3.9 3.5 3.6 3.7 3.8 3.4 3.7 3.6 3.8

実習に関
するアン
ケート

問1.　教
育目標、
評価方
法の説
明を受け
た

問2.　実
習のテキ
ストの内
容は適
切であっ
た

問3.　指
導や説
明は熱
意のある
十分なも
のであっ
た

問4.  実
習用機
械、装
置、器具
等は、十
分整備さ
れていた

問5.  安
全や事
故に対す
る対策、
注意、説
明は十
分である

問6.  事
前に予習
等の準
備をして
から、実
習に臨ん
だ

問7.  知
的な良い
刺激を受
け、興味
を持って
取り組め
た

問8.  レ
ポートの
作成を通
して、理
解が深
まった

問9.  実
習内容
はシラバ
スに沿っ
ている

問9.　こ
の授業に
対する総
合評価を
5段階で
行ってく
ださい

H17 3.9 3.9 3.8 3.9 3.9 3.3 3.7 3.7 3.9 3.7

H16 4.3 3.5 4.1 4.3 4.3 3.6 4.0 3.8 4.2

設計製
図に関す

るアン
ケート

問1.　教
育目標、
評価方
法の説
明を受け
た

問2.　設
計製図
のテキス
トの内容
は適切で
あった

問3.　指
導や説
明は熱
意のある
十分なも
のであっ
た

問4.  設
計製図
用の設
備・用具
等は、十
分整備さ
れていた

問5.　事
前に内容
を理解し
てから、
設計製
図に臨ん
だ

問6.　知
的な良い
刺激を受
け、興味
を持って
取り組め
た

問7.　課
題の作
成を通し
て、物作
りの理解
が深まっ
た

問8.　授
業の内
容はシラ
バスに
沿ってい
る

問9.　こ
の授業に
対する総
合評価を
5段階で
行ってく
ださい

H17 3.9 3.8 3.5 3.8 3.4 3.5 3.6 3.8 3.5

H16 4.1 3.6 3.6 4.0 3.4 3.7 3.8 3.9

情報処
理演習に
関するア
ンケート

問1.　教
育目標、
評価方
法の説
明を受け
た

問2.　情
報処理
のテキス
トの内容
は適切で
あった

問3.　指
導や説
明は熱
意のある
十分なも
のであっ
た

問4.  情
報処理
用の設
備がしっ
かり管理
されてい
た

問5.　事
前に内容
を理解し
てから、
演習に臨
んだ

問6.　知
的な良い
刺激を受
け、興味
を持って
取り組め
た

問7.  課
題の作
成を通し
て、情報
処理技
術の理
解が深
まった

問8.  演
習の内
容はシラ
バスに
沿ってい
る

問9.　こ
の授業に
対する総
合評価を
5段階で
行ってく
ださい

H17 3.9 3.8 3.6 3.9 3.1 3.6 3.7 3.8 3.7

H16 4.0 3.5 3.5 3.8 3.1 3.5 3.7 3.8

保健体
育に関す

るアン
ケート

問1.　教
育目標、
評価方
法の説
明を受け
た

問2.  実
技種目
の説明
や、ルー
ルの説
明は分
かりやす
い

問3.  授
業の内
容や進
度は、ク
ラス全体
の運動
能力や
技術レベ
ルに合っ
ている

問4.  実
技種目
の教え方
は、適切
で、わか
りやすい

問5.  要
求された
実技の
技術レベ
ルは、私
にとって
適切であ
る

問6.  私
はこの授
業に積極
的に取り
組んでい
る

問7.  こ
の授業
で、私は
体力、技
術が向
上する

問8.  授
業はシラ
バスに
沿ってい
る

問9.　こ
の授業に
対する総
合評価を
5段階で
行ってく
ださい

H17 4.2 4.1 4.0 4.0 3.8 4.3 3.9 4.2 4.2

H16 4.0 3.9 3.9 3.8 3.6 4.3 3.8 4.0

卒業研
究に関
するア
ンケー

ト

問1.　卒
業研究の
目的や目
標は，よ
く理解し
ている

問2. 卒
業研究に
は、興味
を持ち積
極的に取
り組んで
いる

問3.　卒
業研究の
テーマ
は，ある
程度自分
で決める
ことがで
きた

問4.　卒
業研究の
レベル
は，自分
の能力に
合ってい
る

問5.　卒
業研究を
行って，
多くの専
門的知識
を得た

問6.　卒
業研究の
経験は，
社会に出
てから役
に立つと
思う

問7.　卒
業研究を
通して、
デザイン
能力(自
ら課題を
解決する
能力)が
身につい
た

問8.　研
究に必要
なパソコ
ン、実験
器具、文
献検索環
境等は十
分整って
いる

問9.　卒
研指導教
員は、担
当する学
生を熱心
に指導し
ている

問10.
卒研指導
教員と、
研究方法
等につい
て十分議
論できて
いる

問11.
卒研指導
教員は、
卒研時間
に長時間
不在とす
るときは
適切な指
示や課題
を出して
いる

問12. こ
の卒業研
究に対す
る総合評
価を５段
階で行っ
てくださ
い

H17 4.2 4.1 3.6 3.6 4.0 3.8 3.6 3.7 3.9 3.7 3.8 4.0  
（出典 教育改善委員会議事録）
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授業アンケートで学生から聴取した意見を取りまとめ、自己点検・評価に反映している（資料９－

１－②－３）。 

資料９－１－②－３

学生の意見が反映されている自己点検評価・報告書の該当箇所 

 

資料８－１－②－４ 情報処理演習に関するニーズの把握 

 

 授業評価アンケートに、一項目「情報処理用の設備がしっかり管理されていたか」の設問がある。 

 １６年度 １７年度 

５段階の評点 ３．９ ３．４ 

 

Ｈ１７年度は新しいシステムの導入直後であり、大人数で利用すると反応が遅くなるトラブルがあっ

た。 

                                (出典 授業アンケート結果)

  

 

（出典 自己点検・評価報告書 平成 18 年２月発行 p.162）

 

授業アンケート以外の学生の意見を聞くシステムとしては、平成 17 年度から教育改善委員会が自

由記述のアンケート調査を実施することとなった（資料９－１－②－４）。 
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資料９－１－②－４

 

 

（出典 教育改善委員会議録）
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また、学習環境の評価に関する学生アンケートを実施しており、自己点検・評価に反映させている

（資料９－１－②－５）。 

資料９－１－②－５

学生に対するアンケート結果（平成17年11月実施） 

Ｑ クラブ施設・図書館・電算室等の施設について満足していますか 

たいへん満足している 112人 13.7%

ある程度満足している 448人 54.9%

どちらともいえない 128人 15.7%

あまり満足していない 94人 11.5%

全く満足していない 34人 4.2%

計 816人 100.0%

Ｑ 教室・実験室・トイレ・リフレッシュコーナー・更衣室等の施設について満足してますか 

たいへん満足している 129人 15.8%

ある程度満足している 425人 52.0%

どちらともいえない 169人 20.7%

あまり満足していない 75人 9.1%

全く満足していない 20人 2.4%

計 818人 100.0%

（出典 運営委員会で実施した総合アンケート調査）

 

アンケート以外の手段としては、準学士課程の１～５年生は学級担任や部活動の顧問に、専攻科生

は特別研究の指導教員に口頭で要望を伝えられるようになっている。これら要望は、必要に応じて、

各学科の学科会議や各種委員会で取り上げられ、議論される。このような形での学生の意見等の聴取

は非常に重要で、間接的に反映されている。また、学生相談室が専攻科・教育棟１階に設置している

学生相談箱には、教育の状況に関する要望が記載されたものも入っており、学生相談室から関係する

部門に伝えられる。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

平成13年度より継続的に学生に対して授業アンケートを実施している。学生に対しては質問項目毎

に全教員の平均値を掲示し、以前のアンケート集計結果と対比し周知させている。各教員の評価につ

いては、全教員の評価平均値と比較して各教員に通知されている。授業アンケートや学生アンケート

を実施しており自己点検・評価に反映させている。アンケート以外の手段として、学生の意見等は学

級担任、クラブ顧問、卒業研究・特別研究の指導教員を通して日常的に寄せられ色々な会議に反映さ

れている。また、学生相談箱が設置されて、教育の状況に関する要望も吸い上げることができるよう

になっている。 

以上のことから、学生の意見の聴取が行なわれており、教育の状況に関する自己点検・評価に適切

な形で反映されている。 
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観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）

の意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 

 

（観点に係る状況）  

平成14年度に準学士課程卒業生及び専攻科修了生、中学校、就職先に対して外部アンケート調査を

実施した。この集計・分析結果は、「教育改善諮問委員会中間報告書（平成１５年６月）」に反映さ

れている（資料９－１－③－１）。 

平成17年11月に卒業（修了）生及び就職先企業へのアンケートを実施し、その意見は平成18年２月

の自己点検・評価報告書に反映している（資料９－１－③－２）。 

資料９－１－③－１

教育改善諮問委員会中間報告書（平成１５年６月）（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課保管資料）
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これらのアンケート結果によれば在学時に身につけた資質・学力が職務上「十分である」「おおむ

ね十分である」と答えた率は約31％と少ない。これは、卒業生の専門性以外の資質・能力が不十分で

あり、それらが社内教育によって与えられたため、この様な回答結果になったものと思われる。これ

に対し就職先の企業の77％は、卒業（修了）生の学力レベルを高く評価している。卒業（修了）生自

身は、学力や資質・能力を十分に身につけているという自覚は薄いが、受け入れ企業は高く評価して

いるという異なる結果となった。 

資料９－１－③－２

卒業生及び就職先企業に対するアンケート結果（平成１７年１１月実施） 

Ｑ 在学時身に付けた学力や資質・能力は職務(学習）上に十分なものですか 

十分である 1人 1.0%

おおむね十分である 29人 30.2%

どちらともいえない 35人 36.5%

あまり十分ではない 19人 19.8%

全く十分ではない 12人 12.5%

計 96人 100.0%

 
Ｑ 貴社に入社した一関高専卒業生の学力レベルについて,全般的に見てどのように評価されて

いますか 

非常に高い 8社 9.2%

高い 59社 67.8%

普通 15社 17.2%

低い 0社 0%

その他 5社 5.8%

計 87社 100.0%

（出典 運営委員会で実施した総合アンケート調査）

 

（分析結果とその根拠理由）  

平成14年度に準学士課程卒業生及び専攻科修了生、中学校、就職先に対して外部アンケート調査を

実施し、「教育改善諮問委員会中間報告書（平成１５年６月）」に反映されている。平成17年11月に

卒業（修了）生及び就職先企業へのアンケートを実施した結果、卒業（修了）生自身は、学力や資質

・能力を十分に身につけているという自覚は薄いが、受け入れ企業は高く評価しているというもので

あった。これらは、平成18年２月の自己点検・評価報告書に反映している。 

以上のことより、学外関係者の意見が、教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映され

ている。 

 

 

観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けら

れるようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策

が講じられているか。 
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（観点に係る状況）  

本校の教育改善を進めるシステムは、計画（Plan）、実施（Do）、点検（Check）、改善

（Action）を連続させることによって、教育活動のスパイラルアップを図るように構築されている。

教育目標の設定は、企画会議、運営委員会の審議を経て校長が決定し、教員会議で全教員に周知され

る。設定された教育目標を達成するための教育活動の計画・実施等については教務委員会が審議・決

定するが、教育課程については教務委員会の下にカリキュラム検討専門部会を設置して審議・検討す

る。教員は授業内容や評価方法を定めてシラバスを作成し、教務委員会のチェックを受けて公開し、

授業を実施する。学習教育評価点検委員会は、シラバスどおりに授業が実施され、評価が適正に実施

されたこと及び規則に定める卒業・修了要件を満たしていることを点検する。学習教育評価点検委員

会及び第三者評価による点検結果に基づき、教育改善委員会が教育システム全体に関わる改善点を審

議し、各委員会等へ改善を諮問する（資料９－１－④－１）。平成17年度の教育改善委員会による具

体的な方策として、JABEEからの指摘事項に基づいて改善事項を審議し各委員会に諮問した事例を資

料９－１－④－２に示す。この諮問に対応して各委員会では指摘事項について検討し、その結果を教

育改善委員会に報告した（資料９－１－④－３）。 
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資料９－１－④－１

教育改善委員会から各委員会への諮問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教育改善委員会議事録）
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資料９－１－④－２

教育改善委員会から各委員会へ諮問した例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教育改善委員会議事録）
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資料９－１－④－３

各委員会から教育改善委員会への報告（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教育改善委員会議事録）

平成１８年３月９日 
 
教育改善委員会委員長 殿 
 

専攻科長 佐藤昭規 
 

教育改善委員会からの要望について 
 

学習教育評価点検委員会の「平成１６年度点検結果」について 
 「表記について、貴委員会に関わる事項として、 
   １６年度修了生については、特に本校外からの入学生に対して種々の手当をし、

全員が修了要件を満たし修了した。 
との報告がなされました。 

教育改善委員会で検討した結果、本校外からの入学生に特別な手当を施すことには問

題があるので、そのような志願者には事前の説明を行うとともに、未修得の科目等があ

る場合には本科の授業を受講させる等により対応すべきである、との結論を得ました。 
 ついては、今年度以降の入学者については、上記を踏まえ適切な対応を取られますよ

う要望します。」（平成１７年５月３０日） 
 

上記の教育改善委員会の要望を受け、平成１７年６月６日の専攻科運営委員会で確認

しました。 
 

 このことの関し、すでに１７年度宮城高専からの入学生に対し、入学前の平成１７年

１月６日に本人および保護者に対し、専攻科長、生産工学専攻主任および学生課長より、

専攻科修了要件に JABEE 教育プログラム修得が必要なことを説明し、専攻科入学後に

本科の科目を履修する必要があることを説明しました。 
 これに対し、本人および両親に対しても了承を頂きました。 
 

また、平成１８年度専攻科学生募集要項の入学案内の中に、「・・・他高専出身者及

び社会人特別選抜該当者は、出願前に担当係にご相談下さい。」の記載、平成１９年度

版には出願に関する注意事項の中に、「教育プログラムの関係で、他高専出身者は、出

願前に担当係にご相談下さい。」の記載を予定しており、事前に履修について説明する

ことにしております。 
 
 現在も、上記要望通り、本校外からの入学生に特別な手当を施すことなく対応してお

り、来年度もその対応に変わりないことを確認し、あらためて返答致します。 
 

以上 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の教育改善を進めるシステムは、計画（Plan）、実施（Do）、点検（Check）、改善

（Action）を連続させることによって、教育活動のスパイラルアップを図るように構築されている。

平成17年度の教育改善委員会による具体的な方策として、JABEEからの指摘事項に基づいて改善事項

を審議し各委員会に諮問し、この諮問に対応して各委員会では指摘事項について検討し、その結果を

教育改善委員会に報告した。 

以上のことより、各種の評価の結果を教育の質の向上、改善に結び付けられるようなシステムが整

備され、教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策が講じられている。 

 

 

観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 

 

（観点に係る状況） 

学生に対する授業に関するアンケートは、平成13年度以降毎年実施されており、各教員はアンケー

ト結果を踏まえた授業改善の報告書（資料９－１－⑤－１）を作成している。当初は校長に提出され

ていたが、平成17年度後期より教育改善委員会に提出されることになった。そのコメント内容や科目

の集計結果は全教員（非常勤を含む）に公開される。また、平成15年度より、毎年教員間で授業を公

開している。授業公開の形態は、平成15、16年度は学科内のみであったが、平成17年度は授業アンケ

ートにおける評価の高い教員の授業を、学科の垣根を越えて全教員に対して公開した。さらに、公開

授業後に意見交換会を行い、授業をより良くするための討論を行った（資料９－１－⑤－２）。 

 

資料９－１－⑤－１

授業改善報告書（コメント）の集計結果通知 

平成 18 年 6 月 5 日 

教員、各位 

教育改善委員会委員長 

梅野 善雄 

 

平成 17 年度後期授業アンケートの結果と 

それに対する教員コメントについて 

 

平成 17 年度後期の授業に対する学生の授業アンケートや自由記述による授業の感想を受けて、各科目のコ

メントがまとまりましたので、その結果をここにお届けします。 

学生による授業評価は、直接授業を受けた学生の感想を知ることにより、各教員が自分の授業を振り返っ

てより良い授業とするための資料としてもらうことにあります。学生側の感想が教員にとって厳しいもので

あった場合、その原因には様々なものがあると思われます。主なものとしては、教え方に関する技術的な事

に関すること、教授内容のレベルと学生の能力との適合性に関すること、学生自身の学習姿勢に関するこ
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と、学生の興味関心の方向性に関すること、あるいは教員側の学生との接し方に関することなどが考えられ

ますが、多くの場合はこれらのことが複合的に絡み合っていると思われます。このうち、技術的な事に関し

ては、今年度の教育改善研究集会でも取り上げて全体のレベルアップを図っていきたいと考えております。 

今回は、学生による自由記述の感想も書いてもらいました。中には的はずれな指摘もあったかもしれませ

んが、その一方では、かなり本質をついた指摘もあったと思われます。いずれにおいても、教育改善委員会

としては、「学生はその授業をどのように感じたか」をその科目の担当教員に直接知ってもらうことができ

ただけでも、この調査の意義は十分あったと判断しております。また、個々の科目のコメント内容も教員間

で公開させていただくことにしました。その結果を受けて学生による授業評価と学年末の成績との関連性を

調べてみたところ、これらの間に特に大きな関連性は認められませんでした。つまり、成績評価が良いこと

と、学生による授業評価が良いこととは必ずしも結びついてはいません。高い授業評価を得ている科目は、

おしなべて「問 2：授業内容はよく理解できた」「問 5：説明は分かりやすい」という項目の評価が高いこと

を考えると、「分かりやすく理解できる授業であるかどうか」ということに尽きると思われます。我々教員

側としては、常にそのことを意識した授業を心掛けて、継続的な改善を図っていくしかないと思われます。 

各先生方が担当する科目の授業改善を考える上で、この一連の授業評価に関する結果を少しでもお役に立

てていただければ幸いです。 

（出典 教育改善委員会保管資料）
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資料９－１－⑤－２

 

                         （出典 平成１７年９月教員会議資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学生の授業に関するアンケート結果を踏まえ、教員は授業改善の報告書を作成して教育改善委員会

に提出することにより、学校は教員の改善活動状況を把握している。コメント内容や科目の集計結果

は全教員（非常勤を含む）に公開している。評価の高い教員の授業を公開し、意見交換会を行って、

参加者相互の授業改善を図っている。 

以上のことより、個々の教員は、評価結果に基づいて、それぞれの質の向上を図るとともに、授業

内容、教材、教授技術等の継続的改善を行っている。また、個々の教員の改善活動状況を、学校とし

て把握している。 

 

 

観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 

 

（観点に係る状況）  

各教員の専門分野は「研究テーマ一覧」（資料９－１－⑥－１）に示すとおりであり、準学士課程

５年生の卒業研究と専攻科生の特別研究のテーマは一覧（資料９－１－⑥－２）に示すとおりである。

これらの資料から、学生の研究にそれぞれの教員の研究内容が反映されていることがわかる。教員の

専門分野における研究過程を教育に役立てている例として、学生の学外発表を資料９－１－⑥－３に

示す。教育方法の改善についての研究を授業に生かしている例として、グラフ電卓の数学教育への活

用があり（資料９－１－⑥－４）、その成果としてグラフアート・コンテストの受賞がある（資料９

－１－⑥－５）。 
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資料９－１－⑥－１

教員研究テーマ等一覧（抜粋） 

(1) 機 械 系 

氏   名 専門分野     研 究 テ ー マ         研究キーワード 
佐々木 世 治 熱 工 学 

設 計 法 
・合金の熱物性値の多重同時測定法に関する研究 
・液体の微粒化 
・コンピュータの利用技術 

熱物性、数値解析、微粒
化、スターリングエンジン

吉 田 武 司 機 械 工 作 
・硬ぜい材料の精密加工に関する研究 
・機械工作の自動化に関する研究 
・ＹＡＧレーザ加工に関する研究 

超砥粒ホイール、ツルーイ
ング、ドレッシング、ファ
インセラミックス 

佐 藤 昭 規 材 料 工 学 
金属表面工学 

・金属の溶解速度の方位依存性に関する研究 
・ステンレス鋼の孔食挙動に関する研究 
・アモルファス合金の結晶化と耐食性に関する研究 

環境ぜい化、ステンレス
鋼、 
粒界腐食、溶解速度、結晶
方位、孔食、単結晶 

佐 藤 清 忠 電 子 回 路 学 
情 報 処 理 学 

・リモートセンシングの画像解析に関する研究 
・地理情報システム構築に関する研究 

リモートセンシング 
画像解析、地理情報 

沼 崎 敏 男 材 料 力 学 
機械材料工学 

・表面改質材の環境強度特性 
・HVOF溶射皮膜の形成と物性の解明 
・ハステロイ溶射被覆処理鋼材の腐食疲労強度の改

善 

環境強度、腐食疲労、 
表面改質、溶射、皮膜、 
ハステロイ 
 

佐 藤 高 志 機 械 制 御 
機 械 設 計 

・全方向自在移動電動車の開発 
・全方向倒立振子の姿勢制御 
・パソコンによる機械の制御 
・二重倒立振子の姿勢制御 

移動ロボット、姿勢制御 

根 津 辰 行 

特殊材料工学 
計 算 工 学 
破 壊 力 学 
品 質 工 学 

・静的および繰り返し負荷によるセラミックスの損 
  傷と、き裂進展に関する研究 
・オーステナイト系部材の高温下における腐食摩耗 
  現象の特性挙動 
・小型蒸発式燃焼器の燃焼特性に及ぼす空気流入位 
  置の影響 

非線形破壊力学 
弾塑性有限要素法 
高温腐食と摩耗 
セラミックスき裂進展速度

畠 山 信 夫 
混 相 流 工 学 
数値流体工学 
地熱開発工学 

・気液・固液二相流動及び気液固三相流動に関する 
  研究 
・混相流工学に関する数値シミュレーション 
・地熱利用技術に関する研究 
・表計算による流体工学の技術計算に関する研究 

気液二相流、固液二相流、
気液固三相流、数値シミュ
レーション、地熱ヒートポ
ンプ、表計算流体力学 

星     朗 
エネルギー・  
環境工学 
熱 工 学 

・自然エネルギー利用に関する研究 
・エネルギー貯蔵技術に関する研究 
・高効率エネルギーシステムに関する研究 

ソーラーコレクタ 
潜熱エネルギー貯蔵 
ヒートポンプシステム 
スターリングエンジン 

関 根 孝 次 振 動 工 学 
機 械 力 学 

・複合材料から成る連続体の振動と減衰に関する研 
  究 

積層構造物、ＦＲＰ 
複合材料 

藤 原 康 宣 メカトロニクス ・柔軟物操作に関する研究 
・ロボットによる器用な作業の実現 

メカトロニクス 
ロボティクス 

新 川 真 人 塑 性 加 工 学 ・湾曲及び螺旋形状制御押出し加工法の開発 材料流動制御 
ＦＭＳ 

（出典 「地域連携」パンフレット）
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資料９－１－⑥－２

卒業研究、特別研究テーマ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学校だより）
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資料９－１－⑥－３

学生の学外発表資料（平成１６年度） 

 

＜公表論文＞ 

 

○「ワカメの産地推定」 

貝原巳樹雄（一関高専），稲葉光一，菊池紀之，佐藤 稔（一関高専 本科） 

Journal of Computer Aided Chemistry, Vol.5（１６年） 

 

○「混合溶媒中のイソプレンと無水マレイン酸の反応速度定数の相関」 

加藤治雄（一関高専），伊藤 優（一関高専 専攻科），米澤節子，本田克美，荒井康彦（九大院

工） 

素材物性学雑誌 第 17 巻 第 2 号（１７年） 

 

＜口頭発表＞ 

 

○「SUS316 鋼単結晶の NaBr 溶液中の孔食挙動」 

佐藤昭規（一関高専），小田洵太（一関高専 専攻科） 

材料と環境 2004 （１６年４月） 

 

○「二重境膜剥ぎ取り(DFR)熱交換器の伝熱特性」 

千葉陽一（一関高専），照井 剛（一関高専 本科），高嶋あつ也（一関高専） 

第 41 回日本伝熱シンポジウム（１６年５月） 

 

○「ステンレス鋼単結晶を用いた孔食挙動」 

小田洵太（一関高専 専攻科），佐藤昭規（一関高専） 

日本素材物性学会平成１６年度（第１４回）年会（１６年６月） 

 

○「対向空気流の画像データ処理による可視化」 

佐藤 要（一関高専），千葉陽一（一関高専），栗野（旧姓 姫路）智幸，小巖和紀，熊谷忠弘（一

関高専 本科），高嶋あつ也（一関高専） 

可視化情報 Vol.24 suppl. No.1 （１６年７月） 

 

                       （出典 学外における学生発表記録）
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資料９－１－⑥－４

グラフ電卓を数学教育に活用している例 

 

                           （出典 一関高専ウェブサイト） 
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資料９－１－⑥－５

第２回関数グラフアート全国コンテスト受賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 関数グラフアート全国コンテスト記録）
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（分析結果とその根拠理由）  

学生の卒業研究や専攻科特別研究には、それぞれの教員の研究内容が反映されている。教員の専門

分野における研究過程を教育に役立てている例として、学生の学外発表がある。教育方法の改善につ

いての研究を授業に生かしている例として、グラフ電卓の数学教育への活用があり、その成果として

グラフアート・コンテストの受賞がある。 

以上のことより、教員の研究活動が教育の質の改善に寄与している。 

 

 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

本校にはファカルティ・ディベロップメントに関する委員会として教育改善委員会が設置されてお

り、その規則及び活動状況等を資料９－２－①－１、資料９－２－①－２に示す。この委員会が主体

となって、学生による授業評価アンケートや授業公開等を実施して教員の資質向上に努めている（資

料９－２－①－３）。さらに本委員会では各種研究集会を実施し、平成15年度より年２回の教育改善

研究集会と年１回の厚生補導研究会を企画、実施している。年２回の教育改善研究集会のうち、１回

は学校内の教員の研究発表または研修会参加報告を、もう１回は外部講師を招聘して講演会を行って

いる（資料９－２－①－４）。平成15～17年度の厚生補導研究会では構成的グループエンカウンター

の講演と実習が行われた。この研修会は、学生同士のコミュニケーションの促進を図り、教員がその

手法を学ぶことを目的としたユニークで効果的なものであった（資料９－２－①－５）。 

  

資料９－２－①－１

○一関工業高等専門学校教育改善委員会規則 

（平成１５年６月１２日制定）

（設置） 

第１条 一関工業高等専門学校運営組織規則（平成１７年７月１４日全部改正）第２７条の規定基づき、一関工業

高等専門学校教育改善委員会（以下「委員会」という。)を置く。 

（目的） 

第２条 委員会は、ファカルティ・ディベロップメント（教育内容及び教育方法を改善し、向上させるための組織

的な研究、研修。（以下「ＦＤ」という。）)を推進し、これに積極的に取組むことにより、一関工業高等専門学

校における教育の改善を図ることを目的とする。 

（審議事項等） 

第３条 委員会は、校長の諮問に応じて、前条の目的を達成するため､次の事項を審議する。 

一 ＦＤに関する事項 

二 「生産技術情報システム工学」プログラムの改善に関する事項 

三 その他教育改善に関する事項 

（組織） 

第４条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

 一 副校長（教務主事） 

 二 校長補佐（専攻科長） 

 三 各学科及び一般教科（人文社会系・自然科学系）の教員のうち校長が指名した教員各１名 

 四 学生課長 

 五 その他校長が必要と認めた者 

２ 前項第３号および第５号に掲げる委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

３ 欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き、校長が指名する者をもって充てる。 
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２ 委員長に事故ある時は、委員長の指名した委員がその職務を代行する。 

（委員以外の出席） 

第６条 委員長は、必要があると認めた場合は、委員以外の者を出席させ、その意見を求める 

 ことができる 

（専門部会） 

第７条 委員会に特定の事項を調査・検討等するため専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会の部会長及び専門委員は、委員長が指名する。 

３ 専門部会での検討結果は、委員会に報告するものとする。 

（報告） 

第８条 委員長は、会議で審議した事項を総括して校長に報告するものとする。 

（事務） 

第９条 委員会の事務は、学生課が行う。 

 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会）

  

資料９－２－①－２

教育改善委員会の活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 ウェブページ（教育改善への取り組み））
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資料９－２－①－３

平成 17 年 7 月４日 

教員各位 

教育改善委員会委員長 

平成１７年度公開授業実施要項 

平成 17 年度の公開授業を下記により行いますので、お知らせします。 

記 

期日：平成 17 年 7 月 11 日(月)～7 月 15 日(金) 

授業教員：星朗先生、明石尚之先生、伊藤博先生、長谷川淳一先生、千葉圭先生 

日程： 
期日 1・2 校時 3・4 校時 5・6 校時 7・8 校時 
7/11(月)    総英 

(3C-5 校時) 
 

7/12(火)     総英 
(3E-7 校時) 

7/13(水) 精密分離 
 工学(5C) 

   

   総英 
(3E) 

 

  工業力学 
(3S) 

 7/14(木) 
   熱力学 

(4M) 
 

7/16(金)  電磁気 
(3E) 

  総英 
(3C) 

 

参観方法：教室の後の入り口から入り、授業の妨げにならないように配慮してください。 

参観の所感：各自の授業との関係もあるとは思いますが、少なくとも１つ、できれば２

つ以上の授業を参観いただき、その感想を別紙に記入の上、7 月 20 日(水)までに

教育改善委員会委員長宛に提出してください。（梅野のメールボックスに入れてく

ださい。） 

意見交換会：参観された先生方の所感は、授業をされた先生方にお渡しします。その結

果をもとに、授業をされた先生方と教育改善委員との間で意見交換会を実施予定

です。期日は追って連絡します。その会への参加を希望される方は、ご自由にご

参加ください。意見交換の概要をまとめたものは、全教員に配布予定です。  

（出典 教育改善委員会保管資料）
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資料９－２－①－４

教育改善研究集会の実施状況 

教育改善研究集会 

 

*** 平成１７年度 ***  

☆２００６年２月２日（木） 

「平成１７年度 第２回教育改善研究集会」の実施 

講師：吉武清實先生（東北大学高等教育開発推進センター教授）  

演題：抑うつ症状や自殺念慮を持つ学生への対応について 

会場：一関高専 第１講義室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆２００５年１０月２７日 

「平成１７年度 第１回教育改善研究集会」の実施 

＜研究会参加報告＞ 

  (1) 独立行政法人国立高等専門学校機構主催 

      平成 17 年度高等専門学校教員研修[クラス経営・生活指導研修会] 

         「生活指導上の危機管理」（報告者：渡辺仁史） 

  (2) 独立行政法人国立高等専門学校機構主催 

      平成 17 年度高等専門学校教員研究集会（報告者：梅野善雄） 

＜研究発表＞ 

授業における IT の利用（発表者：小保方幸次） 

 

☆２００５年８月２３日 

「平成１７年度厚生補導研究会」の実施 

講師：小野寺正己先生（盛岡市子ども科学館 学芸指導主事） 

演題：構成的・グループエンカウンターの実際 

会場：(財)岩手県南技術研究センター 研修室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 ウェブページ（一関高専の教育改善への取り組み））
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資料９－２－①－５

平成 15 年度厚生補導研究会の記録 

（出典 ウェブページ（一関高専の教育改善への取り組み））
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また、各種評価や学修単位の導入、インターネット犯罪等、高専を取り巻く内外の教育環境の急激

な変化に対し、３回にわたり教員研究集会を行い全教員が共通認識を深めた（資料９－２－①－６）。 

資料９－２－①－６

教員研究集会（１／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課保管資料）
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資料９－２－①－６

教員研究集会（２／２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課保管資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校にはファカルティ・ディベロップメントに関する委員会として教育改善委員会が設置されてい

る。この委員会が主体となって、学生による授業評価アンケート、授業公開、各種研究集会を実施し、

教員の資質の向上に努めている。さらに、構成的グループエンカウンターにより、教員が学生のコミ

ュニケーションを図る手法を学んだ。 

以上のことより、ファカルティ・ディベロップメントについて、組織として適切な方法で実施され

ている。 

 

 

観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 

 

（観点に係る状況）  

授業アンケートの実施後、各教員はアンケートの集計結果に基づいて自己分析を行い、改善報告書

を作成して教育改善委員会に提出することになっており、改善すべき点を自覚することができる。教

育改善委員会はアンケート結果について分析しており、その結果を教員にフィードバックしている。

各教員はそれらを基に翌年度における授業改善・スパイラルアップに努めている。その結果、平成

16 年度から 17 年度にかけての授業アンケートの結果では、いくつかの項目で平均値の上昇が見られ

た。（資料９－１－②－２、256 ページに前出）。ただし、実習などでは、平均が低下している項目

が多いので、その原因については現在検討中である。質問項目の変更 

ファカルティ・ディベロップメントが授業の改善に結びついた一例として構成的グループエンカウ

ンターの手法の利用があり、約７割の教員がその手法や教育効果について体験し、教員間の連携にも

寄与した。その中で幾人かの教員は実際のガイダンスや校外オリエンテーションで学生に対して実施

し、学生間のコミュニケーションの円滑化に役立てることができた。 

教員研究集会等のファカルティ・ディベロップメント活動は、教員の意識の改革や教育手法の改善

に大きく寄与しており、今後その効果が期待される。 
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（分析結果とその根拠理由）  

本校のファカルティ・ディベロップメントにおいて、授業アンケートの結果を受けての教育改善の

成果として、平成 16 年度と 17 年度を比較すると、いくつかの項目で平均値の上昇が見られた。ただ

し、実習などでは、平均が低下している項目が多いので、その原因については現在検討中である。 

構成的グループエンカウンターの手法は、学生間のコミュニケーションの円滑化を図る上で非常に

有効である。また、教員研究集会等のファカルティ・ディベロップメント活動は、教員の意識の改革

や教育手法の改善に大きく寄与しており、今後その効果が期待される。 

以上のことより、ファカルティ・ディベロップメントが、教育の質の向上や授業の改善に結び付い

ている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・PDCA のサイクルの中で、学習教育評価点検委員会や外部評価の点検結果を受け、教育改善委員

会は各委員会に改善事項を要望するシステムになっているが、それぞれの委員会への改善要望と

それらに対する回答が確実に寄せられており、PDCA が機能している。 

・16 年度と 17 年度の授業評価アンケートの結果、授業内容は多くの点で改善されている。 

・本校で実施している「構成的グループエンカウンター」の手法は、学生間のコミュニケーション

を図る上で大きな成果を上げている。 

・授業アンケートは平成14年度からWEB入力方式をとっている。このため、アンケートの記入の時

間を授業時間に確保する必要がなく、回答結果の集計を効率よく、迅速に行うことができる。 

・ファカルティ・ディベロップメントに関する情報公開は、学校のホームページで「一関高専にお

ける教育改善の取り組み」と題して、詳細に行っている。 

 

（改善を要する点）  

・授業公開は、平成15年度より実施しているが、評価の高い教員の授業にとどまっており、改善の

余地がある。 

 

 

（３）基準９の自己評価の概要 

 

本校における教育活動を含めた総合的な点検・評価は運営委員会が行っており、各教員の教育の実

施状況に関する資料の収集、蓄積及び点検は、学習教育評価点検委員会が行う体制になっている。成

績評価関係資料は、資料室に保存され、成績評価関係資料以外の教育活動全般に関する主な資料は、

それぞれの部署で適切に収集・保存されている。平成 13 年度より継続的に学生に対して授業アンケ

ートを実施しており、全教員の改善結果を学生に周知している。学生の意見等は学級担任、クラブ顧

問、卒業研究・特別研究の指導教員を通して日常的に寄せられ色々な会議に反映されている。また、

学生相談箱が設置されて、教育の状況に関する学生の要望も吸い上げることができるようになってい
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る。平成 14 年度及び平成 17 年度に、卒業（修了）生及び就職先企業へのアンケートを実施し、自己

点検・評価報告書に反映している。本校の教育改善を進めるシステムは、計画（Plan）、実施（Do）、

点検（Check）、改善（Action）を連続させることによって、教育活動のスパイラルアップを図るよ

うに構築されている。平成 17 年度の教育改善委員会による具体的な方策として、改善事項を各委員

会に諮問し、各委員会ではこの指摘事項について検討し、その結果を教育改善委員会に報告した。学

生の授業に関するアンケート結果を踏まえ、教員は授業改善の報告書を作成して教育改善委員会に提

出することにより、学校は教員の改善活動状況を把握している。コメント内容や科目の集計結果は全

教員（非常勤を含む）に公開している。評価の高い教員の授業を公開し、意見交換会を行って、参加

者相互の授業改善を図っている。 

ファカルティ・ディベロップメントに関することは教育改善委員会が主体となって行い、学生によ

る授業評価アンケート、授業公開、各種研究集会を実施し、教員の資質の向上に努めている。さらに、

構成的グループエンカウンターにより、教員が学生のコミュニケーションを図る手法を学んだ。本校

のファカルティ・ディベロップメントにおいて、授業アンケートの結果を受けての教育改善の成果と

して、平成16年度と17年度を比較すると、いくつかの項目で平均値の上昇が見られた。構成的グルー

プエンカウンターの手法は、学生間のコミュニケーションの円滑化を図る上で非常に有効である。ま

た、教員研究集会等のファカルティ・ディベロップメント活動は、教員の意識の改革や教育手法の改

善に大きく寄与しており、今後その効果が期待される。 
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基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の資産は、平成16年４月１日の独立行政法人化により、校地のうち国有地分(3,685㎡)及び施

設・設備を国から独立行政法人国立高等専門学校機構（高専機構）に現物出資され、本校が使用して

いる（資料10－１－①－１）。 

また、法人所有以外の校地等（90,827㎡）は岩手県、職員宿舎用地（2,033㎡）は一関市の所有地

で、本校開校時から借り上げ契約を締結しており、運営費交付金により毎年土地借料が措置されてい

るため今後も借り上げ契約を継続することとなるが、平成15年度概算要求から不動産購入費を計上し、

高専機構本部に対して買い上げによる取得を要求している。 

なお、起債は高専機構が一括して行うため、平成17年度貸借対照表からも分かるとおり本校独自の

債務はない（資料10－１－①－2）。 

資料10－１－①－１

「学校用地及び施設の概要」 

土 地                                                                     単位：㎡ 

総面積 96,545 法人所有地 3,685､県有地 90,827､市有地 2,033 

校 舎 等 

学 生 寮 

39,101

      9,521

運 動 場 

職員宿舎 

41,831

      6,092

建 物                                                                       単位：㎡ 

建 物 名 称 延面積 建 物 名 称 延面積 

管理・教育棟 

機械工学科棟 

電気情報工学科棟 

物質化学工学科棟 

物質化学工学科新棟 

制御情報工学科棟 

専攻科・教育棟 

地域共同テクノセンター 

機械実習工場 

物質化学実習工場 

電気工作室 

第１体育館 

第２体育館 

武 道 館 

プール更衣室 

図 書 館 

      4,597

      2,063

      2,048

      2,295

        489

        791

      2,714

        480

        663

        400

         52

      1,119

        914

        335

         48

      1,649

電子計算機室 

福利厚生施設              

学 生 寮            

合宿研修施設               

課外活動部室               

体育器具庫                 

守 衛 室              

ボイラー室                 

車  庫     

実験廃水処理施設  

生活廃水処理施設 

燃料庫等 

物品倉庫                   

渡り廊下                   

屋外便所                   

非常勤講師等宿泊施設       

        304

        756

      6,396

        171

        212

        130

         13

        198

        152

         88

         38

         69

        108

        148

         38

         50

       小  計 29,528

職員宿舎（25戸） 1,290

         合  計 30,818

（出典 国立大学法人等施設実態調査台帳）
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資料10－１－①－2 

一関工業高等専門学校貸借対照表 

 平成１７年度 貸借対照表(平成18年3月31日現在)                               単位：円 

資産科目 資産金額 負債・資本科目 負債・資本金額 

［資産の部］ 

流動資産 

現金及び預金  

棚卸資産 

未収入金 

前払費用 

固定資産 

有形固定資産 

建物 

建物減価償却累計額 

構築物 

構築物減価償却累計 

車両運搬具 

車両運搬具減価償却累計額 

工具器具備品 

工具器具備品減価償却累計額 

土地 

建物仮勘定 

無形固定資産  

特許権 

ソフトウェア 

電話加入権 

投資その他の資産 

長期前払費用 

 

[本支店勘定] 

[本支店]機構本部 

 

合   計 

2,622,730,179

293,274,688

291,866,629

431,713

21,860

954,486

2,329,455,491

2,325,795,408

2,384,023,786

-487,576,701

296,151,774

-89,442,455

4,793,748

-1,565,074

199,360,615

-80,765,285

92,100,000

8,715,000

3,654,753

3

3,368,750

286,000

5,330

5,330

-7,914,192

-7,914,192

2,614,815,987

［負債の部］  

流動負債 

運営費交付金債務 

預り寄附金 

前受受託研究費等 

未払金 

未払費用 

預り金 

固定負債 

資産見返負債 

長期未払金 

 

［資本の部］ 

資本金 

資本剰余金 

資本剰余金 

損益外減価償却累計額 

損益外固定資産除売却差額 

利益剰余金 

当期未処分利益 

 

 

 

 

 

 

 

 

合   計 

445,767,637

319,691,260

329,391

18,275,535

1,000,000

249,172,075

43,701,077

7,213,182

126,076,377

105,420,942

20,655,435

2,169,048,350

2,754,487,802

-585,547,606

9,211,000

-593,811,214

-947,392

108,154

108,154

  2,614,815,987

（出典 一関工業高等専門学校貸借対照表）

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校は教育研究活動を将来的に安定して遂行するために必要な校舎・設備等の資産を有している。 

校地の大部分は岩手県から、職員宿舎用地は岩手県及び一関市からの借地であり、借り上げ契約を

継続しているが、県有地については買い上げによる取得を要求している。また、本校独自の債務はな

い。 

以上のことから、本校は必要な資産を確保しており、過大な債務はない。 

 

 

観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 
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（観点に係る状況）  

本校の経常的収入は、授業料・入学料・入学検定料・寄宿料及びその他の自己収入と運営費交付金

であり、事業遂行に必要な経費と自己収入との差額が高専機構から運営費交付金として措置されてい

る（資料10－１－②－１）。 

自己収入の大半を占める学生のからの収入に関しては、岩手・宮城両県における中学校進路指導教

諭に対する入試説明会の開催、岩手県全域及び宮城県北部の各中学校に出向いての学校説明、本校の

外に盛岡市及び釜石市に入学試験場を設定する等、入学志願者と学生の確保に努めている。 

また、科学研究費補助金（科研費）、企業等からの受託研究費・共同研究費・寄附金等外部資金の

受け入れにも努力しており、近年は受入金額が増加している（資料10－１－②－２）。 

運営費交付金については、国から高専機構を通じて、今後も継続的に交付されるものであり、経常

的収入は安定的に確保されている。 

資料10－１－②－１

「一関工業高等専門学校収入状況の推移」 
                                                                          単位：千円 

区   分 １５年度 １６年度 １７年度 18年度(5/31現在)

運 営 費 交 付 金 1,293,490 1,232,065 60,028

授 業 料 

入学料及び検定料 

寄 宿 料 

そ の 他 

外 部 資 金 

小  計 

180,180

       24,735

        2,807

        3,681

       23,138

      234,541

161,481  

22,095  

2,798  

4,860  

45,948  

237,182

185,944  

22,157 

          2,886 

          4,439 

         57,698 

        273,124 

87,623

            132

          2,734

          2,447

          9,510

        102,446

合  計 234,541 1,530,672 1,505,189 162,474

（出典 会計課保管資料）

 

資料10－１－②－２

「一関工業高等専門学校外部資金受入状況の推移」 
                                                                           単位：千円 

１５年度 １６年度 １７年度 18年度(5/31現在)
区  分 

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 

科 研 費 

受託研究費 

共同研究費 

受託事業費 

寄 附 金 

3 

4 

1 

0 

13 

5,100 

   4,342 

     500 

       0 

  13,196 

7

7

4

1

21

 14,300

  4,509

 10,425

     10

 16,704

6

   4

   6

   1

  18

   9,900  

19,532  

13,275  

8  

14,983

5 

1 

0 

0 

6 

4,200

6,831

0

0

2,679

計 21 23,138 40 45,948 35 57,698 12 13,710

（出典 会計課保管資料）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校の経常的収入は、学生からの諸納金であるが、学生数は定員を充足し、入学志願倍率も２倍前

後を維持しており、継続的に収入を確保している。 

また、科研費、受託研究費等の外部資金についても受入の確保に努めており、受入金額が増加して

いる。 

さらに、運営費交付金については、国から高専機構を通じて継続的・安定的に交付されている。 

以上のことから、本校は教育研究活動を安定して遂行するための、経常的収入が確保されている。 
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観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

 

（観点に係る状況） 

高専機構会計規則第17条に、高専機構理事長は毎事業年度開始前に独立行政法人通則法第31条第１

項に定める年度計画に基づいて予算実施計画を作成し、これに基づいて収入及び支出を管理しなけれ

ばならないこと、及び同規則第18条に、第17条で作成した予算実施計画に基づく予算額を各高専契約

担当役（本校では事務部長）及び出納命令役（本校では事務部長）に通知するものと規定されている

（資料10－２－①－１）。 

また、高専機構会計事務取扱規則第10条に、高専機構理事長は会計規則第17条に基づく予算実施計

画を作成したときは、収支計画及び資金計画を併せて作成すること、さらに同規則第11条に、出納命

令役は、会計規則第18条の予算実施計画に基づく予算額の通知を受けたときは、帳簿に登記するもの

と規定されている。（資料10－２－①－２） 

本校においては、毎年５月に翌年度の予算実施計画等の作成資料として、収入・支出の見積額を概

算要求関連資料にまとめて機構本部に報告し、これを基に作成された予算実施計画により年度当初に

収支予算額が通知される。 

学内における予算執行計画については、財務委員会で学内予算配分方針を審議決定のうえ、運営委

員会へ報告し、これに基づき適正に予算配分しており、教員会議で教職員に周知している。 

資料10－２－①－１

「高専機構会計規則」（抜粋） 
（予算実施計画の作成） 

第１７条 理事長は，毎事業年度開始前に通則法第３１条第１項に定める年度計画に基づいて，予算実施計画

を作成し，これに基づいて収入及び支出を管理しなければならない。 

２ 理事長は，機構の効率的，効果的な運営に常に配慮するものとする。 

（予算実施計画の通知） 

第１８条 理事長は，前条で作成した予算実施計画に基づく予算額を契約担当役及び出納命令役に通知するも

のとする。 

                     （出典 独立行政法人国立高等専門学校機構規則第34号）

 

資料10－２－①－２

「高専機構会計事務取扱規則」（抜粋） 
（予算実施計画の作成） 

第１０条 理事長は会計規則第１７条第１項の規定に基づく予算実施計画を作成したときは，収支計
画及び資金計画を併せて作成するものとする。 

（予算実施計画額の登記） 
第１１条 出納命令役は，会計規則第18条の予算実施計画に基づく予算額の通知を受けたときは，帳

簿に登記するものとする。 

                                （出典 独立行政法人国立高等専門学校機構規則第36号）

 

（分析結果とその根拠理由）  

予算実施計画、収支計画及び資金計画は、各高専からの収入・支出の見積額を基に高専機構理事長

が作成し、予算額を各高専に通知する。 

また、予算執行計画については、通知された予算額を基に財務委員会で学内予算配分方針を審議決
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定のうえ運営委員会へ報告し、適正に配分しており、教員会議で教職員に周知している。 

 

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

 

（観点に係る状況） 

本校には、高専機構から事業年度毎に収支予算額が示され、各四半期毎に本校が提出する資金送金

調書に基づき必要な資金が送金されており、その額を超えて支出することはできないため、支出超過

にはなり得ない構造になっており、平成17年度損益計算書によって確認することができる（資料10 

－２－②－１）。 

資料10－２－②－１

一関工業高等専門学校損益計算書 

 平成１７年度 損益計算書（平成17年4月1日～平成18年3月31日）                  単位：円 

勘定科目 金  額 勘定科目 金  額 

［経常費用］ 

業務費 

教育・研究経費 

教育研究支援経費 

受託研究費 

受託事業費 

教員人件費 

常勤教員給与 

非常勤教員給与 

職員人件費 

常勤職員給与 

非常勤職員給与 

一般管理費 

一般管理費 

財務費用 

財務費用 

 

［当期純利益］ 

 

      合    計 

1,563,090,570 

1,389,236,821 

263,366,387 

41,390,048 

33,230,296 

8,000 

718,327,808 

693,800,571 

24,527,237 

332,914,282 

320,851,888 

12,062,394 

173,323,992 

173,323,992 

529,757 

529,757 

 

108,154 

 

  1,563,198,724

［経常収益］ 

運営費交付金収益 

授業料収益 

入学金収益 

検定料収益 

受託研究等収益 

受託事業等収益 

寄附金収益 

施設費収益 

資産見返負債戻入 

財務収益 

雑益 

 

［臨時損失］ 

 

 

 

 

 

合    計 

1,563,778,643 

1,238,465,867 

203,070,150 

15,997,800 

6,159,400 

32,731,850 

8,000 

16,999,894 

14,834,400 

29,517,949 

565 

5,992,768 

-579,919 

 

   1,563,198,724

（出典 一関工業高等専門学校損益計算書）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では、高専機構会計規則第18条に基づいて通知された予算額を基に予算執行しているため、収

支は均衡しており、支出超過にはなっていない。 

 

 

観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

 

（観点に係る状況）  
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本校の予算配分方針は、財務委員会で審議決定しており、本校の教育研究活動の目的達成のための

事項を慎重に考慮して配分方針を決定している（資料10－２－③－１）。 

また、重点的・機動的・弾力的な予算執行を図るため、当初配分予算額のうち教育研究経費からの

供出を原資として校長裁量経費を設定し、教育研究活動の活性化のため各学科・教員から教育・研究

プロジェクトを募り、校長が審査・査定の上予算を配分する「教育・研究活動助成費」及び、大型設

備等の整備のために重点的に予算を配分する「基盤整備費」として、平成18年度は11,615千円を確保

している。 

なお、施設整備費については、全学的見地から整備計画を検討し、概算要求により予算の確保を図

っている（資料10－２－③－２）。 

資料10－２－③－１

平成18年度学内予算配分方針について 

（配分方法） 

１．予算配分案は、高専機構からの予算配分額並びに配分積算資料に基づき、昨年度と同等の配分方法

により計上した。 

なお、配分事項「教育研究に必要な経費」のうち教育経費及び研究経費の今年度配分基礎額は、15

年度配分基礎額の配分割合から各々の配分基礎額を按分し、教育研究関連共通経費等への供出額を控

除したうえで最終配分額とした。 

（教員研究旅費） 

２．教員研究旅費は、配分事項「教育研究に必要な経費」の研究経費から前年度と同額を確保し、教員

研究集会（校長及び主事会議関係等の旅費を含む）及び、留学生指導等旅費を過去２年間の実績から

必要額を算出し、計上した。 

（教育経費） 

３．配分事項「教育研究に必要な経費」の教育経費における各学科に対する配分は次のとおりとした。

(1) 各学科に対する配分額は、学生の定員数に配分単価を乗じた額を配分基礎額とした。 

(2) 本科及び専攻科に係る各学科の配分基礎額から教育研究関連共通経費等への供出額は、学生１人

当たり次のとおりとした。 

                                 本  科                専攻科 

          校長裁量経費              7,500円               7,500円 

          一般管理経費              1,000円               1,000円 

          学内LAN保守経費           2,000円               2,000円 

          実習工場経費              1,100円                   0円 

          専攻科運営経費            1,000円                   0円 

          技術室運営費                500円                 500円 

          創造工房運営費              200円                 200円 

          予備費                    4,000円               4,000円 

                   計              17,300円              15,200円 

（研究経費） 

４．配分事項「教育研究に必要な経費」の研究経費における各学科に対する配分は次のとおりとした。

(1) 各学科に対する配分額は、一般教科の運用上の組織換えに伴い、以下の配分方針により一般教科

と専門学科にそれぞれ運用上の教員定員に応じて配分した。（平成16年７月21日開催の臨時運営委

員会了承）。 

○ 専門科目及び卒業研究を担当している自然科学系教員については、運営上その教員が配置されて

いる「専門学科」にその員数を含める。そうでない自然系教員については、一般教科にその員数を

含める。 

○ 上記の考え方で決まった員数に従って、従来の方式で学科別予算を計算する。→① 

○ 上記の考え方で員数に欠員がない学科の場合：①をその学科に配分する。 

○ 上記の考え方で決まった員数に欠員がある学科の場合：その学科が 

(ⅰ) その欠員を非常勤で対応している場合：②＝（非常勤で対応している欠員数）×（その学

科の教員当たりの単価）を計算し、（その学科の①）－②をその学科に配分する。 

なお、②は非常勤手当に充当する。 
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(ⅱ）その欠員を非常勤で対応してない場合：①をその学科に配分する。 

(2) 各学科の基礎配分額からの教育研究関連共通経費等への供出額は、教員１人当たり次のとおりと

した。 

各学科等からの供出額の算出については、昨年度まで教員１人当たりの金額により供出額を算

出していたが、一般教科は、配分基礎額が少なく、一律金額により算出した場合には、配分基礎額

に対し控除額の比率が非常に大きくなるため、配分額による按分計算に今年度から変更する。 

但し、前年度までの配分単価を考慮し按分に使用する基礎総額について、専門学科分について

は、その75%と見なし算出する。 

校長裁量経費                 80,000円 

一般管理経費                 20,000円 

学術雑誌購入経費             22,810円 

研究紀要出版経費             16,630円 

実習工場経費                 10,000円 

技術室運営費                  2,750円 

創造工房運営費                1,000円 

地域共同テクノセンター経費   20,000円 

予備費                       39,880円 

計                213,070円 

（教育支援経費） 

５．配分事項「学生支援に必要な経費」は、配分額全てを教育研究関連共通経費等への供出額とし、学

生１人当たり次のとおりとした。 

本  科                専攻科 

視聴覚室維持費                 900円                 100円 

学生用図書購入費             3,100円               3,100円 

学生相談室経費                 500円                   0円 

図書館入退館システム保守経費   710円                 300円 

技術室運営費                   500円                 500円 

創造工房運営費                 300円                 300円 

校長裁量経費                    18円                  44円 

計                   6,028円               4,344円 

（校長裁量経費） 

６．校長裁量経費は、教育研究上の必要経費を校長の判断に基づき、重点的・機動的・弾力的に

執行するため、引き続き確保し、計上した。 

（予備費） 

７．学校運営に係る予算管理の必要性から今年度も予備費として6,000千円及び高専間教員交流所

要経費808千円を確保し、機構本部からの追加配分並びに今後の予算執行状況等を勘案しつつ、

追加配分を行うものとする。 

（教育関連共通経費） 

８．専攻科運営に係る経費と技術室並びに創造工房運営経費並びに地域共同テクノセンター経費

に係る経費として今年度も教育研究関連共通経費に供出事項を設け次のとおり経費を確保し計

上した。 

教育経費   研究経費  学生支援経費     計 

専攻科運営経費              800千円      0千円      0千円    800千円 

技術室運営費                416千円    184千円    416千円  1,016千円 

創造工房運営費              166千円     67千円    250千円    483千円 

地域共同テクノセンター経費    0千円  1,340千円      0千円  1,340千円 

1,382千円  1,591千円    666千円  3,639千円 

（教育研究設備維持運営費） 

９．教育研究設備維持運営費（12年度までの特殊装置維持費）は、各設備当たりの配分から学校

当たりの配分になっていることを受け、昨年度と同様、各設備所要額及び実績額等に応じて配
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分した。なお、研究設備の更新等に伴い配分設備の見直しを行った。 

（一般管理経費） 

１０．一般管理経費については、下記の理由により、増加になっている。 

      ・耐震診断経費は、体育館外６棟の未実施分について本年度実施する必要があり、配分不 

    足見込額を計上した。 

      ・機械工学科棟改修に伴う、移転費及び建物新営経費の不足見込額分を計上した。 

      ・JABEE中間審査に係る経費を計上した。 

（出典 平成１８年６月１６日開催 財務委員会配付資料）

 

資料10－２－③－２

「平成１９年度概算要求状況」（概算要求事業別・金額抜粋） 

事業種別 事   業   名 要求金額(千円) 備   考 

施設整備事業 

電気情報工学科棟改修 

物質化学工学科棟改修 

基幹整備 

学生寄宿舎改修Ⅰ期（北寮） 

334,000 

331,000 

141,000 

269,000 

耐震改修及び改善 

耐震改修及び改善 

暖房ﾎﾞｲﾗｰ更新等 

改築 

営繕事業 

生活排水処理施設改修 

学生寄宿舎（新南寮・寮食堂等）屋上防水改修

学生寄宿舎便所改修 

高梨宿舎便所等修繕 

職員宿舎フェンス修繕 

自転車置場建替 

33,033 

22,638 

33,849 

20,013 

15,729 

15,729 

職員宿舎修繕 

不動産購入 一関工業高等専門学校敷地 699,731 単年度計画 

（出典 平成19年度独立行政法人国立高等専門学校機構施設整備等要求書（概算要求書））

 

（分析結果とその根拠理由）  

予算配分方針は、財務委員会で審議決定しており、本校の教育研究活動の目的達成のための事項を

慎重に考慮して決定している。 

また、校長裁量経費として学内教育・研究プロジェクトを対象とする「教育・研究活動助成費」及

び大型設備等の整備のために「基盤整備費」を設け、柔軟な予算執行を図っている。 

なお、施設整備費については、概算要求により予算の確保を図っており、適切に資源配分がなされ

ている。 

以上のことから、学校の目的を達成するため、教育研究活動に対し、適切な資源配分がなされてい

る。 

 

 

観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

 

（観点に係る状況）  

高専機構は、発足と同時に全国55高専を一つにまとめた財務会計システムを構築しており、各高専

は統一された勘定科目・仕訳により財務会計処理を行っており、各事業年度毎に年度末決算後、この
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財務会計システムにより財務諸表等が作成される。 

高専機構理事長は、高専機構会計規則第44条により、当該年度末における資産・負債の残高並びに

当該期間における損益に関し真正な数値を把握するため各帳簿の締切を行い、資産の評価、債権・債

務の整理、その他決算整理を的確に行って、所定の手続きに従って決算数値を確定し、翌事業年度５

月末日までに財務諸表を作成し公表することとなっている。（資料10－３－①－１） 

資料10－３－①－１

「高専機構会計規則」（抜粋） 
（年度末決算） 

第４４条 年度末決算に際しては，当該年度末における資産・負債の残高並びに当該期間における損益に関し

真正な数値を把握するための各帳簿の締切を行い，資産の評価，債権・債務の整理，その他決算整理を的確

に行って，所定の手続きに従って決算数値を確定しなければならない。 

２ 理事長は，前期の整理を行った後，翌事業年度５月末日までに次の各号に掲げる書類を作成しなければな

らない。 

一 貸借対照表 

二 損益計算書 

三 キャッシュ・フロー算書書 

四 利益の処分又は損失の処理に関する書類 

五 行政サービス実施コスト計算書 

六 附属明細書 

３ 前各号の書類の様式は，別に定める。 

                （出典 独立行政法人国立高等専門学校機構規則第34号）

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では高専機構会計規則第44条により、当該年度末における資産・負債の残高並びに損益に関し

各帳簿の締切を行い、所定の手続きに従って決算数値を確定し機構本部に報告している。 

高専機構理事長が、翌事業年度５月末日までに財務諸表を作成し公表している。 

以上のことから、学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されている 

 

 

観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

 

（観点に係る状況）  

財務に関する監査については、独立行政法人通則法第39条により、会計監査人の監査が明確に規定 

されているとともに（資料10－３－②－１）、高専機構会計規則第45条及び第46条により、内部監査

並びに会計機関の義務及び責任を規定している（資料10－３－②－２）。 

外部監査としては、会計検査院による会計実地監査及び会計監査人による各監査（期首・期中・期

末）が予定されている。 

また、内部監査は高専機構が計画し順次実施しており、本校は平成18年度以降に監査を受ける予定

である。 

資料10－３－②－１

「独立行政法人通則法」（抜粋） 
（会計監査人の監査） 

第三十九条 独立行政法人（その資本の額その他の経営の規模が政令で定める基準に達しない独立行政法人を

除く。）は、財務諸表、事業報告書（会計に関する部分に限る。）及び決算報告書について、幹事の監査の

ほか、会計監査人の監査を受けなければならない。 

（会計監査人の選任） 
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第四十条 会計監査人は主務大臣が選任する。 

（監査人の資格） 

第四十一条 株式会社の監査等に関する商法の特例に関する法律（昭和四十九年法律第二十二号）第四条（第

二項第二号を除く。）の規定は、第三十九条の会計監査人について準用する。この場合において、同法第四

号第二項第一号中「第二条」とあるのは，「独立行政法人通則法第三 十九条」と読み替えるものとする。 

（監査人の任期） 

第四十二条 会計監査人の任期は、その選任の日以後最初に終了する事業年度の財務諸表についての主務大臣

の第三十八条第一項の承認の時までとする。 

（会計監査人の解任） 

第四十三条 主務大臣は，会計監査人が次の各号の一に該当するときは、その監査人を解任することができ

る。 

一 職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。 

二 会計監査人たるにふさわしくない非行があったとき。 

三 心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えないとき。 

                （出典 独立行政法人通則法 平成11年法律第103号）

 

資料10－３－②－２

「高専機構会計規則」（抜粋） 
（内部監査） 

第４５条 理事長は，予算の執行及び会計処理の適正を期するため，必要と認めるときは，特に命令した教職

員に内部監査を行わせるものとする。 

２ 内部監査について必要な事項は，別に定めるものとする。 

（会計機関の義務及び責任） 

第４６条 会計機関は，機構の財務及び会計に関し，適用又は準用される法令並びにこの規則に準拠し，か

つ，予算で定めるところに従い善良な管理者の注意をもって，その職務を行わなければならない。 

                （出典 独立行政法人国立高等専門学校機構規則第34号）

（分析結果とその根拠理由）  

財務に対する会計監査に関しては、独立行政法人通則法及び機構会計規則に明確に定められている。 

高専機構における内部監査は、高専機構が計画して順次監査することになっており、本校は平成18 

年度以降に監査を受けることとなる。 

以上のことから、財務に対して、会計監査等が適正に行われることになっている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・教育研究経費の更なる安定化を図るため、外部資金の確保に努めており、近年特に受託研究費及

び寄附金の受入が増加している。 

・柔軟な予算執行を図るため、校長裁量経費を設定し、「教育・研究活動助成費」と「基盤整備

費」として配分している。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

 

（３）基準10の自己評価の概要 
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本校は、平成16年４月１日の独立行政法人化により、国から現物出資された国有地及び施設・設備

を保有しており、収入面においても、学生からの諸納金（授業料・入学料・入学検定料・寄宿料等）

及び文部科学省から高専機構を通じて交付される運営費交付金ともに安定的、継続的に収入を確保し

ている。また、科研費、受託研究費等の外部資金についても、その受入金額が増加していることから、

教育研究活動を安定して遂行するための、財務基盤が確保されている。 

予算執行については、財務委員会で決定された学内予算配分方針に基づき適正に執行されており、

さらに予算配分にあたっては、校長裁量経費として学内教育・研究プロジェクトを対象とする「教育

・研究活動助成費」及び大型設備等の整備のために「基盤整備費」を設け、柔軟な予算執行を図って

いる。なお、本校では、高専機構から通知された予算額を基に予算執行しているため、収支は均衡し

ており、支出超過にはなっていない。 

財務状況については、各年度末における資産・負債の残高並びに損益に関し真正な数値を把握する

ための各帳簿の締切を行い、資産の評価、債権・債務の整理、その他決算整理を行った後、所定の手

続きに従って決算数値を確定し高専機構本部に報告する。これを受けて高専機構理事長は、高専機構

全体としての財務諸表等を作成し公表している。財務に対する会計監査については、独立行政法人通

則法及び機構会計規則に明確に定められている。内部監査は高専機構が計画して順次実施しており、

本校は平成18年度以降に監査を受ける予定である。 
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基準11 管理運営 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，効果的な意思決定が行える態勢となっているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校全体の管理運営体制の組織図は資料11－１－①－１に示すとおりである。本校では、校長を

補佐する体制の強化を図るため、副校長に教務主事、校長補佐に学生主事、寮務主事、専攻科長、

地域共同テクノセンター長を充て、さらに、企画担当と評価担当の校長補佐を設けており、それら

の役割は規則で明確に定めている（資料11－１－①－２）。 

本校の意志決定体制は次のようになっている。校長、副校長、校長補佐、事務部長、各課長で構

成する企画会議が、本校の重要事項について企画・立案すると共に学校全体の連絡調整を図る。さ

らに各学科主任及び各専攻主任を加えた運営委員会が本校全体の基本的な重要事項の審議を行い、

校長が最終決定をするシステムとなっている。本校運営上の諸問題について、各種委員会で審議し

た結果の報告を受けて、全体を把握し校長がリーダーシップを発揮して最終決定を行う仕組みとな

っている。全専任教員及び事務部長で構成する教員会議では、卒業（修了）判定、進級判定及び学

生の補導関係など教育・厚生補導に関する重要事項を審議し、その他は報告事項として周知してい

る。 
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資料11－１－①－１

本校全体の検討・運営体制図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典 庶務課保存資料）

 

資料11－１－①－２

一関工業高等専門学校運営組織規則 

                        （平成１７年 ７月１４日全部改正）

   第１章 総則 
（目的） 
第１条 この規則は，一関工業高等専門学校学則（以下「学則という。）第１２条の規定に基づき，一関工業高

等専門学校（以下「本校」という。）の運営組織に関する事項を定め，校務の円滑な運営を図ることを目的
とする。 

（定義） 
第２条 この規定で教員とは，学則第９条第１項に定める教授，助教授，講師及び助手をいう。ただし，非常勤

教員を除く。 
   第２章 副校長及び校長補佐 
（副校長） 
第３条 本校に副校長を置き，学則第１０条第１項に定める教務主事をもって充てる。 
２ 副校長は，学則第１０条第２項に定める職務のほか，校長の命により校長の職務を補佐し，校長が不在の時

はその職務を代行する。 
（校長補佐） 
第４条 本校に校長補佐を置き，学則第１０条第１項に定める学生主事及び寮務主事，本規則第７条第１項に定

校　長 運 営 委 員 会

教 員 会 議

安 全 衛 生 委 員 会

人 事 委 員 会

情 報 公 開 委 員 会

教 務 委 員 会

知 的 財 産 委 員 会

広 報 委 員 会

セクシュアル・ハラスメント防止委員会

組 換 え Ｄ Ｎ Ａ 実 験安 全委 員 会

学 生 委 員 会

寮 務 委 員 会

テ ク ノ セ ン タ ー 運 営 委 員 会

メディアセンター運営委員会

学 生 相 談 室 運 営 委 員 会

教 育 改 善 委 員 会

Ｊ Ａ Ｂ Ｅ Ｅ 委 員 会

学 習 教 育 評 価 点 検 委 員 会

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 委 員 会

運 営 諮 問 会 議

財 務 委 員 会

入 学 試 験 委 員 会
進 路 指 導 委 員 会

将 来 計 画 委 員 会

（委員長等：校長）

企 画 会 議

専 攻 科 運 営 委 員 会

本校全体に係る重要事項の企画・立案、連絡調整

広く学外者の意見を聴き、校長に対し助言又は勧告を行う

本校の運営における基本的な重要事項・方針の審議

専攻科の運営及び教務に関する事項の審議

教務・厚生補導及び校務運営に必要な事項の審議

ＦＤ及び教育改善についての審議、研修会等の企画・実施

【各種委員会等：校長の命を受けて、運営に必要な諸問題を審議する】

（委員長：校長以外）

危 機 管 理 室

教育課程、学校行事、進級及び卒業等についての審議

広報活動、広報誌、ホームページ等についての審議

就職調査及び就職開拓、進路指導等についての審議

組換えＤＮＡ実験の計画、健康安全管理についての審議

学生の課外活動、生活指導、保健衛生等についての審議

寄宿舎入寮及び退寮、寮生の生活指導等についての審議

ＪＡＢＥＥプログラムの認定申請及び実施等についての審議

教育課程及び教育プログラムの評価点検についての審議

テクノセンターの組織及び運営等についての審議

知的財産の帰属の予備判断等の審議

メディアセンターの組織及び運営等についての審議

学生相談室の運営についての審議

安全確保、災害対策の重要事項

組織、運営、施設の将来計画

本科、専攻科入試の組織・運営等

教員人事の基本方針、選考基準等

予算配分、執行、監査、概算要求

セク・ハラ防止の企画・立案・対応

健康、安全、環境保全、防火対策

情報セキュリティの確保、推進

情報公開に関する事項

（指揮）

（諮問）

（報告）
【決定】
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める地域連携長及び本規則第９条第１項に定める専攻科長をもって充てる。 
２ 前項の校長補佐のほかに，企画担当及び評価担当の校長補佐を置き，教授又は助教授のうちから校長が任命

する。 
３ 第１項に定める校長補佐は，学則第１０条第３項及び第４項、本規則第７条第２項及び本規則第９条第２項

に定める職務のほか，校長の命により校長の職務を補佐する。 
４ 第２項に定める企画担当の校長補佐は，次の事項に関することを掌理するとともに校長の命により校長の職

務を補佐する。 
一 将来計画に関すること。 
二 中期計画に関すること。 
三 その他校長が必要と認めた企画に関すること。 

５ 第２項に定める評価担当の校長補佐は，次の事項に関することを掌理するとともに校長の命により校長の職
務を補佐する。 
一 認証評価に関すること。 
二 日本技術者教育認定機構が認定する技術者教育プログラムに関すること。 
三 その他外部評価に関すること。 

６ 企画担当及び評価担当の校長補佐の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者
の任期は，前任者の残任期間とする。 

   第３章 主事及び主事補 
（主事） 
第５条 本校に学則第１０条第１項に定める教務主事、学生主事及び寮務主事を置き，教授又は助教授のうちか

ら校長が推薦し、独立行政法人国立高等専門学校機構理事長が任命する。 
２ 主事の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間

とする。 
（主事補） 
第６条 主事を補佐するため，教務主事補，学生主事補及び寮務主事補（以下「主事補」という。）若干名を置

き，講師以上の教員をもって充て，校長がこれを任命する。 
２ 主事補の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期

間とする。 
   第４章 地域連携長及び副地域連携長 
（地域連携長） 
第７条 本校に地域連携長を置き，教授をもって充て，校長が任命する。 
２ 地域連携長は，校長の命を受け，本校における組織的産学官連携活動を掌理する。 
３ 地域連携長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残

任期間とする。 
（副地域連携長） 
第８条 地域連携長を補佐するため，副地域連携長を置くことができる。 
２ 副地域連携長は，あらかじめ地域連携長が指名する教員をもって充て，校長が任命する。 
３ 副地域連携長は，地域連携長に事故あるときは，その職務を代行する。 
４ 副地域連携長の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の

残任期間とする。 
   第５章 専攻科長，専攻主任及び専攻副主任 
（専攻科長） 
第９条 本校専攻科に専攻科長を置き，専攻科を担当する教授をもって充て，校長が任命する。 
２ 専攻科長は，校長の命を受け，専攻科に関することを掌理する。 
３ 専攻科長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任

期間とする。 
（専攻主任） 
第１０条 生産工学専攻主任及び物質化学工学専攻主任（以下「専攻主任」という。）を置き，専攻科の当該専

攻を担当する教授をもって充て，校長が任命する。 
２ 専攻主任は，当該専攻に関し，連絡調整し，総括する。 
３ 専攻主任の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任

期間とする。 
（専攻副主任） 
第１１条 生産工学専攻主任を補佐するため，専攻副主任２名を置き，生産工学専攻担当の教授をもって充て，

校長が任命する。 
２ 専攻副主任の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残

任期間とする。 
   第６章 主任 
（主任） 
第１２条 本校に機械工学科主任，電気情報工学科主任，制御情報工学科主任，物質化学工学科主任，一般教科

人文社会系主任及び一般教科自然科学系主任（以下「主任」という。）を置き，当該学科，一般教科人文社
会系及び一般教科自然科学系（以下「当該学科等」という。）の教授をもって充て，校長が任命する。 

２ 主任は，当該学科等の科目に係る教育・研究に関して連絡調整し，総括する。 
３ 主任の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間

とする。 
   第１４章 会議及び委員会等 
（企画会議） 
第２３条 校長の指揮に基づき，本校全体に係る重要事項について，企画・立案し，連絡調整を図るため，企画

会議を置く。 
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２ 企画会議に関する必要な事項は，別に定める。 
（運営委員会） 
第２４条 校長の諮問に応じ，本校の運営における基本的な重要事項及びその方針を審議するため，運営委員会

を置く。 
２ 運営委員会に関する必要な事項は，別に定める。 
（専攻科運営委員会） 
第２５条 校長の諮問に応じ，本校の専攻科の運営及び教務に関する事項を審議するため，専攻科運営委員会を

置く。 
２ 専攻科運営委員会に関する必要な事項は，別に定める。 
（教員会議） 
第２６条 校長の諮問に応じ，本校の教務・厚生補導に関する事項及び校務運営に必要な事項を審議し，本校運

営の円滑化を図ることを目的として，教員会議を置く。 
２ 教員会議に関する必要な事項は，別に定める。 
（委員会等） 
第２７条 校長の命を受けて，運営に必要な諸問題を審議するため，各種委員会を置く。 
２ 各種委員会に関する必要な事項は，別に定める。 
 

附 則 
１ この規則は，平成１７年７月１４日から施行する。 
２ この規則施行前に役職者に任命されている者の任期は，従前の任期とする。 
３ この規則の施行後，最初に任命される第４条第２項の企画担当及び評価担当の校長補佐の任期は，同条第６

項の規定にかかわらず，平成１９年３月３１日までとする。 

 
（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議／委員会） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

校長を補佐する体制として、副校長、校長補佐を設けている。本校の意志決定体制は、企画会議

が本校の重要事項について企画・立案すると共に学校全体の連絡調整を図り、運営委員会が本校全

体の基本的な重要事項の審議を行い、校長が最終決定をするシステムとなっている。また、本校運

営上の諸問題については、各種委員会の審議結果を受けて、全体を把握し校長が最終決定を行う仕

組みとなっている。教員会議では、卒業（修了）判定、進級判定及び学生の補導関係など教育・厚

生補導に関する重要事項を審議し、その他は報告事項として周知している。 

以上のように、学校の目的を達成するために、校長、各主事、委員会等の役割が明確になってお

り、効果的な意思決定が行える態勢となっている。 

 

 

観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の管理運営に関する各種委員会の審議事項及び構成員は委員会規則等に定められており、そ

れらの委員会は資料11－１－①－１（297ページに前出）のとおり役割が分担されている。また、

それぞれの委員会の委員長には校長、副校長、校長補佐、各センター長等が充てられており、効果

的に活動できる体制になっている。 

教務委員会、学生委員会、寮務委員会、専攻科運営委員会は毎月定期的に及び臨時に開催され、

その他の委員会等は必要に応じて開催され、その審議内容は校長に報告される。これらの委員会の

活動状況は資料11－１－②－１に示すとおりで、年間計画に基づいて機能的に活動している。 
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（資料11－１－②－１）

委員会の活動状況 

 

 

（出典 校報 第99号 p.13）
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また、事務組織については「事務組織及び事務分掌規程」に基づき、事務部長の下に、庶務課、

会計課、学生課を配置し、各課及び各係等の業務分掌を定めている（資料11－１－②－２「事務組

織及び事務分掌規程」）。これについては、適切に学校運営が行えるよう、必要に応じ分掌と業務

の改廃の見直しを行っている。各委員会には、定められた事務職員が出席して委員会の事務を補佐

し、教員と連携し活動している（資料11－１－②－３）。 

 

 資料 11－１－②－２

○一関工業高等専門学校事務組織及び事務分掌規程（抜粋） 

（昭和４２年１０月１１日制定）

第１章 総則 
第１条 この規則は，独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則第５条第６項，独

立行政法人国立高等専門学校機構の本部事務局の組織等に関する規則第９条及び一関工業高等

専門学校学則（昭和３９年規則第１号）第１１条の規定に基づき，一関工業高等専門学校（以

下「本校」という。）事務部の組織及び事務分掌の範囲について定めるものとする。 
第２条 本校に事務部を置き，事務部に庶務課，会計課及び学生課の３課を置く。 
２ 事務部及び課にそれぞれ事務部長及び課長を置く。 
３ 課に課長補佐を置くことができる。 
第３条 事務部長は，校長の命を受け，事務部の事務を総括する。 
２ 課長は，上司の命を受け，課の事務を処理する。 
３ 課長補佐は，上司の命を受け，課の事務を処理する。 
第 3 条の２ 課に専門員及び専門職員を置くことができる。 
２ 専門員は，上司の命を受け，特に高度の専門的知識を必要とする特定の分野の事務を処理す

るとともに，専門的見地から課長の事務を補佐する。 
３ 専門職員は，上司の命を受け，課の所掌事務のうち専門的知識又は経験を必要とする特定の

分野の事務を処理する。 
策４条 庶務課にその事務を分掌させるため，庶務係，人事係及び研究協力・図書係を置く。 
第５条 会計課にその事務を分掌させるため，総務係，出納係，用度係及び施設係を置く。 
第６条 学生課にその事務を分掌させるため，教務係，学生係及び寮務係を置く。 
第７条 各係に係長及び係員を置き，それぞれ上司の命を受け，係の事務を処理する。ただし，

上司の命あるときは，他の係の事務に従事することがある。 
２ 運営上必要ある場合には，係に主任を置くことができる。 
３ 前２項に定めるもののほか，必要があると認められる場合には，他の職を附加することがで

きる。 
第２章 事務分掌 

第８条 庶務課の専門職員及び各係においては，次の事務を分掌する。 
２ 専門職員（企画調査担当）は次の事務をつかさどる。 

一 将来構想に係る企画・調査に関すること。 
二 自己点検・評価及び外部評価に関すること。 
三 独立行政法人化に伴う連絡調整に関すること。 
四 日本技術者教育認定機構(JABEE)に係る認定申請に関すること。 
五 所掌事務に係る統計調査等の諸調査に関すること。 
六 その他企画調査に係る事務のうち特定の専門的事項に関すること。 

３ 専門職員（情報システム担当）は次の事務をつかさどる。 
一 事務情報化推進に係る企画及び連絡調整に関すること。 
二 情報処理システムの管理に関すること。 
三 情報処理システムのセキュリティに関すること。 
四 校内 LAN の事務利用に関すること。 
五 情報処理知識の普及に関すること。 
六 情報処理システムに係る技術的支援に関すること。 
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七 その他情報システムに係る事務のうち特定の専門的事項に関すること。 
４ 庶務係においては，次の事務をつかさどる。 

一 学校の事務に関し，総括及び連絡調整に関すること。 
二 機密に関すること。 

 
（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第３章 庶務） 

 

資料11－１－②－３

各種委員会規則の一例（抜粋） 

一関工業高等専門学校教務委員会規則 
（設置） 

第１条 一関工業高等専門学校運営組織規則（平成１７年７月１４日全部改正）第２７条の規定に基づき，一関工

業高等専門学校教務委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
（協議事項） 

第２条 委員会は，次の名号に掲げる事項を協議する。 
一 教育課程に関する事項 
二 学校行事に関する事項 
三 学生の履修に関する事項 
四 進級及び卒業に関する事項 
五 本校の教育目標を達成するための体系的教育課程の編成に関する事項 
六 「生産技術情報システム工学」プログラムに関する事項 
七 情報処理教育に関する事項 
八 視聴覚教育に関する事項 
九 留学生に関する事項 
十 その他教務に関し必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は，次の名号に掲げる者を委員として組織する。 
一 副校長（教務主事） 
二 校長補佐（専攻科長） 
三 教務主事補 
四 各専攻主任 
五 教員のうちから校長が委嘱した者 
六 学生課長 

（事務） 

第１０条 委員会の事務は，学生課教務係が行う。 
（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第２章 会議・委員会））
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（分析結果とその根拠理由）  

本校の管理運営に関する各種委員会の審議事項及び構成員は委員会規則等に定められており、役

割が分担されて効果的に活動できる体制になっている。各種委員会は、毎月定期的に及び臨時に開

催され、その審議内容は校長に報告される。これらの委員会は、年間計画に基づいて機能的に活動

している。 

また、事務組織については規則に基づき、各課及び各係等の業務分掌を定めている。各委員会に

は、定められた事務職員が出席して委員会の事務を補佐し、教員と連携し活動している。 

以上のことから、管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動している。 

 

 

観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では、運営組織規則により校長補佐体制等の各役職者の配置や役割が定められ、運営組織規

則を受けて各種委員会等の規則を定めている。各種委員会等の規則では、目的や審議事項、委員構

成等を定めている。事務組織については、事務組織及び事務分掌規程により事務部の配置や、各課

や係等の業務範囲を定めている（資料11－１－③－１）。 
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資料 11－１－③－１

管理運営の諸規定整備状況一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集）
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（分析結果とその根拠理由）  

各役職者や各種委員会等については、運営組織規則及び各委員会規則等により配置や役割等が定

められ、事務組織については、事務組織及び事務分掌規程により配置や業務範囲が定められている。 

以上のように、管理運営の諸規定は整備されている。 

 

 

観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校は外部有識者の意見を聴くために外部評価実施要項を制定し、外部評価委員会を開催してお

り、自己点検・評価報告書をもとに平成15年８月及び平成18年２月に開催した（資料11－２－①－

１～４）。 

資料 11－２－①－１

平成１５年度一関工業高等専門学校外部評価実施要項 

（平成１５年６月１２日制定）

（趣旨） 

第１条 本校における教育研究活動等の状況に係る自己点検評価の結果等について、外部の有識者によ

る検証（以下「外部評価」という。）を行い、本校の教育研究活動等の改善に資することを目的とす

る。 

（委員会） 

第２条 本校に前条の目的を達成するため、一関工業高等専門学校外部評価委員会（以下「委員会」と

いう。）を置く。 

２ 委員会は、次の各号に掲げる者のうちから校長が委嘱した委員をもって構成する。 

一 大学等教育機関の関係者 

二 本校の所在する地域の教育関係者 

三 地方自治体の関係者 

四 地域産業界等の関係者 

五 その他校長が必要と認めた者 

３ 委員会に委員長を置き、委員の互選により選出する。 

一 委員長は、委員会を主宰する。 

二 委員長に事故ある時は、委員長の指名した委員がその職務を代行する。 

（評価事項） 

第３条 委員会は、次の事項について外部評価を行う。 

一 教育理念及び教育目標に関すること 

二 教育活動に関すること 

三 研究活動に関すること 

四 地域との連携に関すること 

五 その他必要と認める事項に関すること 

（実施方法） 

第４条 外部評価は、本校の自己点検評価の報告書及び資料による調査のほか、委員会で実施するヒア

リング実施調査等により行う。 

（事務） 

第５条 委員会の事務は、庶務課が行う。 

附  則 

この要項は、平成１５年６月１２日から施行する。 

 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集（内規編）／第２章 庶務）
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資料 11－２－①－２

外部評価委員会（平成 15 年度） 

 

（出典 平成 15 年度 外部評価報告書 p.1）
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資料 11－２－①－３

平成１７年度一関工業高等専門学校外部評価実施要項 

（平成１７年１０月１４日制定）

（趣旨） 
第１条 本校における教育研究活動等の状況に係る自己点検評価の結果等について、外部の有識者によ
る検証（以下「外部評価」という。）を行い、本校の教育研究活動等の改善に資することを目的とす
る。 

（委員会） 
第２条 本校に前条の目的を達成するため、一関工業高等専門学校外部評価委員会（以下「委員会」と
いう。）を置く。 

２ 委員会は、次の各号に掲げる者のうちから、校長が委嘱した委員をもって構成する。 
一 大学等教育機関の関係者 
二 本校の所在する地域の教育関係者 
三 地方自治体の関係者 
四 地域産業界等の関係者 
五 その他校長が必要と認めた者 

３ 委員会に委員長を置き、委員の互選により選出する。 
一 委員長は、委員会を主宰する。 
二 委員長に事故あるときは、委員長の指名した委員がその職務を代行する。 

（評価事項） 
第３条 委員会は、次の事項について外部評価を行う。 

一 教育理念及び教育目標に関すること 
二 教育活動に関すること 
三 研究活動に関すること 
四 地域との連携に関すること 
五 その他必要と認める事項に関すること 

（実施方法） 
第４条 外部評価は、本校の自己点検評価の報告書及び資料による調査のほか、委員会で実施するヒア
リング実施調査等により行う。 

（事務） 
第５条 委員会の事務は、庶務課が行う。 
   附 則 
 この要項は、平成１７年１０月１４日から施行する。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集（内規編）／第２章 庶務）
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資料 11－２－①－４

外部評価委員会（平成 18 年度） 

 

 

（出典 平成 17 年度 外部評価報告書 p.9）
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平成 15 年度の外部評価の結果は、教育改善に関して５項目、研究・地域連携に関して５項目につ

いての講評を受けた（資料 11－２－①－５）。このうち、改善が指摘された事項についての対応状

況は資料 11－２－①－６に示すとおりである。 

平成17年度の外部評価では、９項目にわたって提言を受けた。その提言に対し、校長が本校の取り

組みを外部評価報告書に記載して全教職員に周知しており、運営委員会や関係する各種委員会で検討

して対応することになっている（資料11－２－①－７）。 

 

資料 11－２－①－５

「５．外部評価委員会講評」 

 

（出典 外部評価報告書）
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資料 11－２－①－６

 

指摘された事項についての対応状況 

指摘事項 対  応 

１．教育改善について 

（１）学生にやる気を出させる教育方法 アンケートの実施、学習目標の周知徹底、シ

ラバスの改善、授業方法の工夫 

（２）「わかりやすい授業」の追求 授業アンケートの実施、公開授業の実施、授

業方法の工夫 

（３）推薦入試の充実 推薦入試枠の拡大、アドミッションポリシー

の設定と合格判定基準の検討 

（４）授業評価の実施方法等の検討 ウェブ入力による授業アンケートの実施、集

計結果の公表、自由記述によるアンケート実

施 

（５）ＪＡＢＥＥ受審への取り組み 平成１６年度に受審、認定 

２．研究及び地域連携について 

（１）地域ニーズの把握 産学官交流会等の充実、自治体との連携協定

の締結、各種講演会等への参加 

（２）大学とは異なる研究・地域連携の検討 （財）県南技術研究センターとの連携強化、

小中学生向け出前講座の実施 

（３）特徴分野の強化と社会へのＰＲ 教員の専門分野を生かした企業化研究会の設

置 

（４）広報活動の充実 シーズ集の発行、ホームページの改善、講演

会やポスターセッション等への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課・学生課等保存資料から）
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資料11－２－①－７

外部評価結果に対する本校の対応（１／２） 

評 価 結 果 及 び 提 言 

 
〔かっこ内は提言に対する一関高専の取り組み〕 

 

【総 評】 

 

今回の外部評価委員会において、各種資料および学校側の説明をお聞きして、最近の一関高専は、

校長を中心に、高専教育の基幹をなす諸問題について考察し、時代に対応した施策を企画実行され、

成果をあげておられることが十分に理解できた。特に、国立高専の独立行政法人化後、校長を中心に、

新時代に向けての改革への姿勢と意欲を、随所に感じられた。今、高専機構の、高専改革のキーワー

ドとして、「個性化」、「高度化」、「活性化」が示されており、これは高専のみならず、高等教育機関全

てにとって重要な教育目標と考えられる。今回の、外部評価委員会における説明において、一関高専

の学校運営の地道な努力と成果について十分に理解できたが、学校の特色（個性）が十分に読み取れ

なかった。一関高専は、昭和 39 年度に発足し、既に 40 年以上の歴史を有している。今回のような外

部評価に対して、学校としては、もっと積極的に自己アピールをしてほしいと思われた。また今回の

評価委員会に提出された自己点検・評価報告書の分析で、問題点の指摘がなされている項目が見られ

たが、それに対する検討状況、将来構想等について、さらに踏み込んだ記載がほしかった。 

 

 

【各項目についての提言】 

 

１） 学校の教育理念、目標 

教育理念、目標は明文化されている。理念および目標は、準学士課程、各学科、専攻科などにつ

いて細かく書かれているが、学生によりわかりやすく、整理をして示す必要があるのではないか。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 教育内容について 

全般的に教育内容の改善に細かい配慮がなされているとの印象を受けた。たとえば、学内見学で説明

された一般教科中心の「環境」を主題とした「連携授業」などの試みは興味深く、今後の展開に期待

したい。高専教育の特色である「低学年生からの創造教育」、専門学科での「PBL 教育」、 

ご指摘のように教職員や学生に常に周知し共通認識を持つことが重要であると考えていま

す。平成 17 年度は時間割上、学校として共通の説明を行う時間帯が十分取れず、始業式を初め

とする集会の機会を捉えて概念について説明してまいりました。しかし十分共通理解になって

いないことを認識しておりますので、平成 18 年度は新しい学修単位導入に合わせ、共通の研修

の時間帯も取れるよう工夫しました。定期的に開催し、内容にも補足説明も加えた分かり易い

内容にして、担任からの説明に加え学校としても直接ガイダンスを行うことにしています。 

 

（出典 平成18年３月 外部評価報告書 p.1）
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資料11－２－①－７

外部評価結果に対する本校の対応（２／２） 

「インターンシップ」などの充実にも、さらに努力してほしい。｢一関高専らしさ｣の教育を発展

させてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3） 教育改善の方策について 

本校での教育改善に対する種々の施策について高く評価される。 

高専教育充実の方策の一つとして、一般科目と専門科目、学科間、科目間の教員の連携が極めて

重要であることが指摘されている。特に、一般科目、専門科目間の教員の連携がどのような型で行

われているか、その結果カリキュラム等にどのように反映されているか、についての具体的な説明

がほしい。またカリキュラム編成について本校独自の取組などについて知りたい。 

高専生の英語力アップの必要性については、常に議論されているところであるが、本校での具体

的な方策について知りたい。 

 

 

 

 

 

創造性豊かな開発提案型の技術者の育成を目指す高専として創造性教育は極めて重要であ

ると認識し、学修単位導入に伴う新しいカリキュラムにも位置づけています。具体的なテーマ

について企業の技術者のアドバイスも受けるなどして進めることを検討しています。 

また、本校は岩手県南部に位置し、全国的に見ても自然豊かなところに立地する高専である

ことから、地域性を考慮し環境教育や環境対応型の産学連携を重視しています。今後環境教育

を本校教育の特色のひとつに位置づけ、全学的な取り組みに拡大し発展させることに努めま

す。具体的には低学年で教科を越えて横断的に行われている環境教育に加え、本校の専門学科

が進めている同様の試みを発展、連携させ、全学的な特色に発展させるよう努めます。 

ＰＢＬなどについては企業と連携してテーマを設定し、より現実的な問題解決型の人材を育

成することに努めます。教育に関わる企業との連携については、平成 17 年８月に企業の方を

招いての勉強会を開催し、これを発展させて企業、自治体、本校の３者の委員を持って構成す

る「地域における産業人材育成のあり方検討会議」を平成 17 年 10 月に立ち上げ検討を行って

きています。 

また、インターンシップもこれまでの逼迫した経済状勢からその実施数は減少傾向にありま

したが、今後は学生の意欲啓発と問題解決型技術者育成の実務研修とを含めた観点から大幅に

増大させることにしています。なお、国際化時代を迎えて国際的な視野を広げることを目指し

た教育のひとつとして、海外インターンシップの実現に向けても努力することを平成 17 年度

当初に打ち出し、この３月に初めて専攻科１年生３名をマレーシアに派遣したところです。 

昨今の教育状勢の混乱を踏まえ入学後の導入教育は重要であり、また一般科目と専門基礎科

目との整合性は重要であると認識しています。平成 18 年度から導入する学修単位導入に関わ

る際に各科目の整合性を検討し、科目系統図を作成し、それに沿ったカリキュラムをスタート

させました。 
 

 

（出典 平成18年３月 外部評価報告書 p.2）
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（分析結果とその根拠理由）  

本校は外部有識者の意見を聴くために外部評価委員会を設置し、開催している。外部評価の結果

については、関係委員会等において審議・検討等を行い、その結果を受け具体的な対応を行ってい

る。 

以上のことから、外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されている。 

 

 

観点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校では、点検評価規則に基づき、学校運営全般について平成18年２月に自己点検・評価を行っ

た（資料11－３－①－１～２）。自己点検・評価の項目は、学校運営全般について行う必要がある

ことから、認証評価の観点に沿った13の項目について行った（資料11－３－①－３）。また、自己

点検・評価結果について、外部評価を行った。自己点検・評価及び外部評価の結果は、それぞれ

「自己点検・評価報告書」、「外部評価報告書」として取りまとめた。これらの報告書は全教職員

及び関係機関に配布するとともに、広く社会に公表するためウェブページで公表した（資料11－３

－①－４～６）。 

資料11－３－①－１

一関工業高等専門学校点検評価規則 
（平成１８年４月５日制定）

（趣旨） 
第１条 この規則は，一関工業高等専門学校（以下「本校」という。）が行う点検及び評価並びにその結果の公表

に関し必要な事項を定める。 
（定義） 
第２条 この規則において，次の各号に掲げる用語の定義は，それぞれ当該各号に定めるところによる。 

一 自己点検・評価 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に定められた，本校が自ら行う点検及び評価をい

う。 
二 外部評価 本校が主体となって自己点検・評価の一環として行う学外者による評価及び検証をいう。 
三 第三者評価 学校教育法に規定する認証評価機関が行う評価（以下「認証評価」という。）及び日本技術

者教育認定機構（以下「ＪＡＢＥＥ」という。）その他の機関が行う学外者による評価をいう。 
（委員会） 
第３条 前条各号に定める点検及び評価については，運営委員会が企画，立案及び実施を行う。ただし，第三者評

価のうちＪＡＢＥＥが行う評価についてはＪＡＢＥＥ委員会がこれを行う。 
２ 外部評価については，運営諮問会議又は学外者により構成する外部評価委員会を設置し評価を行う。 
（専門部会） 
第４条 第２条各号に掲げる評価のための自己点検書の作成等，具体的な作業を行うため，必要に応じ専門部会を

置く。 
２ 専門部会は，資料の収集及び調査検討を行い，点検及び評価に資するための基礎資料を取りまとめ，運営委員

会又はＪＡＢＥＥ委員会に報告する。 
３ 専門部会の長及び構成員は，校長が指名する。 
（自己点検・評価の項目） 
第５条 自己点検・評価の項目は認証評価機関が定める基準等を参考に，運営委員会が定める。 
（自己点検・評価の実施） 
第６条 自己点検・評価は，前条に定める項目について毎年又は３年毎に実施するものとする。 
２ 校長は，前項により実施した自己点検・評価の結果について，必要に応じ，外部評価を実施するものとする。

（第三者評価の実施） 
第７条 第三者評価は，学校教育法その他の法令及び評価実施機関が定める基準や項目等に従い実施するものとす

る。 
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（結果の報告及び公表） 
第８条 自己点検・評価及び外部評価を実施した委員会等は，評価結果を校長に報告するとともに，刊行物その他

広く周知を図ることのできる方法によって公表するものとする。 
（自己点検・評価等の結果に基づく改善） 
第９条 校長は，前条の評価結果に基づき，改善が必要と認めた事項について，関係する組織や委員会等にその改

善策の検討を付託する。第三者評価の結果に基づき，改善が必要と認めた場合も同様とする。 
２ 改善を付託された組織や委員会は，改善案を作成し，校長に提出しなければならない。 
３ 校長は，前項の報告に基づき，改善策を決定し改善を指示するものとする。 
（事務） 
第１０条 点検及び評価の事務は，庶務課において処理する。 
（雑則） 
第１１条 この規則に定めるもののほか，点検及び評価に関し必要な事項は，運営委員会を経て校長が別に定め

る。 
 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第３章 庶務）

 

資料11－３－①－２

自己点検・評価の実施体制 

運 営 委 員 会 名 簿 

委員長  校 長          丹 野 浩 一 

委 員  副校長（教務主事）    菅 野 昭 吉 

委 員  校長補佐（学生主事）   菅 野 俊 郎 

委 員  校長補佐（寮務主事）   長谷川 淳 一 

委 員  校長補佐（地域連携長）  小田嶋 次 勝 

委 員  校長補佐（専攻科長）   佐 藤 昭 規 

委 員  校長補佐（企画担当） 
     ・機械工学科主任     吉 田 武 司 

委 員  校長補佐（評価担当） 
     ・生産工学専攻主任    豊 田 計 時 

委 員  電気情報工学科主任    今 野   收  

委 員  制御情報工学科主任    清 水 久 記  

委 員  物質化学工学科主任 

     ・物質化学工学専攻主任  佐 野   茂  

委 員  一般教科人文社会系主任  奥 山 与惣美 

委 員  一般教科自然科学系主任  高 橋 英 則 

委 員  事務部長         岸   好 一 

 

認証評価対応小委員会 

 

委員長  校長補佐（評価担当）   豊 田 計 時 

委 員  機械工学科        沼 崎 敏 男 

委 員  電気情報工学科      明 石 尚 之 

委 員  制御情報工学科      伊 藤   博 

委 員  物質化学工学科      梁 川 甲 午 

委 員  一般教科         高 橋 知 邦 

委 員  庶務課長         鳥 澤   誠 

委 員  学生課長         大 山 弘 正 

委 員  総務係長         千 葉 恭 一 

 

一 関 工 業 高 等 専 門 学 校 

自 己 点 検 ・ 評 価 報 告 書 

平成１８年２月 発行 

編集 一関工業高等専門学校運営委員会 

発行 一関工業高等専門学校 

〒021-8511 岩手県一関市萩荘字高梨 

TEL 0191-24-4704  FAX 0191-24-2146 

URL http://www.ichinoseki.ac.jp 

 

（出典 平成18年２月 自己点検・評価報告書 奥付）



一関工業高等専門学校 基準11 

- 316 - 

資料11－３－①－３

自己点検・評価項目一覧 

 

 目   次 

 

Ⅰ 現況及び特徴 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   1 

Ⅱ 基準ごとの自己評価 

  基準１ 高等専門学校の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   3 

  基準２ 教育組織（実施体制） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   8 

  基準３ 教員及び教育支援者 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  13 

  基準４ 学生の受入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  18 

  基準５ 教育内容及び方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  22 

  基準６ 教育の成果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  35 

  基準７ 学生支援等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  41 

  基準８ 施設・設備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  54 

  基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム ・・・・・・・・・・・・・・・  58 

  基準10  財務 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  63 

  基準11 管理運営 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  73 

  基準12 研究活動の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  76 

  基準13 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 ・・・・・・・・・・・・  79 

 

（出典 平成18年２月 自己点検・評価報告書 目次）
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資料11－３－①－４

自己点検・評価報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成18年２月 自己点検・評価報告書 

平成18年３月 外部評価報告書 表紙）

 

資料11－３－①－５

ウェブページによる公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 ウェブページ（一関高専 自己点検・評価）
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独立行政法人国立高等専門学校機構 

一関工業高等専門学校 

 

 

 

 

 

 

 

一関工業高等専門学校 

 

 

外 部 評 価 報 告 書 
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資料11－３－①－６

自己点検・評価報告書及び外部評価報告書の配布状況 

 
 

 配布先  配布先内訳  部数 

 文部科学省  専門教育課高等専門学校係  ３ 

 大学評価・学位授与機構  評価事業部  １ 

 国立国会図書館  収集部国内資料課  ５ 

 高専機構  各課  ５ 

 他高専  国立高専、公立高専、私立高専  ６１ 

 大学  技術科学大学、東北地区国立大学  ９ 

 中学校（岩手・宮城・秋田）  中学校訪問先  １７０ 

 地方公共団体  一関市、岩手県  ２ 

 教育委員会  一関市  １ 

 教育研究振興会  会員  ４４ 

 学内配布  全教職員  １２１ 

 外部評価用  外部評価委員、運営諮問会議委員  ２０ 

 保存用  本校図書館  ２ 

 予 備   ５６ 

 

 合 計   ５００ 
 

（出典 庶務課保管資料）
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（分析結果とその根拠理由）  

点検評価規則に基づき、学校運営全般について平成18年２月に自己点検・評価を行い、その結果

について外部評価を行った。自己点検・評価及び外部評価の結果は、それぞれ「自己点検・評価報

告書」、「外部評価報告書」として取りまとめ、全教職員及び関係機関に配布するとともに、広く

社会に公表するためウェブページで公表した。 

以上のことから、自己点検・評価及び外部評価が高等専門学校の活動の総合的な状況に対して行

われ、かつ、それらの評価結果が公表されている。 

 

 

観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

 

（観点に係る状況） 

自己点検・評価や外部評価の結果は、点検評価規則第９条に従って、校長が関係組織や委員会に

改善策の検討を指示し、その結果を受けて校長が改善を指示する体制になっている（資料11－３－

②－１）。また、本校の自己点検・評価の結果については、「自己点検・評価報告書」として取り

まとめ、全教職員に配布し周知している。 

本校では自己点検・評価の結果を外部評価委員会で検証し、その提言に従って、校長が関係委員

会に指示し、「学級担任の手引き」及び「学生指導の手引き」を作成した（資料２－２－③－４～

５、38～39ページに前出）。また、「危機管理マニュアル」については、現在作成中である。さら

に、外部評価委員会において、地域連携の活性化と研究成果を学生教育へ還元すべきとの指摘があ

り、それを受けて「高度生産技術教育研究センター」を「地域共同テクノセンター」へと改組した

（資料11－３－②－２）。 

資料11－３－②－１

一関工業高等専門学校点検評価規則（抜粋） 

第９条 校長は，前条の評価結果に基づき，改善が必要と認めた事項について，関係する組織や委員会

等にその改善策の検討を付託する。第三者評価の結果に基づき，改善が必要と認めた場合も同様とす

る。 

２ 改善を付託された組織や委員会は，改善案を作成し，校長に提出しなければならない。 

３ 校長は，前項の報告に基づき，改善策を決定し改善を指示するものとする。 

        （出典 ウェブページ（一関高専規則集／第３章 庶務）） 
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資料11－３－②－２

地域共同テクノセンターへの改組 

 

（出典 平成18年度 学校要覧 p.39）

 

（分析結果とその根拠理由）  

自己点検・評価や外部評価の結果は、校長が関係組織や委員会に改善策の検討を指示し、その結

果を受けて校長が改善を指示する体制になっている。自己点検・評価の結果は、全教職員に配布し

周知している。 

点検評価の結果、「学級担任の手引き」及び「学生指導の手引き」を作成した。また、「高度生

産技術教育研究センター」を「地域共同テクノセンター」へと改組した。 

以上のことから、評価結果がフィードバックされ、高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され、有効に運営されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・外部評価報告書に、提言に対する校長の対応方針を盛り込んでおり、校長のリーダーシップに

より関係の委員会等で速やかに検討できる体制になっている。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 
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（３）基準11の自己評価の概要 

 

本校の運営体制は、校長、副校長等で構成する企画会議が、本校の重要事項について企画・立案し、

運営委員会の審議を経て、校長が最終決定をするシステムとなっている。また、本校運営上の諸問題

については、各種委員会の審議結果を受け、校長が最終決定を行っている。全専任教員による教員会

議では、教育に関する重要事項の審議と、決定事項の周知を行っている。校長を補佐する体制や各種

委員会、事務組織等は、規則により役割が定められ有効に機能している。 

本校では、外部有識者の意見を聴く組織として外部評価委員会を開催しており、自己点検・評価結

果に対して検証と提言を受け、管理運営に反映させている。 

自己点検・評価については、点検評価規則に基づき本校の管理運営全般に渡って定期的に実施して

おり、その結果はウェブページや印刷物等により広く社会に公表している。 

これらの自己点検・評価や外部評価の結果については、印刷物として取りまとめ、全教職員に配布

し周知している。校長は、自己点検・評価結果や外部評価に基づき、改善が必要と認めた事項につい

て、関係する組織や委員会等にその改善策の検討を付託する体制になっている。既に行われた具体的

な改善例としては、危機管理マニュアルや担任マニュアルの作成、高度生産技術教育研究センターの

地域共同テクノセンターへの改組などがある。 
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Ⅳ 選択的評価事項に係る目的 

 

選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

独立行政法人国立高等専門学校機構法第12条には、「機構以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究

の実施その他の機構以外の者との連携による教育研究活動を行うこと。」と定められている。この規定に従って行う

本校の研究活動は、「地域共同テクノセンター」（以下「テクノセンター」という）及び本校に隣接した「（財）岩

手県南技術研究センター」（以下「県南センター」という）を拠点として行われ、その目的は以下のとおりである。 

１．産学連携による研究活動によって地域企業を活性化し、地域産業の発展に寄与すること。 

２．共同研究・受託研究による外部資金を獲得することにより、研究基盤の強化を図ること。 

３．研究活動推進のプロセスとその成果を、常に学生の教育に還元すること。 

 

 



一関工業高等専門学校 選択的評価事項Ｂ 

- 324 - 

選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスは、独立行政法人国立高等専門学校機構法第12条「公開講

座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること。」に基づいて行っている。 

 

本校における正規課程の学生以外に対する教育サービスの目的は、以下のとおりである。 

 

１．地域の中小企業の若手技術者の再教育を行い、創造開発型の人材を育成して競争力を強化することにより、地域

企業の活性化を図ること。 

２．一般教科を含む各学科の専門性を活かし、公開講座や出前講座を実施して、小中学生には「理科離れ」を防ぎ、

また一般社会人には生涯教育の機会を与えて地域に貢献すること。 

３．研究生、聴講生、科目等履修生の受け入れ制度により、学習する機会を提供してその要望に応えること。 
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選択的評価事項Ａ 

 研究活動の状況 

 

（１）観点ごとの分析 

 

Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備され，

機能しているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の研究活動は、「テクノセンター」及び「県南センター」を拠点として行われる。 

本校のテクノセンターは、産学官交流の拠点及び学内共同教育研究施設として、地域産業の振興・

活性化を助長し、地域の経済力向上に資するとともに、学生の教育に還元することを目的としている。

この目的を達成するため、テクノセンターには企画広報部門、共同研究部門及び技術教育部門がある

（資料Ａ－１－①－１）。地域企業からの共同研究・受託研究の申し込みや技術相談に対して、全教

員の中から適した教員がそれに対応できる体制になっている（資料Ａ－１－①－２～４）。 

一方、県南センターには研究開発部門として新素材応用研究部門、環境機能応用研究部門及び技術

情報教育研究部門がある。これらの研究部門に対し本校のマンパワーを提供することによって地域企

業に貢献できる体制になっている（資料Ａ－１－①－５）。 

本校の教育研究の振興を図り、相互の連携を密にして地域社会の発展に資することを目的として、

地域企業等により一関工業高等専門学校教育研究振興会が設立されている。教育研究振興会は、本校

の教育活動と研究活動の支援を行っている（資料Ａ－１－①－６）。 

技術室は、教員や学生が行う研究活動を支援できる体制になっている（資料Ａ－１－①－７）。 

また、一関市及び岩手県一関地方振興局と連携協力協定を締結して、地域との連携体制が強化され

ている（資料Ａ－１－①－８）。 



一関工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 326 - 

資料Ａ－１－①－１

一関工業高等専門学校地域共同テクノセンター規則 
（平成１８年２月２８日制定）

 

（趣旨） 

第１条 この規則は，一関工業高等専門学校学則第１２条の規定に基づき，一関工業高等専門学校（以

下「本校」という。）に一関工業高等専門学校地域共同テクノセンター（以下「センター」とい

う。）を置き，センターの組織及び管理運営に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 センターは，産学官交流の拠点及び学内共同教育研究施設として，地域産業の振興・活性化を

助長し，地域の経済力向上に資するとともに、学生の教育に還元することを目的とする。 

（業務） 

第３条 センターは，前条の目的を達成するため，次に掲げる業務を行う。 

一 産学官交流に関すること 

二 地域企業等との技術相談に関すること 

三 高度技術教育への支援に関すること 

四 共同研究，受託研究及び受託試験の実施に関すること 

五 公開講座の実施に関すること 

六 講演会及び講習会の実施に関すること 

七 センターの設備整備に関すること 

八 その他センター長が必要と認めたもの 

（部門） 

第４条 センターに業務遂行のための組織として，次の部門を置く。 

一 企画広報部門 

二 共同研究部門 

三 技術教育部門 

（センター長） 

第５条 センターに，地域共同テクノセンター長（以下「センター長」という。）を置く。 

２ センター長は，校長の命を受け，第３条に掲げる業務を掌理する。 

３ センター長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前

任者の残任期間とする。 

（副センター長） 

第６条 センターに，副地域共同テクノセンター長（以下「副センター長」という。）を２名置き，セ

ンター長の推薦に基づき，校長が任命する。 

２ 副センター長は，センター長の命を受け，その業務を補佐する。 

３ 副センター長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，

前任者の残任期間とする。 

（部門長） 

第７条 部門長は第４条に定める部門ごとにセンター長が推薦し，校長が任命する。 

２ 部門長の任期は１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者

の残任期間とする。 

（委員会） 

第８条 センターにその組織及び運営に関する事項を審議するため，一関工業高等専門学校地域共同テ

クノセンター運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第９条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 第３条各号に定める業務に関すること。 

二 各部門の連絡調整に関すること。 

三 財団法人岩手県南技術研究センター（以下「県南技研」という。）の寄附行為第４条第１号から

第３号まで，第５号及び第６号に定める修業の推進に関すること。 

四 県南技研寄附行為第４条第１号及び第２号に基づき，特定のテーマについて本校教員又は本校教

員と企業等技術者が共同で行う研究（以下「県南プロジェクト研究」という。）の募集，採否及び

評価に関すること。 
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五 その他管理運営に関すること 

（組織） 

第１０条 委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 センター長 

二 副センター長 

三 各部門長 

四 各学科から選出された教員各１名 

五 一般教科（人文社会系及び自然科学系）から選出された教員１名 

六 事務部長 

（委員長） 

第１１条 委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名した委員が，その職務を代行する。 

（委員以外の者の出席） 

第１２条 委員長が必要と認めた場合は，委員以外の者を委員会に出席させ，意見を聴くことができ

る。 

（報告） 

第１３条 委員長は，委員会の審議の結果を校長に報告する。 

（事務） 

第１４条 センター及び委員会に関する事務は，庶務課において処理する。 

（雑則） 

第１５条 この規則に定めるもののほか，センターに関して必要な事項は，委員会が別に定める。 

 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第６章 共同利用施設））
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資料Ａ－１－①－２

研究テーマ一覧（抜粋） 

機 械 系  

氏    名  専 門 分 野  研 究 テーマ 研 究 キーワード 

佐 々木  世 治  
熱 工 学  

設 計 法  

・合 金 の熱 物 性 値 の多 重 同 時 測 定 法 に関 する研 究  

・液 体 の微 粒 化  

・コンピュータの利 用 技 術  

熱 物 性 、数 値 解 析 、微 粒 化 、スターリ

ングエンジン 

吉 田  武 司  機 械 工 作  

・硬 ぜい材 料 の精 密 加 工 に関 する研 究  

・機 械 工 作 の自 動 化 に関 する研 究  

・ＹＡＧレーザ加 工 に関 する研 究  

超 砥 粒 ホイール、ツルーイング、ドレッシ

ング、ファインセラミックス 

佐 藤  昭 規   
材 料 工 学  

金 属 表 面 工 学  

・金 属 の溶 解 速 度 の方 位 依 存 性 に関 する研 究  

・ステンレス鋼 の孔 食 挙 動 に関 する研 究 ・アモルファス

合 金 の結 晶 化 と耐 食 性 に関 する研 究  

環 境 ぜい化 、ステンレス鋼 、粒 界 腐 食 、

溶 解 速 度 、結 晶 方 位 、孔 食 、単 結 晶  

佐 藤  清 忠   
電 子 回 路 学  

情 報 処 理 学  

・リモートセンシングの画 像 解 析 に関 する研 究  

・地 理 情 報 システム構 築 に関 する研 究  

リモートセンシング 画 像 解 析 、地 理 情

報  

沼 崎  敏 男    
材 料 力 学 機 械

材 料 工 学   

・表 面 改 質 材 の環 境 強 度 特 性  

・HVOF 溶 射 皮 膜 の形 成 と物 性 の解 明  

・ハステロイ溶 射 被 覆 処 理 鋼 材 の腐 食 疲 労 強 度 の改

善  

環 境 強 度 、腐 食 疲 労 、表 面 改 質 、溶

射 、皮 膜 、ハステロイ 

佐 藤  高 志   
機 械 制 御  

機 械 設 計  

・全 方 向 自 在 移 動 電 動 車 の開 発  

・全 方 向 倒 立 振 子 の姿 勢 制 御  

・パソコンによる機 械 の制 御  

・二 重 倒 立 振 子 の姿 勢 制 御  

移 動 ロボット、姿 勢 制 御   

根 津  辰 行     

特 殊 材 料 工 学  

計 算 工 学  

破 壊 力 学  

品 質 工 学  

・静 的 および繰 り返 し負 荷 によるセラミックスの損 傷

と、き裂 進 展 に関 する研 究  

・オーステナイト系 部 材 の高 温 下 における腐 食 摩 耗 現

象 の特 性 挙 動  

・小 型 蒸 発 式 燃 焼 器 の燃 焼 特 性 に及 ぼす空 気 流 入

位 置 の影 響  

非 線 形 破 壊 力 学  

弾 塑 性 有 限 要 素 法  

高 温 腐 食 と摩 耗  

セラミックスき裂 進 展 速 度  

畠 山  信 夫    

混 相 流 工 学  

数 値 流 体 工 学  

地 熱 開 発 工 学  

・気 液 ・固 液 二 相 流 動 及 び気 液 固 三 相 流 動 に関 する

研 究  

・混 相 流 工 学 に関 する数 値 シミュレーション 

・地 熱 利 用 技 術 に関 する研 究 ・表 計 算 による流 体 工

学 の技 術 計 算 に関 する研 究  

気 液 二 相 流 、固 液 二 相 流 、気 液 固 三

相 流 、数 値 シミュレーション、地 熱 ヒート

ポンプ、表 計 算 流 体 力 学  

 

（出典 ウェブページ）
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資料Ａ－１－①－３

「一関地域産学連携データブック」 

 

（出典 平成 16 年度版 一関地区 産学官連携 データブック）
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資料Ａ－１－①－５

県南センターの組織 

（出典 （財）岩手県南技術研究センター パンフレット）

 

資料Ａ－１－①－４

技術相談の実績（平成１７年度） 

学 科 機械工学科 電気情報工学科 制御情報工学科 物質化学工学科 一般教科 合 計

件 数 １４ ６ １２ ２ ５ ３９ 

 

（出典 地域共同テクノセンター保存資料）
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資料Ａ－１－①－６

一関工業高等専門学校教育研究振興会規約 

 

 

 

（出典 一関工業高等専門学校教育研究振興会規約）

 

 

 



一関工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 332 - 

資料Ａ－１－①－７

一関工業高等専門学校技術室要項 

 （業務） 
第３条 技術室は、前条の目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 

一 学生の実験及び実習の技術的支援に関すること。 
二 学生の卒業研究等の技術的支援に関すること。 
三 学生の課外活動の技術的支援に関すること。 
四 工作機器・実験設備等の維持管理に関すること。 
五 教員の教育研究活動に伴う技術支援に関すること。 
六 地域連携活動に伴う支援に関すること。 
七 技術の習得、継承及び研修に関すること。 
八 その他教育・研究の支援に関すること。 

（出典 一関工業高等専門学校規則集目次(内規編) 第２章 庶務）

 

資料Ａ－１－①－８

連携に関する協定書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 一関工業高等専門学校と一関市の連携に関する協力書）
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（分析結果とその根拠理由）  

研究活動は、「テクノセンター」及び「県南センター」を拠点として行われる。 

本校のテクノセンターは、産学官交流の拠点及び学内共同教育研究施設として、地域産業の振興・

活性化を助長し、地域の経済力向上に資するとともに、学生の教育に還元することを目的としている。

この目的を達成するため、テクノセンターには３つの部門があり、地域企業からの共同研究・受託研

究、技術相談に全教員が対応できる体制になっている。 

一方、県南センターには研究開発部門として３つの部門があり、これらの研究部門に対し本校のマ

ンパワーを提供することによって地域企業に貢献できる体制になっている。 

一関工業高等専門学校教育研究振興会が設立されており、本校の教育活動と研究活動の支援を行っ

ている。技術室は、教員や学生が行う研究活動を支援できる体制になっている。また、一関市及び岩

手県一関地方振興局と連携協力協定を締結して、地域との連携体制が強化されている。 

以上のことから、高等専門学校の研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に整備され、

機能している。 

 

 

Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校における産学連携による主な研究活動は以下のとおりである。 

（１）病院、地域企業と連携して患者の意思伝達装置等を開発し、医療機関で活用されている（資

料Ａ－１－②－１） 

（２）近赤外分光スペクトルによるワカメの産地判別法を受託研究として開発し、三陸地域の産業

発展に寄与している（資料Ａ－１－②－２） 

（３）本県に資源が豊富にある木質燃料を利用した木質バイオマス発電（資料Ａ－１－②－３） 

（４）廃油を利用したディーゼル燃料の開発（資料Ａ－１－②－４） 

（５）オゾン発生装置（資料Ａ－１－②－５） 

（６）お茶の産地判別（資料Ａ－１－②－６） 

（７）金属・セラミックスを高速微粉砕し、熔解せずに合金化する粉体反応装置の製品化（資料Ａ

－１－②－７） 

以上のように、本校の研究活動は地域企業の活性化と発展に寄与している。 

また、平成 15 年度～平成 17 年度の共同研究等の件数及び実績は、年度毎に着実に増加しており、

その研究内容も先端的なものから実用化を図るものまで多岐にわたって研究が活性化している（資料

Ａ－１－②－８）。 

さらに、いくつかの学会等は本校で開催され、教員の研究意識を高め、資質の向上に寄与するとと

もに学生の教育にも還元されている（資料Ａ－１－②－９）。 
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資料Ａ－１－②－１

ＡＬＳ患者用意思伝達装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 一関地域産学官連携データブック p.20）
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資料Ａ－１－②－２

ワカメの産地判別法（新聞） 

 

（出典 平成 17 年 6 月 17 日読売新聞）
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資料Ａ－１－②－３

木質バイオマス発電 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課保管資料）
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資料Ａ－１－②－４

バイオディーゼル燃料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 一関地域産学官連携データブック p.33）
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資料Ａ－１－②－５

オゾン発生装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 企業化シーズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 18 年２月 15 日 岩手日日新聞）
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資料Ａ－１－②－６

 

（出典 平成 18 年 3 月 8 日岩手日日新聞）
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資料Ａ－１－②－７

製品化された粉体反応装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成17年10月19日 日刊工業新聞）
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資料Ａ－１－②－８

外部から受け入れた研究費等の件数、金額 

                                                                           単位：千円 

１４年度 １５年度 １６年度 １７年度 区分 

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 

科 研 費 

受託研究 

共同研究 

受託試験 

寄 附 金 

4 

2 

1 

0 

14 

2,800 

  3,100 

    250 

      0 

 10,237 

3

4

1

0

13

5,100

   4,342

     500

       0

  13,196

7

7

4

1

21

 14,300

  4,509

 10,425

     10

 16,704

8 

4 

6 

1 

18 

  9,900

   19,532

   12,750

       8

  12,568

計 21 16,387 21 23,138 40 45,948 37 54,758

（出典 会計課保管資料）

 

 

資料Ａ－１－②－９

本校で開催した学会等一覧（１／２）（平成 17 年度） 

 

・ 平成１７年 ５月２８日（土）  化学工学会東北支部、岩手化学工学懇話会主催 

「第１５回化学工学一関セミナー」 

－木質バイオマスエネルギーの利用技術－ 

 

・ 平成１７年 ７月２２日（金）  岩手県表面分析懇話会 

 

・ 平成１７年１０月１８日（火）  機械学会特別講演会 

（講師：機械学会長 田口 裕也氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 平成１７年１０月２８日（金）  （社）日本粉体工業技術協会主催 

「2005 年度 第２回 電池製造技術分科会」 

（出典 庶務課保存資料）

平成 17 年 10 月 21 日 岩手日日新聞
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資料Ａ－１－②－９

本校で開催した学会等一覧（２／２）（平成 18 年度） 

・ 平成１８年 ５月２７日（土）  化学工学会東北支部、岩手化学工学懇話会主催 

「第１６回化学工学一関セミナー」 

－新たな取り組み・さまざまな視点－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 18 年 5 月 28 日 岩手日日新聞）

 

（分析結果とその根拠理由）  

産学連携により活発に研究活動が行われ地域企業の活性化と発展に寄与している。また中には、製

品化された事例もある。共同研究等の件数及び実績は、年度毎に着実に増加しており、その研究内容

も先端的なものから実用化を図るものまで多岐にわたって研究が活性化している。 

いくつかの学会等は本校で開催され、教員の研究意識を高め、資質の向上に寄与するとともに学生

の教育にも還元されている。 

以上のことから、研究の目的に沿った活動の成果が上げられている。 

 

 

Ａ－１－③：  研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備され，

機能しているか。 

 

（観点に係る状況）  

本校の産学連携による研究活動及び共同研究・受託研究は、テクノセンター規則に基づきテクノセ

ンター及び県南センターを拠点として行われる。研究活動の実施状況や問題点の把握は、テクノセン

ター運営委員会で行われ、改善を図る体制になっている（資料Ａ－１－③－１～２）。 

また、自己点検評価の一環として学校運営に対する外部評価が定期的に行われるシステムになって
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おり、平成１８年２月に実施された外部評価では、テクノセンターの運営に関する問題点や改善すべ

き点が指摘されている（資料Ａ－１－③－３）。 

 

資料Ａ－１－③－１

地域共同テクノセンター規則（抜粋） 

（委員会） 

第８条 センターにその組織及び運営に関する事項を審議するため，一関工業高等専門学校地域

共同テクノセンター運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第９条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 第３条各号に定める業務に関すること。 

二 各部門の連絡調整に関すること。 

三 財団法人岩手県南技術研究センター（以下「県南技研」という。）の寄附行為第４条第１

号から第３号まで，第５号及び第６号に定める修業の推進に関すること。 

四 県南技研寄附行為第４条第１号及び第２号に基づき，特定のテーマについて本校教員又は

本校教員と企業等技術者が共同で行う研究（以下「県南プロジェクト研究」という。）の募

集，採否及び評価に関すること。 

五 その他管理運営に関すること 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第６章 共同利用施設））
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資料Ａ－１－③－２

テクノセンター運営委員会議事録（抜粋） 

 

（出典 地域共同テクノセンター議事録）
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資料Ａ－１－③－３

外部評価報告書（抜粋） 

７） 地域との連携 

本校の共同研究テクノセンターに隣接して、県南技術センターが設置されており大型機器等

が整備されている。本校の共同研究テクノセンターとの連携によって極めて機能的な運営が可

能と思われる。地方自治体との連携を密にし、県南技術センターの充実を図っていただくと共

に、成果をあげてほしい。そのためには、高専側として、地域のニーズを的確に把握すること

と、それに対応することの可能な研究実績を有する教員を配置すること、そして連携をスムー

ズに運用する仕組みを作ることが必須と思われる。その成果に期待したい。また県南技術セン

ター、共同研究テクノセンターの存在と役割を、地域にもっと広報すべきではないか。 

 岩手県南技術研究センターは本校との連携を前提に隣接して設置された経緯があり、本校

は技術指導を担当することで運営されてきています。しかしながら関係する自治体の財政が

困窮する中で運営状況は極端に悪化して来ており体制や経費は年々不十分になって来ており

ました。同センターはこれまで分析センター的な役割が主となって来ておりましたが、今後

新設装置の充実は当面見込むことは難しい状況にあるため、開発型のセンターへと変えてい

く必要があると考えています。また本校には高度生産技術教育研究センターが校内利用施設

として設置されていますが、その役割を十分果たしてきているとは言い難く、このたび平成

18 年度に地域共同テクノセンターと呼称を変えて本校の産学連携の窓口を一本化し、地域産

業界との間での人材育成と産学連携研究に積極的に取り組む体制に組織を変更し人的充実も

図りました。 
共同研究など外部資金の導入も一定の成果を出していますが、限られた教員の活動に止ま

っているためこの機会に強化を図ることにしています。その一方で、県や市に県南センター

の体制強化を働きかけ、人的配置、運営予算の増額案も示され体制が整って来たところです。

今後は本校の教育、研究活動を全学的な内容に拡充し、その成果を広く地域社会に知っても

らうようマスメディアを活用した広報活動も積極的に展開したいと考えています。 
 

（出典 平成１８年３月 外部評価報告書）
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（分析結果とその根拠理由）  

研究活動の実施状況や問題点の把握は、テクノセンター運営委員会で行われ、改善を図る体制にな

っている。また、自己点検評価の一環として学校運営に対する外部評価が定期的に行われ、平成18年

２月の外部評価では、テクノセンターの運営に関する問題点や改善すべき点が指摘されている。 

以上のことから、研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制が整備さ

れ、機能している。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・地域企業等の要望に対して各専門教員の専門分野を活かした共同研究や受託研究を行っており、

地域連携の実績として評価できる。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

 

（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要 

 

本校の研究活動は、他者との連携によるものであり、「テクノセンター」及び本校に隣接した

「県南センター」を拠点として行われる。 

１．産学連携による研究活動によって地域企業を活性化し、地域産業の発展に寄与すること。 

２．共同研究・受託研究による外部資金を獲得することにより、研究基盤の強化を図ること。 

３．研究活動推進のプロセスとその成果を、常に学生の教育に還元すること。 

テクノセンターは、産学官交流の拠点及び学内共同教育研究施設として、地域産業の振興・活性化

を助長し、地域の経済力向上に資するため、地域企業からの共同研究・受託研究の申し込みや技術相

談に対して全教員がそれに対応できる体制になっている。技術室職員は共同研究等を支援できる体制

になっている。共同研究等は、卒業研究や特別研究に関連づけ、研究のプロセスや成果が学生の教育

に還元できるように配慮している。一方、県南センターには研究開発部があり、本校のマンパワーを

提供することによって地域企業に貢献できる体制になっている。一関市及び岩手県一関地方振興局と

連携協力協定を締結して、地域との連携体制が強化されている。 

また、本校の教育研究の振興を図り、相互の連携を密にして地域社会の発展に資することを目的と

して地域企業等が集まり、一関工業高等専門学校教育研究振興会を設立し、教育研究活動の支援を行

っている。 

 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的の達成状況が良好である。 
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選択的評価事項Ｂ 

正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程の学生

以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では、正規課程の学生以外に対する教育サービスとして、以下のような事業を計画的に実施し

ている。 

・「高専等を活用した中小企業人材育成事業」 

県南センターが主体、テクノセンターが支援して実施する地域の中小企業の若手技術者

再教育（資料Ｂ－１－①－１～２）。 

これらの事業を通じて創造開発型の人材を育成することにより、地域企業の活性化を図っている。 

 

・「公開講座」 

中学生・社会人を対象に一般教養講座から専門技術講座まで開講 

（資料Ｂ－１－①－３～４）。 

・「出前講座」 

小中学校生から高校生、社会人までを対象に広範囲に講座を設定 

（資料Ｂ－１－①－５～６）。 

・「中学生の化学実験教室」 

日本化学工学会による「夢・化学21キャンペーン」参加事業として、物質化学工学科

が平成12年から開設（資料Ｂ－１－①－７）。 

・「親子でサイエンス」 

県南センター主催の事業として各学科で企画し毎年開催（資料Ｂ－１－①－８）。 

これらの事業を通じて小中学生の「理科離れ」を防ぎ、また一般社会人には生涯教育の機会を与え

地域に貢献している。 

 

・「研究生」「聴講生」「科目等履修生」受入制度 

一般市民が本校の講義を受講できる制度として、学習機会を提供 

（資料Ｂ－１－①－９～11）。 

これらの事業を通じて学習する機会を提供してその要望に応えている。 
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資料Ｂ－１－①－１

若手技術者養成事業 

 

 

 

（出典 平成18年５月27日 岩手日日新聞）
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資料Ｂ－１－①－２

テクノセンター運営委員会議事録（抜粋） 

 

（出典 テクノセンター運営委員会議事録）
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資料Ｂ－１－①－３

平成18年度 公開講座一覧 

 

（出典 テクノセンター運営委員会議事録）

 

資料Ｂ－１－①－４

平成 16 年度・平成 17 年度公開講座一覧 

 

 

（出典 平成１７年度 地域連携）
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資料Ｂ－１－①－５

平成 17 年度出前講座一覧 

 

（出典 平成１７年度 地域連携）
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資料Ｂ－１－①－６

平成17年度出前講座一覧 

実施月日 時間 講座会場 講座名 申込者 参加者数 担当講師

７月９日（土） 9:00～12:00 東山町「太陽と風の家」 鉱石ラジオを作ろう！ 太陽と風の家 小学生　２０人
三浦(文)技術長
他技術室員２名

７月22日（金） 13:00～15:00 宮城県立拓桃養護学校 親子電子工作教室
宮城県立
拓桃養護学校

小学生　２５人
保護者　２５人

三浦(文)技術長
他技術室員２名

７月27日（水） 9:00～12:00 一関市宮下公民館 炭電池で実験しよう 宮下民区ＰＴＡ
小学生　９人
保護者　１人

電気情報工学科
豊田計時教授

８月21日（日） 12:00～17:00 花泉町「花夢パル」 親子電子工作教室
花夢パルアマチュ
ア無線クラブ

小学生　２５人
保護者　２５人 三浦(文)技術長

10月27日（木）
11月17日（木）
平成18年
１月26日（木）
２月23日（木）

各日とも
10:30～11:30 愛心幼稚園 Ｅｎｊｏｙ　Ｅｎｇｌｉｓｈ 愛心幼稚園 幼稚園生５９人

一般教科
千葉圭助教授

10月22日（土） 9:00～12:00 一関市永井公民館 鉱石ラジオづくり
一関市立永井公民
館

小学生１０人
職員２人

三浦(文)技術長
三浦（正）班長
佐藤（昌）班員

12月11日（日） 9:00～12:00 東山町「太陽と風の家」 「ホーバクラフト」を作ろう 太陽と風の家
小学生　１１人
保護者　１０人

三浦(文)技術長
千葉（周）班長
小岩（俊）班員
高橋（龍）班員

12月18日（日） 13:00～16:00 花泉町「花夢パル」
「メロディークリスマスツ
リー」を作ろう

花夢パルアマチュ
ア無線クラブ

小学生　２６人
保護者　２４人 三浦(文)技術長

平成18年
１月７日（土） 9:00～12:00

金ヶ崎町
岩手県立県南青少年の家

ゲルマニュームラジオを作ろ
う

岩手県立県南青少
年の家 小中学生２８名

三浦(文)技術長
他  

 
（出典 庶務課保存資料）
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資料Ｂ－１－①－７

中学生の化学実験教室 

 

（出典 平成１７年度 地域連携）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課保管資料）
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資料Ｂ－１－①－８

親子でサイエンス 

 

親子でサイエンス  主催：(財)岩手県南技術研究センター 

平成１５年度 

テーマ：「センサー自動車を作ろう」 

実施日：平成15年7月26日(土) 

場 所：(財)岩手県南技術研究センター 

講 師：千葉悦弥助教授、明石尚之助教授、三浦文雄技術長、和田史明技術室員 

参加者：７組 

平成１６年度 

テーマ：「いろいろ変わる不思議な化学反応」 

実施日：平成16年7月31日(土) 

場 所：一関工業高等専門学校 

講 師：佐藤和久助教授、福村卓也助手 

参加者：親子10組 

平成１７年度 

テーマ：「暗くするとあかりがつくよ！」 

実施日：平成17年7月30日(土) 

場 所：一関工業高等専門学校 

講 師：梅内晴成教授、清水久記教授、伊藤博助教授、山本美幸技術室員 

参加者：親子９組 

（出典 平成１７年度 地域連携他）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成 17 年 8 月 5 日  岩手日日新聞）
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資料Ｂ－１－①－９

一関工業高等専門学校研究生規則（抜粋） 
（昭和６１年１０月１日制定）

（目的） 
第１条 この規則は，一関工業高等専門学校学則第５３条の規定に基づき，一関工業高等専門学校研究生（以下

「研究生」という。）に関し，必要な事項を定める。 
（入学資格） 
第２条 研究生として入学できる者は，次の各号の一に該当する者とする。 
一 高等専門学校を卒業した者 
二 本校において高等専門学校を卒業した者と同等以上の研究能力及び学力があると認めた者 

（入学の出願手続き） 
第３条 研究生を志願する者は，入学日の１４日前までに，次に掲げる書類に検定料を添えて，校長に願い出なけ

ればならない。 
一 研究生入学願書（別記様式第１） 
二 履歴書 
三 最終学校の卒業（修了）証明書 
四 健康診断書 
五 現に職を有している者は，勤務先所属長の承諾書（別記様式第２） 

（入学許可） 
第４条 校長は，志願者のうちから選考のうえ入学を適当と認め，かつ，入学料を納付した者に対し入学を許可

し，入学許可書（別記様式第３）を交付する。 
２ 入学を許可された者は，入学の前日までに誓約書（別記様式第４）を提出しなければならない。 
（入学の時期及び在学期間） 
第５条 入学の時期は，学期の初めとする。ただし，特別の事情があるときはこの限りでない。 
第６条 研究生の在学期間は，６か月以上１年以内とし，当該年度を超えることはできない。ただし，研究生の願

出（別記様式第５）により校長が必要と認めたときは，在学期間の延長を許可することができる。 
 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第７章 教務・厚生補導））

 

資料Ｂ－１－①－10

一関工業高等専門学校聴講生規則（抜粋） 
（昭和６１年１０月１日制定）

（目的） 
第１条 この規則は，一関工業高等専門学校学則第５４条の規定に基づき，一関工業高等専門学校聴講生（以下

「聴講生」という。）に関し，必要な事項を定める。 
（入学資格） 
第２条 聴講生として入学できる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

一 高等学校を卒業した者 
二 本校において高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

（入学の出願手続き） 
第３条 聴講生を志願する者は，入学目の１４日前までに，次に掲げる書類に検定料を添えて，校長に願い出なけ

ればならない。 
一 聴講生人学願書（別記様式第１） 
二 履歴書 
三 最終学校の卒業（修了）証明書 
四 健康診断書 
五 現に職を有している者は，勤務先所属長の承諾書（別記様式第２） 

（入学許可） 
第４条 校長は，志願者のうちから選考のうえ入学を適当と認め，かつ，入学料を納付した者に対し入学を許可

し，入学許可書（別記様式第３）を交付する。 
２ 入学を許可された者は，入学の前日までに誓約書（別記様式第４）を提出しなければならない。 
（入学の時期及び在学期間等） 
第５条 入学の時期は，学期の初めとする。 
第６条 聴講生の在学期間は，６カ月以上１年以内とし，当該年度を超えることはできない。ただし，聴講生の願

出（別記様式第５）により校長が必要と認めたときは，聴講期間の延長を許可することができる。 
第７条 聴講生が聴講できる科目は，原則として実験・実習以外の科目とする。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第７章 教務・厚生補導））
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資料Ｂ－１－①－11

一関工業高等専門学校科目等履修生規則（抜粋） 
（昭和６１年１０月１日制定）

（目的） 
第１条 この規則は，一関工業高等専門学校学則第５５条の規定に基づき，一関工業高等専門学校科目等履修生

（以下「科目等履修生」という。）に関し，必要な事項を定める。 
（入学資格） 
第２条 科目等履修生として入学できる者は，次の各号の一に該当する者とする。 
一 高等学校を卒業した者 
二 本校において高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

（入学の出願手続き） 
第３条 科目等履修生を志願する者は，入学日の１か月前までに，次の各号に掲げる書類に検定料を添えて，校長

に願出なければならない。 
一 科目等履修士入学願書（別記様式第１） 
二 履歴書 
三 最終学校の卒業（修了）証明書 
四 健康診断書 
五 現に職を有している者は，勤務先所属長の承諾書（別記様式第２） 

（入学許可） 
第４条 校長は，志願者のうちから選考の上入学を適当と認め，かつ，入学料を納付した者に対し入学を許可し，

入学許可書（別記様式第３）を交付する。 
２ 入学を許可された者は，入学の前日までに誓約書（別記様式第４）を提出しなければならない。 
（入学の時期及び在学期間等） 
第５条 入学の時期は，学期の初めとする。 
第６条 科目等履修生の在学期間は，６か月以上１年以内とし，当該年度を超えることはできない、。ただし，科

目等履修生の願出（別記様式第５）により校長が必要と認めたときは，履修期間の延長を許可することができ

る。 
第７条 科目等履修生が履修できる科目は，原則として実験・実習以外の科目とする。 

（出典 ウェブページ（一関高専規則集／第７章 教務・厚生補導））

 

（分析結果とその根拠理由）  

本校では、正規課程の学生以外に対する教育サービスとして、以下のような事業を計画的に実施し

ている。 

・「高専等を活用した人材育成事業」 

この事業を通じて創造開発型の人材を育成することにより、地域企業の活性化を図っている。 

・「公開講座」 

・「出前講座」 

・「中学生の化学実験教室」 

・「親子でサイエンス」 

これらの事業を通じて小中学生の「理科離れ」を防ぎ、また一般社会人には生涯教育の機会を与え

地域に貢献している。 

・「研究生」「聴講生」「科目等履修生」受入制度 

これらの事業を通じて学習する機会を提供してその要望に応えている。 

以上のことから、高等専門学校の教育サービスの目的に照らして、公開講座等の正規課程の学生以

外に対する教育サービスが計画的に実施されている。 
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観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。

また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

 

（観点に係る状況） 

若手技術者の再教育による人材育成事業については、平成 18 年度から実施のため活動の実績はな

いが、実施計画や成果等については県南センターがその状況を把握し、次年度の計画に反映する体制

となっている。 

公開講座については、参加者数一覧（資料Ｂ－１－②－１）のとおりであり、アンケート結果（資

料Ｂ－１－②－２）からは受講者は満足していることがわかる。 

出前講座についても、アンケート結果（資料Ｂ－１－②－３）よりほぼ満足が得られていることが

わかる。 

テクノセンター運営委員会では、公開講座や出前講座についてアンケートの結果をもとに検証し、

次年度の計画に反映させている（資料Ｂ－１－②－４）。 

資料Ｂ－１－②－１

公開講座の参加者数一覧 

平成１６年度 

講座名 開催期間 参加者数 

ＹＡＧレーザを利用したモノ作り教室 ７/２２～７/２６ ８名 

Ｗｅｂページの作成と簡単なＷｅｂサーバ運用 ７/２２～７/２８ １２名 

液晶ディスプレイの製作 ９/２５ １９名 

 

平成１７年度 

講座名 開催期間 参加者数 

表計算ソフトウェアによる情報管理 ７/２５～７/２７ ２３名 

３次元プロッタの操作 ８/１～８/２ １１名 

中学生のための電気おもしろ実験室 ９/３ ５名 

夢・化学２１ 中学生のための化学実験教室 

「水の中から見える化学工場」 

９/１０ ２０名 

 

（出典 地域連携）
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資料Ｂ－１－②－２

参加者のアンケート結果（例） 

 

（出典 平成17年度 公開講座アンケート）
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資料Ｂ－１－②－３

出前講座のアンケート結果 

“ホバークラフトを作ろう”アンケート結果 

1．どちらから参加しましたか。 

①一関市  ②藤沢町  ③平泉町  ④その他 

  10 名    0 名     0 名    1 名(水沢) 

2．今回で何回目ですか。 

①初めて  ②2 回目  ③3 回目  ④その他（   ） 

  5 名    4 名    1 名     １名 

3．この「ホバークラフトを作ろう」の事業をどこで知りましたか。 

①一関広報   ②新聞   ③太陽と風の家 ④その他 

  5 名      ６名     0 名      0 名  

4．作ってみてどうでしたか。 

   ①難しかった  ②普通    ③簡単    ④その他 

     ４名     ４名     ３名      0 名 

5．スタッフの説明はどうでしたか。 

   ①分かりにくかった  ②普通   ③分かりやすかった  ④その他 

      1 名        0 名      10 名        0 名 

6．費用について。 

   ①高い   ②普通  ③安い   ④その他（      ） 

     0 名    2 名   10 名     0 名 

7．時間はどうでしたか。 

   ①長い  ②ちょうど良い  ③短い   ④その他 

     0 名    11 名      0 名     0 名 

8．今度、どのような事業をしてほしいですか。（原文） 

・めいろのうごく   ・かみひこうきみたいので長くとぶもの ・えをかきたい 

・これからも今日みたいなじぎょうをしてもらいといです ・パッチワーク、ぬいもの 

・おまかせ ・この様に個人では（設備・知識がないと）できない事をやってほしい 

・出来てすぐ遊べるもの 

9．その他、気づいたことがあれば記入してください。（原文） 

 ・すぐに結果がでることと、ほどほど難しい作業だったのがとてもよかったです 

 ・とても安くて、作ってみて子供がよろこんでます 

 ・３００円は安いです 

 ・材料費３００円以上かかってたんでは・・・。たのしかったです 

（出典 平成１７年度 出前講座アンケート）
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資料Ｂ－１－②－４

テクノセンター運営委員会議事録（抜粋） 

（出典 テクノセンター運営委員会議事録）

 

（分析結果とその根拠理由）  

各事業については、参加者数、アンケート結果における満足度などから、活動の成果が上がってい

るといえる。また、人材育成事業、公開講座等の活動計画や成果はテクノセンターが把握しており、

改善のためのシステムは機能している。 

以上のことから、サービス享受者数やその満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。

また、改善のためのシステムがあり、機能している。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・本校の専門性を生かした、地域企業の若手技術者の再教育による人材育成事業については、地域

企業の活性化に寄与できる優れた事業として期待できる。 
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（改善を要する点） 

該当なし 

 

 

（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

 

地域の中小企業の若手技術者の再教育のため、人材育成事業を計画し平成18年度から実施している。

この事業を通じて創造開発型の人材を育成することにより、地域企業の活性化を図っている。 

テクノセンターでは、公開講座、出前講座等を計画し実施しており、理科離れの防止や生涯教育の

機会を提供している。 

各事業については、参加者数、アンケート結果における満足度などから、活動の成果が上がってい

るといえる。また、これらの事業の活動計画や成果はテクノセンターが把握しており、改善のための

システムは機能している。 

一般市民が本校の講義を受講できる制度として、研究生、聴講生等の制度を定めており、学習の機

会を提供している。 

 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的の達成状況が良好である。 

 


